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例 言

１ 本書は、石狩川改修工事に伴い財団法人北海道埋蔵文化財センターが江別市対雁２遺跡で実施し

た埋蔵文化財発掘調査の報告書である。対雁２遺跡の調査報告書として９冊目となる。

２ 本書は平成１７・１８年度の調査成果、発掘範囲の重複する平成１１年度の調査成果の一部および平成１１

・１２年度の継続整理の遺物を収録している。１１年度の成果の一部は既刊の報告書において発表した

が、本書の内容を正式な報告とする。

３ 調査は当財団第２調査部第１調査課が担当した。同課の調査員、鈴木 信・笠原 興・芝田直人・酒

井秀治が調査業務を分担し、その指示のもと財団臨時職員が作業にあたった。

４ 現場における遺構図・土層図などの作図・整理は芝田・酒井・石丸奈智・菅原美紀・田中 静が担当・

従事し、酒井が統括した。

５ 調査写真・写真図版の編集は酒井が担当し、第１調査部第１調査課 立川トマスの協力を仰いだ。

６ 本書の報告に関する遺物整理は、土器を芝田が、石器等を酒井が担当した。

７ 本書の執筆は芝田・酒井が分担し、文責は各項目の文末に括弧で示した。編集は主として酒井が

行った。

８ 放射性炭素年代測定は加速器質量分析法（AMS）で株式会社パレオ・ラボ、炭化材・種実・骨同定を

パリノ・サーヴェイ株式会社、土器胎土分析を株式会社第四紀研究所、黒曜石製遺物原産地推定を

株式会社パレオ・ラボに委託し、報文を掲載した。また、土器胎土分析の比較試料情報を札幌市埋

蔵文化財センター・厚真町教育委員会より提供いただいた。

９ 対雁２遺跡の焼土と噴砂の考古地磁気研究については、富山大学理学部酒井英男教授、山本雄治

氏、不破祐司氏より玉縞を賜った。

１０ 調査の実施にあたり下記の諸機関・諸氏の御教示・御協力をいただいたことを記して感謝する。

（五十音順）
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ター、北海道開拓記念館
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記号等の説明

１ 遺構の表記は以下に示す記号を用い、原則として調査順に番号を付した。

P：土坑

F：焼土

S：集石

２ 遺構図の縮尺はスケール等の入っているもの以外は原則として、土坑４０分の１、集石２０分の１、焼

土など８０分の１である。

遺構平面図に方位記号がない場合は、上がN―２３°―Eである。

遺構平面図の「 」「＋」はグリットラインの交点で、傍らの名称記号は右下の小発掘区を示す。

遺構平面図の・小数字は、その地点の標高（単位ｍ）である。

３ 遺構の規模は、「長軸の上端×下端／短軸の上端×下端／確認面からの最大深」で示してある。一

部破壊されているものは現存長を（ ）で示し、不明な場合は―で示した。

４ 遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、原則として以下のとおりである。一枚の図面に違う縮尺の図が

配置されたものにはスケールを付したものもある。

復元土器：３分の１ 土器拓影：３分の１ 土製品：２分の１

剥片石器：２分の１ 礫 石 器：３分の１ 石製品：２分の１

５ 復元土器の断面図上方に「▼」が付されている場合は、正面図に「▼」が付されている部位の断面

を転写している。断面が複数に及ぶ場合は「▽」「◆」「◇」も使用している。

６ 復元土器の天にアルファベット大文字を付した「 」は正面図手前、「 」は正面図奥の部位にあ

る接合面情報を断面へ転写したことを表す。

７ 復元土器の正面図空白部分に、「○」が付されている場合は内傾、「●」が付されている場合は外傾

の接合面が露呈していることを表す。

８ 破片土器の掲載番号のうち、同一番号の末尾に「a」「b」を付した場合は、これらが同一個体の未

接合資料であることを表す。

９ 石器・土製品の大きさは、「最大長×最大幅×最大厚」で記してある。欠損しているものは現存長を

（ ）で示し、不明なものは―で示した。

１０ 文中において「北埋調報」としているものは、財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告書の略

である。
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� 調査の経緯

１ 調査要項

事 業 名 石狩川改修工事の内対雁築堤工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

事業委託者 国土交通省北海道開発局石狩川開発建設部

事業受託者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 対雁２遺跡（北海道教育委員会登載番号：A―０２―１１０）

所 在 地 北海道江別市工栄町２８番地地先（石狩川河川敷緑地内）

調査期間・調査面積

調査年度 調査期間 調査面積

平成１１年度 平成１１年５月１７日～１２年３月２４日（発掘６月１日～９月３０日）２，０００�（トレンチおよび一部上層部の調査）

平成１２年度 平成１２年４月３日～１３年３月３０日（発掘５月８日～１０月３１日）２，４００�
平成１３年度 平成１３年４月２日～１４年３月２９日（発掘５月７日～１０月３１日）１，５００�（下層部未了）

平成１４年度 平成１４年４月３日～１５年３月３１日（発掘５月７日～１０月３１日）３，４５０�（１３年度着手１，５００�の下層部を含む）

平成１５年度 平成１５年４月１日～１６年３月３１日（発掘５月９日～１０月３１日）２，２００�
平成１６年度 平成１６年４月３日～１７年３月３１日（発掘５月６日～１０月３１日）３，５５０�（うち１，８５０�は次年度継続調査）

平成１７年度 平成１７年４月３日～１８年３月３１日（発掘５月９日～１０月３１日）３，６５０�（うち４００�は次年度継続調査）

平成１８年度 平成１８年４月３日～１９年３月３１日（発掘５月８日～６月３０日） ７００�（１７年度着手４００�の下層部を含む）

調査体制

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

第２調査部 第２調査部 第２調査部 第２調査部 第２調査部 第２調査部 第２調査部 第２調査部

第３調査課 第３調査課 第５調査課 第４調査課 第１調査課 第１調査課 第１調査課 第１調査課

鬼柳 彰 部長

大沼 忠春 部長

西田 茂
部長

課長 ○ ○

三浦 正人
主査 ○

課長

佐藤 和雄 課長

遠藤 香澄 課長

鈴木 信
主任 ○

主査 ○

西脇対名夫 主任 ○ ○

笠原 興
主任

主査

佐藤 剛 主任

吉田裕吏洋
文化財保護主事 ○ ○ ○

主任 ○

芝田 直人 主任 ○ ○

酒井 秀治
文化財保護主事 ○ ○ ○ ○

主任 ○ ○ ○

○は発掘担当者
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２ 調査にいたる経緯

１９８７・８９・９０（昭和６２・平成元・２）年に順次行われた「石狩川改修工事に基づく築堤盛土材の採取」が

進行するなか、１９９１（平成３）年１２月に「築堤盛土材の採取」にあたって、工事施工の立場にある石狩

川開発建設部江別河川事務所から江別市教育委員会へ、埋蔵文化財包蔵地の有無の照会が行われてい

る。その範囲は世田豊平川（旧豊平川）よりも上流側の１４０，０００�である。

協議を受けた江別市教育委員会は、埋蔵文化財に関しては所在確認の調査が未実施であること、１８

世紀以降の江別発祥の地としての対雁（津石狩）番屋跡や対雁駅逓跡に近く、さらに１８７６（明治９）年の

樺太アイヌ強制移住地にも近接している等、江別の歴史にとって重要な地点であることを念頭に１９９２

（平成４）年から順次、埋蔵文化財所在確認調査を実施した。

所在確認調査は３回に分けて行われ、重機を使用して８０～４０～２０ｍメッシュでの試掘穴掘削を進め

た。３回目の１９９２年１０月２１～３１日までの試掘調査は河川敷３７，０００�を対象にするもので、当初は２０ｍ

メッシュの重機調査を行ったが、終盤に縄文土器片を発見した。そのため急遽調査を範囲確認調査(B

調査）に改め、１０ｍメッシュでの包蔵地確認を行った。その結果、土器片２３２点・石器等６３点の遺物や

焼土を検出し、遺跡の所在が明確になった。念頭にあった江戸・明治期の遺構は、既に石狩川改修工

事や「高水敷」整備で失われていたものの、調査の成果として未登載の縄文時代の包蔵地約２０，０００�
を確認した。これを北海道教育庁文化課に報告し、遺跡名は対雁２遺跡とされた（図�―１）。

この包蔵地については現状保存が望ましいが、やむをえない場合は記録保存を目的とした発掘調査

が必要である旨、石狩川開発建設部に伝えられた。石狩川開発建設部は石狩川治水の進展上工事計画

の変更は不可能と判断し、１９９９（平成１１）年度に対雁２遺跡の発掘調査を財団法人北海道埋蔵文化財セ

ンターに委託した。北海道埋蔵文化財センターはこの事業を受託し、調査面積２０，０００�に対しての当

該年度の調査計画を立案し、６月～９月までの発掘調査に着手した。

図�―１ 遺跡の位置
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３ 調査の経過

平成１１（１９９９）年度の調査は、B調査坑の再確認（図�―２）、２．５ｍ×５ｍのトレンチの継続で進行し、

東西方向の７１・８１線はほぼ連続、南北方向の１４２・１５０・１５８・１６６線は北から目的の地点まで延ばした（図

�―３）。各所に土坑や焼土の重複がみられ、最も多い個所では１１枚の焼土の重複を確認した。また、

調査区南辺や中央部では、公園造成時の客土を除去した段階で遺物が目立ち始め、その部分を遺物の

広がりに注意して精査した結果、土器集中を確認した（図�―３）。土器集中１・３については出土遺物

が多いことから調査を中断し、ブルーシートを掛けた後に土をかぶせて養生をし、次年度に調査を行

うこととした。出土遺物の多くは縄文晩期後葉に属するもので、最上層部から出土する一部や西辺に

続縄文初頭のものがみられた。また、琥珀塊・石炭円礫やクマとみられる土製品なども出土した。

年度内に一旦記録類と出土遺物の整理を行い、年度末に報告書『対雁２遺跡（１）』（北埋調報１４７）

として刊行した。報告書では、遺物包含層の深さが未確定であり、安全確保のため段階的な試掘が必

要であること、包蔵地範囲も特に西側の限界について試掘を追加して再度判断する必要があること（同

前書８頁）を指摘し、道教委文化課へも同内容の報告を提出した。

平成１２（２０００）年度の調査は、比較的遺構・遺物の密度の薄い北東側から、南北３０ｍ（６５～７１線）、東

西８０ｍ（１５９～１７５線）の昨年度トレンチに囲まれた２，４００�および土器集中１・３を対象とした発掘調査

を行った（図�―３）。調査範囲西側では土坑・焼土・炭化物層・遺物の重複が顕著で、その相互の上下関

係・同一面関係の把握と記録化、層序の認識に努め、遺物の検出をみなくなる標高７．０ｍ以下まで作業

した。出土遺物は縄文晩期中葉から後葉に属するものであった。土器集中１・３の調査では、前年度

と合わせて８０，５１４点の遺物を取り上げた。当年度着手範囲の記録類・出土品を整理し、年度末に報告

書『対雁２遺跡（２）』（北埋調報１６０）を刊行した。また、土器集中３から出土した遺物の本格的な整

理作業に着手した。

図�―２ 再確認した試掘穴の位置
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深部調査では遺物を確認できなかったが、標高４．０ｍほどの位置で自然木・クルミ殻などの年代測定

試料を得た。AMS法による放射性炭素年代測定では、低位の自然遺物で２９００y．BP前後と報告され

た。また、遺跡周辺部の探索で現石狩川の汀線付近から縄文中期～晩期・続縄文・擦文土器を採集した。

なお、包蔵地の西側への広がりを確認するため、新たな試掘調査を求めていた件については、北海

道教育委員会と協議し、調査予算内で重機によるトレンチと人力での掘削土精査を行うこととなっ

た。１０月に実施した試掘の結果、従来の発掘必要範囲西辺から旧豊平川までの間のほぼ全域に土器・

石器等・炭化物や焼土が分布することが判明した。この結果に基づき道教委は翌年１月、石狩川開発

建設部に対して、西側１１０線までの概算１２，５００�を要発掘範囲に取り込む旨を文書で通知した。同建

設部からはこの部分についても現状保存困難であることが道教委に伝えられ、調査面積は当初の

２０，０００�と合わせ約３２，５００�となった。

平成１３（２００１）年度の調査は、前年度に続き７１線以北を西側に掘り進めることを計画した。ただ遺構

・遺物の密集部からの継続調査となり、やや深くに包含層が傾斜していく様相も予測されること、発

掘労働力の一部を採取したままになっていた焼土等の土壌の一次整理に充てること等を考慮して東西

を１４９線までの５０ｍ延長に限り、調査面積を１，５００�とした（図�―３）。

調査が進むにつれ遺構・遺物の密集部は、予想を越えて１５２線の東側付近まで徐々に密度を落としな

がら続くことが判明した。土坑９４基・焼土ほか約４７０ヵ所など多数の遺構が重層的に検出され、これに

伴う縄文晩期後葉の遺物も、層位に応じて細かい変遷を示すことが明らかになった。「遺構・遺物の検

出面数＝とらえられた生活面」は２．５×２．５ｍの小グリッドごとの最多で１４面を数え、１５５線以東の密

集部での平均でも８．５面に達した。また包含層の下限も予想外に深く、当初積算の１．５倍を超える土量

を掘り下げなければ、当年度分の調査は終了しない状況が見えてきた。そこで、次年度に向けた残存

部の状況把握のため深掘りトレンチを掘削し、繰越し作業量を推算した。１０月初頭に道教委文化課に

資料を送付し、中旬には石狩川開発建設部江別河川事務所に説明報告した。なお、次年度に合わせて

報告となったので可能な範囲の整理を進める一方、平成１１・１２年度に調査・整理を行った「土器集中３」

を中心とする報告書『対雁２遺跡（３）』（北埋調報１７７）を刊行した。

平成１４（２００２）年度の調査は前述した経緯に基づいて、前年度の下層部１，５００�と南北１０ｍ（６５・６６線）

・西端までの東西１９５ｍ（１１０～１４９線）の１，９５０�、合計３，４５０�を対象とした（図�―３）。

図�―３ 各年度の発掘範囲

３ 調査の経過
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東側の１，５００�は、上層からの連続で何枚もの層がさらに西に傾斜していった。遺構・遺物も一部に

集中を見せながら断続的に検出された。手掘り調査の到達面は、現地表から約１．５～２．５ｍ深である。

昨年度からの小グリッドごとの取上回数の通算は最大２３面に達したが、遺物は縄文晩期後葉の範囲に

収まるものであった。新規着手の西側１，９５０�では、まず２５％調査を行い、遺構・遺物の濃淡を把握す

ることとした。その結果をもとに、一定の土坑・焼土や遺物の検出があった１４８線付近や１４０～１４６線付

近を中心に手掘り調査、遺構・遺物が希薄な部分は重機掘削を併用して調査した。現地表から約１．５ｍ

深を調査し、概ね１４０線以東で続縄文前葉の包含層が重層し、１３５線以西では同後葉の遺物が僅かに出

土した。AMS 法による放射性炭素年代測定では遺跡西端部が１７４０±４０y.BP と報告された。平成１３・１４

年度着手範囲および報告範囲内の平成１１年度着手部分をあわせて記録類・出土品を整理し、年度末に

報告書『対雁２遺跡（４）』（北埋調報１９３）を刊行した。

整理作業では平成１３・１４年度調査の記録類・遺物の整理を実施したほか、平成１１・１２年度に調査した

「土器集中１」の出土遺物の破片接合・石膏復元・実測・写真撮影等を進めた。

平成１５（２００３）年度の調査は東西１１０ｍ（１２７～１４９線）×南北２０ｍ（６７～７１線）の２，２００�を対象とした

（図�―３）。１３３線以西からは、遺構・遺物の検出がほとんど見られなかった。１３３線以東からは、西に

傾きながら遺構・遺物の検出があった。遺構は土坑１３基、焼土１８７ヵ所、集石５ヵ所などが検出された。

特に焼土では、集石炉と考えられる土坑状の浅い円形の窪みに多量の焼けた礫が検出されたものが、

当遺跡で初めて確認された。遺物は土器等１，４２２点、石器等１２，６２２点、計１４，０４４点が出土した。時期

は縄文晩期後葉～続縄文前葉にあたり、続縄文前葉のものが多数を占める。AMS 法による放射性炭素

年代測定では補正年代で２０３０～２５７０y.BP と報告された。前年までの調査結果から、今年度調査範囲

付近では標高７．０ｍまでの深度で遺構・遺物の検出があると考えられていたが、１３９～１４５線間で標高６．０

ｍ付近まで落ち込む焼土を検出した。そのため標高７．０ｍ以下については次年度に再度確認調査を行

うこととした。平成１５年度着手範囲および報告範囲内の平成１１年度着手部分をあわせて記録類・出土

品を整理し、年度末に報告書『対雁２遺跡（５）』（北埋調報２０４）を刊行した。

整理作業では、平成１１・１２年度に調査を行った「土器集中１」から出土した遺物の破片接合・石膏復

元・実測・写真撮影等を進めた。

平成１６（２００４）年度の調査は、遺跡西側１，７００�（南北６７～７１線間、東西１１０～１２７線間）と東側１，８５０�
（南北７１～７３線間、東西１２７～１６３線間）の合計３，５５０�の調査を行った（図�―３）。東側１，８５０�は、こ

れまでの調査から掘削深度が標高６ｍ以下になることが判明している。そのため下層部は次年度に調

査することとし、合わせて報告することとした。

西側からは焼土１７ヵ所、土器８点・石器等１７点の遺物が検出されている。時期は遺構・遺物からは不

明であるが、これまでの調査の結果から続縄文時代と考えられる。AMS 法による放射性炭素年代測定

では補正年代で１６４０～１８９５±２５y.BP と報告されている。東側は、手掘りによる調査を行った。１２９～

１４６線間は標高７．０ｍ、１４６～１５２線間は標高６．５ｍまで、１５２～１５７線間は土層に沿った面で今年度の調

査を終了し、養生を行って次年度の調査に備えた。土坑１４基、焼土１６２ヵ所、集石５ヵ所などの遺構、

土器９，６４２点、石器等２１，２２１点が検出された。時期は縄文晩期後葉～続縄文前葉と考えられる。平成１

６年度着手報告範囲の記録類・出土品を整理し、年度末に報告書『対雁２遺跡（６）』（北埋調報２１５）を

刊行した。

整理作業では、平成１１・１２年度に調査を行った「土器集中１」から出土した遺物の破片接合・石膏復

元・実測・写真撮影等を進めた。

平成１７（２００５）年度の調査は、南北７１～７３線間、東西１１０～１７５線間の３，２５０�および南北７３～７５線間、

� 調査の経緯
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東西１５１～１５７線間の４００�、合計３，６５０�の調査を行った（図�―３）。南北７３～７５線間、東西１５１～１５７

線間の４００�は、これまでの調査から掘削深度が標高６ｍ以下になることが判明している。そのため、

下層部は次年度に調査することとし、合わせて報告することとした。

南北７１～７３線間、東西１１０～１７５線間の調査は、重機による遺構確認と手掘りを併用して行った。１１０

～１４９線間および１５８～１７５線間は標高７．０ｍ、１４９～１５３線間は標高６．５ｍ、１５３～１５８線間は標高６．０ｍま

で調査を行った。平成１１・１６年度に検出された分を含めると、土坑４６基、焼土３２４ヵ所、集石１２ヵ所な

どの遺構、土器・土製品２０，９０９点、石器等２４，４９２点、合計４５，４０１点が検出された。時期は、縄文晩期

後葉～続縄文前葉と考えられる。遺構では、土坑上面に被熱した礫が集積されたものや土坑内で多量

のクルミを焼いたものが検出されている。

南北７３～７５線間、東西１５１～１５７線間の４００�は、焼土１２５ヵ所、集石４ヵ所などの遺構、土器７，４８７

点、石器等５，０９５点、合計１２，５８２点が検出された。土層に沿った面で今年度の調査を終了し、越冬養

生を行って次年度の調査に備えた。平成１７年度着手報告範囲の記録類・出土品を整理し、年度末に報

告書『対雁２遺跡（７）』（北埋調報２２６）を刊行した。

整理作業では、平成１１・１２年度に調査を行った「土器集中１」から出土した遺物の破片接合・石膏復

元・実測・写真撮影等を進めた。

平成１８（２００６）年度の調査は、南北７２～７５線間、東西１４１～１４６線間の２５０�および前年度からの継続

調査範囲を含む南北７３～７５線間、東西１５１～１５８線間の４５０�、合計７００�の調査を行った（図�―３）。１４１

～１４６線間は標高７．０ｍ、１５１～１５３線間は標高６．５ｍ、１５３～１５８線間は標高６．０ｍまで調査を行った。１５６

線付近では標高５．０ｍまで調査を行った部分もある。平成１１・１７年度に検出された分を含めると、土坑

１３基、焼土２１７ヵ所、集石４ヵ所などの遺構、土器・土製品１１，５８６点、石器等１７，８９２点、合計２９，４７８点

が検出された。時期は、縄文晩期中葉～続縄文前葉と考えられる。遺構では、焼土に土器を埋けるた

めと考えられる直径１０�ほどの小ピットが２２基検出されたものが確認されている。

１２月８日に平成１１・１２年度に調査を行った「土器集中１」に関する報告書『対雁２遺跡（８）』（北埋

調報２３１）を刊行した。

４ 本書の内容

本書では、平成１８年度調査の範囲７００�について、平成１１・１７・１８年度に検出した遺構と土器・石器等

の遺物、自然科学的分析について報告する。

�章では、調査に至る経緯とこれまでの調査の経過について説明する。�章では、当遺跡の調査の

工程を概説、調査方法と遺物や図面・写真などの記録類の取り扱いについて説明する。�章では、遺

跡の位置・立地とその環境について触れる。�章では、遺構と遺構出土の遺物についての報告を行う。

�章では、包含層出土の遺物の報告を行う。また、平成１１・１２年度に行った調査において継続整理と

した遺物の報告を行う。�章では、AMS 法による放射性炭素年代測定結果、炭化材・種実・骨同定結果、

土器胎土分析結果、黒曜石製遺物原産地推定結果、考古地磁気による年代測定結果を分析者の原稿で

報告する。�章では、遺構・土器・石器・自然科学分析についての考察を行う。写真図版では、現地に

おける調査風景や土層・各遺構の状況、出土した遺物を掲載する。堆積や土色の状況を報告するため

に、土層や一部の遺構についてはカラー写真図版で掲載している。 （酒井）

４ 本書の内容
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� 調査の方法

１ 調査範囲

（１）発掘区の設定

ａ 方格組みおよび経緯度と座標

発掘必要区域は人為的に整備された河川敷であり、石狩川築堤と平行に約１００ｍの幅を有する高水

敷に延長２００ｍの範囲、約２０，０００�とされていたので、発掘区の設定は以下のように行った。

まず、この区域に築堤に平行・直交する５ｍ間隔の方格を組み、それぞれの区画線に数字を与えた（図

�―１）。将来的に全方向に調査範囲が拡大する可能性を考慮し、発掘必要区域の北辺を６６線、南辺を

８６線、また西辺を１３５線、東辺を１７５線とした。なお、平成１１・１２年度の発掘調査および再試掘調査に

より要発掘調査範囲が北辺６５線、南辺８６線、西辺１１０線、東辺１７５線に拡大している（図�―２）。

５ｍ発掘区（グリッド）の呼称は、方眼の北西角で交差する区画線を読む。発掘調査区域の北西角で

図�―１ 発掘区の設定（１）

� 調査の方法
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あれば６５―１１０区となる。さらにこの５ｍ方眼を２．５ｍ四方に分割して、反時計回りに北西角からア・イ

・ウ・エと呼ぶ小発掘区（小グリッド）を設置し、調査の便を図った（図�―２）。なお、平成１３年度まで

は小グリッドを a�b�c�dとしていたが平成１４年度より上記のように変更した。

平成１１年度の調査着手に当たって、株式会社シン技術コンサルに委託して２０ｍ間隔の基準杭設置を

おこなった。方眼設定の原点として石狩川左岸「対雁築堤」の基準線上のポイントを使用することと

し、点間２００ｍの SP５８００・SP５６００を選定した。SP５８００からN―２３°―Eに３１．５ｍで調査範囲南辺、ここか

ら南辺を１ｍ東行した点を８６―１６６の交点とした。同様に SP５６００から振り出した点を確認修正点（８６―１

２６の交点）とした（図�―２）。これを基本杭として２０ｍ方眼と範囲四隅に基準杭の打設を発注し、座標

値と標高を得た。調査に必要な５ｍ方格杭は、その都度自ら打設することとした。

上記方格の緯経度および平面直角座標（平面直角座標系第��系）は、図�―２中の２点Ａ・Ｂで

Ａ ６６―１３５：北緯４３度０７分３９．０４４９８秒、東経１４１度３１分１４．２２０６８秒

Ｘ＝―９６，６５８．０３７ｍ、Ｙ＝―５９，３３８．４８４ｍ

Ｂ ８６―１７５：北緯４３度０７分３３．５６５４０秒、東経１４１度３１分２０．６９６２３秒

Ｘ＝―９６，８２８．３７３ｍ、Ｙ＝―５９，１９３．６１４ｍ

である。この緯度・経度、平面直角座標は「日本測地系」に基づいたものである（図�―１）。

測量法とそれに伴う測量法施行令・平面直角座標系の改正が平成１４年４月１日から施行され、従来

の「日本測地系」に基づいた座標は「世界測地系」に基づいた「日本測地系２０００」の座標に変更され

た。これに伴い上記の２点は下記のとおりに変更となった。

Ａ ６６―１３５：北緯４３度０７分４７．８３９４８秒、東経１４１度３１分００．８７８２６秒

Ｘ＝―９６，３９４．６８０９ｍ、Ｙ＝―５９，６４４．８２７６ｍ

Ｂ ８６―１７５：北緯４３度０７分４２．３６０７２秒、東経１４１度３１分０７．３５３４３秒

Ｘ＝―９６，５６５．０１６９ｍ、Ｙ＝―５９，４９９．９６１８ｍ

図�―２ 発掘区の設定（２）

１ 調査範囲
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ｂ 水準点

�章で述べたとおり平成１２年度の範囲確認調査の結果、発掘必要範囲が西側へ拡大した。この範囲

に発掘が及ぶこととなった平成１４年度、新規範囲の基準杭打設が再びシン技術コンサルに委託され

た。この際設置された基準杭の標高が平成１１年設置杭から観測した結果よりほぼ１０�高くなることが

発掘開始後間もなく判明した。これは言うまでもなく「２０００年度平均成果」による平成１４年度の水準

成果改訂を考慮した上での不一致である。平成１１年設置杭間の比高にほとんど変化がないことから凍

上等の影響はほぼ無視できる模様であった。詳細についてはこれまでの報告書に記載されている。こ

れまでの報告との整合性を踏まえて、平成１１年度設置の

基準杭８６―１７６の標高８．８５５ｍ

が真であり、なおかつ経年変化がないと仮定してこの標高を使用している。

（２）今年度報告の調査範囲

今年度は北辺７３線・南辺７５線・東辺１４１線・西辺１４６線の２５０�と北辺７３線・南辺７５線・東辺１４９線・西辺

１５８線の４５０�の合計７００�が調査範囲である。このうち北辺７３線・南辺７５線・東辺１４９線・西辺１５７線の４００

�は、平成１７年度からの継続調査範囲である（図�―２）。

２ 土工

（１）掘削

今年度調査を行なう前に、平成１７年度調査の包含層養生を人力により除去するとともに、重機を用

いて壁面の法面を除去した。掘削深度はこれまでの調査結果から１４１～１４６線間は標高７．０ｍまで、１４９

～１５５線間は標高６．５ｍまで、１５５～１５８線間は標高６．０ｍまでとした。一部遺物の出土が見られたこと

から標高５．０ｍまで掘削した部分がある。これまで同様、土層は東西方向では西側に向かって落ち込

んでいき、南北方向ではほぼ水平に近いことが確認されている。

人力掘削作業は主に移植ゴテ・ねじり鎌を使用して行った。遺構・遺物の検出状況に応じて竹へらや

竹串を使用して遺構・遺物を傷つけないように掘削を行った。精査・清掃の際には前記のほかにロボウ

キ・ブラシ等を用いた。また、移植ゴテでは掘ることが困難な場所や遺構・遺物の見られない範囲、周

回道路路盤や撹乱坑等ではスコップやツルハシ等を併用した。

遺跡の上層部分は粘質土層であるため、乾燥すると非常に固く、塊状となり移植ゴテ等で細かく掘

削することが困難となる。そのため、適度にじょうろや噴霧器を用いて散水を行い、日々の調査終了

時にはブルーシートをかけるなど乾燥しないような配慮を行って調査を進めた。また、調査の進行に

より深度が深くなるため、壁面の保護には気を使った。上層部は粘土質で乾裂のため壁面が崩落する

危険性がある。そのため、常にブルーシートをかけて乾燥を防ぎ、一方で砂の多い下層部の崩壊を防

ぐため壁面の上下に排水溝を設けて雨水を避けた。さらに遺跡の下層部分では地層が西側に傾斜し、

きつい体勢での作業を強いられると共に、水を含むと滑りやすく天候により危険をともなった。その

ため、排土道や通路に歩み板や麻袋を敷いて事故の防止に努めた。

（２）越冬養生

遺跡は冬季には土壌の凍結・融解に曝されるため、発掘終了時には未発掘部分との境界に生じた壁

� 調査の方法
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面の養生に留意した。７５・１４１・１４６・１４９・１５８線の壁面では土砂で覆って法面とした。この上からブルー

シートをかけて雨水や雪を防ぎ、水分の浸透による壁面の崩落や土砂の流出がおきないようにした。

また、遺跡内には杭や窪み・段差などが多くあり危険なため、遺跡範囲をトラロープで囲い、複数

の看板により遺跡内への立入禁止を掲示した。進入道にはＡ字ゲートを置き、遺跡への無断侵入によ

る事故を未然に防ぐように努めた。

３ 測量と記録

（１）測量・図化

委託設置した基準杭をもとに５ｍ方格の各交点に木杭を設置し、平面測量の基準とした。発掘範囲

の高低差が大きいこともあり、光波測距機能のついた１秒単位デジタル表示のトランシットを用い

た。平面測量は、この方格杭を基準として設けた簡易な水糸遣方からの手測りによった。

水準測量は、自動レベルと１�目盛のアルミスタッフを用いて方格杭に基準杭を与点とする標高を

入れ、方格杭と対象の比高を直接観測、または簡易な水糸遣方と対象の比高を手測りして行った。

測量の成果は基本的に２０分の１スケールの図として記録し、１�方眼のセクションフィルムに鉛筆

描きである。地層断面図、遺構等の平・断面図等を作成し、遺物出土状況等の詳細図を必要としたと

きは１０分の１スケールとした。遺構図は原則１枚の図面に一つの遺構を記載した。図面には遺跡名・

遺構名・グリッド名・取上面・スケール・日付・作成者等を記入した。

（２）現場での撮影

ａ 撮影方法

発掘現場での撮影は、６×７サイズカメラをメインとし、３５�一眼レフカメラを補助的に用いた。

同一カットを同じ条件（シャッタースピード・露出）で２コマ撮影し、それをもって１セットとした。

ほぼ全ての遺構を撮影した。遺物の出土状況なども各小グリッドの層位ごとに行い、進行状況の確

認となる定点撮影も定期的に行った。 撮影に際しては、各被写体の出土位置・取上面など必要な情報

を入れることを考慮した。ブレ・ボケなどを防止する為に、全ての撮影は三脚・レリーズを用いて行った。

ｂ 撮影機材

各年度によって、撮影機材・フィルムは以下のように変化している。

平成１１年度：Mamiya RZ６７PRO�（T―MAX１００・E１００S）、Nikon F３（E１００S�GOLD１００）

平成１２年度：WISTA４５VX（T―MAX１００・E１００S）、Nikon F３（E１００S�GOLD１００）

平成１３～１５年度：WISTA４５VX（T―MAX１００・E１００VS）

平成１６～１８年度：Mamiya RZ６７PRO�（T―MAX１００・E１００VS）

フィルムの使用頻度や収納スペースの観点から、平成１３年度からは３５�一眼レフカメラでの撮影を

やめ、全てを６×７サイズ（必要に応じて４×５サイズ）で行なうこととした。スライドなどで必要な

カットは３５�サイズに縮小デュープしている。

フィルムは、遺跡が全体にくすんだ土色で、焼土や土坑の覆土などの色変化が再現しにくいため、

平成１３年度より発色性の強いものに替えた。

ｃ 撮影データ

現場での撮影データは、撮影者が野帳にその都度記入した。平成１３年度からはデジタルカメラで同

３ 測量と記録
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一カットを撮影し、写真台帳のデジタル化を図った。

（３）出土品の収集

ａ 掘り出し遺物

平成１３年度以降は地区（小発掘区名）と層位所見（取上面）、取上日付の３者が基本的な収集情報とな

り、帰属遺構は層位所見の一種という扱いとなった。同時に、遺物は細分された各地層の内部ではな

く、むしろ各層の境界より出土し、焼土などとともに旧地表に沿った一連の面を形成していることが

ほぼ明らかとなった。そこで発掘中に認識される遺構・遺物の平面的な連なりを「取上面」と呼び、

これを層位上の単位として取り上げを行った。取上面には小発掘区ごとに通し番号をつけ、記録票を

作成して取上日付・遺物の出土標高の範囲・当該面の遺構などを記録した。

平成１４年度からは取上情報を記入した荷札を遺物とともに袋に入れるようにした。荷札は平成１５年

度から白無地のプラスチック樹脂製番号札を使用し、台帳化終了まで遺物に随伴するようにした。な

お、遺構内の遺物に詳細に番号をつけて取り上げ、遺構図中に作成したドットマップもしくは出土状

況図にその取上番号や標高を記入した場合があるが、ごく少数の遺構に限られる。

取上面：現地調査の段階においては地層の正確な把握が困難であることから、小グリッド内の調査

で同一面とみられる遺構・遺物の検出面を「取上面」と称して、実務上の層位として遺構の記録・遺物

収集を行っている。取上面には小グリッドごとに通し番号をつけ、○囲み数字で記載している。現場

で使用した取上面記録票（図�―４）には、取上面設定のたびに同一取上面の遺構と代表的な遺構・遺物

の標高を記載した。当該小グリッドに隣接する周囲８方向の小グリッドにおける取上面の対応関係

と、同面と見られる遺構についても確認できる限り記載し、後の生活面設定の一助とした。

必要に応じて現地調査の記録からそのまま転載した取上面を用いながら記載を進める。

ｂ 土壌等

焼土の土壌に含まれる炭化物や、集中して投棄された小剥片などは、集中範囲の平面図を作成して

標高を記入したうえ、土壌ごとポリ袋に採取し、その後の整理作業で水篩選別その他の方法により取

り出している。小グリッドによる分割は行なわず、連続した集中範囲の土壌を一括している。

４ 資料整理

（１）図面等

原図には図面番号をテプラで記入し、図面台帳の作成を行った。図面番号は「図１５６０～１７９９」を与

えた。原図は取上面や遺構番号の確認、必要事項の記入・訂正などの作業を行った。訂正や変更があ

った場合は、その個所が確認できるように原図に書き込んでいる。その後、原図から１�方眼の方眼

紙に鉛筆で２倍図版の版下図となることを考慮した素図を作成した。この素図を元に墨入れを行い報

告書挿図の版下とした。なお、地図・作業工程図の一部、遺物等を除き、素図をスキャナーで取り込

んだのちパソコン上で描画ソフト（Illustrator １０．０．３・Illustrator CS）により加工し、デジタルデ

ータで版下を作成した場合がある。

（２）生活面

二次整理作業の中で、小グリッドごとに設定した取上面の対応関係を吟味し、遺構の共有関係や遺

� 調査の方法
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物の標高から一連の取上面とみなされるものをまとめて「生活面」と称して設定した。生活面は各年

度の報告範囲内において各々設定する。

生活面は遺構・遺物に基づいて認定した単一旧地表面であるが、地層断面の検討によって認定し�
章で記載した層面とは必ずしも一致しない。そのため、層面の間に多数の生活面が存在することもあ

れば、全く存在しないこともある。しかし、断面上の遺構から層面と一致することが判明する場合も

ある。なお、表�―２において生活面を構成する小グリッドごとの取上面と対応する層面を記載した。

生活面の編成にあたっては、複数の小グリッドにまたがる焼土・炭化物等と現場における小グリッ

ド間の同一取上面の情報を重視した。焼土・炭化物等の検出面が上下に重なっている場合は、各々を

別の生活面とした。遺物のみ検出した取上面が重なっている場合は、１つの生活面としてまとめた場

合がある。また、小グリッド間の同一面の情報がない場合においては、遺構・遺物の検出標高や層面

を目安として生活面の拡がりを捉えている。これらの場合は層面をまたがないこと、他の小グリッド

における取上面の順番と矛盾が起きないことを前提とした。

生活面は西から１～１４５面を設定した。生活面は面での拡がりをとらえることを目的としているが、

土層の状況、遺構・遺物の検出、出土状況により面としての拡がりを捕らえることが難しい場合があ

った。そのため東西方向では小グリッドで２～４区間ほどの拡がりとして捉えられたものが多い。

（３）出土品

ａ 掘り出し遺物

一次整理：掘り出された土器・石器等は、野外作業と平行して現地で水洗・乾燥・遺物台帳の作成・遺

物カードの添付・注記作業を行った。水洗はボンドブラシや歯ブラシなどを使用して遺物に付着した

土を洗い落とした。乾燥は新聞紙等を敷いた乾燥かごに遺物を入れて、屋外もしくは整理作業室内で

行った。室内では除湿機などを用いて乾燥を促した。

水洗・乾燥の終了した遺物は、収集の単位ごとに遺物名と点数を決定したうえで遺物番号を与え、

遺物台帳に登録した。随伴させていた取上情報を記載した番号札は、コピーを取った上で遺物と分け、

落書き消しを使用して文字を消去し、再利用している。

遺物台帳は、土器・土製品と石器等に分けて作成している。B５判の様式を印刷して手作業で記入し、

小グリッド別に全遺物を登録した台帳を作成した。台帳には小グリッドのほか遺物番号・取上日・層位

（取上面等）・遺物名・分類・材質（石器等）・点数等を記入した。遺構出土のものは、遺構名も記入した。

台帳登録済みの遺物は、同一の内容を記入した遺物カードとともに遺物番号ごとにチャック付ポリ袋

に納めた。遺物カードは土器等と石器等で色を分け、土器は朱鷺色、石器等は白茶色とした。

注記は、土器片が微細なものを除く大多数、石器等が微細なものや調整を全面に行っているものを

除いて行った。注記できなかった遺物は遺物番号ごとにポリ袋に納め、注記済みのものと同封した。

注記内容は、遺跡名の略号「T２」、出土小グリッド、遺物番号で、遺構出土のものは遺構名も記入

した。平成１１・１２年度には層位も記入している。

二次整理：一次整理の終了した遺物を埋蔵文化財センターに搬入し、分類・材質の確認、注記・接合

などを行った。採用した分類の体系、図化・撮影対象の選択等については�章で述べる。

遺物の整理と平行して遺物台帳の修正を進めた。その完了後、平成１１年トレンチのうち本年度報告

の範囲と今年度の遺物についてパソコン上で表ソフト（Excel ２０００）により小グリッド別の台帳を作成

した。また、地層断面図・遺構図の整理に並行して現場で記録した小グリッドごとの取上面を相互に

対比し、同一の生活面に属する遺構・遺物を確定する作業を進めた。帰属する生活面を特定できた遺

４ 資料整理
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物は、パソコン上の遺物台帳にその情報を入力した上で集計作業を行って、遺物集計表を作成した。

整理終了後、原則として各遺物と遺物カードを同封したチャック付ポリ袋に戻し、遺物名・分類ご

とに遺物番号順に整頓し、プラスチックコンテナに収納した。

ｂ 土壌

現場で採取した炭化物や骨片に富む土壌のうち、前項で触れたように小剥片の集中などを洗い出し

て掘り出し遺物の整理に加えたものもある。その大部分は平成１３年度から発掘事務所脇の屋外に専用

の装置（いわゆる PROJECT SEEDS MODEL TYPE―１、椿坂１９８９b・上屋１９９０）を設置してフロー

テーション（浮遊選別）処理し、掘り出し遺物とは別の系列で整理を進めている。

土壌の乾燥は主に強風の日を避けて屋外で行い、適宜撹拌や直射日光に曝した場合がある。土壌重

量が概ね採取時の８割未満になった時点でフローテーション処理し、浮遊物は２．０００�および０．４２５

�、残渣は１．４１０�目篩（椿坂１９８９a）により回収した。回収物は火気と化石燃料由来の汚染を忌むの

で、屋外やオイルヒーター等で暖房した屋内で風乾させた。その後、現場および埋蔵文化財センター

の室内で適宜ルーペ等を用いながら遺物・炭化物等を選別した。

フローテーション成果：遺構土壌のフローテーション成果を表�―３に掲載している。現地で採取

した土壌は年度ごとに通し番号（例 処理番号１８―１）を付け、土壌水洗等処理票に記載し、上記に記

載の要領により処理した。調査の手順に応じて同一遺構・層位の土壌が複数の処理番号に分かれた場

合があるが、表ではそれらを合わせて示した。試料の量を示す意味で処理前土壌の風乾重量を記した。

また、処理後の選別対象の量を示す意味で浮遊物・残渣の重量を示した。浮遊物のうち０．４２５�目篩の

遺物は可能な限り草の根などの混入物を除去したもの、２．０�目篩の遺物は混入物を除いたものの重

量を記入している。土壌の風乾重量と比較しての炭化物の多寡を知ることができる。

炭化物・骨・土器・石器等の重量は０．１ｇ単位デジタル表示の電子天秤で量った。０．０ｇと表示してい

るのは微量ながらも選別されたことを示し、選別されなかった場合は「なし」と記入している。石器

類の重量は石材の別、打製石器・磨製石器の別を問わない総量で、黒曜石の重量はその内数である。

これらの数値は残渣重量と比較して、炭化物以外の微細遺物の多少を知ることができる。骨の種・部

位等の同定は検出された重量が１．０ｇ以上のものを実施し、�章において報告している。ベンガラと

したのは赤みの強い鉱物質の粒であるが、真正のベンガラか検討はしていない。 （酒井）

（４）写真

ａ スタジオ撮影

撮影方法：撮影はレフランプを用いて行った。土器片や石器などは、無影撮影台を使用し俯瞰撮影

を行った。その際、遺物は発砲スチロールや脱脂粘土などで傾きを調整した。復元土器は、撮影台に

白い背景紙を垂らして立面撮りを行った。復元土器の撮影においては、特に立体感を表現することに

留意して行った。また、実測図では表現出来ない質感を出すようなライティングを心掛けた。立面撮

影全般に、普段我々がものを見る時の自然な角度内での撮影を心掛け、写真を見る者に不自然感を与

えない構図を目指した。現場での撮影と同様に、同じ条件（ライティング・シャッタースピード・露出）

で２コマ撮影し、それをもって１セットとした。

撮影機材：レフランプは、メイン光を３００Wのフラッド球を１～２灯、サイド光を１５０Wフラッド球

を２～４灯、ディフューザーフィルムを使用した。カメラは、６×７版カメラを使用した。フィルム

はコダックの EPY６４（カラーリバーサル）と T―MAX１００（モノクロ）を使用した。

� 調査の方法
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ｂ 現像

ペーパー現像：モノクロ写真の焼き付けは、自動現像機（ILFORD ILFOLAB MG２９５０）での自家処理と

なっている。写真図版用の焼付けや密着焼きを行なっている。この機械は、印画紙を露光した後流し

込むと、約１分で乾燥まで仕上げて出てくる。これはほぼ一定の条件での現像となるため、露光時間

の増減による仕上がりの予想がしやすい。 （立川）

ｃ 保管・管理

写真台帳：写真台帳はパソコンに入力しデジタルデータ化して管理している。平成１３年度からは、

現場で同一カットをデジタルカメラでも撮影し、その画像を貼り付けた台帳を作成している。前年度

までのものは、フィルムスキャンで画像を取り込み貼り付けている。

平成１４年度からは、文字データファイルに画像データを貼り付けていたのから、画像データを別フ

ォルダーに JPEG 形式で保存したものと、文字データファイルの画像領域をリンクさせる形式に移行

した。これによりデータ量の圧縮と作業スピードの高速化が図られた。写真台帳をデジタルデータ化

し管理することにより、写真の検索が瞬時に行なえる。また、画像を画面上で確認出来るため、不必

要にオリジナルのフィルムに触れる機会が減少し、フィルムの劣化・破損などを防ぐことが出来る。

フィルム：アルバムは、コスモスプリントファイルを用いている。フィルムには１コマずつ番号を

つけ、フィルム種類ごとの連番で管理している。フィルムに触れる時は必ず手袋を着用し、油分から

の変色・劣化やカビの発生を防いでいる。また、同一条件で撮影した２コマのうち１コマはオリジナ

ルフィルムとして使用せず、長期保存に耐えるようにしている。使用頻度や貸し出し依頼の多いカッ

トに関しては、デュープを作成し対応している。アルバムは全ての調査・整理作業が終了した後、定

温・定湿に保たれた特別収蔵庫に保管される。

フォトＣＤ：カラーフィルムの劣化・退色に対応すべく、報告書に使用したカットについては、フ

ォト CD に焼き付けている。フォト CD は外注しており、主にブローニーサイズのカラーリバーサルフ

ィルムからの焼き付けとなっている。E６処理されたリバーサルフィルムの耐久性について確実なデ

ータがない現状においては、フォト CD に焼き付けて色情報をデジタルデータとして保存するのが最

良と思われる。

５ 保管

今回の報告に関する図面等・写真・出土遺物は２００７年３月現在、北海道立埋蔵文化財センターで保管

している。図面等は全て A２版図面ファイルに調査年度・北埋調報番号・遺跡名をつけて収納してい

る。写真アルバムは全ての調査・整理作業が終了した後、定温・定湿に保たれた特別収蔵庫に保管され

る。出土遺物に関しては、土器片や石器等・フローテーション成果等はコンテナに収納する。コンテ

ナには調査年度・北埋調報番号・遺跡名・遺物名・分類・収納番号を記したラベルを貼り、収蔵庫に保管

し、今後の活用に備えた。 （酒井）

５ 保管
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� 遺跡の環境

１ 位置

対雁２遺跡は北海道島中央部の西寄り、日本海に面する石狩平野を流れる石狩川の下流域に位置す

る。石狩川の河口より約３３�離れた左岸の、世田豊平川（旧豊平川）との合流地点の東側に遺跡は所在

している（図�―１）。地表面は標高８．４～８．７ｍであり、現在は対雁堤防によって区切られて、石狩川

の河川敷緑地高水敷となっている。

遺跡は江別市工栄町２８番地地先（石狩川河川敷緑地内）に所在する。遺跡の名称は平成４（１９９２）年に

埋蔵文化財包蔵地として周知され、縄文晩期・続縄文時代の遺物包含地である「対雁遺跡」との混同

を避けるため「２」という番号をつけて命名された。

「ツイシカリ」は言うまでもなくアイヌ語地名であって、語頭のツは「もとの」「もうひとつの」

といった意味をもつアイヌ語 tuであろうとみられている（榊原１９９８）。しかし、「もとのイシカリ」と

いう地名の意味するところは、いまひとつ明らかでない。この問題を含む遺跡の人文的な環境や周囲

の遺跡については、すでに刊行した報告書で紹介してきたところであるので、参照いただければ幸い

である（北埋調報１４７・１６０・１７７・２２６）。

２ 地形

遺跡は石狩川下流域に発達した沖積低地の中にあり、石狩川やその支流の洪水が及ぶ氾濫原にあ

る。石狩川開発建設部の治水地形分類（石建編１９７９）ではこれを自然堤防としている。旧豊平川河道に

沿って形成されていることや、これまでの遺跡の調査から見ても賛同できるものである。また、遺跡

の古環境を知る目的で行われた自然科学分析の結果からも、河川敷内の洪水堆積による地形であるこ

とが報告されている（北埋調報１７７・１９３）。その堆積状況から見て、世田豊平川が豊平川の本流であっ

た頃にその営力によって形成された地形であると考えられる。ただし、記録で確認できる限り遺跡周

辺において、これまでに洪水によって水位が標高８ｍを大きく超えたことはない（北埋調報１４７・１７７）。

また、遺跡周囲に位置する同時期の札幌市H３７遺跡やH３１７遺跡では標高３～５ｍ、江別市江別太遺

跡においては標高―１ｍに遺跡が形成されており当時の水位が高かったとは考えられない。このこと

からすると、この地形は近世以降とは異なる環境下で形成された古地形であると考えられる（北埋調

報１９３）。また、現地の調査から平面的には北東―南西方向のグリッドラインよりもやや東側に振れる

角度で層面が確認されており、当時の地形がこの方向で形成されていたと推測される。

図�―１・２は、同一位置における１２５００分の１の遺跡周辺の地形図である。図�―１は、石狩川の改

修工事が行われる前の１９６７・１９７２年に撮影された航空写真をもとに、１９９９年に作成したものである。

当時の遺跡は、旧豊平川に沿った標高８．７～９．４ｍの細長い島状の微高地の一部にあり、遺跡から北東

に４００ｍほどで標高差約８ｍの侵食崖となり、石狩川左岸へ到達していた。図�―２は、１９９７年に国土

地理院が発行した２５０００分の１地形図を基にしたものである。標高８．４～８．７ｍの堤防敷地内で、遺跡

から北東に２００ｍほどで石狩川左岸へ到達する。遺跡範囲は河川敷地内の高水敷にあり、北側は標高

� 遺跡の環境
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図�―１ 遺跡付近の地形（河川改修前）（１９６６・１９７１年撮影の空中写真より１９９８年８月に作成した地形図）

２ 地形
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図�―２ 遺跡付近の地形（河川改修後）（平成１４年国土地理院発行の２５０００分の１地形「江別」より抜粋）

� 遺跡の環境
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差３ｍほどの法面となって中水敷となる。この２つの地図からは、遺跡周辺の地形の変化が見て取れ

る。この間に行われた石狩川の改修工事により、左岸は大きく削られ直線化が図られている。遺跡は

上層部分を０．３～１．０ｍほど、遺跡範囲の北側を削平されていると考えられる。平成１３・１４年度調査結

果では、法によって削平された焼土が検出されるなど、遺跡の北側についても包含層が続いていたこ

とが明らかとなった。

次節以降で述べるとおり、当財団の発掘調査によって、補正年代で約１６００～２９００y．BP の間に、こ

の場所で標高８ｍおそらくは９ｍ以上まで頻繁に水成層・風成層が形成され、その堆積の間を縫って

焚火などの人間活動がおこなわれたことが明らかになった。水域と陸域とが目まぐるしく交替する様

子は、自然堤防が形成される状況を示しているとみられる。ただし、現代の河川敷整備で微高地の頂

部が削平されているので、すべてがこの時期の所産であるとは言い切れない。自然堤防の発達の時期

が判明した一例としてよいのではないかと思われる。

３ 地層

今年度の土層については、概ね平成１４年度に示された方法を踏襲し、層面を認定することにより分

層を行うこととした。当時指摘したとおり「対雁２遺跡の遺構・遺物は地中において全く不規則に存

在するのではなく、一定の面をなして出土する傾向がある。これが概ね旧地表面であること、そこに

生活の痕跡が残された後で堆積が進み、新たな地表面を形成することによって遺構・遺物の塁重が起

こるらしく、上下の生活面を隔てる堆積物は例外なく遺物に乏しい。したがって、人為的に盛られた

ものでないことなどは見当が付いていたので、この間欠的な自然堆積の休止を地層断面上で特定し、

それぞれの休止に対応する遺構・遺物を明らかにする」（北埋調報１９３）ことを目標として地層の観察を

行った。図�―３は、東西方向１４１～１４６線間および１４９～１５８線間の７５線における南西側壁面を示した

ものである。図�―４は、南北方向７３～７５線間の１４１・１４５・１４９・１５１線における南東側壁面を示したもの

である。東西方向の図は、現地では北東側より作図しており、これまで報告されてきた図との整合性

を持たせるため、反転して掲載している。そのため、土層図は口絵および写真図版の土層写真とは左

右が反転している。

対雁２遺跡の地層は、堆積環境・古環境の分析結果から氾濫堆積物と考えられる。最上部は、非常

に固く締まっており、外見上では概ね堆積構造のわからない灰黄褐色～暗黄褐色の粘土質のシルトで

構成されている。土壌形成時において周辺から風成塵としてシルトの供給がされた可能性が指摘され

ている（北埋調報２１５）。この部分には焼土や土坑・遺物が重層的に多く見られる事から、離水しやすく

地表面として利用される機会が多かったと見られる。また、草木根等によると見られる撹乱も多く見

られ、堆積構造がわからなくなっている一因となっている。地層の深度が増すにつれて、堆積物の粒

度が増して灰褐色～黒褐色の砂を含むようになり、堆積構造が肉眼で観察できるようになる。主に灰

黄茶褐色、灰白色や青灰色のシルト質粘土もしくは粘土と灰褐色～黒褐色の細粒～微細粒砂の互層と

なって観察される。概ね土層上位においてはシルト質粘土もしくは粘土が主となり、下位においては

細粒～微細粒砂が主となる。この部分ではシルト質粘土や粘土が堆積する所から焼土や遺物が検出さ

れていることから、一時的に離水して地表面となった場所を利用していたと思われる。現地表からの

深さが約１．０ｍほどになると、北東方向の走行と北西方向への傾斜が顕著に観察できるようになる。

土層は、概ね東西方向は北西方向への緩やかな傾斜を示す堆積休止面と、それを切るきつい傾斜を

３ 地層
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図�―３ 東西方向地層断面図

� 遺跡の環境
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示す侵食面が繰り返し現れる層面を示す。南北方向は極緩やかに北東方向へ傾斜しているものの、ほ

ぼ平行した層面を示す。層面の多くは土層の東側や上位では不明瞭となり、層面を示すことはできな

かった。土層は非常に多く観察されるため、すべての侵食面・堆積休止面について分層することは不

可能であった。そのため、大きな侵食面についてはできるだけ記録することとし、堆積休止面につい

ては代表的なものを現場における観察において選び出して分層することとした。

図では侵食面を赤線で示し、層面の名称を赤字によって「１a」の様に数字の後に小文字のアルフ

ァベットによって表記した。侵食面から続く堆積休止面は青線で示し、青字によって「１b」の様に

連続する侵食面と同じ数字の後にアルファベットにより表記した。侵食面との等時性を確認できない

堆積休止面は緑線で示し、緑字によって「１．１」の様に直上位の侵食面の数字の後に小数点で上位か

ら名称を表記した。今年度は８０面について命名を行った。侵食・堆積休止の両面において層面の連続

が確認できなくなった場合には、その位置から破線で示している。なお、客土・撹乱・周回道路路盤・

中央広場基盤・暗渠は、その範囲を薄いアミをかけて示した。上下に稲妻状に続く濃いアミは、噴砂

脈を示す。

表�―１では、命名した層面について記載した。断面上において層面にかかる遺構、平成１４～１７年

度に設定した層面・生活面との関連を明記する。例えば、層面１４―５bであれば平成１４年度報告の５b

面、生活面１６―１８であれば平成１６年度報告の１８面、ということである。層面下の細粒堆積物について

も記載した。細粒堆積物は灰黄茶褐色、灰白色のシルト質粘土もしくは粘土である。還元が顕著な場

合は青灰色の土色を呈する。その他、気付いたことを所見に記載している。

図�―４ 南北方向地層断面図

� 遺跡の環境
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噴砂脈については、現地調査においてほぼ南北方向の走行であること、上端を�層に切られて終わ

っているものが多いことが確認されている。中～極粗粒砂に細礫が混入する。幅は１～３�程のもの

が多いが、１０�程のものも見受けられる。また、中には段差数�程度の断層が確認されるものがあり、

西側が低くなっている。これらの噴砂脈は、続縄文以降に起きた大きな地震による液状化現象で生じ

たものであろうと考えられている。富山大学理学部の酒井英男教授が行った噴砂の考古地磁気研究で

は、予察的な結果ではあるが、２本の噴砂について１２世紀初め（A．D．１１３０年頃）のものという結果が得

られている（�章第５節）。噴砂脈については、『対雁２遺跡（４）』（北埋調報１９３）に詳しいので、そち

らを参照されたい。

口絵・図版�―１では東西方向、南北方向の一部をカラー写真図版で掲載している。土色・土質は上

記のような様相を呈するが、土層の状況とともに堆積状況を確認する際に参照されたい。 （酒井）

表�―１ 層面一覧
平成１８年度

層面上の遺構
平成１４～１７年度 面下の細粒堆積物

（シルト質粘土・粘土）
所 見

７５線上の名称 生活面 名称 生活面

１b １７―２７b １７―５１ b下に厚さ～２�、灰白色シルト質粘土

１．１ １７―２７．１ １７―５３ 厚さ～１�、灰白色シルト質粘土

１．２ 厚さ～３�、青灰色粘土

２b b 下に厚さ～５�、灰茶褐色・青灰色粘土

３a なし 侵食面、上限は確認しがたい

３．１ 厚さ～３�、灰白色シルト質粘土

３．２ 厚さ～４�、灰茶褐色シルト質粘土

３．３ 厚さ～５�、灰茶褐色シルト質粘土・青灰色粘土

３．４ 厚さ～２�、灰茶褐色シルト質粘土

４a なし 侵食面、上限は確認しがたい

５a・５b b 下に厚さ～１�、灰茶褐色シルト質粘土 西側は４aに切られる

６a・６b b 下に厚さ～１４�、青灰色粘土

７a・７b b 下に厚さ～３�、灰茶褐色シルト質粘土

８a・８b b 下に厚さ～３�、灰茶褐色シルト質粘土

９a なし 侵食面、上限は確認しがたい

９．１ b 下に厚さ～５�、灰黄茶褐色・青灰色シルト質粘土

９．２ １３ F―１５９６・１６０６・１６３０ 青灰色粘土 断面上に F―１６０６

１０a なし 侵食面、上限は確認しがたい

１０．１ 厚さ～４�、灰茶褐色シルト質粘土・青灰色粘土

１１a なし 侵食面、上限は確認しがたい

１２a なし 侵食面、上限は確認しがたい

１２．１ 厚さ～４�、青灰色粘土

１２．２ 厚さ～４�、暗灰茶褐色シルト質粘土・青灰色粘土

１２．３ ２３ F―１５３６ １７―３５．３ 厚さ～２�、暗灰茶褐色シルト質粘土

１３a・１３b 厚さ～１�、灰茶褐色シルト質粘土・青灰色粘土

１３．１ 厚さ～５�、灰茶褐色シルト質粘土・青灰色粘土

１３．２ 厚さ～３�、灰茶褐色シルト質粘土 噴砂による断層あり

２１．１ １７―４３．１ １７―１００ 厚さ～８�、灰茶褐色シルト質粘土

２１．２ 厚さ～１�、灰茶褐色シルト質粘土

２１．３ 厚さ～３�、灰茶褐色シルト質粘土

２２a なし 侵食面、上限は確認しがたい

２２．１ 厚さ～２�、灰茶褐色シルト質粘土

２２．２ 厚さ～５�、灰茶褐色シルト質粘土

２３a・２３b b 下に厚さ～２�、灰茶褐色シルト質粘土・青灰色粘土

２４a なし 侵食面、上限は確認しがたい

２４．１ 厚さ～３�、灰茶褐色シルト質粘土

２５a・２５b b 下に厚さ～２�、灰茶褐色シルト質粘土

２６a・２６b b 下に厚さ～３�、灰茶褐色シルト質粘土

２７a・２７b b 下に厚さ～４�、灰茶褐色シルト質粘土

２７．１ ５１ F―１４６５・１４６６・１４６７ １７―５２b １７―１１７ 厚さ～２�、灰茶褐色シルト質粘土

２７．２ 厚さ～２�、灰茶褐色シルト質粘土・青灰色粘土

２７．３ 厚さ～２�、灰茶褐色シルト質粘土

２８a・２８b ７３
F―１２８３・１２９３・１４８６

・１４８７・１４９３
１７―１５１ b下に厚さ～３�、灰茶褐色シルト質粘土

２８．１ ７４
F―１４９８・１４９９・１５１２

・１５２６
厚さ～３�、灰茶褐色シルト質粘土 断面上に F―１４９９

２８．２ ７５ F―１５０４・１５１６・１５２８ 暗茶褐色微細粒砂 断面上に F―１５０４

２９a なし 侵食面、上限は確認しがたい

２９．１ 厚さ～７�、青灰色粘土

２９．２ 厚さ～３�、青灰色粘土

２９．３ ９６ F―１４５４・１５２５ 厚さ～５�、青灰色・灰茶褐色粘土

３０a なし 侵食面、上限は確認しがたい

３０．１ １０４ 厚さ～２�、青灰色粘土・灰茶褐色シルト質粘土

３１a・３１b １０７ b下に厚さ～２�、灰茶褐色シルト質粘土

３２a・３２b １１２ F―１６０４ b下に厚さ～４�、灰茶褐色シルト質粘土

３３a・３３b b 下に厚さ～１�、灰茶褐色シルト質粘土

３３．１ １２４ 青灰色粘土・灰茶褐色シルト質粘土

３４a なし 侵食面、上限は確認しがたい

３５a・３５b １３０ F―１５９１ b下に厚さ～０．５�、灰白色粘土 断面上に F―１５９１、P―２１６のため東側不明

３６a・３６b b 下にあり、灰茶褐色シルト質粘土 噴砂による断層あり

３６．１ １３８ F―１６２０ あり、灰茶褐色・青灰色シルト質粘土 断面上に F―１６２０、噴砂による断層あり

３７a・３７b b 下に厚さ～２�、灰茶褐色・青灰色シルト質粘土 噴砂による断層あり

３８a・３８b b 下に厚さ～１�、灰茶褐色粘土 噴砂による断層あり

３８．１ １４５ F―１６４１ 厚さ～４�、灰茶褐色粘土 断面上に F―１６４１、噴砂による断層あり

３９a なし 侵食面、上限は確認しがたい

３ 地層
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１ 記載の方法

図の表現・縮尺等

土坑・焼土断面は４０分の１、集石は２０分の１、焼土・灰白色粘土範囲等は８０分の１で図化している。

遺物の出土状況は、必要に応じて２０分の１で図化しているところがある。土坑・集石については個別

に掲載した。焼土・灰白色粘土範囲等は、設定された生活面ごとにまとめて掲載した。

図の表現は、太実線内が現地焼土３０％アミ・廃棄焼土１０％アミ・噴砂６０％アミ、炭化物が密な範囲は

長点線・疎な範囲は短点線・微細骨片の範囲は点線で示した。灰白色粘土範囲は異なるトーンで示し

た。焼土内では、焼成の具合（例：極暗赤褐色→暗赤褐色→橙褐色）により太実線→１点破線→２点破

線として状況を表した。また、集石は▲で位置を示している。

２ 土坑

今年度報告範囲内において１３基が検出された。このうち１基は調査が２か年に亘ったため昨年度に

一部を報告している（Ｐ―２０２）。これらは検出位置から昨年度分類の「�群土坑」に属する。土坑の大

部分は浸食作用により上部を失っており、構築面は確認されなかった。しかし、土坑内と周囲の包含

層より出土した遺物の接合関係から、検出面との高低差は小さいと考えられる。

これらの土坑は形状・規模が近似しており、切り合いが見られないため、ほぼ同時期に構築された

とも考えられるが、検出面の上下によりある程度の時間差が想定される。土坑の構築時期が異なって

も同じ用途により掘り込みの深さが変化しなかったとすると、構築順は底面の標高が低いグループが

古く、高いグループが新しいことになる。すなわち、Ｐ―２０２（標高６．９５ｍ）→Ｐ―２１９（同７．２０ｍ）→Ｐ―２１６

・２１７（同７．４０ｍ前後）→Ｐ―２０８・２１１・２１２・２１８（同７．５５～７．６０ｍ）→Ｐ―２０９・２１０・２１３（同７．６５～７．７０ｍ）→Ｐ

―２１５（同７．７８ｍ）という構築順が推測される。ただし、構築面地形の傾斜や凹凸などを考慮すると、こ

れらはさらに時期がまとまる可能性がある。

図�―１ 遺構位置図

� 遺構と遺構の遺物
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検出状況は、層面の精査中に、土質が異なる円形または楕円形の範囲として確認したものが大部分

である。侵食面（砂質）よりも休止面（シルト～粘土質）で検出したものが多い。検出面における覆土と

周囲の包含層の土質は、色調や粘着性、堅密度が若干異なる程度で、水分を含ませるなどの方法で差

異を見つけねばならなかった。また、炭化材が周囲よりもやや密集する（流れ込みによる）、あるいは

空洞に近い分布になる（掘り込みによる）という状況も、検出にあたっての判断材料となった。

規模は、長径０．５ｍ以下の小型のもの２基、長径０．５～１．０ｍの中型のもの１０基、長径１．０ｍ以上の大

型のもの０基、不明のもの１基である。形状は楕円形のもの６基、ほぼ円形のもの６基、未調査等に

より不明なもの１基である（表�―１・２）。楕円形とした土坑の大部分は、長短径差が小さい円形に近

いもので、長楕円形や溝状のものは見られない。楕円形またはほぼ円形の中型土坑が多い点は、昨年

度報告範囲の�群の傾向と一致する。坑底面は、Ｐ―２０２が丸みを帯びる以外は、いずれも平坦である。

土坑の長軸方向に特に方向性は見られない。

覆土はいずれも褐色～暗褐色の粘土またはシルトによる自然堆積である。覆土中には、周囲の焼土

に由来すると考えられる炭化材や焼土ブロックが混入している。坑底部までほぼ均一の堆積状況を示

し、内部に腐植土などの間層が見られないことから、廃棄直後に一気に埋没したと推測される。

土坑の覆土中より、�群土器片、たたき石、フレイク、礫などが出土した。これらの遺物はすべて

流れ込みによるもので、土坑には伴わない。Ｐ―２０９出土のたたき石を図示した（図�―５）。安山岩製

の扁平礫の腹背部に敲打痕があるもの。また、Ｐ―２０８より微小な炭化材や細砂礫を多量に含む赤褐色

粘土ブロック、Ｐ―２１０より砂礫を微量に含む灰白色粘土ブロックが検出されている。Ｐ―２０８出土の赤

褐色粘土は、その含有物から土器製作に関係する可能性があり、土器胎土分析の比較試料とした（�
章第４節参照）。

これらの土坑の性格は、この場で行なわれた生業に関わる施設と考えられるが、遺物をほとんど伴

わないため詳細は不明である。周囲で形成された焼土との関連が推測されるが、昨年度報告のＰ―１７９

のようなクルミを焼いた土坑は検出されなかった。人骨や副葬品が出土しないこと、規模が小さいこ

と、人為的に埋め戻された痕跡が見られないことなどから、墓の可能性は低い。

構築時期は、周囲で検出された焼土より採取した炭化物で行なった放射性炭素年代測定結果から、

補正年代で２４００～２６００y．BP、すなわち縄文時代晩期中～後葉と推測される。

表�―１ 土坑規模表

小型
（長径０．５ｍ以下）

基（群内）

中型
（長径０．５～１ｍ）

基（群内

大型
（長径１ｍ以上）

基（群内）

不明

基（群内）

合計

基（群内）

�群 ２（１５％） １０（７７％） ０（０％） １（８％） １３（１００％）

表�―２ 土坑形状表

楕円形
基（群内）

ほぼ円形
基（群内）

不明
基（群内）

合計
基（群内）

�群 ６（４６％） ６（４６％） １（８％） １３（１００％）

２ 土坑
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図�―２ 土坑（１）
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図�―３ 土坑（２）

２ 土坑
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３ 集石

複数の礫または礫石器が集まって検出されたものを「集石」として認定した。今年度報告範囲にお

いて４か所を検出した。いずれも拳大から人頭大の礫・礫石器２～５点により構成される。検出後、

掘り込みなどがないか周囲の精査・断面調査を行なったが、これらに伴う施設は確認されなかった。

Ｓ―３４・３５は、いずれも２点の礫・礫石器が、一方が他方に寄りかかるように出土した。Ｓ―３６は大型

の礫がやや小型の礫を打ち割っている状態で出土した。割られた礫片２点は接合している。Ｓ―３７は

大きさのほぼ均一な楕円礫を素材とするたたき石４点が、方向を揃えて重ねられ、それらの上部によ

り大型の台石１点が置かれていた。このような出土状況は、平成１１年度に調査されたＳ―２（『対雁２

遺跡（１）』北埋調報１４７）に類似する。

遺物は、たたき石、台石、礫・礫片が出土している。石材は安山岩または砂岩である。礫・礫石器の

大きさは、平均で長径１３．５�、短径８．４�、厚さ４．８�、重さ７７６．０ｇである。各集石の出土遺物の詳

細については表�―２を参照されたい。Ｓ―３４・３５・３７出土の礫石器を図�―５に図示した。S―３５の２点

とＳ―３７―１は平坦面に敲打痕のある台石。Ｓ―３４―１は礫の端部と腹背部に敲打痕のあるたたき石。Ｓ

―３７―２～５は礫の腹背部に敲打痕のあるたたき石。

本遺跡からは河川堆積に由来する泥岩の小礫以外に自然礫は出土しない。よって、これらの礫・礫

石器は外部より人間が持ち込んだものと考えられる。また、人間が個別に遺棄した礫・礫石器が偶然

同じ場所に集まった可能性もあるが、遺跡全体で石器等の出土点数が非常に少ないこと、折り重なる

ような出土状況であること、たたき石・台石の組み合わせに一括性が認められることなどを考慮し、

これらの集石は人間が意図的に形成したものと判断した。

集石間の新旧は、検出された生活面より、Ｓ―３４・３５（６３面）→Ｓ―３６（８５面）→Ｓ―３７（８７面）と考えられ

る。形成時期は、周囲で検出された焼土より採取した炭化物で行なった放射性炭素年代測定結果から、

図�―４ 集石
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図�―５ 土坑・集石の遺物

３ 集石

Ｐ―２０９―１
Ｓ―３５―１

Ｓ―３５―２

Ｓ―３４―１ Ｓ―３７―２

Ｓ―３７―１

Ｓ―３７―５

Ｓ―３７―３
Ｓ―３７―４
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補正年代で２４００～２６００y．BP、すなわち縄文時代晩期中～後葉と推測される。

検出位置は、焼土等とともに生活面別の図に▲で示すとともに、１／２０で詳細図を掲載した。

（芝田）

４ 焼土

焼土は平成１１・１７・１８年度調査において、合計２１７ヵ所が検出されている。焼土の検出される範囲は１５２

線以東に多く分布し、１４３～１４６線間・１５２～１５５線間・１５６～１５８線間の北東―南西方向に大きな分布範囲

が確認できる。この傾向は�章で見た層面において、大きな侵食が少なく平坦な休止面の続く時期と

重なるようである。このことから、焼土は平坦な所ばかりではなく斜度のきつい斜面にも形成される

ことがあるものの、川辺に安定して平坦な地表面が現れたと考えられる時期に多く形成されたようで

ある。この時期に水成層と見られる薄い堆積層を挟んで、焼土が重なって検出される状況が見られる。

焼土の調査ではＦ―１５１６（図�―１４・図版�―１）に見られるように、焼成面の上面に焼土粒や炭化物・

微細骨片の混入する層（灰層）がある。それらが確認できた際には、その範囲を記録したのちに土層観

察用のベルトを残して焼成面の検出を行った。焼土は全てについて表面観察・断面観察を行った。表

面観察において確認できた炭化クルミや微細骨片などについては表�―１に記載している。ほとんど

の焼土における表面の土壌を採取し、フローテーション処理により内容物の収集を行っている。フロ

ーテーション成果については表�―７を参照されたい。焼土の平面図については、生活面ごとに１／８０

で掲載した。焼土は、現地・廃棄の別を実線内のアミの濃度よって区別し、濃いものを現地、薄いも

のを廃棄としている。また、写真図版においては代表的なものをカラーで掲載し、焼土の検出・焼成

状況・土色を把握する一助とした。焼土の断面は、代表的なものを図�―２１に掲載している。

焼土は大きく２つに分類している。その場で焼成された現地性のもの１９２ヵ所、本来の焼土の位置

から移動していると見られる廃棄のもの２５ヵ所である。廃棄のものについては、現場で調査員が表面

観察・断面観察等により、現地での焼成が見られないと判断したものである。現地での表面観察やフ

ローテーション成果により微細骨片が検出したもの７６ヵ所、クルミの炭化物が得られたもの１２１ヵ所

がある。表�―１おいて表面観察で確認した内容物とフローテーションによって確認した内容物を掲

載している。フローテーションを行った遺構については○、炭化クルミの検出された遺構については

◎をつけている。

特徴的な焼土としては、Ｆ―１１５３のように焼土上面に掻き出し跡が確認できるもの、Ｆ―１５０５のよう

に窪みを利用したもの、Ｆ―１５１６のように円形で浅い小ピットが伴うものがあげられる。

Ｆ―１１５３・１５００・１５１４・１５４３・１６２８の５ヵ所では、焼土上面に掻き出しと見られる土層が乱された跡が

確認された。周囲に焼土粒や炭化物が散在している状況が見られる。

Ｆ―１５０５・１５２５・１５４０・１６０５・１６４０の５ヵ所では、自然の窪みを利用したと見られる状況が確認できた。

Ｆ―１４５９�・１４９８�・１５００�・１５０３�・１５１６�・１６１１�の６ヵ所（○内は小ピットの数）では、径０．１ｍ・深

さ０．０５ｍほどの円形の小ピット(SP)が伴うものが確認された。この小ピットは焼土付近に土器が倒れ

ないように据え付けるためのものと考えられる。

Ｆ―１５０３・１５１６・１５８２・１５９５・１６２０・１６３２・１６４１・１６４２の８ヵ所では噴砂による断層や陥没により、焼土が

段差を生じている。また、噴砂により分断されている焼土も多数見受けられる。

Ｆ―１１５３・１４３０・１４３２・１４７４・１４７６・１５０３・１５０４・１５１６・１５２５・１５２６・１５３２・１５５２・１６０６の１３ヵ所から検出され

た微細骨片の骨同定を行い、その全てからウグイ類やサケ・マス類などの魚骨が検出されている。ま
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た、Ｆ―１４３０・１４７４・１５３２・１５５２からはシカなどの陸獣類の獣骨が検出されている（�章第２節参照）。

Ｆ―１６１２の傍に緑色泥岩のフレイクチップが検出された範囲が確認されている。

焼土から検出された炭化物を用いて AMS法による放射性炭素年代測定を行った。Ｆ―１３４０（生活面

１０５）・１３８６（生活面１１８）・１４１８（生活面１５１）・１６３８（生活面１６７）・１４５３（生活面２０６）・１４８８（生活面１８２）・１５４８

（生活面１８８）・１５５７（生活面２６６）・１６０６（生活面２６３）・１６２０（生活面３０２）において、測定を行った。その結

果、補正年代で２２７６±２１（Ｆ―１６０６）～２６８６±２２（Ｆ―１５４８）y.BP という測定値を得た。個別の測定結果

については、本報告�章第１節に詳細を掲載しているので参照願いたい。 （酒井）

５ 灰白色粘土範囲

包含層調査中に白色～灰白色の粘土のまとまりを２カ所検出した。いずれも２０～３０�の範囲にほぼ

平坦に広がり、平面形状は不整である。層厚は１～２�ほどである。包含層との層界は明瞭だが、掘

り込みなどは確認されなかった。よって、粘土の塊をそのまま地面に遺棄した可能性が高い。これら

の粘土範囲に伴うと考えられる遺物は出土しなかった。

粘土中には黒色・白色・褐色・赤褐色の鉱物が混在しており、一部の土器の胎土とよく似ていること

から、これらは土器製作に使用されたものと考えられる。Ｐ―２１０より同様の灰白色粘土ブロックが出

土している。また、非常に少量のため範囲として捉えられなかったが、７４―１５７―ウ調査区出土の灰白

色粘土を土器胎土分析の比較試料としている（�章第４節参照）。

時期は、周囲で検出された焼土より採取した炭化物で行なった放射性炭素年代測定結果から、補正

年代で２４００～２６００y．BP、すなわち縄文時代晩期中～後葉と推測される。

検出位置は、焼土等とともに生活面別の図に１／８０で掲載した。 （芝田）

５ 灰白色粘土範囲
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図�―２１ 焼土等（１６）・焼土断面図

５ 灰白色粘土範囲
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表�―３ 生活面一覧

Ｈ１８

生活面
発掘区 層面

他年度対応
遺構

層面 生活面

１ ７４―１５５―ウ�

２
７３―１４１―エ�

１b上 F―１５３４
７３―１４２―ア�

３ ７３―１４１―ウ� １．１―２b F―１５４３

４ ７３―１４１―ア�／イ� ２b―３a 炭化物範囲 C―１７―９

５ ７４―１４１―ア�／イ�／エ� ３．２―３．３ 炭化物範囲 C―１７―６・１０

６
７３―１４２―イ�

３．４上 F―１５７７
７４―１４２―ア�

７ ７３―１４２―ア� ３．３―３．４ １７―６２ 炭化物範囲 C―１７―２２

８ ７３―１４２―エ� ５b―６b F―１５７

９

７３―１４２―エ�
５b―６b F―１５８・１５８８・１５８９７３―１４３―イ�／ウ�

７４―１４３―ア�／エ�

１０
７３―１４４―イ�／ウ�／エ�

６b―９．１ F―１６０５・１６１８
７４―１４４―ウ�／エ�

１１

７３―１４３―ウ�

６b―９．１
F―１５９３・１６２４

炭化物範囲 C―１７―２４

７３―１４４―ア�／イ�
７４―１４３―ア�／ウ�
７４―１４４―イ�

１２

７３―１４２―エ�
６b―８b

F―１５９４

炭化物範囲 C―１７―２７
７３―１４３―イ�／ウ�／エ�
７４―１４３―ア�／エ�

１３

７３―１４３―エ�
９．２ F―１５９６・１６０６・１６３０７４―１４３―ウ�

７４―１４４―ア�／イ�

１４

７３―１４３―ウ�／エ�

１０a―１０．１
F―１６０９・１６１０・１６１１・１６１４・

１６１９・１６２３・１６２６

７３―１４４―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１４３―エ�
７４―１４４―ウ�／エ�

１５

７３―１４３―ウ�
１０a―１０．１ F―１６１２・１６３７７４―１４３―ウ�／エ�

７４―１４４―イ�

１６

７３―１４３―ウ�
１０a―１０．１ F―１６３６７４―１４３―ウ�

７４―１４４―イ�
１７ ７３―１４４―ウ��間 １０．１―１１a F―１６２５

１８
７３―１４４―イ�

１０．１―１１a
７４―１４４―ア�／エ�

１９
７３―１４４―ウ�／エ��

１１a―１２a F―１６３８
７３―１４５―ア�／ウ�／エ�

２０
７３―１４５―ウ�／エ� １２．１―１３ab

（１２．１付近）
F―１５２０

７４―１４５―ア�／イ�／ウ�

２１

７３―１４４―ウ�
１２．１―１２．２７３―１４５―ア�

７４―１４４―エ�

２２

７３―１４４―ウ�
１２．２―１２．３

（１２．２付近）
７３―１４５―ア�
７４―１４４―エ�

２３ ７３―１４５―ア� １２．３ １７―３５．

３

F―１５３６

２４
７３―１４４―エ�

１２．３―１３a F―１６４３・１６４４
７３―１４５―ア�

２５ ７３―１４５―ウ�／エ� １３b―１３．１ F―１５１８・１５１９

２６
７３―１４５―エ�

１３．１―１３．２
７４―１４５―イ�／ウ�／エ�

２７
７３―１４５―ウ�／エ�

１３．１―１３．２ F―１５２９
７４―１４５―ウ�／エ�

２８ ７３―１４５―ウ�／エ� １３．１―１３．２ 炭化物範囲 C―１７―２

２９
７３―１４５―エ�

１３．２下 F―１５３９
７４―１４５―エ�

３０ ７３―１４５―ウ�／エ� １３．２下

３１ ７４―１４９―ウ� ２１．１上

３２ ７４―１５２―イ�／エ� ２１．１上

３３
７３―１５５―ア�／ウ�

２１．１上
７４―１５７―ア�

３４
７３―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ�

２１．１上 F―１５５１・１５５２
７４―１５７―ア�／ウ�／エ�

３５ ７４―１５２―ウ�／エ� ２１．１上

３６

７３―１５４―エ�

２１．１上
７３―１５５―ア�／ウ�
７４―１５３―イ�／ウ�
７４―１５４―イ�／ウ�
７４―１５５―エ�

３７
７３―１５７―イ�／ウ�／エ�

２１．１上 F―１５７４
７４―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ�

３８
７４―１５５―ウ�／エ�

２１．１上
７４―１５６―ア�／イ�

３９
７３―１４９―ウ�

２１．１上
７４―１４９―ウ�

Ｈ１８

生活面
発掘区 層面

他年度対応
遺構

層面 生活面

４０

７３―１５１―ア�／ウ�／エ�

２１．１上
７３―１５２―イ�
７４―１５１―イ�／ウ�
７４―１５２―ア�／イ�／ウ�

４１

７３―１５１―イ�／ウ�／エ�
２１．１上 F―１４６３・１４６４７３―１５２―ア�／イ�

７４―１５１―ア�／エ�
４２ ７４―１４９―イ�／ウ� ２１．１上

４３

７３―１５２―イ�
２１．１上７４―１５１―ウ�／エ�

７４―１５２―ア�
４４ ７４―１４９―ア� ２１．１―２１．２

４５ ７３―１５０―ア� ２２．２―２３b

４６

７３―１４９―ウ�／エ�
２２．２―２３b F―１５０８７３―１５０―ア�／イ�

７４―１４９―ア�
４７ ７３―１５０―エ� ２６ab―２７ab

４８
７３―１５２―ア�／イ�

２７ab―２７．１ F―１４７８
７４―１５２―ア�／イ�

４９
７３―１５１―エ�

２７ab―２７．１ F―１４９０
７３―１５２―ア�

５０
７３―１５１―イ�／ウ�／エ�

２７ab―２７．１ F―１４５０・１４９１・１４９７
７３―１５２―イ�

５１

７３―１５１―ウ�／エ�

２７．１
１７―５２

b
１７―１１７ F―１４６５・１４６６・１４６７

７３―１５２―ア�／イ�／ウ�／エ�
７３―１５３―イ�
７４―１５１―ア�／エ�
７４―１５２―ア�／イ�／ウ�
７４―１５３―ア�

５２
７３―１５２―ウ�／エ�

２７．１―２８ab
F―１４７５・１４７９・１４８０・１４８１・

１４８２・１４８３７３―１５３―ア�／イ�

５３
７３―１５２―エ�

２７．１―２８ab １７―１３３ F―１１５３
７３―１５３―ア�

５４

７３―１５３―ア�／ウ�／エ�

２７．１―２８ab １７―１３４ F―１１６４・１４１７・１４６２
７３―１５４―ア�／イ�
７４―１５３―エ�
７４―１５４―ア�より上

５５

７３―１５３―ウ�

２７．１―２８ab

F―１３８４・１３８５・１４１６・１４７１・

１５５５・１５６０・１５６１・１５６４・

１５６５・１５６６・１５６７

炭化物範囲 C―１７―２０

７３―１５４―イ�／ウ�
７３―１５７―イ�／ウ�／エ�
７４―１５３―ア�／エ�
７４―１５４―ア�／イ�／エ�
７４―１５５―ア�／ウ�／エ�
７４―１５６―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ�

５６ ７４―１５３―ア�／イ�／ウ�／エ�２７．１―２８ab F―１４１８

５７
７４―１５３―ウ�

２７．１―２８ab F―１３８６・１４１９・１４２０
７４―１５４―ア�／イ�／ウ�

５８

７３―１５２―ウ�

２７．１―２８ab
F―１４２１・１４３３・１４３６・

１４４０・１４４２

７３―１５３―イ�
７４―１５２―ウ�／エ�
７４―１５３―ア�／イ�／ウ�／エ�

５９

７３―１５２―ウ�／エ�

２７．１―２８b １７―１３７ F―１１６８・１４４３
７３―１５３―ア�／イ�
７４―１５２―エ�
７４―１５３―ア�

６０

７３―１５３―ウ�／エ�

２７．１―２８ab １７―１４１ F―１４６８・１４７３
７３―１５４―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５４―エ�
７４―１５５―ア�／ウ�／エ�

６１

７３―１５３―ウ�／エ�

２７．１―２８ab １７―１４５ F―１２８１・１４７４・１４７７

７３―１５４―ア�／イ�／エ�
７３―１５５―イ�
７４―１５４―エ�
７４―１５５―ア�／エ�

６２ ７３―１５５―イ� ２７．１―２８ab

６３

７３―１５３―ウ�／エ�

２７．１―２８ab １７―１４７

F―１２８２・１３０９・１３４０・１４０１・

１４０２・１４０４・１４０５・１４０６・

１４２２・１４２３・１４２８・１４２９・

１４７６・１４８９・１４９２・１４９４・

１４９５・１５５７

S―３４・３５

７３―１５４―ア�／イ�／ウ�／エ�
７３―１５５―ア�／イ�
７３―１５６―ア�／イ�／ウ�／エ�
７３―１５７―ア�／イ��間

７４―１５４―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５５―ア�
７４―１５６―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５７―ア�／イ�

� 遺構と遺構の遺物
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表�―３ 生活面一覧（続き）

Ｈ１８

生活面
発掘区 層面

他年度対応
遺構

層面 生活面

６４

７３―１５１―イ�

２７．１―２８ab F―１４８８・１５０９・１５１０

７３―１５２―ア�／イ�／ウ�／エ�
７３―１５３―ア�／エ�
７４―１５１―エ�
７４―１５２―ア�／イ�／ウ�／エ�

６５
７４―１５３―イ�／ウ�／エ�

２７．１―２８ab F―１４３７
７４―１５４―ア�

６６
７３―１５３―ウ� ２７．３―２８b

２８b付近７４―１５３―ウ�／エ�
６７ ７４―１５２―イ� ２７．３―２８ab F―１５０１

６８

７３―１５２―ウ�
２７．３―２８ab F―１４５５・１４５６・１５０２・１５１４７３―１５３―ア�／イ�／ウ�／エ�

７４―１５２―イ�／ウ�／エ�

６９

７３―１５２―ア�／ウ�／エ�
２７．３―２８ab F―１５２４７３―１５３―ア�／イ�

７４―１５３―ア�

７０
７４―１５２―ウ�／エ� ２７．３―２８b

２７．３―２８ab
F―１４５８

７４―１５３―ア�

７１
７４―１５２―ウ�

２７．３―２８ab F―１４５９
７４―１５３―イ�

７２
７４―１５２―ウ� ２７．３―２８ab

２８b付近７４―１５３―イ�

７３

７３―１５２―ウ�／エ�

２７．３―２８ab １７―１５１
F―１２８３・１２９３・１４８６・

１４８７・１４９３

７３―１５３―ア�／イ�／エ�
７４―１５２―ア�／エ�
７４―１５３―ア�／イ�

７４

７３―１５２―ア�／イ�／ウ�
２８．１

F―１４９８・１４９９・１５１２・

１５２６
７４―１５２―ア�／ウ�／エ�
７４―１５３―ア�／イ�

７５

７３―１５１―ウ�／エ�

２８．２ F―１５０４・１５１６・１５２８

７３―１５２―ア�／イ�／ウ�／エ�
７３―１５３―ア�／イ�
７４―１５２―ア�／ウ	
７４―１５３―イ�

７６

７３―１５１―エ�
２８．２―２９a 炭化物範囲 C―１７―１７３―１５２―ア�

７４―１５１―エ�
７７ ７３―１５２―ア� ２８．２―２９a 炭化物範囲 C―１７―３

７８ ７３―１５２―ア	 ２８．２―２９a １７―５７ab １７―１５２ 炭化物範囲 C―１７―４

７９
７３―１５２―ア
／ウ	／エ�

２８．２―２９a １７―１５３ F―１３１１・１５３５
７３―１５３―ア�／イ�

８０

７３―１５２―ウ
／エ�
２８．２―２９c
２８．２―２９a

１７―１５６ F―１３１４・１５３３・１５３７７３―１５３―ア	
７４―１５２―エ�

８１

７３―１５２―ウ�

２８．２―２９a
F―１５４７

炭化物範囲 C―１７―５

７３―１５３―ア
／イ�
７４―１５２―エ	
７４―１５３―ア�

８２

７３―１５２―ウ�

２８．２―２９a
F―１５４４

炭化物範囲 C―１７―１１

７３―１５３―ア�／イ	
７４―１５２―エ

７４―１５３―ア	／イ�

８３

７３―１５２―ア�／イ�／ウ

２８．２―２９a

F―１５９５

炭化物範囲C―１７―１２・２６
７３―１５３―イ

７４―１５２―ア�／エ�

８４
７３―１５２―ア�／イ	

２８．２―２９a 炭化物範囲 C―１７―２９
７４―１５２―ア�

８５

７３―１５５―ウ�／エ�

２９．１上 １７―１６１

F―１４０３・１４０７・１５２１・１５７０・

１５７１・１５７２・１５８３

S―３６

炭化物範囲 C―１７―１７

７３―１５６―ア�／イ�／ウ�／エ�
７３―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５５―ウ�／エ�
７４―１５６―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ�

８６
７３―１５７―ウ�／エ�

２９．１上 F―１５７６
７４―１５７―ウ�／エ�

８７
７３―１５６―ウ�

２９．１上
S―３７

炭化物範囲 C―１７―２１７４―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ�

８８

７３―１５５―ウ�／エ�

２９．１上 １７―１６３

F―１４２４・１４２５・１４３０・

１４３１・１４４１・１５２２・１５２３・

１５３０・１５４２

フレイクチップ集中範

囲

７３―１５６―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５４―ウ�
７４―１５５―イ�／ウ�／エ�
７４―１５６―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ�

８９
７３―１５６―エ�

２９．１上
F―１３９６・１５８２・１５８７

炭化物範囲 C―１７―１３７３―１５７―ア�／イ�

Ｈ１８

生活面
発掘区 層面

他年度対応
遺構

層面 生活面

９０

７３―１５４―イ�／ウ�／エ��間

２９．１上 １７―６０３ １７―１６７

F―１３５６・１３７８・１４２６・１４３２・

１４３９・１４５７・１４６９・１４７２・

１５４１

７３―１５５―ア�／イ�／ウ�／エ�
７３―１５６―ア�／イ�／ウ�／エ�
７３―１５７―ア�
７４―１５４―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５５―ア�／イ�／ウ�／エ��間
７４―１５６―ア�／イ�／ウ�／エ�

９１

７３―１５４―ウ�／エ�
２９a―２９．１

付近
F―１４３４・１４４４７３―１５５―イ�／ウ�

７４―１５４―イ�／エ�
７４―１５５―ア�／イ�／ウ�／エ�

９２

７３―１５４―ウ�／エ�

２９a―２９．１

１７―６１．１―

６２a間？

１４―６９―

２２．２上？

１７―１７２？

（１４―

１５３？）

F―１４９６
７３―１５５―エ�
７４―１５３―ウ�／エ�
７４―１５４―イ�／ウ�／エ�
７４―１５５―ア�／イ�

９３

７３―１５３―ウ�

２９a―２９．１ F―１５００・１５１３・１５１７

７３―１５４―ア�／イ�／ウ�／エ�
７３―１５５―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５３―ウ�／エ�
７４―１５４―イ�／ウ�／エ�
７４―１５５―ア�／イ�／エ�

９４

７３―１５３―ウ�
２９a―２９．１ F―１４５３・１５０３７４―１５３―ア
／イ	／ウ�／エ�

７４―１５４―ア�／イ�

９５
７３―１５４―ア�／イ�／ウ�

２９．２―２９．３
７４―１５４―ア�／イ�／ウ�

９６

７３―１５３―イ�

２９．３
F―１４５４・１５２５

炭化物範囲 C―１７―２８
７３―１５４―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５３―ウ�
７４―１５４―ア�／イ	／ウ�／エ�

９７
７３―１５３―エ�

２９．３―３０．１ F―１５２７
７３―１５４―ア�／エ�

９８ ７３―１５３―エ� ２９．３―３０．１

９９

７３―１５４―エ�
２９．３―３０．１ １７―６２．２ １７―１８１ F―１４４９・１５４０７３―１５５―ア�

７４―１５５―ア�／イ�

１００

７３―１５４―ウ�

２９．３―３０．１ １７―１８２
F―１４５２

炭化物範囲 C―１７―１４
７３―１５５―ア�／イ�
７４―１５４―ウ�／エ�
７４―１５５―ア�／イ�

１０１

７３―１５４―ウ	
２９．３―３０．１ 灰白色粘土範囲７３―１５５―イ�／ウ�

７４―１５４―エ	

１０２

７３―１５４―ウ
／エ	

２９．３―３０．１
F―１５１１

炭化物範囲 C―１７―１５
７３―１５５―イ�
７４―１５４―エ

７４―１５５―ア	

１０３
７３―１５３―ウ�

２９．３―３０．１ F―１６４２
７４―１５３―ウ	／エ�

１０４７４―１５４―ウ	 ３０．１

１０５
７３―１５５―イ�

３０．１―３１ab 灰白色粘土範囲
７４―１５５―ア
／イ�

１０６
７４―１５４―ウ


３０．１―３１aｂ
７４―１５５―イ�

１０７

７３―１５４―ウ�／エ


３０．１―３１ab 炭化物範囲 C―１７―１９７３―１５５―イ	
７４―１５４―ア�／イ
／ウ�／エ�
７４―１５５―ア�／イ�

１０８
７３―１５４―ウ�

３０．１―３１ab
F―１５３２

炭化物範囲C―１７―１８・２３７４―１５４―イ�／ウ�／エ�

１０９
７３―１５４―イ�／ウ


３０．１―３１ab 炭化物範囲 C―１７―２５
７４―１５４―ア�／イ�

１１０
７３―１５５―ア�／イ


３０．１―３１aｂ１７―６４ab １７―１８９ F―１５５８
７４―１５４―イ
／ウ


１１１
７３―１５５―ア�

３１ab―３２ab
７４―１５５―イ	／ウ�

１１２

７３―１５６―ア�／イ�／ウ�

３２b F―１６０４７３―１５７―イ�
７４―１５５―ウ�／エ�
７４―１５６―ア�／エ�

１１３７３―１５６―ア�／エ� ３２ab―３３ab 炭化物範囲 C―１７―８・１６

１１４７３―１５６―ア� ３２ab―３３ab

１１５
７３―１５５―エ�

３２ab―３３ab 炭化物範囲 C―１７―７
７３―１５６―ア�

１１６７３―１５５―エ� ３２ab―３３ab １７―６８b １７―１９８ F―１５５９

１１７７３―１５５―エ� ３２ab―３３ab

１１８
７３―１５５―ウ�／エ�

３２ab―３３ab
７４―１５５―ア�／エ	

付表
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焼土

図番号 遺構名 生活面 位 置 分類
現地確認
内容物

フローテーション 図版番号 備 考

図�―６ F―１５７ ８ ７３―１４２―エ� 現地 ○ H１１年度調査

図�―６ F―１５８ ９ ７３―１４２―エ� 現地 ○ H１１年度調査

図�―９ F―１１５３ ５３ ７２―１５２―ウ�／７２―１５３―イ�／７３―１５２―エ�／７３―１５３―ア� 現地
骨片

炭化クルミ
◎ 骨片

１７―１３３面

骨同定

図�―９ F―１１６４ ５４ ７２―１５３―イ�／ウ�／７３―１５３―ア� 廃棄 ◎ １７―１３４面

図�―１１ F―１１６８ ５９ ７２―１５２―ウ�／７２―１５３―イ�／７３―１５２―エ�／７３―１５３―ア� 現地 ○ １７―１３７面

図�―１１ F―１２８１ ６１ ７２―１５３―ウ�／７３―１５３―エ� 現地 ◎ １７―１４５面

図�―１２ F―１２８２ ６３ ７２―１５４―ウ�／７３―１５４―エ�／７３―１５５―ア� 現地 ◎ １７―１４７面

図�―１３ F―１２８３ ７３ ７２―１５２―ウ�／７２―１５３―イ�／７３―１５２―エ�／７３―１５３―ア� 現地
骨片

炭化クルミ
◎

骨片

ベンガラ

１７―１５１面
１４C年代測定(TK２―８３）

図�―１３ F―１２９３ ７３ ７２―１５３―ウ�／７３―１５３―エ� 現地 ○ １７―１５１面

図�―１４ F―１３１１ ７９ ７２―１５２―イ�／ウ�／７３―１５２―ア	／エ� 現地 ◎ １７―１５３面

図�―１４ F―１３１４ ８０ ７２―１５２―ウ
／エ�／７３―１５２―エ� 現地 ○ １７―１５６面

図�―１２ F―１３４０ ６３ ７２―１５６―ウ�／７２―１５７―イ�／７３―１５６―エ�／７３―１５７―ア� 現地 骨片 ◎
骨片

ベンガラ

１７―１４７面
１４C年代測定(TK２―１００）

図�―１７ F―１３５６ ９０ ７２―１５６―イ�／７３―１５６―ア� 現地 ◎ ベンガラ １７―１６７面

図�―１７ F―１３７８ ９０ ７２―１５４―ウ�／７３―１５４―エ� 現地 ◎ １７―１６７面

図�―１０ F―１３８４ ５５ ７４―１５４―ア� 現地 ◎

図�―１０ F―１３８５ ５５ ７４―１５４―ア� 現地 ◎

図�―９ F―１３８６ ５７ ７４―１５４―ア�／イ�／ウ� 現地 炭化クルミ ◎ ベンガラ １４C年代測定(TK２―１０１）

表�―４ 遺構一覧
土坑

図番号 遺構名 群 調査区 上端（長さ×幅）／下端（長さ×幅）／深さｍ 長軸方向 形状 図版番号 備 考

図�―２ P―２０２ � ７２―１５６―ウ／７３―１５６―エ （０．６３）×０．５３／０．５０×０．３６／０．３５ N―３０°―E 楕円形 図版�―２ H１７年度北側報告済

図�―２ P―２０８ � ７４―１５７―ア／イ／エ ０．６３×０．５７／０．４３×０．３９／０．１３ N―６７°―W ほぼ円形 図版�―２ 赤褐色粘土

図�―２ P―２０９ � ７４―１５７―ア／イ ０．５４×０．５２／０．２６×０．２４／０．２６ N―２３°―E ほぼ円形 図版�―２

図�―２ P―２１０ � ７４―１５７―イ ０．４３×０．３５／０．２８×０．１６／０．２０ N―２５°―E 楕円形 図版�―２

図�―２ P―２１１ � ７４―１５６―エ／７４―１５７―ア （０．７８）×―／０．３４×０．２９／０．３５ N―２２°―E ほぼ円形？ 図版�―３

図�―３ P―２１２ � ７３―１５７―ア／イ ０．７８×０．６７／０．４５×０．３８／０．３３ N―６７°―W 楕円形 図版�―３

図�―２ P―２１３ � ７３―１５６―ウ／７３―１５７―イ ０．８８×０．７６／０．４０×０．３２／０．２６ N―６７°―W 楕円形 図版�―３

図�―２ P―２１４ � ７３―１５７―イ／ウ ０．８０×０．７６／０．５２×０．４７／０．３０ N―５７°―W ほぼ円形 図版�―３

図�―３ P―２１５ � ７３―１５７―ア ０．６８×０．６３／０．５０×０．４５／０．０９ N―７７°―W ほぼ円形 図版�―３

図�―３ P―２１６ � ７４―１５７―イ／ウ （０．８７）×―／（０．６６）×―／０．３１ 不明 不明 図版�―３ ７５―１５７―ア／エ未調査

図�―３ P―２１７ � ７４―１５６―ウ／７４―１５７―イ （０．７７）×―／（０．４７）×０．４０／０．１７ N―１１°―E 楕円形 図版�―４

図�―３ P―２１８ � ７３―１５７―ア／エ ０．５０×０．４２／０．３３×０．２６／０．０９ N―５５°―W 楕円形 図版�―４

図�―３ P―２１９ � ７３―１５６―エ ０．６３×０．５８／０．４６×０．４１／０．１２ N―５５°―E ほぼ円形 図版�―４

表�―３ 生活面一覧（続き）

Ｈ１８

生活面
発掘区 層面

他年度対応
遺構

層面 生活面

１１９

７３―１５５―ウ�／エ�
３３aｂ―３３．１７３―１５６―イ
�／エ�

７３―１５７―ア


１２０
７３―１５６―イ�／ウ�

３３ab―３３．１ F―１５０５
７４―１５６―ア�／エ�

１２１
７３―１５６―イ�／ウ�

３３ab―３３．１
７４―１５６―ア�／エ�

１２２
７３―１５６―ウ�

３３ab―３３．１ F―１５３１
７４―１５６―ア�／イ�／エ�

１２３７４―１５６―イ�／ウ
 ３３ab―３３．１

１２４

７３―１５６―ア�／エ�
３３．１７３―１５７―ア�

７４―１５６―イ�／ウ�

１２５
７３―１５６―ア�／イ�

３４a―３５ab F―１５４８・１５６２・１５７８
７４―１５６―ア�／イ�／ウ�

１２６７４―１５６―ア	 ３４a―３５ab F―１５５３

１２７

７３―１５５―ウ�

３４a―３５ab F―１５７５・１６０７
７３―１５６―イ�
７４―１５５―ウ�	／エ	

７４―１５６―ア


１２８
７３―１５６―ア�／イ	

３４a―３５ab F―１６０８
７４―１５６―イ�

１２９
７３―１５６―ア	

３４a―３５ab
７４―１５６―イ	

１３０７４―１５７―イ�／ウ� ３５b F―１５９１

１３１７４―１５７―ウ�／エ� ３５b―３６ab

１３２
７３―１５６―エ�

３５ab―３６ab F―１５６９・１６１３
７３―１５７―ア�／イ�／ウ
／エ


Ｈ１８

生活面
発掘区 層面

他年度対応
遺構

層面 生活面

１３３

７３―１５６―エ�

３５ab―３６ab F―１６０１・１６１５
７３―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ�
７４―１５６―エ�
７４―１５７―ア�／イ�／ウ�

１３４

７３―１５７―イ�
３５ab―３６ab F―１６１７７４―１５６―ウ�／エ�

７４―１５７―イ�
１３５７４―１５６―ウ�／エ	 ３５ab―３６ab F―１６２７

１３６７３―１５７―ア�／エ� ３５ab―３６ab F―１６２１・１６２２

１３７

７３―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ�
３６ab―３６．１１７―７６．１ １７―２７３ F―１６１６・１６２９・１６３４７４―１５６―ウ�

７４―１５７―ア�／ウ�／エ�

１３８
７３―１５７―イ�

３６．１ F―１６２０
７４―１５７―ア�／イ�／ウ	／エ�

１３９７４―１５７―イ�／エ� ３６．１―３７ab F―１６２８

１４０

７３―１５７―ア	／イ	／エ�
３７ab―３８ab F―１６３１・１６３２・１６３３・１６３９７４―１５６―ウ	

７４―１５７―ア	／イ	／ウ
／エ	
１４１７４―１５６―ウ
／エ
 ３７ab―３８ab F―１６４０

１４２

７３―１５６―ウ�

３７ab―３８ab
７３―１５７―ア

７４―１５６―ウ�
７４―１５７―イ


１４３
７３―１５７―ウ�／エ�

３８b―３８．１
７４―１５７―ウ�／エ


１４４
７３―１５７―ウ�

３８ab―３８．１ F―１６３５
７４―１５７―ウ�／エ�

１４５７４―１５７―ウ�／エ� ３８．１ F―１６４１

１４６
７１―１６０―ア�／イ
／ウ�／エ�

１７―２９７ F―１６０２・１６０３
７２―１６０―エ


� 遺構と遺構の遺物
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表�―４ 遺構一覧（続き）
焼土

図番号 遺構名 生活面 位 置 分類
現地確認
内容物

フローテーション 図版番号 備 考

図�―１５ F―１３９６ ８９ ７２―１５７―イ�／７３―１５７―ア� 現地 骨片 ◎ 骨片 １７―２２２面

図�―１２ F―１４０１ ６３ ７３―１５６―イ�／ウ�／７４―１５６―ア�／エ� 現地 骨片 ◎
骨片

ベンガラ

図�―１２ F―１４０２ ６３ ７４―１５６―ウ�／エ�／７４―１５７―ア�／イ� 現地 ◎ 骨片

図�―１５ F―１４０３ ８５ ７４―１５６―ウ� 現地 ◎

図�―１２ F―１４０４ ６３ ７４―１５６―ウ� 現地 ◎

図�―１２ F―１４０５ ６３ ７４―１５６―イ�／ウ� 現地 ◎

図�―１２ F―１４０６ ６３ ７４―１５６―イ� 現地 ◎

図�―１５ F―１４０７ ８５ ７４―１５６―イ�／ウ� 現地 骨片 ◎
骨片

ベンガラ

図�―１０ F―１４１６ ５５ ７４―１５３―ア�／エ� 現地 炭化クルミ ◎

図�―９ F―１４１７ ５４ ７３―１５３―ウ�／７３―１５４―イ�／７４―１５３―エ�／７４―１５４―ア�より上 現地 ◎

図�―９ F―１４１８ ５６ ７４―１５３―イ�／ウ�／７５―１５３―ア／エ 現地
骨片

炭化クルミ
ベンガラ

◎
骨片

ベンガラ
７５線
１４C年代測定(TK２―１０２）

図�―９ F―１４１９ ５７ ７４―１５４―イ� 現地 ○

図�―９ F―１４２０ ５７ ７４―１５３―ウ�／７４―１５４―イ�／７５―１５３―エ／７５―１５４―ア 現地 ◎
骨片

ベンガラ
７５線

図�―９ F―１４２１ ５８ ７４―１５２―ウ�／７４―１５３―イ�／７５―１５２―エ／７５―１５３―ア 現地 ○

図�―１２ F―１４２２ ６３ ７３―１５４―ウ�／７３―１５５―イ�／７４―１５４―エ�／７４―１５５―ア� 廃棄 ◎

図�―１２ F―１４２３ ６３ ７４―１５４―ウ�／エ�／７４―１５５―ア� 廃棄 ○

図�―１６ F―１４２４ ８８ ７４―１５４―ウ�／７４―１５５―イ� 現地 ◎

図�―１６ F―１４２５ ８８ ７４―１５５―イ�／ウ� 現地 ◎

図�―１７ F―１４２６ ９０ ７４―１５５―イ� 現地 ○ H１７年度

図�―１２ F―１４２８ ６３ ７４―１５４―イ� 現地 ◎

図�―１２ F―１４２９ ６３ ７４―１５４―ア� 現地 ◎

図�―１６ F―１４３０ ８８ ７４―１５６―ア�／イ�／ウ� 現地 骨片 ◎ 骨片 骨同定

図�―１６ F―１４３１ ８８ ７４―１５６―ア�／エ� 現地
骨片

炭化クルミ
◎ 骨片

図�―１７ F―１４３２ ９０ ７４―１５６―ア� 現地 骨片 ◎ 骨片 骨同定

図�―９ F―１４３３ ５８ ７４―１５３―ア�／エ� 現地 ○

図�―１６ F―１４３４ ９１ ７４―１５５―ア� 現地 ◎

図�―９ F―１４３６ ５８ ７４―１５２―ウ�／７４―１５３―イ�／７５―１５２―エ／７５―１５３―ア 現地 ○

図�―１１ F―１４３７ ６５ ７４―１５３―イ�／ウ�／７５―１５３―ア／エ 現地 ○

図�―１７ F―１４３９ ９０ ７３―１５４―ウ�／７３―１５５―イ�／７４―１５４―エ�／７４―１５５―ア� 廃棄 ◎

図�―９ F―１４４０ ５８ ７４―１５２―エ� 現地 ○

図�―１６ F―１４４１ ８８ ７４―１５６―ア�／エ� 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―９ F―１４４２ ５８ ７４―１５３―ア�／イ� 現地 ○

図�―１１ F―１４４３ ５９ ７３―１５２―ウ�／７３―１５３―イ�／７４―１５２―エ�／７４―１５３―ア� 現地 ◎

図�―１６ F―１４４４ ９１ ７３―１５４―ウ�／７３―１５５―イ�／７４―１５４―エ�／７４―１５５―ア� 現地 ◎ ベンガラ

図�―１８ F―１４４９ ９９ ７４―１５５―ア�／イ� 現地 ◎

図�―８ F―１４５０ ５０ ７３―１５１―イ�／ウ� 現地 ○ ベンガラ

図�―１８ F―１４５２ １００ ７４―１５４―ウ�／エ�／７４―１５５―ア�／イ	 現地 骨片 ○
骨片

ベンガラ

図�―１７ F―１４５３ ９４ ７４―１５４―ア�／イ� 現地 ○ １４C年代測定(TK２―１０４）

図�―１８ F―１４５４ ９６ ７４―１５４―ア
／エ� 現地 ◎

図�―１３ F―１４５５ ６８ ７４―１５２―ウ� 現地 ○

図�―１３ F―１４５６ ６８ ７４―１５２―ウ�／エ� 現地 ○

図�―１７ F―１４５７ ９０ ７４―１５６―イ� 現地 ◎

図�―１１ F―１４５８ ７０ ７４―１５２―ウ	／エ	 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―１４ F―１４５９ ７１ ７４―１５２―ウ
 現地 骨片 ◎ 骨片 SP７基？

図�―９ F―１４６２ ５４ ７３―１５３―ウ�／エ�／７３―１５４―ア�／イ� 現地 ◎ ベンガラ １７―１３４面

図�―８ F―１４６３ ４１ ７３―１５１―ウ�／エ�／７３―１５２―ア�／イ� 現地 骨片 ○
骨片

ベンガラ

図�―８ F―１４６４ ４１ ７３―１５１―ウ�／７３―１５２―イ� 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―９ F―１４６５ ５１ ７３―１５２―エ� 現地 ◎

図�―９ F―１４６６ ５１ ７３―１５２―ウ� 現地 ◎

図�―９ F―１４６７ ５１ ７３―１５２―ウ�／７３―１５３―イ� 現地
骨片

炭化クルミ
◎ 骨片

図�―１１ F―１４６８ ６０ ７３―１５４―ア�／イ�／ウ�／エ� 現地 炭化クルミ ◎
骨片

ベンガラ

図�―１７ F―１４６９ ９０ ７４―１５６―イ� 現地 ◎ 骨片

図�―１０ F―１４７１ ５５ ７３―１５３―ウ�／７３―１５４―イ� 現地 ◎

図�―１７ F―１４７２ ９０ ７３―１５５―ア�／イ� 廃棄 ◎

図�―１１ F―１４７３ ６０ ７３―１５３―ウ�／７３―１５４―イ� 現地 ◎

図�―１１ F―１４７４ ６１ ７３―１５３―ウ�／７３―１５４―ア�／イ� 現地
骨片

炭化クルミ
◎ 骨片 骨同定

図�―９ F―１４７５ ５２ ７３―１５３―ア�／イ� 現地 炭化クルミ ◎

図�―１２ F―１４７６ ６３ ７３―１５３―ウ�／エ�／７３―１５４―ア�／イ� 現地
骨片

炭化クルミ
◎ 骨片 骨同定

図�―１１ F―１４７７ ６１ ７３―１５３―エ�／７３―１５４―ア� 現地 ◎

図�―８ F―１４７８ ４８ ７３―１５２―イ� 現地 ○

図�―９ F―１４７９ ５２ ７３―１５２―エ� 現地 ○

図�―９ F―１４８０ ５２ ７３―１５２―エ�／７３―１５３―ア� 現地 ◎

図�―９ F―１４８１ ５２ ７３―１５２―エ�／７３―１５３―ア� 現地 ◎

図�―９ F―１４８２ ５２ ７３―１５２―ウ�／エ�／７３―１５３―ア�／イ� 現地 ◎ 骨片

図�―９ F―１４８３ ５２ ７３―１５２―ウ�／７３―１５３―イ� 現地 炭化クルミ ◎

図�―１３ F―１４８６ ７３ ７３―１５２―ウ
／７３―１５３―イ	／７４―１５２―エ
／７４―１５３―ア
 現地 骨片 ○ 骨片

付表
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表�―４ 遺構一覧（続き）
焼土

図番号 遺構名 生活面 位 置 分類
現地確認
内容物

フローテーション 図版番号 備 考

図�―１３ F―１４８７ ７３ ７４―１５３―ア� 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―１１ F―１４８８ ６４ ７３―１５３―エ� 現地 ◎ １４C年代測定(TK２―１０５）

図�―１２ F―１４８９ ６３ ７３―１５６―ア� 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―８ F―１４９０ ４９ ７３―１５１―エ�／７３―１５２―ア� 現地 ○ 骨片 図版�―１

図�―８ F―１４９１ ５０ ７３―１５１―ウ�／７３―１５２―イ� 現地 ○ 骨片

図�―１２ F―１４９２ ６３ ７３―１５６―ウ�／７３―１５７―イ��間 現地 ○ 骨片

図�―１３ F―１４９３ ７３ ７４―１５３―ア�／イ� 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―１２ F―１４９４ ６３ ７３―１５６―ウ�／エ� 現地 ○

図�―１２ F―１４９５ ６３ ７３―１５６―ア�／イ� 現地 骨片 ○
骨片

ベンガラ

図�―１６ F―１４９６ ９２ ７４―１５３―ウ�／エ� 廃棄 ◎

図�―８ F―１４９７ ５０ ７３―１５１―ウ�／エ� 現地 ◎

図�―１４ F―１４９８ ７４ ７４―１５２―ウ�／７４―１５３―イ�／７５―１５３―ア 現地 ◎ SP１基

図�―１４ F―１４９９ ７４ ７４―１５２―ウ� 現地 〇

図�―１７ F―１５００ ９３ ７３―１５３―ウ�／７３―１５４―イ�／７４―１５３―エ� 現地 炭化クルミ ◎ SP１基？

図�―１１ F―１５０１ ６７ ７４―１５２―イ� 現地 ○

図�―１３ F―１５０２ ６８ ７３―１５３―ウ�／エ� 現地 ○

図�―１７ F―１５０３ ９４ ７４―１５３―ア	／イ
／ウ�／エ� 現地 骨片 ○ 骨片 SP９基

図�―１４ F―１５０４ ７５ ７４―１５２―ウ
／７４―１５３―イ�／７５―１５２―エ／７５―１５３―ア 現地 骨片 ◎
骨片

ベンガラ
骨同定

図�―１８ F―１５０５ １２０ ７３―１５６―イ�／７４―１５６―ア� 現地 ◎
骨片

ベンガラ

図�―８ F―１５０８ ４６ ７３―１４９―ウ�／エ�／７３―１５０―ア�／イ� 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―１１ F―１５０９ ６４ ７３―１５２―ウ� 現地 ○

図�―１１ F―１５１０ ６４ ７３―１５２―エ�／７３―１５３―ア� 現地 ○

図�―１８ F―１５１１ １０２ ７３―１５４―ウ	／７３―１５５―イ�／７４―１５４―エ	／７４―１５５―ア
 現地 骨片 ○

図�―１４ F―１５１２ ７４ ７４―１５３―ア� 現地 ○

図�―１７ F―１５１３ ９３ ７３―１５３―ウ�／７３―１５４―イ�／７４―１５３―エ� 現地 炭化クルミ ◎

図�―１３ F―１５１４ ６８ ７３―１５３―ア� 現地 ○

図�―１４ F―１５１６ ７５ ７３―１５１―ウ�／エ�／７３―１５２―ア�／イ� 現地 骨片 ◎ 骨片 図版�―１
SP２２基
骨同定

図�―１７ F―１５１７ ９３ ７３―１５３―ウ�／７３―１５４―イ�／７４―１５３―エ� 現地 炭化クルミ ◎

図�―８ F―１５１８ ２５ ７３―１４５―ウ�／エ� 現地 ○ 骨片

図�―８ F―１５１９ ２５ ７３―１４５―エ� 廃棄 ×

図�―７ F―１５２０ ２０ ７４―１４５―イ�／ウ� 現地 ×

図�―１５ F―１５２１ ８５ ７３―１５６―ウ�／エ� 現地 ◎

図�―１６ F―１５２２ ８８ ７３―１５６―ウ� 現地 炭化クルミ ◎

図�―１６ F―１５２３ ８８ ７３―１５６―ウ�／エ� 廃棄 ◎

図�―１１ F―１５２４ ６８ ７３―１５２―ア�／エ� 廃棄 ◎

図�―１８ F―１５２５ ９６ ７３―１５４―ア�／ウ�／エ� 現地
骨片

炭化クルミ
◎ 骨片 骨同定

図�―１４ F―１５２６ ７４ ７３―１５２―ウ�／７４―１５２―ア�／エ� 現地 骨片 ◎ 骨片 骨同定

図�―１７ F―１５２７ ９７ ７２―１５３―ウ�／７２―１５４―イ�／７３―１５３―エ�／７３―１５４―ア� 現地 ○ １７―１６７面

図�―１４ F―１５２８ ７５ ７３―１５２―ウ�／エ�／７３―１５３―ア�／イ� 現地 ○

図�―８ F―１５２９ ２７ ７３―１４５―ウ�／エ� 廃棄 ◎

図�―１６ F―１５３０ ８８ ７３―１５６―ウ� 現地 ○ 注口土器の注口部片多くあり

図�―１９ F―１５３１ １２２ ７４―１５６―ア�／エ� 現地 ◎

図�―１８ F―１５３２ １０８ ７３―１５４―ウ
／７４―１５４―エ
 現地 骨片 ◎ 骨片 骨同定 中型陸獣類

図�―１４ F―１５３３ ８０ ７２―１５３―イ／７３―１５３―ア
 現地 ○ 骨片

図�―６ F―１５３４ ２ ７３―１４１―エ�／７３―１４２―ア� 現地 ○ 骨片

図�―１４ F―１５３５ ７９ ７３―１５２―エ� 現地 ○

図�―８ F―１５３６ ２３ ７３―１４５―ア� 廃棄 ◎

図�―１４ F―１５３７ ８０ ７３―１５２―ウ	／７４―１５２―エ� 現地 ○

図�―８ F―１５３９ ２９ ７４―１４５―エ� 廃棄 ○

図�―１８ F―１５４０ ９９ ７３―１５４―エ�／７３―１５５―ア� 現地 骨片 ○

図�―１７ F―１５４１ ９０ ７３―１５６―イ�／７４―１５５―エ��間／７４―１５６―ア� 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―１６ F―１５４２ ８８ ７３―１５６―エ� 現地 ◎

図�―６ F―１５４３ ３ ７３―１４１―ウ� 現地 ◎

図�―１５ F―１５４４ ８２ ７３―１５３―ア� 現地 骨片 ○ 骨片 図版�―１

図�―１５ F―１５４７ ８１ ７３―１５２―ウ�／７４―１５２―エ
 現地 ◎

図�―１９ F―１５４８ １２５ ７４―１５６―ア
 現地 骨片 ◎ 骨片 １４C年代測定(TK２―１０６）

図�―８ F―１５５１ ３４ ７３―１５７―ア�／エ� 現地 ◎ 骨片

図�―８ F―１５５２ ３４ ７３―１５７―イ�／ウ�／７４―１５７―ア�／エ� 現地 骨片 ◎ 骨片 骨同定

図�―１９ F―１５５３ １２６ ７４―１５６―ア	 現地 ○ 骨片

図�―１９ F―１５５５ ５５ ７３―１５７―ウ� 現地 ◎

図�―１２ F―１５５７ ６３ ７４―１５７―イ�／７５―１５７―ア 現地 ◎
骨片

ベンガラ
１４C年代測定(TK２―１０７）

図�―１８ F―１５５８ １１０ ７２―１５５―イ�／７３―１５５―ア� 現地 骨片 ○ 骨片

図�―１８ F―１５５９ １１６ ７２―１５５―ウ�／７２―１５６―イ�／７３―１５５―エ� 現地 ○ １７―１９８面

図�―１０ F―１５６０ ５５ ７３―１５７―イ�／７４―１５７―ア� 現地
骨片

炭化クルミ
◎

骨片
ベンガラ

図�―１０ F―１５６１ ５５ ７４―１５７―ア� 現地 炭化クルミ ◎ 骨片

図�―１９ F―１５６２ １２５ ７４―１５６―ア
／イ� 現地 ○

図�―１０ F―１５６４ ５５ ７３―１５７―ウ�／７４―１５７―エ� 現地 ◎

図�―１０ F―１５６５ ５５ ７４―１５７―エ�／７４―１５８―ア 現地 ◎

図�―１０ F―１５６６ ５５ ７４―１５７―ウ�／エ� 現地 ◎

図�―１０ F―１５６７ ５５ ７４―１５７―ウ�／エ� 現地 ◎ 骨片

図�―１９ F―１５６９ １３２ ７３―１５６―エ�／７３―１５７―ア� 現地 ○
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表�―４ 遺構一覧（続き）
焼土

図番号 遺構名 生活面 位 置 分類
現地確認
内容物

フローテーション 図版番号 備 考

図�―１５ F―１５７０ ８５ ７３―１５７―ア�／イ� 現地 ◎ 骨片 P―２０８で切られる

図�―１５ F―１５７１ ８５ ７３―１５７―ア�／イ� 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―１５ F―１５７２ ８５ ７３―１５７―ア�／イ� 現地 骨片 ◎

図�―８ F―１５７４ ３７ ７３―１５７―エ�／７３―１５８―ア 現地 ◎

図�―１９ F―１５７５ １２７ ７４―１５５―エ� 現地 ○

図�―１５ F―１５７６ ８６ ７４―１５７―ウ�／７４―１５８―イ 現地 骨片 ◎ 骨片

図�―６ F―１５７７ ６ ７３―１４２―イ�／７４―１４２―ア� 廃棄 ○

図�―１９ F―１５７８ １２５ ７３―１５６―イ� 現地 ○

図�―１５ F―１５８２ ８９ ７３―１５７―イ� 現地 ◎ 骨片

図�―１５ F―１５８３ ８５ ７３―１５７―ウ�／エ� 現地 ◎ 骨片

図�―１５ F―１５８７ ８９ ７３―１５７―ア� 現地 骨片 ◎ 骨片 図版�―１

図�―６ F―１５８８ ９ ７３―１４３―イ�／ウ�／７４―１４３―ア�／エ� 現地 ○

図�―６ F―１５８９ ９ ７３―１４３―イ�／ウ�／７４―１４３―ア�／エ� 現地 ○

図�―１９ F―１５９１ １３０ ７４―１５７―イ�／７５―１５７―ア 現地 ○

図�―６ F―１５９３ １１ ７４―１４３―ウ�／７４―１４４―イ� 現地 ○

図�―７ F―１５９４ １２ ７３―１４３―エ� 現地 ○

図�―１５ F―１５９５ ８３ ７３―１５２―イ�／ウ	／７４―１５２―ア
／エ� 現地
骨片

炭化クルミ
◎ 骨片

図�―７ F―１５９６ １３ ７３―１４３―エ� 現地 ○

図�―１９ F―１６０１ １３３ ７４―１５７―ウ�／７４―１５８―イ 現地 ◎

図�―２１ F―１６０２ １４６ ７１―１６０―ア�／イ�／ウ�／エ� 現地 ◎ 骨片 １７―２９７面

図�―２１ F―１６０３ １４６ ７１―１６０―ウ�／７２―１６０―エ� 現地 骨片 ◎ 骨片 １７―２９７面

図�―１８ F―１６０４ １１２ ７３―１５７―イ� 現地 炭化クルミ ◎

図�―６ F―１６０５ １０ ７３―１４４―イ� 廃棄 ○

図�―７ F―１６０６ １３ ７４―１４３―ウ�／７４―１４４―イ�／７５―１４３―エ／７５―１４４―ア 現地 骨片 ◎
骨片

ベンガラ
図版�―１ １４C年代測定(TK２―１０８）

図�―１９ F―１６０７ １２７ ７３―１５６―イ
／７４―１５６―ア� 現地 ○

図�―１９ F―１６０８ １２８ ７３―１５６―ア
／イ� 現地 ○

図�―７ F―１６０９ １４ ７３―１４３―エ� 廃棄 ○

図�―７ F―１６１０ １４ ７４―１４３―エ� 廃棄 ◎

図�―７ F―１６１１ １４ ７４―１４３―エ� 現地 ◎ SP１基

図�―７ F―１６１２ １５ ７４―１４３―ウ�／エ� 現地
骨片

ベンガラ
○

図�―１９ F―１６１３ １３２ ７３―１５７―イ� 現地 ×

図�―７ F―１６１４ １４ ７３―１４３―ウ� 現地 ○

図�―１９ F―１６１５ １３３ ７３―１５７―ア
 現地 ○

図�―２０ F―１６１６ １３７ ７４―１５７―ウ
／エ
／７４―１５８―ア／イ 現地 ◎

図�―１９ F―１６１７ １３４ ７４―１５６―ウ
／７５―１５６―エ 廃棄 骨片 ○ 骨片

図�―６ F―１６１８ １０ ７４―１４４―ウ� 現地 炭化クルミ ◎

図�―７ F―１６１９ １４ ７３―１４４―ウ� 現地 ○

図�―１９ F―１６２０ １３８ ７４―１５７―イ�／ウ�／７５―１５７―ア／エ 現地 骨片 ○ 骨片 １４C年代測定(TK２―１０９）

図�―１９ F―１６２１ １３６ ７３―１５７―ア�／エ� 現地 骨片 ○ 骨片

図�―１９ F―１６２２ １３６ ７３―１５７―ア�／エ� 廃棄 骨片 ○

図�―７ F―１６２３ １４ ７４―１４４―ウ�／エ� 現地 ○

図�―６ F―１６２４ １１ ７３―１４３―ウ�／７３―１４４―ア�／イ� 廃棄 炭化クルミ ◎

図�―７ F―１６２５ １７ ７３―１４４―ウ��間 現地 ×

図�―７ F―１６２６ １４ ７３―１４３―ウ�／エ�／７３―１４４―ア�／イ�／エ� 現地
炭化クルミ
ベンガラ

◎ ベンガラ 図版�―１

図�―１９ F―１６２７ １３５ ７４―１５６―ウ�／７５―１５６―エ 廃棄 骨片 ×

図�―１９ F―１６２８ １３９ ７４―１５７―イ
／７５―１５７―ア 現地 ○

図�―２０ F―１６２９ １３７ ７２―１５７―ウ�／７２―１５８―イ
�間／７３―１５７―エ
／７３―１５８―ア 現地 ◎ １７―２７３面

図�―７ F―１６３０ １３ ７４―１４４―ア� 現地 ◎

図�―２０ F―１６３１ １４０ ７４―１５６―ウ�／７４―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ� 現地 ○ F―１６３２の廃棄か？

図�―２０ F―１６３２ １４０ ７４―１５６―ウ�／７４―１５７―ア�／イ�／ウ�／エ� 現地 ○

図�―２０ F―１６３３ １４０ ７３―１５７―エ�／７３―１５８―ア 現地 骨片 ○ 骨片

図�―２０ F―１６３４ １３７ ７３―１５７―ア
 現地 骨片 ○
骨片

ベンガラ

図�―２０ F―１６３５ １４４ ７４―１５７―ウ	／エ� 現地 ○

図�―７ F―１６３６ １６ ７４―１４３―ウ�／７４―１４４―イ� 現地 ○

図�―７ F―１６３７ １５ ７４―１４３―エ� 現地 ×

図�―７ F―１６３８ １９ ７３―１４４―ウ� 廃棄 ○ １４C年代測定(TK２―１０３）

図�―２０ F―１６３９ １４０ ７３―１５７―ア�／エ� 現地 ○

図�―２０ F―１６４０ １４１ ７４―１５６―ウ�／エ� 廃棄 ○

図�―２０ F―１６４１ １４５ ７４―１５７―ウ�／７５―１５７―エ 廃棄 ○

図�―１８ F―１６４２ １０３ ７４―１５３―ウ
／エ� 現地 骨片 ×

図�―８ F―１６４３ ２４ ７３―１４５―ア� 廃棄 ×

図�―８ F―１６４４ ２４ ７３―１４４―エ� 廃棄 ×

付表
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表�―６ 遺構出土遺物一覧

分類
土器等

石器等

遺
物
合
計

剥片 原石 石
器
等
合
計

遺構名

土
器

土
製
品

土
器
等
合
計

石
鏃

石
錐

ナ
イ
フ
類

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

石
斧

た
た
き
石

台
石

す
り
石

砥
石

石
核

R
フ
レ
イ
ク

U
フ
レ
イ
ク

磨
製
石
器
片

加
工
痕
あ
る
礫

黒
曜
石

そ
の
他

（
頁
岩
・
玉
髄
等
）

黒
曜
石

そ
の
他

軽
石

礫
・
礫
片

石
製
品

Vc
無
茎
鏃

有
茎
鏃

P―２０８ ４ ４ ０ ４

P―２０９ ４ １ ５ １ １ ２ ７

P―２１０ ３ ３ ０ ３

P―２１１ ４ ４ ０ ４

P―２１３ １ １ ０ １

P―２１４ ６ ６ ０ ６

P―２１５ ４ ４ ０ ４

土坑計 ２６ １ ２７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ２９

S―３４ ０ １ １ ２ ２

S―３５ ０ ２ ２ ２

S―３６ ０ ３ ３ ３

S―３７ ０ ４ １ ５ ５

集石計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ０ １２ １２

土坑・集石計 ２６ １ ２７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ０ １４ ４１

表�―４ 遺構一覧（続き）
集石・灰白色粘土範囲

図番号 遺構名 位 置 生活面 図版番号 備 考

図�―４・１２ S―３４ ７４―１５５―ア� ６３ 図版�―４ ２点

図�―４・１２ S―３５ ７４―１５６―エ� ６３ 図版�―４ ２点

図�―４・１５ S―３６ ７４―１５６―ア� ８５ 図版�―５ ３点

図�―４・１５ S―３７ ７３―１５６―ウ� ８７ 図版�―５ ５点

図�―１８ 灰白色粘土範囲 ７３―１５４―ウ� １０１ 図版�―４

図�―１８ 灰白色粘土範囲 ７３―１５５―イ� １０５

図�―１５ 炭化物範囲 ７３―１５６―エ�／７３―１５７―ア� ８９ C―１７―１３ 骨片・炭化クルミあり

図�―１８ 炭化物範囲 ７３―１５６―エ� １１３ C―１７―１６ 炭化クルミあり

図�―１０ 炭化物範囲 ７３―１５７―エ�／７３―１５８―ア ５５ C―１７―２０ 骨片・炭化クルミあり

表�―５ 遺構出土掲載遺物一覧

図番号 遺構名 名称 発掘区 遺物番号 取り上げ面 生活面 長さ（�）幅・径（�）厚さ（�） 重さ（ｇ） 石質 図版番号 備考

図�―５ Ｐ―２０９ たたき石 ７４―１５７―イ ０２６ 覆土 ― １２．８ ５．９ ２．９ ３６０．０ 安山岩 図版�―５ 取り上げ�１

S―３４ 礫 ７４―１５５―ア ００７ � ６３ １１．８ １５．３ ７．６ １４７２．０ 安山岩 図版�―５ 取り上げ�１

図�―５ S―３４ たたき石 ７４―１５５―ア ００８ � ６３ １２．９ ８．５ ４．０ ５０７．３ 安山岩 図版�―５ 取り上げ�２

図�―５ S―３５ 台石 ７４―１５６―エ ０１８ � ６３ ９．１ ９．８ ６．５ ８６５．０ 安山岩 図版�―５ 取り上げ�１

図�―５ S―３５ 台石 ７４―１５６―エ ０１９ � ６３ １７．１ ９．５ ４．７ １１９０．０ 安山岩 図版�―５ 取り上げ�２

S―３６ 礫 ７４―１５６―ア ０１８ � ８５ １０．２ １３．８ ８．５ １７３３．０ 安山岩 図版�―５ 取り上げ�１

S―３６ 礫片 ７４―１５６―ア ０１９・０２０ � ８５ １２．６ ８．３ ５．７ ６９４．０ 安山岩 図版�―５ 取り上げ�２・３接合

図�―５ S―３７ 台石 ７３―１５６―ウ ０１７ � ８７ １９．３ ７．１ ５．７ １０１０．０ 安山岩 図版�―５ 取り上げ�１

図�―５ S―３７ たたき石 ７３―１５６―ウ ０２０ � ８７ １７．０ ６．８ １．８ ２８７．９ 砂岩 図版�―５ 取り上げ�４

図�―５ S―３７ たたき石 ７３―１５６―ウ ０１８ � ８７ １３．７ ５．４ ２．４ ２９１．４ 安山岩 図版�―５ 取り上げ�２

図�―５ S―３７ たたき石 ７３―１５６―ウ ０１９ � ８７ １４．３ ４．０ ３．１ ３２６．２ 砂岩 図版�―５ 取り上げ�３

図�―５ S―３７ たたき石 ７３―１５６―ウ ０２２ � ８７ （１０．２） ４．１ ２．６ （１５８．９） 砂岩 図版�―５ 取り上げ�５

� 遺構と遺構の遺物
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表�―７ 土壌フローテーション成果一覧

遺構名 処理番号
風乾土壌
重量�

炭化物重量ｇ 残渣
重量ｇ

炭化
クルミ

骨
重量ｇ

土器
重量ｇ

土器
点数

土製品
重量ｇ

石器類
重量ｇ

黒曜石
重量ｇ

剥片点数
その他重量ｇ 備考

２．０� ０．４２５� 黒曜石 その他

F―１４９ １１―５３９ ５．０ ３．６ ０．６ ０．１ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１５１ １１―５３６ ５．７ １．５ １．３ ０．２ なし なし なし なし なし ２．７ なし なし なし
礫０．１ｇ

礫片２．６ｇ
種子

F―１５２ １１―５３８ ０．６ ０．１ ０．１ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５３ １１―５２９ ７．４ ６．７ ５．４ ０．７ なし なし なし なし なし ０．５ なし なし ２７ 礫片０．２ｇ 種子

F―１５７
１１―４９８
１７―４６６

０．６ ０．２ ０．３ ０．２ なし なし ０．０ ９ なし なし なし なし なし

F―１５８
１１―４９７
１７―４６７

３．２ １．６ ０．９ ０．４ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１１５３ １７―３３１ ４０．３ ６．３ ８．２ ２４．１ あり １．２ ７．２ ７ なし ３．４ ３．３ ２８９ ５ ベンガラ０．１ｇ 種子

F―１１６８ １７―３４４ ４．７ ７．６ ４．５ ２．９ あり なし なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１２８３ １７―３７４ ４．９ １．０ ０．４ ２．３ あり なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし

F―１２９３ １７―３６２ ０．６ ０．１ ０．１ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１３１４ １７―３９９ ０．４ ０．５ ０．４ ０．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１３４０ １７―４００ ３．６ １．０ ０．４ １．２ あり ０．１ ８．６ １０ なし ２．９ ２．９ ７７８ なし
礫片０．０ｇ

ベンガラ０．０ｇ

F―１３５６ １７―４１３ ２．３ １．２ ０．９ １３．３ あり なし なし なし なし ３．４ ０．２ ２ なし
礫片３．２ｇ

ベンガラ０．０ｇ

F―１３８４ １７―２０１ ４．０ ０．５ ０．５ ０．４ あり なし ０．１ １ なし なし なし なし なし 種子

F―１３８５ １７―２０２ ２．７ ０．５ ０．６ １．３ あり なし ０．５ ２３ なし ０．０ なし なし なし

F―１３８６ １７―２２４ ６．６ ６．１ ４．９ １４．３ あり なし ０．４ ６ なし ０．３ ０．０ １ なし ベンガラ０．３ｇ 種子

F―１３８７ １７―３７８ １．３ ０．９ ０．６ ３．０ あり なし ０．１ ４ なし なし なし なし なし

F―１３９６ １８―３ ３．６ １．３ １．０ ３．２ あり ０．６ ０．１ ２ なし なし なし なし なし

F―１４０１ １７―２０３・３４２ ５．８ ０．８ ０．０ １．６ あり ０．０ １．０ ３ なし ０．４ ０．２ ２９ １ 礫片０．２ｇ
ベンガラ０．０ｇ

種子

F―１４０２ １７―２１８ ２．５ ０．４ ０．２ ２．３ あり ０．０ １．１ ２４ なし ０．２ ０．２ ２８ なし 種子

F―１４０３ １７―２１９ １．８ ０．４ ０．３ ０．６ あり なし ０．１ ２ なし なし なし なし なし 種子

F―１４０４ １７―１９７ １．１ ０．０ ０．０ ０．９ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４０５ １７―１９８ １．７ ２．１ ０．４ ０．８ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１４０６ １７―１９９ ０．５ ０．４ ０．２ ０．２ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４０７ １７―２２０ １０．２ ２．３ １．０ ２．７ あり ０．６ １．１ １７ なし ３．７ ０．３ ３２ １
礫片３．４ｇ

ベンガラ０．０ｇ
種子

F―１４１６ １７―２１４ １．６ ０．３ ０．４ ９．２ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４１７ １７―２１５・２９６ ７．７ ９．３ ５．０ １１．５ あり なし ０．１ １ なし ０．０ ０．０ １１ なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１４１８ １７―２１６ ５．１ ２．０ １．８ １５．８ あり ０．０ なし なし なし １．２ ０．０ ３ なし
礫片１．０ｇ

ベンガラ０．２ｇ
種子

F―１４１９ １７―２２５ １．６ ２．７ １．２ ０．４ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ ３ なし

F―１４２０ １７―２５６ ４．９ １０．７ ５．８ ２．１ あり ０．０ ５．３ ２０ なし ０．２ ０．１ ９ なし ベンガラ０．１ｇ 種子

F―１４２１ １７―２７７ ３．９ ２．８ ２．７ ０．９ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし

F―１４２２ １７―２３４ １．４ ５．５ ２．９ ０．９ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４２３ １７―２３５ １．９ １０．３ ３．９ ２．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４２４ １７―２３６ ８．５ １２．３ ６．３ ４．５ あり なし なし なし なし ０．４ なし なし なし 礫片０．４ｇ 種子

F―１４２５ １７―２３１ ３．９ ０．７ ０．５ ０．６ あり なし ０．０ ３ なし ０．１ なし なし なし 礫片０．１ｇ 種子

F―１４２６ １７―２２６ ０．３ ０．１ ０．０ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４２８ １７―２３９ １．９ ４．２ １．７ ０．９ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１４２９ １７―２３７ ３．３ １３．３ ５．７ ７．１ あり なし ２．３ ２３ なし ０．５ ０．５ ５４ なし

F―１４３０ １７―２９７ １１．７ ２．８ １．４ ７．１ あり ３．１ ３．６ ２６ なし ０．４ ０．３ ５０ １ 礫片０．１ｇ 種子

F―１４３１ １７―２８４ ２．４ ０．４ ０．２ ３．９ あり ０．０ なし なし なし ０．１ なし なし なし 礫片０．１ｇ

F―１４３２ １７―３１６ １０．９ ０．６ ０．３ ０．４ あり １．８ ３．３ ３ なし なし なし なし なし 高師小僧０．７ｇ

F―１４３３ １７―２３８ ０．４ ０．４ ０．２ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４３４ １７―２４０ １．２ ０．８ ０．３ ０．６ あり なし なし なし なし ０．１ ０．１ １８ なし 種子

F―１４３６ １７―２７８ ５．２ １１．０ ３．３ ４．６ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし 種子

F―１４３７ １７―２７９ ２．１ ３．６ ２．７ １．４ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１４３９ １７―２４２・３３２ ８．４ １９．５ １１．０ ５．６ あり なし ０．１ ５ なし ０．０ ０．０ １ なし

F―１４４０ １７―２４４ ０．２ ２．７ ０．２ １．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４４１ １７―２８５ １．３ ０．４ ０．２ ２．３ あり ０．０ なし なし なし ５．９ なし なし なし 礫片５．９ｇ

F―１４４２ １７―２４５ ０．５ １．１ ０．５ ０．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４４３ １７―２６８ ２．９ １０．３ ４．０ ３．１ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４４４ １７―２６９・３４５ ９．６ １６．５ ７．４ １０．０ あり なし なし なし なし ０．０ なし なし なし
礫片０．０ｇ

ベンガラ０．０ｇ
種子

F―１４４９ １７―２７１ ４．０ ２．６ １．４ ２．５ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１４５０ １７―２７２ ８．３ ２．８ １．２ １．０ なし なし ０．１ ４ なし ０．７ なし なし なし
礫片０．５ｇ

ベンガラ０．２ｇ
種子

F―１４５２ １７―２９３ ２１．９ ２６．６ １０．５ ２．４ なし ０．０ なし なし なし ０．０ なし なし なし ベンガラ０．０ｇ 種子

F―１４５３ １７―２８０ ２．７ ４．５ １．７ ２．５ なし なし ０．６ １４ なし ０．０ なし なし １

F―１４５４ １７―２８１ ７．３ ２２．８ ８．２ １４．３ あり なし １２．０ ３７ なし なし なし なし なし 種子

F―１４５５ １７―２８６ １．０ ５．０ １．５ １．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１４５６ １７―２８７ ０．９ ７．０ ３．２ ０．７ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４５７ １７―３０２ ５．３ ４．１ ２．４ ２８．７ あり なし なし なし なし ０．５ ０．５ １６ １ 種子

F―１４５８ １７―２９８ ６．６ １５．０ ６．０ ３．１ あり ０．０ なし なし なし ０．１ ０．１ ２８ なし 種子

F―１４５９ １７―３０６ １．６ ６．９ ２．２ ４．０ あり ０．０ ０．１ ４ なし ０．１ ０．１ ２７ なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１４６２ １７―３０１ ５．０ ７．１ ５．３ １０．８ あり なし ０．４ １ なし ０．２ ０．２ ６ １ ベンガラ０．０ｇ

F―１４６３ １７―３０３ １０．２ １０．６ ６．３ ３．７ なし ０．１ なし なし なし ６．５ ５．９ ２１１ なし
礫片０．５ｇ

ベンガラ０．１ｇ
種子

F―１４６４ １７―３０４ ５．５ ５．３ ３．８ ０．７ あり ０．１ ０．０ １ なし ２．３ １．３ ７１ なし 礫片１．０ｇ 種子

F―１４６５ １７―３０７ ２．７ １．３ １．３ １０．６ あり なし なし なし なし ０．０ ０．０ ２ なし 種子

F―１４６６ １７―３０８ １．９ １．１ １．６ ２０．４ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１４６７ １７―３０５ １．８ １．２ １．０ ６．３ あり ０．０ なし なし なし ０．２ ０．２ １０ なし 礫片０．０ｇ

F―１４６８ １７―３１２ ７．０ ７．７ ６．２ ４８．６ あり ０．０ ４．２ １４ なし ５．１ ０．０ ２ ５
礫片３．１ｇ

ベンガラ２．０ｇ
種子

F―１４６９ １７―３１０ １．８ １．３ ０．６ ３．０ あり ０．１ ２．７ ２０ なし ０．０ ０．０ ４ なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１４７１ １７―３１１ １．８ １．３ １．２ ０．３ あり なし ０．２ ５ なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ

F―１４７２ １７―３１３ ５．１ １０．０ ７．７ ４．３ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４７３ １７―３１８ １．４ なし ０．０ ０．０ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１４７４ １７―３２４ ２．５ ４．６ ５．７ ３．０ あり １．７ ２．１ ５ なし ０．３ ０．３ ５ なし 礫片０．０ｇ

F―１４７５ １７―３１７ ６．４ ５．１ ３．５ ２１．４ あり なし ８．３ １１ なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１４７６ １７―３３０ ２０．３ ９．７ ７．０ ４２．０ あり １０．１ ３８．４ ２３９ なし １１．０ ７．４ ３８９ ３０
礫片２．９ｇ
軽石０．０ｇ

Rフレイク１点
種子

付表
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表�―７ 土壌フローテーション成果一覧（続き）

遺構名 処理番号
風乾土壌
重量�

炭化物重量ｇ 残渣
重量ｇ

炭化
クルミ

骨
重量ｇ

土器
重量ｇ

土器
点数

土製品
重量ｇ

石器類
重量ｇ

黒曜石
重量ｇ

剥片点数
その他重量ｇ 備考

２．０� ０．４２５� 黒曜石 その他

F―１４７７ １７―３１９ ８．１ ８．５ ７．９ ６３．０ あり なし ０．０ １ なし ０．０ ０．０ ２ ２

F―１４７８ １７―３２０ ３．０ ６．７ ３．０ ２．８ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１４７９ １７―３２２ ０．３ ０．０ ０．１ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４８０ １７―３２５ ０．５ ０．３ ０．２ ０．２ あり なし １．７ ４ なし ０．４ ０．４ ４１ なし

F―１４８１ １７―３２６ ９．１ ５．９ ３．２ ５．２ あり なし ０．４ ２ なし ８．０ ８．０ １７２５ なし 礫片０．０ｇ

F―１４８２ １７―３３７ ２６．６ ５．９ ５．２ ７．９ あり ０．０ ４．２ １１ なし ３２．０ ３２．０ ４４３７ なし 礫片０．０ｇ
石鏃５点
種子

F―１４８３ １７―３２３ ０．８ ０．６ ０．４ ２．７ あり なし なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１４８６ １７―３４６ ７．８ ２．７ １．１ ０．２ なし ０．０ ２．９ １８ なし ０．０ ０．０ １ なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１４８７ １７―３４７ ４．９ １．７ ０．７ ０．２ あり ０．０ ０．１ ３ なし ０．０ ０．０ ２ なし

F―１４８８ １７―３２７ １．１ ０．５ ０．４ １．４ あり なし ２．０ １９ なし ０．３ ０．３ ３０ なし 礫片０．０ｇ

F―１４８９ １７―３９４ ３．５ ０．７ ０．２ ０．７ あり ０．０ ０．１ １ なし ０．２ ０．２ ６ なし

F―１４９０ １７―３２８ ４．１ １９．０ ４．７ １．４ なし ０．０ なし なし なし なし なし なし なし

F―１４９１ １７―３２９ ３．０ ３．４ １．７ ７．１ なし ０．０ なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１４９２ １７―３５３ ３．０ ０．５ ０．４ ０．２ なし ０．０ なし なし なし ４．０ ０．２ ３６ ３ 礫片３．８ｇ 種子

F―１４９３ １７―３３３ １．８ １．１ ０．１ ０．７ あり ０．０ ０．０ ３ なし ０．０ ０．０ １２ なし

F―１４９４ １７―３５４ １．９ ０．３ ０．１ ０．２ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ ５ なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１４９５ １７―３５５ ４．１ １．１ ０．４ ０．２ なし ０．０ なし なし なし ３．４ ３．４ ３２０ なし
礫片０．０ｇ

ベンガラ０．０ｇ
種子

F―１４９６ １７―３３４ １．２ １．８ ０．７ １．１ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１４９７ １７―３３５ ０．２ ０．０ ０．０ １．６ あり なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし

F―１４９８ １７―３３９ １．８ ２．８ １．１ ３．６ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１４９９ １７―３４３ ０．８ １．１ ０．２ ０．９ なし なし なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ

F―１５００ １７―３７９ ８．２ １１．７ ６．２ １７．４ あり なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし 種子

F―１５０１ １７―３４０ ０．８ ３．３ ０．８ １．４ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ ２ なし 礫片０．０ｇ

F―１５０２ １７―３５６ １．０ ０．９ ０．５ ０．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５０３ １７―３７２ １０．２ ５０．０ １１．６ １６．８ なし ０．３ ０．１ １ なし ０．０ ０．０ １ なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１５０４ １７―３６３ ２２．４ １６．５ ６．７ ７４．３ あり ３．２ １３０．０ １１４６ なし ０．５ ０．５ １７ なし
礫片０．０ｇ

ベンガラ０．０ｇ
種子

F―１５０５ １７―３７７・４４２ ６．５ １６．６ ７．１ １８．７ あり ０．０ ０．３ １ なし ０．０ なし なし なし ベンガラ０．０ｇ

F―１５０８ １７―３６４ ５．４ １．４ ０．７ ０．６ あり ０．２ なし なし なし ０．１ ０．１ ３ なし 種子

F―１５０９ １７―３５８ ２．３ ３．４ １．６ ０．５ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５１０ １７―３５９ １．０ ６．５ ３．２ １．４ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５１１ １７―３７０ ４．８ ５．６ ２．０ ０．８ なし なし なし なし なし ０．３ なし なし １

F―１５１２ １７―３６０ ０．７ ０．２ ０．３ ０．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５１３ １７―３８０ ５．０ ９．６ ６．６ １７．４ あり なし ０．０ １ なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１５１４ １７―３６９ ４．６ １５．９ １２．４ ５．９ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１５１６ １７―３８５ ６４．０ ５５．３ ３４．８ １５．４ あり ２．２ ８．２ １２ なし １．８ １．５ １６５ ４３ 種子

F―１５１７ １７―３８１ ４．２ ８．４ ３．４ ６．３ あり なし ２．５ ２ なし ０．０ なし なし なし
礫片０．０ｇ
軽石０．０ｇ

種子

F―１５１８ １７―３７３ ３．７ １．３ ０．３ ０．３ なし ０．０ なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１５２１ １７―３８６ １．１ ０．８ ０．６ ２．６ あり なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし
礫片０．０ｇ
軽石０．０ｇ

F―１５２２ １７―３８２ ０．４ ０．１ ０．１ ２．１ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１５２３ １７―３８７ ０．５ ２．７ １．５ ０．７ あり なし ０．６ １ なし なし なし なし なし 種子

F―１５２４ １７―３７５ ０．３ ０．０ ０．０ ０．３ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５２５ １７―３９５ １９．６ ３２．２ ２０．９ ６０．９ あり ２．８ ３６．４ １３ なし ６．１ ０．０ １０ １１０ 種子

F―１５２６ １７―３８８ １６．６ １１．４ ６．６ １４．１ あり １．８ ３．９ ４０ なし ０．７ ０．６ ３２ なし 礫片０．１ｇ 種子

F―１５２７ １７―３８９ ２．０ ０．９ ０．５ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５２８ １７―３９０ ２．６ ４．７ １．７ ０．９ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５２９ １７―３８３ １．０ ０．２ ０．１ ０．１ あり なし なし なし なし ０．０ なし なし なし 石炭０．０ｇ 種子

F―１５３０ １７―３９１ ０．９ ０．４ ０．１ ０．４ なし なし ０．４ １ なし なし なし なし なし

F―１５３１ １７―３９６ １．２ ３．０ １．５ ６．２ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５３２ １７―４４８・４４９ １３．２ ２９．６ １２．１ ４４．５ あり １７．４ ５．５ １６０ なし ０．４ ０．２ ３４ １０ 礫片０．１ｇ 種子

F―１５３３ １７―４０１ ３．２ ２．０ ０．５ ０．２ なし ０．０ なし なし なし なし なし なし なし

F―１５３４ １７―４０３・４６１ ３．４ １８．６ ５．２ １．４ なし ０．０ なし なし なし ０．０ なし なし ２ 種子

F―１５３５ １７―４０２ ２．２ １．３ １．０ ０．６ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５３６ １７―４４３ ０．７ ０．４ ０．１ ０．１ あり なし なし なし なし ０．１ なし なし なし 礫片０．１ｇ

F―１５３７ １７―４０６ ５．５ ７．６ ４．１ ４．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１５３９ １７―４４４ ２．２ ０．１ ０．１ ０．０ なし なし なし なし なし ０．３ なし なし なし 礫片０．３ｇ

F―１５４０ １７―４１４ ４．７ ８．２ ４．８ ２．０ なし なし なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１５４１ １７―４１５ １．５ ２．７ １．１ １３．６ あり ０．１ ３．４ ５ なし ０．６ なし なし ６ 種子

F―１５４２ １７―４１６ ２．８ ３．２ ０．９ ３．７ あり なし ２．７ ２ なし ０．６ ０．０ ４ なし 礫０．６ｇ 種子

F―１５４３ １７―４０４ ０．５ ０．１ ０．０ ０．６ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５４４ １７―４３２ ７．４ １２．４ ３．９ １．５ なし ０．１ ５．４ ８４ なし なし なし なし なし

F―１５４７ １７―４１７ ０．６ ０．１ ０．１ ０．１ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１５４８ １７―４２６ ５．０ ９．２ ２．５ ６．５ あり ０．４ ３．９ １ なし なし なし なし なし 種子

F―１５５１ １７―４３８ ４．８ ０．６ ０．４ ２．４ あり ０．０ ２．２ ６ なし ０．０ ０．０ ４ なし 種子

F―１５５２ １７―４４７ ３５．９ ４．５ ３．０ ６．８ あり ３．３ ７６．０ １６５ なし ９．１ ５．７ ２７７ ２１
礫片１．５ｇ
軽石１．８ｇ

種子

F―１５５３ １７―４５１ ３．５ ０．７ ０．１ ０．３ なし ０．０ なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ

F―１５５５ １７―４５２ ６．０ ０．５ ０．９ ０．６ あり なし ０．８ ３ なし ０．１ ０．０ ２ なし
礫片０．１ｇ
軽石０．０ｇ

種子

F―１５５７ １７―４６８ １．４ ０．６ ０．４ ３．５ あり ０．０ ４．３ ３１ なし ０．２ ０．０ ２ ３
礫片０．２ｇ

ベンガラ０．０ｇ
種子

F―１５５８ １７―４５０ ４．１ １０．６ ４．２ ０．４ なし ０．２ なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１５５９ １７―４５５ １．６ ５．１ １．１ ７．６ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５６０ １７―４７３ ２８．６ １５．９ ７．９ ９３．８ あり ０．５ ８．２ ４０ なし ８．４ ０．５ ７５ ６
礫０．２ｇ

礫片７．７ｇ
ベンガラ０．０ｇ

種子

F―１５６１ １７―４７４ ３９．１ １７．４ ６．９ １３８．７ あり ０．０ １９．２ ５５ なし ７．２ ５．９ ２１７ ３
礫０．２ｇ

礫片１．１ｇ
軽石０．０ｇ

種子

F―１５６２ １７―４５３ １．４ １．４ ０．５ １．３ なし なし なし なし なし ０．０ なし なし １ 軽石０．０ｇ

F―１５６４ １７―４６２ ４．１ ０．８ ０．２ ２．０ あり なし ０．６ ９ なし ２．７ ２．７ １５０ なし 種子

F―１５６５ １７―４６３ １．２ ０．３ ０．２ ２．５ あり なし １１．４ ７７ なし ０．０ ０．０ ８ なし 礫片０．０ｇ 種子

F―１５６６ １７―４６４ ３．４ ０．５ ０．４ １．７ あり なし １．３ ８ なし ２．５ ２．５ ３５ なし
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表�―７ 土壌フローテーション成果一覧（続き）

遺構名 処理番号
風乾土壌
重量�

炭化物重量ｇ 残渣
重量ｇ

炭化
クルミ

骨
重量ｇ

土器
重量ｇ

土器
点数

土製品
重量ｇ

石器類
重量ｇ

黒曜石
重量ｇ

剥片点数
その他重量ｇ 備考

２．０� ０．４２５� 黒曜石 その他

F―１５６７ １７―４５６ ４．８ １．７ ０．９ １．０ あり ０．０ ０．８ ４ なし ３．６ ０．７ ７０ ９
礫２．６ｇ

礫片０．０ｇ
種子

F―１５６９ １８―８ ０．５ ０．０ ０．０ ０．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５７０
１７―５０２
１８―１

１０．５ ２．９ １．８ ９．４ あり ０．０ ２６．６ ４２ なし ０．５ ０．５ １３ ６ 軽石０．０ｇ 種子

F―１５７１ １７―４７７ １０．４ ２．３ ２．５ １１．５ あり ０．２ ４２．３ ２３５ なし ２．１ １．８ １１５ なし
礫０．２ｇ

礫片０．１ｇ
軽石０．０ｇ

F―１５７２ １７―４７８ ３．２ １．３ １．６ ３．６ あり なし なし なし なし ０．１ ０．１ １４ なし 礫片０．０ｇ

F―１５７４
１７―４７１
１８―２

３．４ ２．９ １．６ １．６ あり なし ０．４ ２ なし ０．０ なし なし １ 種子

F―１５７５ １７―４７２ ６．５ ３．５ ２．０ ３．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１５７６ １７―４６９ ５．２ ０．６ ０．３ １．０ あり ０．１ １．７ １４ なし ０．６ ０．５ １６０ なし
礫片０．１ｇ
軽石０．０ｇ

F―１５７７ １７―４６５ ０．３ ０．６ ０．４ ０．５ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１５７８ １７―４８２ ０．５ ０．１ ０．０ ０．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５８２ １７―４９４ ４．１ １．０ １．１ ３．８ あり ０．０ １．９ ７ なし １．０ ０．４ ３ ４
礫片０．５ｇ
軽石０．１ｇ

F―１５８３ １７―４９２ １１．０ ２．８ １．５ ２０．１ あり ０．０ １．８ ６０ なし ０．４ ０．０ １ なし
礫０．２ｇ

礫片０．２ｇ
種子

F―１５８７ １７―４９５ １２．７ １．３ １．３ ９．５ あり ０．７ ２．４ １１ なし ０．０ ０．０ １ なし

F―１５８８ １７―４９９ ０．９ ０．８ ０．２ ０．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５８９ １７―５００ １．４ ２．２ ０．９ ０．３ なし なし なし なし なし ０．１ なし なし なし 礫片０．１ｇ

F―１５９１ １７―５０４ １．４ ０．９ ０．９ ０．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１５９３ １７―５０５ ０．４ ０．３ ０．１ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５９４ １７―５０６ ０．３ ０．０ ０．１ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１５９５ １７―５１３ ２４．２ ３１．２ ８．１ ２５．４ あり ０．４ ０．５ ８ なし なし なし なし なし 種子

F―１５９６ １７―５０９ １．４ ０．１ ０．１ ０．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６０１ １８―４ １．４ ０．２ ０．３ １．０ あり なし １．３ ６ なし ０．５ ０．５ １７ なし

F―１６０２ １８―５ １．９ ０．１ ０．１ ０．８ あり ０．０ ０．０ １ なし ０．０ ０．０ １ １

F―１６０３ １８―６ １．９ ０．０ ０．０ ０．５ あり ０．０ なし なし なし なし なし なし なし

F―１６０４ １８―７ １．４ ４．８ ２．４ １．２ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６０５ １８―２３ ４．８ ５．６ １．６ ３．５ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１６０６ １８―２９ ４．３ ２．６ ０．９ ２．０ あり １．３ ０．１ ３ なし １２．７ ０．０ ３ １１
礫片１２．６ｇ

ベンガラ０．０ｇ
礫片２点接合

F―１６０７ １８―１９ １．３ ３．４ ０．７ ０．４ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６０８ １８―２０ ２．４ ２１．３ ４．３ ０．６ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６０９ １８―９ １．４ ０．８ ０．６ ０．２ なし なし ０．０ １ なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ

F―１６１０ １８―１０ １．８ ２．３ １．０ ０．５ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６１１ １８―１５ １．５ ５．１ ２．０ １．６ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

F―１６１２ １８―１６ ２．５ ０．８ ０．６ ０．３ なし なし なし なし なし ０．２ なし なし ３３
礫片０．０ｇ
軽石０．０ｇ

F―１６１４ １８―１１ ０．５ １．８ ０．８ ０．８ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６１５ １８―１２ １．３ ２．７ ０．５ ２．３ なし なし ０．０ １ なし なし なし なし なし

F―１６１６ １８―１３ １．０ １．０ ０．３ ０．５ なし なし なし なし なし １．４ なし なし なし 礫片１．４ｇ

F―１６１７ １８―１４ ３．５ １６．９ ５．３ ３０．３ なし ０．０ １．３ １０ なし なし なし なし なし

F―１６１８ １８―１７ ３．９ ３．４ ２．３ ６．１ あり なし なし なし なし ０．１ ０．０ １ なし 礫片０．１ｇ 種子

F―１６１９ １８―１８ １．２ ０．６ ０．８ ０．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６２０ １８―２２ ３．５ ２．８ １．６ ０．７ なし ０．１ ０．２ １６ なし ０．５ ０．０ １ ２
礫片０．５ｇ
軽石０．０ｇ

種子

F―１６２１ １８―２４ ５．８ ２１．５ ７．４ ８．２ なし ０．０ なし なし なし なし なし なし なし

F―１６２２ １８―２５ １．１ ７．５ ２．１ ３．６ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６２３ １８―２１ １．３ ０．１ ０．０ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６２４ １８―２６ ２．０ ２．９ ０．７ １９．４ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６２６ １８―３０ ９．５ ２１．９ ９．５ ５．８ あり なし なし なし なし ０．２ なし なし なし
礫片０．１ｇ
軽石０．０ｇ

ベンガラ０．１ｇ
種子

F―１６２８ １８―２７ ０．６ ０．９ ０．８ ０．４ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６２９ １８―２８ ４．３ １０．７ ３．６ ３．１ あり なし １．５ １４ なし なし なし なし なし 種子

F―１６３０ １８―３１ ２．３ ２．６ １．２ １．２ なし なし ０．０ ２ なし ０．０ ０．０ １ ２ 種子

F―１６３１ １８―３２ ２．３ １．４ ０．９ ０．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６３２ １８―３３ ５．０ ２．４ １．６ ０．７ なし なし ０．１ １１ なし ０．７ なし なし １
礫片０．２ｇ
軽石０．０ｇ

種子

F―１６３３ １８―３４ ３．４ ９．４ ２．１ ０．８ なし ０．２ なし なし なし ０．０ ０．０ ２ なし 軽石０．０ｇ 種子

F―１６３４ １８―３５ ３．５ ９．０ ３．９ １．６ なし ０．２ １．０ ８ なし １．３ １．２ ２９ なし
礫片０．１ｇ
軽石０．０ｇ

ベンガラ０．０ｇ
種子

F―１６３５ １８―３６ １．６ １．５ ０．７ ０．７ なし なし ０．０ ２ なし なし なし なし なし 種子

F―１６３６ １８―３７ ０．５ ０．２ ０．１ ０．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６３８ １８―３８ ０．９ ０．２ ０．２ ０．２ なし なし なし なし なし ０．１ なし なし なし 礫片０．１ｇ 礫片５点接合

F―１６３９ １８―３９ ０．２ ０．１ ０．１ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６４０ １８―４０ ０．８ ０．９ ０．５ ０．７ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

F―１６４１ １８―４１ ０．９ ０．３ ０．２ ０．１ なし なし ０．０ １ なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７３―１４１―ア�イ� １７―４２０ ３．４ １．０ ０．５ ５．７ あり なし なし なし なし ０．２ なし なし なし

礫片０．２ｇ
軽石０．０ｇ

C―１７―９

炭化物範囲
７３―１４２―ア� １７―４９１ ０．２ ３．７ ０．３ ３．７ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―２２

炭化物範囲
７３―１４３―イ�
７４―１４３―ア�エ�

１７―５０７ ３．３ ０．４ ０．４ ０．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―２７

炭化物範囲
７３―１４３―ウ� １７―４９８ １．９ ４．５ ０．７ １．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

C―１７―２４
種子

炭化物範囲
７３―１４５―ウ�エ� １７―３４９ ３．２ ０．４ ０．２ ０．４ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

炭化物範囲
７３―１４５―エ� １７―３９３ ０．３ ０．１ ０．１ ０．１ あり なし なし なし なし ０．０ なし なし なし ベンガラ０．０ｇ C―１７―２

付表
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表�―７ 土壌フローテーション成果一覧（続き）

遺構名 処理番号
風乾土壌
重量�

炭化物重量ｇ 残渣
重量ｇ

炭化
クルミ

骨
重量ｇ

土器
重量ｇ

土器
点数

土製品
重量ｇ

石器類
重量ｇ

黒曜石
重量ｇ

剥片点数
その他重量ｇ 備考

２．０� ０．４２５� 黒曜石 その他

炭化物範囲
７３―１５０―ア� １７―３４１ ０．５ ０．２ ０．１ ０．１ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし

炭化物範囲
７３―１５１―ウ�エ�
７３―１５２―ア�イ�

１７―３３６ ０．９ ３．３ １．２ １．０ あり なし ０．０ １ なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７３―１５２―ア�イ� １７―３５０ １．３ ２．５ １．１ １．０ あり なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし

炭化物範囲
７３―１５２―ア� １７―３５１ １．４ ３．３ １．０ ３．４ なし ０．０ なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ

炭化物範囲
７３―１５２―ア� １７―３９２ １．９ ４．５ １．４ ４．２ あり なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―１

炭化物範囲
７３―１５２―ア� １７―３９７ ０．６ ０．１ ０．１ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―３

炭化物範囲
７３―１５２―ア	 １７―３９８ １．７ ０．４ ０．６ ０．９ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―４

炭化物範囲
７３―１５２―ア
 １７―５０３ ０．１ ２．２ ０．５ ０．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―２６

炭化物範囲
７３―１５２―ア� １７―５１４ ０．６ ０．４ ０．２ ０．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―２９

炭化物範囲
７３―１５２―イ� １７―２７５ ０．０ （０．９）（０．２）（０．１） なし なし なし なし なし ０．１ ０．１ １ なし

炭化物範囲
７３―１５２―イ� １７―３２１ ０．４ １．７ ２．４ ０．６ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７３―１５２―ウ� １７―４２２ ０．６ ０．９ ０．３ ０．６ なし なし ０．０ １ なし なし なし なし なし C―１７―１１

炭化物範囲
７３―１５３―ア
イ�ウ�
エ�

１７―４０９ １．０ １．１ ０．４ ０．８ あり なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―５

炭化物範囲
７３―１５３―イ
 １７―４２３ ０．３ １．３ ０．５ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―１２

炭化物範囲
７３―１５４―エ	 １７―４３０ ０．５ ０．８ ０．３ １．６ あり なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―１５

炭化物範囲
７３―１５５―ア� １７―３６５ ０．２ ０．４ ０．０ ０．４ あり なし なし なし なし ０．２ なし なし なし 礫片０．０ｇ

炭化物範囲
７３―１５５―ア� １７―３６６ ０．５ １．０ ０．３ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７３―１５５―ア� １７―４２９ ０．３ ０．３ ０．１ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―１４

炭化物範囲
７３―１５５―イ�ウ� １７―２８８ ０．９ １．１ ０．３ １．２ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし 礫片０．０ｇ

炭化物範囲
７３―１５５―ウ� １７―２９４ ２．６ ２．６ １．１ １．１ あり なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ ３

炭化物範囲
７３―１５５―エ� １７―２８９ ０．４ ０．４ ０．３ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７３―１５５―エ� １７―２９５ ０．６ ２．３ ０．５ ０．３ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７３―１５５―エ� １７―４１１ １．８ １．６ ０．８ ５．８ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―７

炭化物範囲
７３―１５６―ア� １７―４１９ ０．３ ０．１ ０．２ ０．４ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―８

炭化物範囲
７３―１５６―エ�
７３―１５７―ア�

１７―４２８ ３．９ ２．７ １．１ ３．１ あり ０．０ １３．３ ６９ なし １．０ ０．３ ７ なし
礫片０．４ｇ
軽石０．３ｇ

C―１７―１３
種子

炭化物範囲
７３―１５６―エ� １７―４４６ ３．５ ９．０ ３．２ ６．４ あり なし ６．２ ５４ なし ０．３ ０．２ ２ １ 軽石０．１ｇ C―１７―１６

炭化物範囲
７３―１５７―エ� １７―４８０ ４．５ ２．４ １．７ １．５ あり ０．０ ０．０ ２ なし ０．４ ０．４ １０ なし

礫片０．０ｇ
軽石０．０ｇ

C―１７―２０

炭化物範囲
７４―１４１―ア�エ� １７―４２１ ２．３ ０．２ ０．１ １．０ あり なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―１０

炭化物範囲
７４―１４１―イ� １７―４１０ １．６ ０．２ ０．１ ０．２ あり ０．０ なし なし なし なし なし なし なし C―１７―６

炭化物範囲
７４―１４６―a
�―２―中１

１１―５３１ ８．５ ２．８ ４．０ ０．６ なし なし なし なし なし ０．６ なし なし ２ 礫片０．６ｇ 種子

炭化物範囲
７４―１４６―a
�―２―中１

１１―５３３ １．３ １．４ ０．９ １．０ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし

炭化物範囲
７４―１４６―a
�―２―中１

１１―６２２ ０．０ なし なし （０．０） なし （０．１） なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１４６―ｄ
�―２―中１

１１―５３２ ５．１ ４．０ １．１ ０．４ あり なし なし なし なし ５．７ なし なし なし ベンガラ５．７ｇ 種子

炭化物範囲
７４―１４６―ｄ
�―２―中１

１１―６２３ ― （０．２）（０．０） なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１４９―ウ� １７―３００ ２．５ ３．３ ２．２ ０．７ あり なし なし なし なし ０．９ ０．９ １３９ ３

炭化物範囲
７４―１４９―ウ� １７―３１４ ０．４ ０．３ ０．２ ０．２ なし ０．０ なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ

炭化物範囲
７４―１５１―ア� １７―２１０ ０．１ ０．２ ０．０ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５１―イ� １７―２１１ ０．２ なし ０．０ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５１―ウ� １７―２２２ ０．１ なし ０．０ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

炭化物範囲
７４―１５１―エ� １７―２１２ ０．１ ０．０ ０．０ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

� 遺構と遺構の遺物
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表�―７ 土壌フローテーション成果一覧（続き）

遺構名 処理番号
風乾土壌
重量�

炭化物重量ｇ 残渣
重量ｇ

炭化
クルミ

骨
重量ｇ

土器
重量ｇ

土器
点数

土製品
重量ｇ

石器類
重量ｇ

黒曜石
重量ｇ

剥片点数
その他重量ｇ 備考

２．０� ０．４２５� 黒曜石 その他

炭化物範囲
７４―１５１―エ� １７―２２３ ０．０ （０．０）（０．０）（０．０） なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５１―エ�
７４―１５２―ア�イ�

１７―２５３ ７．９ １２．１ ３．７ ６．６ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５１―エ� １７―２８２ ０．６ ０．７ ０．２ ０．７ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５２―ア� １７―２２７ ０．１ （０．０）（０．１）（０．０） なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５２―ア� １７―２２８ ０．０ （０．０）（０．０）（０．０） なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５２―ア� １７―３６７ ０．７ ０．１ ０．３ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５２―ウ� １７―２５５ ０．２ ０．１ ０．２ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５２―エ� １７―２１３ ０．１ ０．１ ０．０ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５２―エ� １７―２２９ ０．１ （０．２）（０．１）（０．０） なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし

炭化物範囲
７４―１５３―ア� １７―３６８ ３．８ ３．５ １．５ ０．２ なし ０．０ なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５３―ウ� １７―５１０ ０．６ １．６ ０．４ ０．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―２８

炭化物範囲
７４―１５４―ア� １７―２４３ １．５ ０．６ ０．４ １．５ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし 種子

炭化物範囲
７４―１５４―ア�イ� １７―５０１ ４．８ ４．３ １．６ ２．８ あり ０．０ なし なし なし なし なし なし なし

C―１７―２５
種子

炭化物範囲
７４―１５４―イ	 １７―２５８ ０．１ （０．２）（０．１）（０．０） なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５４―イ
ウ� １７―２６２ １．７ ９．４ ２．８ ０．３ あり なし なし なし なし ０．０ なし なし なし 礫片０．０ｇ

炭化物範囲
７４―１５４―イ� １７―４７６ ０．１ ０．４ ０．２ １．４ あり ０．０ なし なし なし なし なし なし なし 礫片０．０ｇ C―１７―１９

炭化物範囲
７４―１５４―イ
 １７―４９７ １．６ １．９ ０．８ ０．９ あり なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―２３

炭化物範囲
７４―１５４―ウ	エ� １７―２５９ ０．５ ２．０ １．２ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５４―ウ� １７―３８４ ０．３ ０．７ ０．２ ０．０ あり なし なし なし なし ０．０ なし なし １ 種子

炭化物範囲
７４―１５４―ウ� １７―４７５ １．１ ０．１ ０．１ ０．２ なし なし なし なし なし なし なし なし なし C―１７―１８

炭化物範囲
７４―１５４―エ� １７―２０４ １．８ １．５ １．９ ０．９ あり なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

炭化物範囲
７４―１５４―エ� １７―３５２ ０．５ ０．６ ０．２ ０．９ なし なし なし なし なし なし なし なし なし 種子

炭化物範囲
７４―１５５―ア� １７―１４７ ０．７ ０．８ ０．１ ２．１ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５５―ア� １７―２０５ ４．５ ３．１ １．２ ５．８ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５５―ア� １７―２６０ ０．３ ０．５ ０．３ ０．４ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５５―ア
イ� １７―２６３ ０．６ １．７ ０．６ ２．４ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５５―イ� １７―２６１ ０．１ （０．９）（０．１）（０．１） なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５５―ウ� １７―２０６ ０．３ ０．５ ０．０ ０．０ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５５―ウ� １７―２１７ １．２ ０．５ ０．１ ０．７ あり なし ０．３ ７ なし ０．０ なし なし １ 礫片０．０ｇ 種子

炭化物範囲
７４―１５５―ウ
 １７―２６４ ０．５ ０．７ ０．３ ０．６ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５５―エ� １７―２０７ ０．３ ０．０ ０．０ ０．４ なし なし ０．０ ５ なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５５―エ� １７―２０８ ０．３ ０．０ ０．０ ０．２ あり なし ０．０ ２ なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５５―エ� １７―２０９ ０．５ ０．０ ０．０ ０．１ あり なし ０．０ １２ なし ０．０ なし なし なし 軽石０．０ｇ

炭化物範囲
７４―１５５―エ� １７―２６５ ０．２ ０．１ ０．１ ０．２ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ １ なし

炭化クルミ
７４―１５５―エ
 １８―４２ ０．０ ― ― ― （０．２） ― ― ― ― ― ― ― ―

炭化物範囲
７４―１５６―ア�イ� １７―１７５ ０．８ ２．２ ０．７ ０．１ なし なし なし なし なし ０．０ ０．０ ４ なし 軽石０．０ｇ

炭化物範囲
７４―１５６―ア� １７―２３２ ０．１ （０．０）（０．０）（０．０） なし なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５６―ア� １７―２３０ ０．９ ０．２ ０．０ ０．１ あり なし なし なし なし ０．０ ０．０ ２２ なし 種子

炭化物範囲
７４―１５６―エ� １７―２９０ １．５ １．３ ０．４ １．１ あり なし ９．０ １３ なし ０．１ なし なし １ 礫片０．１ｇ

炭化物範囲
７４―１５６―エ	 １７―３１５ ０．３ ０．３ ０．２ ０．６ あり なし なし なし なし なし なし なし なし

炭化物範囲
７４―１５７―ア�イ�ウ�
エ�

１７―４８３ １．２ ２．９ １．０ １．２ あり なし なし なし なし ０．０ ０．０ ２ １ 礫片０．０ｇ C―１７―１７

炭化物範囲
７４―１５７―ウ	 １７―４８１ １．２ ０．６ ０．４ １．２ あり なし ０．２ ２ なし ０．７ ０．５ １６ なし 軽石０．２ｇ C―１７―２１

＊重量ｇの（ ）は水洗篩別である。

付表
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� 包含層の遺物

１ 土器

（１）分類

財団法人北海道埋蔵文化財センターの分類に準拠し、縄文時代早～晩期の土器をそれぞれ�～�
群、続縄文土器を�群、擦文土器を�群とする。対雁２遺跡では�・�群土器が出土している。

本遺跡出土の縄文時代晩期後半の在地系土器は、出土状況や生活面から大洞諸形式との並行関係が

捉えられる例がないため、昨年度報告と同様に時期の細分類を行なわず、「�群土器」として一括する。

�群土器は、昨年度報告と同様に鈴木 信「�―３ 道央部における続縄文土器の編年」『千歳市

ユカンボシ C１５遺跡（６）』（北埋調報１９２）に準拠する。

（２）掲載基準

時期→器種→施文→接合状況を基準として掲載した。器種の分類比率・規格、施文の形態分類・文様

名称などは、『対雁２遺跡（７）』（北埋調報２２６）に準拠する。各個体の特徴は表�―２に記載した。

接合の結果、器形を復元できたものを「復元資料」、できなかったものを「破片資料」とした。破

片は、基本的に口縁部と底部を抽出し、無文あるいは縄文のみが施された胴部を除外した。

（３）概要

�報告範囲

報告の対象は土器片１１，５８５点である。今回の報告範囲は７３・７４―１４１～１４５・１４９～１５７グリッドで、平

成１１・１７・１８年度に調査された。平成１１年度はトレンチ調査（北埋調報１４７）であり、平成１７年度は一部

について上層部分を調査し、平成１８年度に調査範囲を完掘した。調査区は平成１６・１７年度の調査範囲

に接することから（�章第３節参照）、同一個体の土器片が多く確認された。接合の結果、器形の復元

が可能となった土器は、既報告のものであっても、再実測して新たに掲載した。

本報告では�群土器９８個体（深鉢７８・鉢５・浅鉢２４・ミニチュア深鉢１・ミニチュア壷１）、�群 a類

７個体（深鉢７）、�群 b類１個体（深鉢１）の計１０６個体を掲載する。このうち２９個体が実測図、７７個

体が拓影図である。

�出土傾向

土器の大部分は包含層より出土しており、遺構に伴うものは非常に少ない。平面的な分布を見ると、

１５６～１５８ラインに集中しており、その西側は漸減する。１４１～１４６ラインでは希薄である（図�―２５）。

この傾向は昨年度までの調査結果とほぼ一致する。本遺跡の地盤は河川堆積によるもので、土層は水

平ではなく、基本的に東から西方向へ傾斜している（�章第２・３節参照）。このため、同一標高では

西側のほうが東側よりも時期が新しいと考えられる。時期別の出土傾向を見ると、標高８．０ｍ前後よ

り下位の中～下層では、１４１～１４６ラインで続縄文時代前葉、１４９～１５８ラインで縄文時代晩期中～後葉

の土器が出土しており、遺跡の堆積状況とほぼ一致する。しかし、標高８．０ｍ前後までの上層では、７４

―１５５グリッドで�群 b類（図�―１２―２９）が�群土器とほぼ同じ高さより出土するなど、地点による新

旧は不明瞭になる。調査当初�―１層と呼称されていた、この黄褐色粘土層は河川堆積ではなく風成

層と考えられ、微地形の影響などにより層序が乱れている可能性がある（�章第２節参照）。

� 包含層の遺物

59



�製作技術

本遺跡より出土する土器の胎土には砂礫が混和されており、その構成物の内容や分量によって、い

くつかの類型に分けられる。ただし、この分別は破断面をルーペまたは肉眼で観察した結果によるも

ので、顕微鏡を用いた観察や化学的な成分分析は行なわなかった。よって、実際には識別できた以上

の類型が存在すると考えられる。今回は、大まかに以下の６種類に分けた。

１：石英・長石・角閃石などの鉱物と径２�以下の礫・軽石をほぼ均質に含む胎土

２：石英・長石を多く含み、径２�以下の礫・軽石がやや少ない、粗い胎土

３：石英・角閃石を多く含み、径２�以下の礫・軽石がやや少ない、粗い胎土

４：石英・長石・角閃石などと比して、径２�以下の礫・軽石がやや多い、粗い胎土

５：石英・長石・角閃石などの鉱物と径１�以下の礫・軽石をほぼ均質に含む、緻密な胎土

６：鉱物や砂礫などの混和が非常に少ない、緻密な胎土

今年度報告範囲で胎土を観察した１０６個体のうち、１種が３４個体（３２．１％）、５種が３２個体（３０．１％）

とほぼ同数で多く、以下３種が１５個体（１４．２％）、４種が１１個体（１０．４％）、２種が１０個体（９．４％）、６

種が４個体（３．８％）と続く。縄文時代晩期の在地系土器は１種または５種を主体とし、２～４の大部

分を含む。搬入系土器は６種を主体とし、５種を一部含む。続縄文時代前葉の土器は、１種または５

種を主体とする。過年度に指摘されたように（北埋調報１７７・１９３・２２６・２３１）、土器片または土塊を混入

させる例が今回も２４個体に見られた。１種に１２個体と最も多く、５種の７個体が次ぐ。２種と６種に

は確認されなかった。また繊維を混入した痕跡が５個体に見られた。土器集中１の報告では獣毛の可

能性が指摘されている（北埋調報２３１）。７９には鮭の椎骨と推測される魚骨片が混入されている。昨年

度および今年度報告の復元個体より抽出した土器片１８点と遺構・包含層より採取した粘土塊を用いて

胎土分析を行った（�章第３節参照）。この結果については、�章第２節で考察する。

土器の成形に際して粘土紐を継ぎ合わせた面、すなわち接合面については、過年度の報告でも製作

技術上の変化要素の１つとして重視されてきた（北埋調報１７７・１９３・２０４・２２６・２３１、鈴木・西脇２００３）。土

器の内外面に露呈する破断面のうち、割れ口が水平で、表面がナデられたように滑らかなものを接合

面とみなした。土器の外面側が高く内面側が低くなるものを「内傾接合」、その逆に傾くものを「外

傾接合」と表現する（佐原１９６７）。今年度接合面が観察された土器は１４個体である。この他の個体は、

接合面が露呈せず、成形は不明である。�群土器は内傾接合が１１個体（１・１０・１６・１９・３０・３１・３８・４４・７３・

８４・８６）、外傾接合は３個体（１１・３４・６６）が確認された。�群 a類土器には接合面が確認されなかった。

内面の調整は、深鉢・鉢・浅鉢の場合、ほぼ水平方向に横ナデされるものが大部分である。工具によ

る条痕を残すものは少なく、ほとんどが消されている。搬入品と考えられる個体には、磨かれて光沢

を有するものが見られる（９９・１００）。主に深鉢の口縁部と底部付近には、指頭による浅い凹みが確認さ

れることが多い。壷の内面は口縁部を除き調整が荒く、凹凸が残る。胎土に含まれる砂礫のうち、粒

径の大きいものが器面に浮き出す例が認められるが、ごく少数である。

�使用痕

�群土器の内外面に炭化物が付着する例は５２個体ある。このうち内面にのみ付着するものが３０個

体、外面にのみ付着するものが１２個体、内外両面に付着するものが１０個体である。これらは深鉢・鉢・

浅鉢で、皿・壷・ミニチュア土器には見られない。９は、煮こぼれによる汁垂れの痕跡と推測される黒

色付着物が口縁部を垂下する。�群 a類土器の内外面に炭化物が付着する例は見られない。

１ 土器
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（４）�群土器

�深鉢（図�―１～７・１３～１８／表�―２／図版�―１～３・６～１０）

１～３・３３～４３は横位沈線が施されるもの。１は口縁部が小波状を呈し、外面の縄文が部分的にナ

デ消される。２は口縁部が内傾し、胴部がやや窄む器形。３は口唇に２個１対の山形突起が４か所設

けられ（残存２か所）、外縁部が棒側面により刻まれる。４・１４・３０～３２・４４・４５は横位縄線（縄側面圧痕）

が施されるもの。４は平成１７年度報告の図�―２４―６１（口縁部破片、北埋調報２２６）と同一個体である。

２段撚り RL縄線５条が廻る。１４は外傾する口唇に縦位縄線が施される。口縁部には２段撚り LR縄

線５条が横走し、その下部のナデ消し凹帯の上下には縄端による刺突列が廻る。５・６・４６・４７は横位

縄線・沈線に貼付帯が加わるもの。５・６は、いずれも横位縄線と縦位貼付帯の組み合わせで、下部に

刺突列を上下にもつナデ消し凹帯が見られる。ただし、６は貼り付けの後に横位縄線を廻らしており、

施文の順序が異なる。７・８・１０・４８～５２は括弧状沈線文（円弧文）を主体とするもの。７は口縁部に横

走、胴部に縦走する条痕が施されるが、ごく一部に縄文も認められる。口縁部には連結括弧文が上書

きされ、胴部との境には刺突列が廻る。８は横位沈線を背景として括弧状沈線文が上書きされる。下

部には刺突列を上下にもつナデ消し凹帯が見られる。１０は口縁部に上下のナデ消し凹帯で区画された

文様帯を設けており、内部にやや乱れた連結括弧文が描かれる。９・５３～５７は弧状・渦巻状・蛇行沈線

文を主体とするもの。９は口縁部に櫛歯状細沈線を背景として、上向・下向の凸形圏線文が交互に施

され、外縁に刺突列が廻る。下部のナデ消し凹帯より上方貫入が見られる。１３・５８～７０は斜位・縦位沈

線文を主体とするもの。１３は、口縁部に横位沈線９～１０条を背景とし、３条を単位とする断続山形沈

線と縦位の短沈線が廻る。７１～７６は顕著な文様の見られないもの。１１・１５・７７・７８は縄文のみのもの。１１

は胴中部が接合せず、推定復元した。１５は内傾する口唇に回転縄文が施され、棒側面により刻まれる。

外縁部が指頭により連続して圧痕される。８０は胴部片。１２・８１・８２は口縁部を欠く、または底部のみの

もの。１２は底外面にも縄文が見られる。

�鉢（図�―８／表�―２／図版�―３）

１９は口径５４．８�を測る大型鉢。口縁部が内湾する器形。底部を失っているが、口径と胴下部の傾き

から、器高は４０�ほどと推測される。口唇には台形突起が４か所設けられ（残存３か所）、対角線上に

１対は４本、もう１対は３本の棒側縁圧痕が頂部に加えられる。口縁部は屈曲の上下で文様帯が異な

り、上部はやや幅広の沈線、下部は細沈線により施文される。上部は横位沈線７条が廻る。下部は上

下の横位細沈線により区画され、その内部に垂下屈曲沈線文と同心円状沈線文が交互に描かれる。こ

れらの沈線文の外縁部には同一工具による円形刺突列が廻る。同心円状沈線文の中心にはボタン状突

起が貼り付けられるが、１か所のみ残存している。

�浅鉢（図�―９～２６・１８～２０／表�―２／図版�―３～５・１０～１３）

２０・２２・９５・９６は外面に文様が見られるもの。２０は平成１４年度報告の図�―１―１３―３７９（口縁～胴部破

片、北埋調報１９３）および平成１７年度報告の図�―１８―３５（胴～底部破片、北埋調報２２６）と同一個体であ

るが、新たに把手状の突起部分が接合し、全体の器形が復元可能になったので再実測したものを掲載

する。２２は外面に４～５条の沈線で、底面に２～３条の縄線で上向または下向の弧状文が描かれる。

２４・２５・９３・９４・９８は内面に文様が見られるもの。２４は突起間の内面に、横位縄線６条を背景として括弧

状沈線文が描かれる。２５は内面に肥厚帯を設け、下部に刺突列を廻らす。さらに上向弧状の貼付帯を

付加し、縦位の縄線を施している。２１は注口部。外面に同心円状の沈線が施される。２３・８３～８６は顕

著な突起が見られないもの。２３は口唇に不整な「八」の字状の棒側面圧痕が施される。２６・８８～９２・９７

は顕著な突起が見られるもの。２６は山形突起の頂部に弧状の縄線が施される。

� 包含層の遺物
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図�―１ 土器（１）

１ 土器
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図�―２ 土器（２）

� 包含層の遺物
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図�―３ 土器（３）

１ 土器
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図�―４ 土器（４）

� 包含層の遺物
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図�―５ 土器（５）

１ 土器

66



図�―６ 土器（６）

� 包含層の遺物
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図�―７ 土器（７）

１ 土器
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図�―９ 土器（９）

１ 土器
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図�―１０ 土器（１０）

� 包含層の遺物
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図�―１１ 土器（１１）

１ 土器
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図�―１２ 土器（１２）

� 包含層の遺物
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図�―１３ 土器（１３）

１ 土器
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図�―１４ 土器（１４）

� 包含層の遺物
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図�―１５ 土器（１５）

１ 土器
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図�―１６ 土器（１６）

� 包含層の遺物
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図�―１７ 土器（１７）

１ 土器
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図�―１８ 土器（１８）

� 包含層の遺物

79



図�―１９ 土器（１９）

１ 土器
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図�―２０ 土器（２０）

� 包含層の遺物
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�ミニチュア土器（図�―７・１８／表�―２／図版�―５・１１）

１６はミニチュア深鉢。外面はナデのままで、横位沈線３条を背景として、やや乱れた括弧状沈線文

が施される。１７はミニチュア壷。無文で、底部を欠失する。８７はミニチュア皿。無文である。

�搬入品と見なされるもの（図�―７・２１／表�―２／図版�―４・１２・１３）

１８は鉢。口縁～胴部～胴部にかけて、沈線により不整な横位連続工字文が施される。９９～１０１は破

片。９９は直上ぎみに立ち上がる口縁の屈曲部分に A突起と細貼付帯が付与される。１００は胴部片で、

磨り消しによる連繋入組文が２段確認される。１０１は壷。口唇に B突起、口縁に A突起を有するが、

いずれも剥落している。胴部には工字文風の横位沈線が施される。

（５）�群 a類土器（図�―１２・２１／表�―２／図版�―５・１３）

２７・２８は深鉢。２７は口縁部が強くナデ消され、下部に横位沈線３条が廻る。昨年度報告の図�―２３―４９

と同一個体であるが、新たな接合により器形が訂正されたので再実測したものを掲載する。口唇の山

形突起は昨年度報告では４か所と推測したが、３か所であることが判明した。２８は外面に縄文のみが

施される。口縁部が全周し、倒立した状態で出土した。周囲に掘り込みなどは確認されなかった。１０２

～１０６は破片。１０２・１０３は横位沈線が施されるもの。１０４・１０５は横位沈線または細貼付帯と斜位短沈線

が組み合わさるもの。１０６は底部。凸底で底面にも縄文が施される。

（６）�群 b類土器（図�―１２／表�―２／図版�―５）

２９は深鉢の底部。摩滅により不鮮明であるが、胴下部に弧状の縄線が確認される。後北 A式ない

し後北 B式と推測される。 （芝田）

図�―２１ 土器（２１）

１ 土器
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２ 石器等

（１）分類

石器等の分類については分類記号等を用いないで記述を行なう。今年度の報告において使用した分

類は石鏃、石錐、石槍・ナイフ類、スクレイパー、石斧、たたき石、台石、砥石、Uフレイク、Rフ

レイク、加工痕のある礫、剥片、礫・礫片、土製品である。なお、形状が判明しないもの、残存が半

分以下のものについては破片としている。

（２）概要

今年度報告範囲において出土した石器等は、フローテーション作業において検出されたものを含め

ると、剥片石器１６４点、礫石器７０点、剥片１５，４９３点、礫・礫片２，１６５点、合計１７，８９２点である。出土遺

物の約６１％に当たる。器種別で見ると石鏃・たたき石・スクレイパーが多く出土し、石器の約８１％を占

める。出土位置は１５２線以東にそのほとんどが集中する。石材は、剥片石器ではほとんどを黒曜石、

礫石器では砂岩・安山岩が多くを占める。玉髄としたものはメノウ・メノウ質頁岩である。

掲載した各石器の出土位置・生活面・大きさ・重さは表�―３を、石器等における遺構を含む全点分布・

器種別分布については図�―２３～２５を参照していただきたい。

（３）石器等

石鏃（図�―２２―１～２６／表�―３／図版�―１３）

５７点が出土した。内訳は無茎鏃１０点、有茎鏃４１点、基部形状不明の破片・未製品６点である。無茎

鏃の平均規模は長さ２．６�・幅１．３�・厚さ０．３�・重さ１．０ｇである。有茎鏃の平均規模は長さ２．１�・幅
１．２�・厚さ０．４�・重さ０．７ｇである。石材は黒曜石が５６点、頁岩１点である。

１～６は無茎鏃。基部は凹基。７～２６は有茎鏃。７～１７は基部の返しが明瞭で菱形に近い形状をす

る。１７は基部にアスファルトが付着している。１８～２２は基部の返しが明瞭で茎部がはっきりしている。

２３～２６は基部の返しが不明瞭で基部付近の側縁が内湾する。１７は暗褐色の頁岩、その他は黒曜石。

石槍・ナイフ類（図�―２２―２７／表�―３／図版�―１３）

２点が出土した。つまみ付きナイフおよび両面調整により刃部を作出しているものを本分類とし

た。つまみ付きナイフ１点、石槍未製品１点である。石材は黒曜石２点である。

２７は縦型のつまみ付きナイフ。右側刃部を再調整しており、石器自体は出土した時期よりも古いも

のと思われる。黒曜石。

スクレイパー（図�―２２―２８～３７／図�―２３―３８～３９／表�―３／図版�―１３・１４）

９６点が出土した。うち破片４２点である。二次加工により急角度の刃部を剥片の縁部に作出したもの

を本分類とした。石材は黒曜石９５点、安山岩１点である。

２８～２９は半円形や円形の剥片の周縁に曲線的な刃部を作出したもの。３０～３７は縦長の剥片の側縁に

直線的な刃部を作出したもの。３７は縦長の剥片の下端部と側縁に直線的な刃部を作出したもの。３８～

３９は横長の剥片に直線的な刃部を作出したもの。４０は V字状の刃部があるもの。３７は安山岩、その

他はすべて黒曜石。

たたき石（図�―２３―４１～４６／表�―３／図版�―２３）

３６点が出土した。うち破片７点である。礫の腹背部・端部・周縁部に単独もしくは複数部に敲打痕が

あるものをたたき石とした。礫の腹背部に敲打痕があるものについては、大型のものを台石とした。

� 包含層の遺物

83



図�―２２ 石器（１）

２ 石器等
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図�―２３ 石器（２）

� 包含層の遺物
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しかし、たたき石としたものの中にも台石として使用された可能性はある。石材は安山岩２６点・砂岩

５点・カンラン岩１点・泥岩３点・珪岩１点である。

４１は扁平な棒状礫の腹背部に敲打痕があるもの。４２は扁平礫の腹背部に敲打痕があるもの。４３・４４

は扁平な棒状礫の端部と腹背部に敲打痕があるもの。４５は扁平礫の端部と腹背部に敲打痕があるも

の。４６は扁平礫の側縁部と腹背部に敲打痕のあるもの。４１～４５は安山岩、４６は砂岩。

台石（図�―２３―４７・４８／表�―３／図版�―２３）

２１点が出土している。うち破片３点である。石材は安山岩１７点、砂岩１点、珪岩１点、凝灰岩１点、

片岩１点である。４７・４８は礫の平坦面に敲打痕のあるもの。安山岩。

砥石（図�―２３―４９／表�―３／図版�―２３）

７点出土している。石材は砂岩２点、軽石５点。軽石製のものには細い溝状の研磨面のあるものが

ある。４９は広い研磨面のあるもの。砂岩。

剥片

１５，４９３点出土している。うち１５，０９６点が黒曜石、３９７点が頁岩・玉髄等である。ほとんどが微細なチ

ップ類である。

礫・礫片

２，１６５点出土している。安山岩・砂岩・珪岩・泥岩・軽石がほとんどを占める。

（４）土製品

焼成粘土塊１６４点が出土している。 （酒井）

図�―２４ 石器（３）

２ 石器等
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図�―２５ 遺物分布図（１）

� 包含層の遺物
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図�―２６ 遺物分布図（２）

２ 石器等
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図�―２７ 遺物分布図（３）
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３ 継続整理の遺物

（１）概要

平成１１年度に行った遺構・遺物範囲確認のためのトレンチ調査や平成４年に江別市教育委員会が行

なった試掘調査の遺物については、『対雁２遺跡（１）』（北埋調報１４７）において概要の報告を行った。

この報告は試掘的な調査でもあり、周囲のグリッドとの接合も考えられることから、代表的なものを

中心に行い、その地区の調査時に本報告を行なうこととしていた。また、平成１２年度に土器集中３の

調査を行なった際に、その周辺から包含層の遺物として出土したものも同様に継続整理の遺物として

いた。今回、このように継続整理の遺物としていたものの報告を行なうことにしたことから、東西方

向８１ラインのトレンチから出土した土器を主体とした報告と、平成１２年度に出土した継続整理の石器

の報告を行なう。 （酒井）

（２）土器

�概要

土器の分類・掲載基準は、本報告の平成１７・１８年度出土のものと同様である（�章第１節参照）。報告

範囲は平成１１年度に調査した東西方向８１ラインのトレンチを主体とする。平面的な出土分布は１５７～

１６１ラインに集中しており、これまでの調査結果と合致する。平成１１年度の段階では、遺跡の地盤が

水平堆積として認識されていたため、遺物の取り上げが垂直方向に上から�→�―１→�―２―上・中・

下の層序で行なわれた。また、トレンチ内で遺構・遺物が検出された時点でそれより下位の調査を行

なわなかった（北埋調報１４７）。このため、遺物の出土層位を平成１３～１８年度調査範囲の包含層出土の

もの（生活面が付与されている）と関連づけることは、現時点ではできない。非常に狭い範囲であるた

め、接合により器形の復元に至る個体は、比較的小型のものを除けば少ない。

��群土器（図�―２８～３２／表�―４／図版�―１５～１８）

１・４は深鉢。１は口唇に５か所（推定）の双峰山形突起を有する。口縁部は横位または波状沈線を

背景として、縦位沈線が上描きされるが、摩滅により不鮮明である。４は外面に縄文のみが施される。

小波状ぎみの口唇に６か所（推定）の山形突起を有する。５・６は深鉢または鉢の底部。いずれも底外

面にも縄文が施される。３・７は浅鉢。３は上面観が楕円形で、無文。外面に横ナデの調整痕が認め

られる。７は上面観がほぼ円形で、外面に縄文が施される。小波状ぎみの口唇は棒側面により刻まれ

る。１０・１１は浅鉢の注口部。いずれも上部に把手状の貼付帯を有し、縄線・沈線により施文される。２

はミニチュア浅鉢。上面観は楕円形で、長軸の両端に複数の山形突起を有する。底外面に部分的に縄

文が施され、周縁部に刺突列が廻る。８はミニチュア壷。無文で、口縁部を欠く。

１２～３８は深鉢または鉢の口縁部片。１２～１４は横位縄線が施されるもの。１２は口唇に山形突起を有し、

頂部が指頭により横位に刻まれる。突起下に２個１対の横位貼付帯が見られ、さらに縄線間の一部に

波状沈線が加えられる。内面にも横位縄線３条が廻る。１５・１６は横位沈線が施されるもの。１７～２０は

貼付帯が付加されるもの。１８は上面観が鋭角ぎみで、舟形土器の長軸端部の可能性もある。１９は口縁

部が内湾する器形。円弧状の貼付帯をもち、その下部に下向・上向の弧状沈線が見られる。屈曲部に

は刺突列が廻る。２１～２５は横位沈線の下部に連続・断続山形沈線を伴うもの。２６～３１は波状沈線を主

体とするもの。３２～３８は縄文のみが施されるもの。３６・３７は山形突起を有する。３９・４２・４３は深鉢また

は鉢の底部片。３９・４３は底外面にも縄文が施される。４２はナデのまま（無文）である。４４～４７は浅鉢の

口縁部片。４４・４５は顕著な突起を有するもの。４４は回転縄文、４５は縄線が口唇に施される。４６・４７は突

３ 継続整理の遺物
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図�―２８ 土器（２２）

� 包含層の遺物
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図�―２９ 土器（２３）

３ 継続整理の遺物
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図�―３０ 土器（２４）

� 包含層の遺物
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図�―３１ 土器（２５）
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図�―３２ 土器（２６）

� 包含層の遺物
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起が見られないもの。４６はボタン状突起が貼り付けられる。４７は口縁が中途で直上し、屈曲部が見ら

れる。４０・４１は浅鉢の底部片。いずれも底外面にも縄文が施される。４８は壷の口縁部片。頚部に無文

帯を有し、口唇直下と肩部に横位沈線を廻らす。

全体の傾向として、１５７～１６１ラインで横位縄線・横位沈線を主体とする晩期中～後葉の土器が出土

する点は、今年度までの包含層調査の結果と同様であるが、１４９～１５１ラインで並列菱形沈線・波状沈

線の施された、晩期末葉の土器が見られる点が異なる。これらは土器集中３・土器集中１に近い要素

をもつ個体であり、調査範囲南側ではより新しい時期の包含層が残存している可能性が高い。

��群 a類土器（図�―２９・３２／表�―４／図版�―１５・１８）

９は深鉢。外面は斜位回 RL横走縄文。口唇直下に無文帯を設け、縦位の短縄文を連続圧痕する。

その下部には２段の横位突起を４か所（推定）貼り付ける。接合面は外傾する。

４９～５３は深鉢または鉢の口縁部片。４９は横位沈線４条が廻る。５０～５２は斜走縄文のみが施されるも

の。５３は横位帯縄文の下部に沈線が見られる。 （芝田）

（３）石器

分類については包含層の石器と同様に行なう。使用した分類は石鏃・ナイフ・スクレイパー・石斧で

ある。今回報告する石器は、平成１２年度に行った土器集中３の調査において、その周辺から包含層の

遺物として取り上げたものを対象としている。８０―１５４―bの南西隅よりやや集まったような状況で出

土している。出土状況や石器から見て、土器集中３よりやや新しい時期、縄文晩期末～続縄文初頭の

遺物と考えられる。

石鏃（図�―３３―１～５／表�―５／図版�―１８）

１～５は石鏃。１～４は無茎鏃。基部の形状は１・３が凹基、２・４が平基である。２は両面に原石

面を残し、周縁を加工して刃部を作出している。５は有茎鏃。基部の返しが明瞭で茎部がはっきりし

ているもの。両端部が欠損している。石材は１～３が黒曜石、４・５が頁岩。

ナイフ（図�―３３―６・７／表�―５／図版�―１８）

６・７は柄のあるナイフ。６はほとんどを片面加工により整形しているが、基部の一部と先端の刃

部を両面加工によって作出している。７はほぼ全面に二次加工を施して整形している。２点ともに頁

岩。

スクレイパー（図�―３３―８・９／表�―５／図版�―１８）

８・９はスクレイパー。剥片の形状を生かして、その周縁部に直線的な刃部や円弧状の刃部を作出

しているもの。２点ともに頁岩。

石斧（図�―３３―１０～１２／表�―５／図版�―１８）

１０～１２は石斧。１０は短冊形のもの。擦り切りによって製作されている。全面を研磨によって整形し、

刃部は両刃の直刃である。鎬が明瞭に見られる。両面の平坦部に敲打痕が見られる。基部は破損して

いる。１１は乳棒状のもの。敲打により整形し、刃部を研磨により作出している。刃部は使用による磨

耗により形状は不明である。鎬は極弱く見られる。１２は短冊形のもの。敲打と側縁を研磨によって整

形している。刃部は両刃の直刃である。鎬が明瞭に見られる。石材は１０が緑色泥岩、１１はカンラン岩、

１２は片岩。
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（４）土製品（図�―３３―１３／表�―５／図版�―１８）

８１ラインのトレンチから出土したものである。出土した位置や周囲の土器を見ると縄文晩期中葉の

ものと考えられる。細い断面円形の工具によって両面に刺突による文様が施されている。対雁２遺跡

では、土玉で同様な工具による装飾が見られる（北埋調報１９３・２２６）。形状的に土器の突起部分を加工

した可能性がある。 （酒井）

図�―３３ 石器（４）・土製品

� 包含層の遺物

97



表�―１ 遺物集計
発掘区別出土遺物集計

分類 土器等
石器等

遺
物
合
計

剥片 原石 礫 石
製
品

石
器
等
合
計

土
器

土
製
品

土
器
等
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計

石
鏃

石
錐

石
槍
・
ナ
イ
フ
類

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

石
斧

た
た
き
石

台
石

す
り
石

砥
石

石
核

R
フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

磨
製
石
器
片

加
工
痕
あ
る
礫

黒
曜
石

そ
の
他

（
頁
岩
・
玉
髄
等
）

黒
曜
石

そ
の
他

軽
石

礫
・
礫
片

� �a �b
そ
の
他

無
茎
鏃

有
茎
鏃

破
片

発掘区

排土 ５ ５ １ １ １ ３ ８
表採 １ １ ０ １

７１―１５９―ウ １ １ ０ １
７１―１６０―ウ １ １ ０ １
７１―１６１―イ ０ １ １ １
７１―１６１―ウ ０ １ １ １
７１―１６２―ウ １ １ ０ １
７３―１４２―エ ２ ２ １ １ ３
７３―１４３―ア ２ ２ ０ ２
７３―１４３―ウ ４８ ４８ １ １ ４９
７３―１４３―エ １ １ １ １ ２
７３―１４４―ア １ １ ４ ４ ５
７３―１４４―イ ０ １ １ ２ ２
７３―１４４―ウ ５０ ５０ １ １ ２ ５２
７３―１４４―エ ２０ ２０ ０ ２０
７３―１４５ １ １ ０ １

７３―１４５―ア １ １７ １８ ０ １８
７３―１４５―ウ １ ５ ６ １ １ ２ ８
７３―１４５―エ ３０ ３０ ３ ３ ３３
７３―１４９―ウ ０ １ １ ２ ２
７３―１５０―ア ０ １ １ １
７３―１５０―エ ３ ３ ０ ３
７３―１５１ ０ １ １ １

７３―１５１―ア ０ １ １ １
７３―１５１―イ ２ ２ １ １ ３
７３―１５１―ウ １８ １８ １ １ １９
７３―１５１―エ １７ １４ ３１ １ １ ２ ３３
７３―１５２―ア ２４ １ ２５ １ １ ６ ２ １０ ３５
７３―１５２―イ ４３ ４３ ２ ２０ ３ ２５ ６８
７３―１５２―ウ １３０ １６ １４６ ８ ２ １ ４ １ １ ８７ ２ １０６ ２５２
７３―１５２―エ ８ ２０ ３ ３１ ２ ８ １８４ １９４ ２２５
７３―１５３―ア ２０８ ２０８ ３ ３３ １ ３７ ２４５
７３―１５３―イ ８０ ８０ １ ２ ３１ １ ４ ３９ １１９
７３―１５３―ウ ５０ ５０ ４ １ ５ ５５
７３―１５３―エ ３４０ ３４０ １ １ １５ ２ １９ ３５９
７３―１５４―ア ２３４ １ １ ２３６ １ ４ ８ １ １４ ２５０
７３―１５４―イ ６２ ６２ ２ ２ ２０ １ ２５ ８７
７３―１５４―ウ ５５ ５５ １ １ １ ３ ５８
７３―１５４―エ １０３ ２ １ １ １０７ ２ １ ６ ４ １３ １２０
７３―１５５―ア ２０ ２０ ２ ２ ２２
７３―１５５―イ １０ １０ １ １ ２ １２
７３―１５５―ウ ６９ ６９ ７ ７ ７６
７３―１５５―エ １４９ １４９ １ １ ６ ８ １５７
７３―１５６―ア ６１ ６１ １ ３ ２ １ ２ ９ ７０
７３―１５６―イ １５５ １５５ １ ２ ５ １２ ２ １ １５ ３８ １９３
７３―１５６―ウ ２１７ ２１７ ２ ４ ７ ３ １７ １ ３４ ２５１
７３―１５６―エ ７５７ ７５７ ２ ２ ３ ２ １２４ ２ ２ ６ １４３ ９００
７３―１５７―ア ５６２ ２ ５６４ ２ ２ ２ １ １ ６６ ５ ７９ ６４３
７３―１５７―イ ３２３ ６ ３２９ １ １ ６ １ ５２ １ ５ ６７ ３９６
７３―１５７―ウ ２１６ ２ ２１８ ２ ３ ３ ２ １ １８ ２ ３１ ２４９
７３―１５７―エ １９７ １９７ １ ３ ２ ２ １ ８ ４ ２１ ２１８
７４―１４３―ア ０ ３ ３ ３
７４―１４３―ウ ３ ５ ８ ０ ８
７４―１４３―エ ４ ４ ６９

７
６９７ ７０１

７４―１４４―ア １ １ ０ １
７４―１４４―イ ０ １ １ １
７４―１４４―ウ ０ １ １ １
７４―１４４―エ ２６ ２６ １ １ ２７
７４―１４５ ０ １ １ １

７４―１４５―ア １ １ ０ １
７４―１４５―イ １ １ ０ １
７４―１４５―ウ １ ３ ４ ０ ４
７４―１４５―エ １ １ ０ １
７４―１４９ １ １ １１ １１ １２

７４―１４９―ア ０ １ １ ２ ２
７４―１４９―イ ０ １ １ １
７４―１４９―ウ １ １ １８６ ６ １ １９３ １９４
７４―１５１―イ ０ １ １ １
７４―１５１―ウ ２ ２ ２ ２ ４
７４―１５１―エ ３ ３ １ １ ４
７４―１５２―ア １４ １４ １ ２ ２ ５ １９
７４―１５２―イ ６ ６ １ １ ２ ８
７４―１５２―ウ ５７ ５７ １ １１ １ １３ ７０
７４―１５２―エ １６３ １６３ １ ６ １ ４ １２ １７５
７４―１５３―ア ２４ ３ ２７ １ １ １ ３ ２ ８ ３５
７４―１５３―イ １１７ １１７ １７ １ １８ １３５
７４―１５３―ウ ３６０ ８ ３６８ １３ ２ １５ ３８３
７４―１５３―エ ５０ ６ ５６ ２ ３ １ １ ７ ６３
７４―１５４―ア ８４ １ ８５ １ ４５ ４６ １３１
７４―１５４―イ ２７３ ２ ２７５ ３ ３９ ３ ４５ ３２０
７４―１５４―ウ ２８ ２８ ２ １ ３ ３１
７４―１５４―エ ４２ １ ４３ ３ １ ４ ４７
７４―１５５―ア １７ １７ １ １ ２ １ ７ １ １ １４ ３１
７４―１５５―イ ３６ ３６ １ ３ １ ５ ４１
７４―１５５―ウ ９０ ４６ １３６ １ ２ １ ５ ９ １４５
７４―１５５―エ １０５ １０５ １ １ １ ２５ １ ２９ １３４
７４―１５６―ア ２６１ ２６１ ６ １ １ １ ５７３ １ ７ ５９０ ８５１
７４―１５６―イ １５０ １ １５１ １ １ ９ ３ １３ ２７ １７８
７４―１５６―ウ ４０４ １３２ ５３６ ２ １ ２ １３ １ ３ ２２ ５５８
７４―１５６―エ ３４９ ３４９ ４ １ ２ ２ ３４ ２ ５ １２ ６２ ４１１
７４―１５７ ８ ８ １ １ ９

７４―１５７―ア ３０３ １ １ ３０５ ２ ８ ２ １ ２１ １ ７ ４２ ３４７
７４―１５７―イ ４１１ １ ４１２ １０ ２ １ １ ３２ １ ５ ５２ ４６４
７４―１５７―ウ ２５７ ２５７ １ １ １ １ ２３４９ ２ ２３５５ ２６１２

付表
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生活面別出土遺物集計

分類 土器等
石器等

遺
物
合
計

剥片 原石 礫 石
製
品

石
器
等
合
計

土
器

土
製
品

土
器
等
合
計

石
鏃

石
錐

石
槍
・
ナ
イ
フ
類

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

石
斧

た
た
き
石

台
石

す
り
石

砥
石

石
核

R
フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

磨
製
石
器
片

加
工
痕
あ
る
礫

黒
曜
石

そ
の
他

（
頁
岩
・
玉
髄
等
）

黒
曜
石

そ
の
他

軽
石

礫
・
礫
片

� �a �b
そ
の
他

無
茎
鏃

有
茎
鏃

破
片

発掘区

１ ４６ ４６ ０ ４６
２ ０ ０ ０
３ ０ ０ ０
４ ０ ０ ０
５ ０ ０ ０
６ ０ ０ ０
７ ０ ０ ０
８ ０ ０ ０
９ ０ ０ ０
１０ ５３ ５３ １ ２ ３ ５６
１１ ３ ３ ２ ２ ５
１２ ２ ４６ ４８ １ １ ４９
１３ ０ ０ ０
１４ ２４ ２４ １ ５ ６ ３０
１５ ５ ５ ６９

８
６９８ ７０３

１６ ２ ２ １ １ ３
１７ ０ ０ ０
１８ ２ ２ １ １ ３
１９ ３７ ３７ ０ ３７
２０ １ ４ ５ ０ ５
２１ ３ ３ ０ ３
２２ １ １ １ １ ２
２３ １ １ ０ １
２４ ０ ０ ０
２５ ３ ３ ２ ２ ５
２６ １ ８ ９ ０ ９
２７ １ １ ０ １
２８ １ １５ １６ １ １ １ ３ １９
２９ １ １ ０ １
３０ ４ ４ ０ ４
３１ ０ １８６ ６ １９２ １９２
３２ ７２ ７２ １ １ ２ ７４
３３ １６ １６ ２ ２ １８
３４ ２６６ ２６６ １ １ ２ ２ １ ３３ １ ４１ ３０７
３５ ０ １ １ １
３６ １６８ ８ １７６ ２ ５ ７ １８３
３７ ２２６ ２２６ １ １０ ４ ３ １ ４５ ２ ６６ ２９２
３８ １０ １０ １ １ ２２ １ ２５ ３５
３９ ０ １ １ １
４０ ３４ ３４ １ ６ １ ８ ４２
４１ １５ １５ ３ １ ４ １９
４２ ０ １ １ ２ ２
４３ ０ １ １ １
４４ ０ １ １ １
４５ ０ １ １ １
４６ ０ １ １ １
４７ ３ ３ ０ ３
４８ ３ ３ ３ １ ４ ７
４９ ３ １ ４ ０ ４
５０ ７ ７ １ １ ８
５１ ２９ １４ ４３ １ １ ７ ３ １２ ５５
５２ ８５ ８５ １１ ４ １ １ １６３ １ １８１ ２６６
５３ ４ １３ ３ ２０ ８ １４０ １４８ １６８
５４ １５４ ６ １６０ １ １ １８ ２０ １８０
５５ ５５５ ４ ５５９ １ ２ ８ ３ １ １ ５２５ １ １ １８ ５６１ １１２０
５６ ２０４ ２０４ ６ ２ ８ ２１２
５７ ２４８ ２４８ ２ ３ ５ ２５３
５８ １００ １００ １ １ ２ ４ １０４
５９ ９ ２３ ３２ ３ ８ １１ ４３
６０ １２９ １ ２ １３２ １ １０ １ １２ １４４
６１ １１４ １１４ １ ２４ １ ２６ １４０
６２ ０ １ １ １
６３ １２２２ １２２２ ２ ５ １ １ １６ ４ ４ ６ １ １９９ ２ １ １１ ２５３ １４７５
６４ １４５ １４５ １１ ２ １３ １５８
６５ １５ １５ ２ ４６ ４８ ６３
６６ ８ ８ １ １ ９
６７ ０ １ １ １
６８ １１１ １１１ ３ ３ １１４
６９ ７２ ７２ １ ２ ３ ７５
７０ ３３ ３３ １ １ ３４
７１ １２ １２ １ １９ ２０ ３２

表�―１ 遺物集計（続き）
発掘区別出土遺物集計

分類 土器等
石器等

遺
物
合
計

剥片 原石 礫 石
製
品

石
器
等
合
計

土
器

土
製
品

土
器
等
合
計

石
鏃

石
錐

石
槍
・
ナ
イ
フ
類

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

石
斧

た
た
き
石

台
石

す
り
石

砥
石

石
核

R
フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

磨
製
石
器
片

加
工
痕
あ
る
礫

黒
曜
石

そ
の
他

（
頁
岩
・
玉
髄
等
）

黒
曜
石

そ
の
他

軽
石

礫
・
礫
片

� �a �b
そ
の
他

無
茎
鏃

有
茎
鏃

破
片

発掘区

７４―１５７―エ １４８ １４８ １ ７ １ ５７５ １ ３ ２ ５９０ ７３８
７６―１５５―イ １２ １２ ０ １２
８０―１５１―ア ３ ３ １ １ ４
８６―１４６―エ ７５ ７５ ０ ７５
８６―１５２―ウ ５ １０ １５ ０ １５

フローテーション ３０９７ ３０９７ ４ １ １ １０３８３ ３６７ １５８１１２５ １２０３９１５１３６
合計 ７９１６ ３５２ ４６ １１ １６４１１５８６ １０ ４２ ７ １ １ １ ９６ ０ ３６ ２１ ０ ７ ０ ５ ３ ０ ６１５０９４ ３９７ ０ ０１７６１９８９ ０１７８９２２９４７８

� 包含層の遺物
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表�―１ 遺物集計（続き）
生活面別出土遺物集計

分類
土器等

石器等

遺
物
合
計

剥片 原石 礫 石
製
品

石
器
等
合
計

土
器

土
製
品

土
器
等
合
計

石
鏃

石
錐

石
槍
・
ナ
イ
フ
類

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

石
斧

た
た
き
石

台
石

す
り
石

砥
石

石
核

R
フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

磨
製
石
器
片

加
工
痕
あ
る
礫

黒
曜
石

そ
の
他

（
頁
岩
・
玉
髄
等
）

黒
曜
石

そ
の
他

軽
石

礫
・
礫
片

� �a �b
そ
の
他

無
茎
鏃

有
茎
鏃

破
片

発掘区

７２ １ １ ５ ５ ６
７３ １２６ １２６ １ １ ６ ８ １３４
７４ ２３ ２３ １ ７ ４ １２ ３５
７５ ５７ ５７ １ ５ １ ７ ６４
７６ ４ ４ ０ ４
７７ ０ ０ ０
７８ ０ ０ ０
７９ １０ １０ １ １ １ ３ １３
８０ １ １ ０ １
８１ ７ ７ １ １ １ ３ １０
８２ ５８ ５８ １ １ ５９
８３ ４７ ４７ ２ ２ ４９
８４ ３ ３ １ １ ４
８５ ９９２ １３７ １１２９ １ ２ １１ ４ １ １ １ ６５２ ２ ３ ２９ ７０７ １８３６
８６ ６７ ６７ １ １ １ ２ ５ ７２
８７ １００ １００ １ ２ ５ ２ ４ １ １５ １１５
８８ ３４０ ３４０ １ ２ １０ ２ １ ２４１１ ４ １ ７ ２４３９ ２７７９
８９ ２０２ １ ２０３ １ １０ １ ４ １６ ２１９
９０ ２９６ ２９６ ２ １ ４７ ２ １１ ６３ ３５９
９１ ４１ ４１ １ ６ １ ２ １０ ５１
９２ ３２ ３２ １ １ ２ ３４
９３ ５３ １ ５４ １ ２ ４ ７ ６１
９４ ５９ ５９ ０ ５９
９５ ６１ ６１ １ １ ６２
９６ ５８ ５８ １ ５ １ ７ ６５
９７ ２８ ２ ３０ １ １ ３１
９８ ０ ０ ０
９９ １０ １０ １ １ １１
１００ ２ ２ ２ ２ ４
１０１ ９ ９ １ １ １０
１０２ ２ ２ ０ ２
１０３ １ １ ０ １
１０４ ０ ０ ０
１０５ １ １ １ １ ２
１０６ ２ ２ ０ ２
１０７ ２３ ２３ １ １ ２４
１０８ １３ １３ １ １ １４
１０９ ３ ２ ５ １ １ ６
１１０ ２ ２ １ １ ３
１１１ ３ ３ ０ ３
１１２ ６７ ６７ １ １ ２ ４ ７１
１１３ ７３ ７３ １ １ ２ ７５
１１４ ７ ７ １ １ ８
１１５ ７ ７ １ １ ２ ９
１１６ ０ ０ ０
１１７ １ １ ０ １
１１８ ９ ９ ０ ９
１１９ ４１ ４１ １ １ ２ ４ ４５
１２０ ２６ ２６ ０ ２６
１２１ １６ １６ １ １ １７
１２２ ３ ３ ２ ２ ５
１２３ ３ ３ ０ ３
１２４ ７ ７ ０ ７
１２５ ３５ ３５ ０ ３５
１２６ ４ ４ １ １ ５
１２７ １０９ １０９ ５ ５ １１４
１２８ １９ １９ ４ ４ ２３
１２９ １５ １５ ０ １５
１３０ ２４ ２４ ０ ２４
１３１ ２ ２ １ １ ３
１３２ １５ １５ １ １ １６
１３３ ３７ ３７ ２ １ ２ ５ ４２
１３４ ５ ５ ２ １ ３ ８
１３５ ９ ９ ４ ４ １３
１３６ ０ ０ ０
１３７ ２０ ２０ １ ３ ４ ２４
１３８ ７７ ７７ １ １ ７８
１３９ ６ ６ ２ ２ ８
１４０ １６ １６ ０ １６
１４１ １ １ ０ １
１４２ ３ ３ １ １ ４
１４３ ６１ ６１ １ １ ６２
１４４ ４ ４ ０ ４
１４５ ３ ３ ０ ３
Ｂ調 ２１ ８５ １０６ １ １ １０７
土坑 ２６ １ ２７ １ １ ２ ２９
不明 ３２６ ４ １０ ３４０ １ １ ３ ４ ３ ３ ４１ １ １０ ６７ ４０７

フローテーション ３０９７ ３０９７ ４ １ １ １０３８３３６７ １５８１１２５ １２０３９１５１３６
生活面計 １１０１３３５２ ４６ １１ １６４１１５８６ １０ ４２ ７ １ １ １ ９６ ０ ３６ ２１ ０ ７ ０ ５ ３ ０ ６１５０９４３９７ １７６１９８９ ０１７８９２２９４７８
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表
�

―２
掲
載
土
器
一
覧

図
番
号

図
版
番
号

発
掘
区

取
上
面

遺
物

番
号

生
活
面

破
片
数

器
種

部
位

図
番
号

形
態

調
整
・
文
様

使
用
痕

補
修
孔

分
類

備
考

胎
土

接
合
面

口
唇
断
面
形

口
縁
部

上
半
形
状

底
部

口
唇
部

口
縁
部

胴
部

底
部

図
�

―１
―１

図
版
�

―１
７４

―１
５６

―エ
�

０２
０

１２
１

１０
深
鉢

口
縁
～
底
部

５
種

内
面

断
面
角
形

小
波
状
双
峰

山
形
突
起

外
傾

平
底

ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
２
条

→
縦
位
縄
側
面
圧
線

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

な
し

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

小
型
深
鉢（

器
高
２０

．５
�
）

図
�

―１
―２

図
版
�

―１

７４
―１
５７

―ウ
�

０２
６

１３
８

２１

深
鉢

口
縁
～
胴
下
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
４
条

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

大
型
深
鉢（

残
存
器
高
３６

．２
�
）

�
０２
８

１３
８

１

７４
―１
５７

―エ
�

０２
２

１３
８

１８

図
�

―２
―３

図
版
�

―１
７３

―１
５５

―エ
�

００
６

９３
１６

深
鉢

口
縁
～
胴
下
部

１
種

露
呈
せ
ず

断
面
角
形

平
緑
双
峰
山
形
突
起

外
傾

―
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
５
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

２
孔
１
対
、２

ヶ
所

�
群

図
�

―２
―４

図
版
�

―１

７１
―１
５９

―ウ
�

００
５

１７
―２
３６

３

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

４
種

露
呈
せ
ず

断
面
角
形

平
緑

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位

R
L
縄
側
面
圧
痕
５
条

横
位
回
転

L
R
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

平
成
１７

年
度
報
告（

北
埋
調
報
２２
６
）

の
図
�

―２
４

―６
１
と
同
一
個
体

�
００
８

１７
―２
６３

２

７２
―１
５９

―ア
�

０４
５

１７
―２
６３

２

�
０４
６

１７
―２
６３

１

P
―１
５９

２
層

０４
７

―
１

７２
―１
５９

―イ
�

０５
７

１７
―２
４９

１

�
０６
７

１７
―２
７４

１５

�
０７
０

１７
―２
７８

６

�
０７
６

１７
―２
７４

１

	
０８
３

１７
―２
６３

１

７２
―１
５９

―ウ
�

０８
３

１７
―２
６９

６

７２
―１
５９

―エ
�

０３
２

１７
―２
６３

２

７２
―１
６０

―ア
�

００
６

１７
―２
６３

２

図
�

―２
―５

図
版
�

―２

７４
―１
５３

―エ
�

０１
０

９３
４

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

小
波
状
単
峰
形
突
起

外
傾

―
指
頭
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
４
～
６
条

→
縦
位
貼
付
帯
＋
ボ
タ
ン
状
突
起

（
弧
状
�
縄
側
面
圧
痕
）

→
ナ
デ
消
し
凹
帯
＋
刺
突
列

―
―

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

７４
―１
５４

―ア
�

０１
０

９４
１６

�
０１
１

９５
４

�
０１
２

９４
７

７４
―１
５４

―イ
	

０１
２

９４
１３

�
０１
３

９５
２

７４
―１
５４

―ウ
	

０１
１

９６
１

	
０１
２

９６
１

７４
―１
５４

―エ
	

００
９

９６
２

	
０１
１

９６
１

図
�

―３
―６

図
版
�

―１

７４
―１
５７

―ア



００
２

３７
１

深
鉢

口
縁
～
胴
下
部

５
種

（
繊
維
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

逆
三
角
形
貼
付
帯

（
弧
状
�
縄
側
面
圧
痕

＋
棒
端
刺
突
）

縦
位
貼
付
帯

直
上

―
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
７
条

→
ナ
デ
消
し
凹
帯
＋
刺
突
列

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

大
型
深
鉢（

残
存
器
高
３４

．８
�
）

�
００
６

５５
３０

�
００
９

５５
１

�
０１
１

６３
１

７４
―１
５７

―イ
�
層

００
１

―
１

�
００
４

５５
５



００
８

６３
９２

�
０１
１

８７
９

図
�

―３
―７

図
版
�

―１

７１
―１
５６

―ウ
�

００
６

１７
―１
４４

２

深
鉢

口
縁
～
胴
中
部

３
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
指
頭
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま（

一
部
に
縄
文
）

→
横
位
細
沈
線
条
痕

→
括
弧
状
沈
線
→
刺
突
列

縦
走
細
沈
線（

条
痕
）

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

７２
―１
５６

―ウ
�

０１
８

１７
―１
６３

２

７２
―１
５６

―エ
�

００
９

１７
―１
４７

１



０１
０

１７
―１
６１

１

７３
―１
５６

―ア



００
４

８８
２

７３
―１
５６

―エ



００
２

６３
１

７３
―１
５７

―ア



００
３

３４
９



００
６

３４
９

�
００
８

６３
５６

�
０１
１

６３
４

�
０１
２

６３
４

７３
―１
５７

―エ
�

００
４

３７
２

７４
―１
５６

―ア
�

００
７

９０
２

図
�

―４
―８

図
版
�

―２
７３

―１
５３

―エ
�

０１
１

６４
８４

深
鉢

口
縁
～
胴
中
部

２
種

露
呈
せ
ず

断
面
丸
い

平
緑

直
上

―
指
頭
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま（

一
部
に
縄
文
）→

横
位
沈
線
６
～
７
条

→
括
弧
状
沈
線
→
ナ
デ
消
し
凹
帯
＋
刺
突
列

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―４
―９

図
版
�

―２

F
―１
０

�
―２

―上
１

―
１

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
形
突
起

（
棒
端
側
面
圧
痕
）

外
傾

―
縦
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
櫛
目
状
細
沈
線
→
屈
曲
沈
線

→
管
端
刺
突
→
ナ
デ
消
し
凹
帯
＋
刺
突
列

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
汁
垂
れ
痕

な
し

�
群

平
成
１１

年
度
報
告（

北
埋
調
報
１４
７
）

の
図
�

―７
―２
７
、

平
成
１４

年
度
報
告（

北
埋
調
報
１９
３
）

の
図
�

―７
０

―１
３

―１
６４

と
同
一
個
体

�
―２

―上
２

―
１

�
―２

―上
３

―
１

�
―２

―上
６

―
１

�
―２

―上
７

―
１

�
―２

―上
８

―
１

表
土
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土

００
５
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１

７０
―１
５３
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�

―２
―中

００
１

―
４

�
―２

―中
００
２

―
６

７１
―１
５５

― a
２

―上
１３
５

―
１

７２
―１
５６

―イ



００
１

１７
―１
４２

１

７３
―１
５１

―エ
�

００
７

５１
１

７３
―１
５２

―イ
�

００
７

６４
１

７３
―１
５２

―ウ
�

００
２

５２
１

７３
―１
５２

―エ
�

００
１

５２
１



００
４

５３
１

７３
―１
５３

―イ



００
１

５１
１

７３
―１
５３

―エ



００
３

５４
５

�
００
４

６０
７

７３
―１
５４

―ア



００
６

６１
１

７３
―１
５４

―イ
�

００
４

６１
３

７３
―１
５５

―ウ
�

００
７

９１
３

７３
―１
５６

―エ



００
３
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２４
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―１
５３

―ウ
�

００
３

５６
１
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表
�

―２
掲
載
土
器
一
覧
（
続
き
）

図
番
号

図
版
番
号

発
掘
区

取
上
面

遺
物

番
号

生
活
面

破
片
数

器
種

部
位

図
番
号

形
態

調
整
・
文
様

使
用
痕

補
修
孔

分
類

備
考

胎
土

接
合
面

口
唇
断
面
形

口
縁
部

上
半
形
状

底
部

口
唇
部

口
縁
部

胴
部

底
部

図
�

―５
―１
０

図
版
�

―２

７４
―１
５４

―イ
�

００
３

５５
４

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

４
種

内
傾

断
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
斜
位
ｒ
縄

側
面
圧
痕
＋

棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
括
弧
状
沈
線（

不
整
）

→
ナ
デ
消
し
凹
帯
＋
刺
突
列

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

�
００
６

５７
４７

�
００
８

５７
５０

図
�

―５
―１
１

図
版
�

―２

７４
―１
５３

―ウ
�

００
２

３６
１０

深
鉢

口
縁
～
底
部

１
種

外
傾

断
面
角
形

平
緑

直
上

凸
底

回
転
縄
文
→
ナ
デ
消
し

縄
文

横
位
回
転

L
R
斜
走
縄
文

な
し

内
面
に
炭
化
物

２
孔
１
対

�
群

中
型
深
鉢

（
推
定
器
高
３２

．２
�
、

胴
部
接
合
せ
ず
）

�
００
４

５６
１６

�
００
５

５６
５７

図
�

―５
―１
２

図
版
�

―３
７３

―１
５２

―イ
�

００
１

４０
８

深
鉢

胴
下
～
底
部

４
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
凸
底

―
―

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

縄
文

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―６
―１
３

図
版
�

―２

７３
―１
５６

―エ
�

００
３

６３
１１

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま（

一
部
縄
文
）

→
横
位
沈
線
９
～
１０

条
→
断
続
山
形
沈
線

＋
縦
位
短
沈
線
→
刺
突
列

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

�
００
６

６３
１９

７３
―１
５７

―ア
�

００
９

６３
２３

図
�

―６
―１
４

図
版
�

―３

７２
―１
５３

―エ
�

００
２

１７
―１
２６

２

深
鉢

口
縁
～
胴
下
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
外
傾

平
緑

内
彎

―
縦
位
�
縄
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位

L
R
縄
側
面
圧
痕
５
条

→
ナ
デ
消
し
凹
帯
＋
刺
突
列（

縄
端
）

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

大
型
深
鉢（

残
存
器
高
４１

．２
�
）

７２
―１
５４

―ウ
�

００
２

１７
―１
４７

１

７３
―１
５２

―ウ
�

００
５

５９
４

７４
―１
５２

―ア
�

００
１

６４
１

７４
―１
５２

―エ
�

００
２

５８
１１

７４
―１
５３

―エ
�

００
２

５５
２

図
�

―７
―１
５

図
版
�

―３

７３
―１
５２

―ウ
�

００
９

７１
１５

深
鉢

口
縁
～
胴
下
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
R
L
回
転
縄
文

棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
口
唇
直
下
に
指
頭
圧
痕

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

大
型
深
鉢（

残
存
器
高
３７

．０
�
）

�
０１
０

７２
１

７３
―１
５３

―イ
	

００
４

６９
４２



００
５

８１
１０

�
００
６

５８
２

７４
―１
５３

―ア
	

００
５

６９
３

図
�

―７
―１
６

図
版
�

―５
７３

―１
５７

―ウ
�

０１
２

５５
１３

ミ
ニ
チ
ュ
ア
深
鉢

口
縁
～
底
部

２
種

内
傾

断
面
尖
る

平
緑

外
傾

丸
底（

傾
く
）

ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
３
条
→
括
弧
状
沈
線

無
文

な
し

な
し

な
し

�
群

器
高
６
．２
�

図
�

―７
―１
７

図
版
�

―５
７３

―１
５６

―ア
�

０１
６

１１
４

２
ミ
ニ
チ
ュ
ア
壺

口
縁
～
胴
中
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

断
面
丸
い

平
緑

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

（
め
く
れ
）

ナ
デ
の
ま
ま

無
文

―
な
し

な
し

�
群

残
存
器
高
５
．４
�

�
０１
７

１１
５

２

図
�

―７
―１
８

図
版
�

―４

７４
―１
５２

―エ
�

００
１

３２
２４

鉢
口
縁
～
底
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
形
突
起

外
傾

丸
底

ナ
デ
の
ま
ま

縄
文
→
横
位
連
続
工
字
文（

不
整
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

縄
文

な
し

な
し

�
群

搬
入
系
。
外
面
に
赤
彩
痕
あ
り
。

小
型
鉢（

推
定
口
径
１８

．０
�
）

�
００
２

５８
１

�
００
７

３２
１６

図
�

―８
―１
９

図
版
�

―３

７２
―１
５６

―イ
�

０１
７

１７
―２
１８

１

鉢
口
縁
～
胴
中
部

２
種

内
傾

端
面
内
傾

単
峰
形
突
起

内
彎

―
突
起
上
に
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
横
位
沈
線
７
条

→
垂
下
屈
曲
沈
線
同
心
円
状
細
沈
線

＋
ボ
タ
ン
状
突
起（

背
景
文
様
と
複
合
せ
ず
）

→
細
沈
線
の
外
縁
に
棒
端
刺
突

→
横
位
細
沈
線

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

２
孔
１
対

�
群

大
型
鉢（

口
径
５４

．８
�
）

ボ
タ
ン
状
突
起
１
か
所
の
み
残
存
。

７３
―１
５５

―ウ
�

０１
５

１２
７

１

�
０１
６

１２
７

１１

７３
―１
５６

―イ
�

０２
０

１２
７

１

�
０２
１

１２
７

１

７４
―１
５５

―ウ



０１
６

１２
７

４



０１
７

１２
７

１



０１
８

１２
７

１

７４
―１
５５

―エ
�

０１
７

１２
７

４

�
０１
８

１２
７

７

�
０１
９

１２
７

１

�
０２
０

１２
７

１

�
０２
１

１２
７

３

７４
―１
５６

―ア
�

０２
３

１２
５

１

�
０２
６

１２
７

１２

７４
―１
５６

―イ



０２
０

１２
５

１０



０２
１

１２
５

１

�
０２
３

１２
８

１

�
０２
４

１２
８

１

�
０２
５

１２
８

３



０２
６

１２
９

２



０２
８

１２
９

２

�
００
２

５５
１

７４
―１
５６

―ウ
�

０１
６

１２
５

７

図
�

―９
―２
０

図
版
�

―４

６９
―１
５６

―ウ
�

―２
―下

０１
６

―
１

浅
鉢

口
縁
～
底
部

５
種

（
繊
維
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

握
手
状
突
起

（
渦
巻
状
�
縄

側
面
圧
痕
）＋

M
４０

外
傾

平
底

回
転
縄
文
横
位
�
縄

側
面
圧
痕

縄
文

断
続
山
形
細
沈
線

棒
端
刺
突

縄
文

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

平
成
１４

年
度
報
告（

北
埋
調
報
１９
３
）

の
図
�

―１
―１
３

―３
７９

、
平
成
１７

年
度
報
告（

北
埋
調
報
２２
６
）

の
図
�

―１
８

―３
５
と
同
一
個
体

大
型
浅
鉢（

推
定
口
径
３０

．０
�
）

�
―２

―中
０２
１

―
１

６９
―１
５７

―ア
�

―２
―中

０３
１

―
１

７２
―１
５７

―イ
�

００
４

１７
―１
４７

１

	
０１
３

１７
―２
２３

１

�
０２
０

１７
―２
１１

１

	
０３
３

１７
―２
２３

１

７３
―１
５６

―ウ
�

０１
０

８８
４

７３
―１
５７

―ア
�

０１
８

８９
１

�
０２
３

８５
６

図
�

―１
０

―２
１

図
版
�

―５
７３

―１
５７

―イ
�

００
４

３４
５

浅
鉢

注
口
部

３
種

―
―

注
口
部
の
み

（
同
心
円
状
沈
線
）

―
―

―
―

―
―

―
―

�
群

�
００
５

３４
１

付表
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表
�

―２
掲
載
土
器
一
覧
（
続
き
）

図
番
号

図
版
番
号

発
掘
区

取
上
面

遺
物

番
号

生
活
面

破
片
数

器
種

部
位

図
番
号

形
態

調
整
・
文
様

使
用
痕

補
修
孔

分
類

備
考

胎
土

接
合
面

口
唇
断
面
形

口
縁
部

上
半
形
状

底
部

口
唇
部

口
縁
部

胴
部

底
部

図
�

―１
０

―２
２

図
版
�

―３

７３
―１
５６

―ア
�

０１
６

１１
４

２

浅
鉢

口
縁
～
底
部

３
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

連
峰
形
突
起

（
棒
端
刺
突
）

＋
ボ
タ
ン
状
突
起

外
傾

丸
底

横
位

r
縄
側
面
圧
痕

（
突
起
の
一
部
は

縦
位
に
圧
痕
）

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
細
沈
線

屈
曲
細
沈
線

渦
巻
状
細
沈
線

弧
状

r
縄

側
面
圧
痕

な
し

な
し

�
群

小
型
浅
鉢（

推
定
口
径
１５

．９
�
）

７３
―１
５６

―ウ
�

０１
０

８８
１

７３
―１
５６

―エ
�

００
５

８８
１

�
００
８

８９
３

�
０１
９

１１
３

１

７３
―１
５７

―イ
�

０２
１

８９
２

�
０２
６

８９
２

７４
―１
５６

―エ
�

０１
５

８８
２

図
�

―１
０

―２
３

図
版
�

―５
７３

―１
５２

―ウ
�

００
７

６４
１０

浅
鉢

口
縁
～
底
部

３
種

（
繊
維
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

後
突
起

外
傾

丸
底

棒
側
面
圧
痕

（
剥
落
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

縄
文

な
し

な
し

�
群

中
型
浅
鉢（

推
定
口
径
２３

．６
�
）

�
００
８

６８
７

図
�

―１
１

―２
４

図
版
�

―４
６７

―１
５８

― c
�d

２
―上

９
―

４
浅
鉢

口
縁
～
胴
下
部

３
種

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

後
・
左
右
突
起

直
上

（
屈
曲
）

―
横
位
�
縄

側
面
圧
痕

縄
文
→
横
位

r
縄
側
面
圧
痕（

内
面
）

→
括
弧
状
沈
線（

内
面
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

７４
―１
５４

―ア
�

０１
３

１０
７

１２

図
�

―１
１

―２
５

図
版
�

―４
７２

―１
５４

―イ
�

００
２

１７
―１
３４

６
浅
鉢

口
縁
～
胴
中
部

３
種

露
呈
せ
ず

断
面
尖
る

後
突
起

外
傾

―
指
頭
圧
痕

縄
文
→
縦
位

r
縄
側
面
圧
痕（

内
面
）

→
弧
状
貼
付
帯（

縄
側
面
圧
痕
）→

刺
突

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

７３
―１
５４

―ア
�

００
２

５４
２６

図
�

―１
１

―２
６

図
版
�

―５
７４

―１
５６

―ウ
�

００
８

８５
８

浅
鉢

口
縁
～
底
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

右
突
起

外
傾

平
底

横
位
・
弧
状

r
縄
側
面
圧
痕

縄
文

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

７４
―１
５６

―エ
	

０１
２

６３
４

図
�

―１
２

―２
７

図
版
�

―５

７２
―１
４４

―ウ
�

００
１

１７
―６
９

１５

深
鉢

口
縁
～
底
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
突
起

（
棒
側
面
圧
痕
）

外
傾

凸
平
底

回
転
縄
文

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
３
条

横
位
回
転

L
R
斜
走
縄
文

な
し

な
し

２
孔
１
対

�
群
ａ
類

平
成
１７

年
度
報
告（

北
埋
調
報
２２
６
）

の
図
�

―２
３

―４
９
と
同
一
個
体

（
器
形
修
正
）

中
型
深
鉢（

器
高
２４

．８
�
）

�
００
２

１７
―６
９

６

�
００
４

１７
―６
９

９

７３
―１
４５

―ア
�

００
１

１９
１４

７３
―１
４４

―ウ
�

００
４

１９
２

７３
―１
４４

―エ
�

００
１

１９
１９

�
００
２

１９
１

図
�

―１
２

―２
８

図
版
�

―５
７３

―１
４３

―ウ
�

００
１

１２
４２

深
鉢

口
縁
～
胴
下
部

１
種

露
呈
せ
ず

対
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
棒
側
面
圧
痕

縄
文

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群
ａ
類

倒
立
し
て
出
土

図
�

―１
２

―２
９

図
版
�

―５
７４

―１
５５

―ウ
�

００
１

１
２９

深
鉢

胴
中
～
底
部

１
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
平
底

―
―

細
沈
線

な
し

な
し

な
し

�
群
ｂ
類

図
�

―１
３

―３
０

図
版
�

―６
７３

―１
５５

―ウ



０１
４

１２
７

３
深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

３
種

内
傾
接
合

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ

の
ま

ま
→
横

位
R
L
縄

側
面

圧
痕
６
条

（
不
整
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
外
面
に
炭
化

物
な
し

�
群

図
�

―１
３

―３
１

図
版
�

―６
７３

―１
５７

―ウ
�

０２
７

１１
８

２
深
鉢

口
縁
部

１
種

内
傾
接
合

端
面
水
平

平
緑

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位

R
L
縄
側
面
圧
痕
５
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

１
ヵ
所

�
群

図
�

―１
３

―３
２

図
版
�

―６
７３

―１
５７

―エ
�

０１
１

５５
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑（

外
側
へ
肥
厚
）

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位

R
L
縄
側
面
圧
痕
４
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
３

―３
３

図
版
�

―６

７３
―１
５４

―ウ
�

０１
６

１０
９

２

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

内
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

縄
文
→
横
位
沈
線
７
～
８
条（

不
整
）

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

７３
―１
５４

―エ
�

０１
３

９３
１

�
０１
４

９３
４

図
�

―１
３

―３
４

図
版
�

―６
７３

―１
５６

―イ
�

００
２

６３
７

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

２
種

外
傾
接
合

端
面
内
傾

平
緑

外
彎

―
縦
位

r
縄
側
面
圧
痕
→

外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
横
位
沈
線
３
条（

不
整
）→

円
形
刺
突
孔

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
３

―３
５

図
版
�

―６
７３

―１
５７

―イ
�

０３
４

１３
３

１
深
鉢

口
縁
部

４
種

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

平
緑（

粘
土
め
く
れ
）

外
傾

―
断
続
山
形
状

r
縄
側

面
圧

痕
ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
２
条（

不
整
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
外
面
に
炭
化

物
な
し

�
群

図
�

―１
３

―３
６

図
版
�

―６
７３

―１
５５

―エ



０１
１

１１
９

１
深
鉢

口
縁
部

２
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
４
条

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
３

―３
７
a

図
版
�

―６

７３
―１
５３

―ア
�

００
２

５４
４

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
彎

―
回
転
縄
文

縄
文
→
横
位
沈
線
５
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

a
， b

同
一
個
体

�
００
３

５４
１

７３
―１
５３

―エ
	

００
５

６０
１

図
�

―１
３

―３
７
b

図
版
�

―６
７３

―１
５３

―ア
�

００
３

５４
１

口
縁
部

７３
―１
５３

―エ
	

００
５

６０
１

図
�

―１
３

―３
８

図
版
�

―６
７４

―１
５７

―ウ
�

００
６

５５
３

深
鉢

口
縁
部

１
種

（
土
器
片
混
）

内
傾
接
合

端
面
内
傾

平
緑

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
６
条

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―１
３

―３
９

図
版
�

―６
７３

―１
５７

―イ
�

０１
２

５５
２

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

内
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
横
位
沈
線
４
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

（
磨
滅
）

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
３

―４
０
a

図
版
�

―６
７３

―１
５７

―エ
�
層

０２
６

―
２

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

内
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
５
条

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

（
磨
滅
）

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

a
， b

同
一
個
体

図
�

―１
３

―４
０
b

図
版
�

―６
７３

―１
５７

―ウ
�

０１
８

８６
２

口
縁
部

７３
―１
５７

―エ
�

００
６

５５
１

図
�

―１
３

―４
１

図
版
�

―６
７３

―１
５７

―ア
	

０２
２

６３
２

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ

の
ま

ま
→
横

位
沈

線
４
条
→
刺

突
列
？

（
磨
滅
）

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―１
３

―４
２

図
版
�

―６
７４

―１
５７

―イ
�

０１
３

１３
０

２
深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

平
緑

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

縄
文
→
横
位
沈
線
４
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
３

―４
３

図
版
�

―６

７４
―１
５７

―イ
�

０１
２

８８
２

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

内
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

縄
文
→
横
位
沈
線
５
条
→
刺
突
列

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

７４
―１
５７

―ウ
�

０１
１

８７
１

�
０１
４

８６
１

図
�

―１
４

―４
４
a

図
版
�

―７
７３

―１
５３

―ア
�

０２
２

８２
８

深
鉢

口
縁
部

１
種

内
傾
接
合

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
横
位

L
R
縄

側
面
圧
痕
３
条
→

外
縁
部
に
指
頭
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位

L
R
縄
側
面
圧
痕
６
条

→
円
形
刺
突
孔
→
ナ
デ
消
し
凹
帯

+
横
向
き
刺
突
列（

上
下
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

a
， b

， c
同
一
個
体

Ｆ
―１
５４
４（

生
活
面
８２

）に
伴
う

出
土
状
況
図
�

―１
５
図
版
�

―１
に

あ
り

図
�

―１
４

―４
４
b

図
版
�

―７
７３

―１
５３

―ア
�

０２
０

８２
１

胴
上
～
中
部

�
０２
１

８２
９

図
�

―１
４

―４
４
ｃ

図
版
�

―７

７３
―１
５３

―ア
�

０２
２

８２
２

口
縁
～
胴
上
部

７３
―１
５３

―イ
�

００
５

６９
１

�
００
７

７９
１２



００
８

８２
１

図
�

―１
４

―４
５

図
版
�

―６
７３

―１
５７

―エ
�
層

０１
７

―
４

深
鉢

口
縁
部

３
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

単
峰
形
突
起

（
縦
位
�
縄
側
面
圧
痕
）

外
傾

―
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
３
条

＋
断
続
山
形
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
４
条

→
突
起
下
に
円
形
刺
突
孔
→
ナ
デ
消
し
凹
帯

＋
横
向
き
刺
突
列

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―１
４

―４
６

図
版
�

―７
７４

―１
５３

―ア
�

００
８

７４
６

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

２
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

単
峰
形
突
起

（
頂
部
に
指
頭
圧
痕
）

外
傾

―
縦
位

r
縄
側
面
圧
痕
→

外
縁
部
に
指
頭
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
６
～
７
条

→
ナ
デ
消
し
凹
帯
+
刺
突
列（

３
段
）

→
縦
位
貼
付
帯（

指
頭
圧
痕
）

―
―

内
外
面
に
炭
化

物
な
し

�
群

図
�

―１
５

―４
７

図
版
�

―６
７３

―１
５３

―ウ
�

００
３

６０
９

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

単
峰
形
突
起

内
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
方
格
圏
状
沈
線
→
刺
突
列
→

縦
位
貼
付
帯（

弧
状

r縄
側
面
圧
痕
+
縦
横
位
沈
線
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

� 包含層の遺物
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表
�

―２
掲
載
土
器
一
覧
（
続
き
）

図
番
号

図
版
番
号

発
掘
区

取
上
面

遺
物

番
号

生
活
面

破
片
数

器
種

部
位

図
番
号

形
態

調
整
・
文
様

使
用
痕

補
修
孔

分
類

備
考

胎
土

接
合
面

口
唇
断
面
形

口
縁
部

上
半
形
状

底
部

口
唇
部

口
縁
部

胴
部

底
部

図
�

―１
５

―４
８

図
版
�

―７
７３

―１
５６

―エ
�

００
４

８５
２

深
鉢

口
縁
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑
？

外
傾

―
縦
位

r
縄
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
９
～
１０

条
→
括
弧
状
沈
線
→
刺
突
列

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―１
５

―４
９

図
版
�

―７
７３

―１
５７

―ア
�

０１
０

６３
２

深
鉢

口
縁
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑
？

直
上

―
内
面
よ
り
指
頭
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
７
～
８
条

→
括
弧
状
沈
線（

部
分
）→

刺
突
列

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
５

―５
０

図
版
�

―７
７４

―１
５３

―イ
�

００
７

７１
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

小
波
状
？

直
上

―
縦
位

r
縄
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
括
弧
状
沈
線（

部
分
）

→
管
端
に
よ
る
下
か
ら
の
刺
突

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―１
５

―５
１
a

図
版
�

―７
７３

―１
５６

―エ
�

００
６

６３
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
・
斜
位
細
沈
線

→
ナ
デ
消
し
凹
帯
+
刺
突
列

→
括
弧
状
沈
線
+
断
続
山
形
沈
線（

２
段
）

―
―

な
し

な
し

�
群

a
、
b
、
c
同
一
個
体

７３
―１
５７

―ア
�

００
６

３４
１

図
�

―１
５

―５
１
b

図
版
�

―７
７２

―１
５６

―ウ
�

００
４

１７
―１
４３

６
胴
上
部

�
００
７

１７
―１
４７

１

図
�

―１
５

―５
１
ｃ

図
版
�

―７

７２
―１
５６

―ウ
�

００
４

１７
―１
４３

１

口
縁
～
同
上
部

７２
―１
５７

―イ
�

００
４

１７
―１
４７

１

７４
―１
５７

―ア
�

００
６

５５
２

�
０１
１

６３
１

図
�

―１
５

―５
２
a

図
版
�

―８
７４

―１
５６

―イ
�

００
４

８５
４

深
鉢

口
縁
部

３
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

内
傾

―
縦
位

r
縄
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
９
～
１０

条
→
菱
形
沈
線
→
縦
位
短
沈
線
→
刺
突
列

―
―

な
し

な
し

�
群

a
、
b
同
一
個
体

�
００
７

８５
１

図
�

―１
５

―５
２
b

図
版
�

―８
７２

―１
５６

―ウ
�

００
４

１７
―１
４３

６
口
縁
部

�
００
７

１７
―１
４７

１

図
�

―１
５

―５
３

図
版
�

―８
７３

―１
５４

―エ
�

０１
９

９７
２

深
鉢

口
縁
部

２
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
細
沈
細
８
条

→
円
形
刺
突
孔
→
波
状
沈
線

―
―

外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
５

―５
４

図
版
�

―８

７４
―１
５６

―エ
�

０１
５

９０
２

深
鉢

口
縁
部

５
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

―
―

外
傾
？

―
―

横
位
細
沈
線
＋
刺
突
列

→
下
向
三
角
形
沈
線
＋
円
形
刺
突

―
―

外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

�
０１
７

１１
２

１

�
０１
９

１２
０

１

図
�

―１
５

―５
５

図
版
�

―８
７４

―１
５６

―エ
	

０１
７

１２
７

１
深
鉢

口
縁
部

４
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑
？

直
上

―
同
心
円
状
・
横
位
�
縄

側
面
圧
痕

縄
文
→
弧
状
沈
線
５
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

７４
―１
５６

―ア



０２
３

１２
５

２

図
�

―１
５

―５
６

図
版
�

―８
７３

―１
５２

―ア
�

０１
１

７９
２

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

直
上

―
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
３
条

→
縦
位
棒
側
面
圧
痕

→
円
形
刺
突

ナ
デ
の
ま
ま
→
屈
曲
沈
線

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―１
５

―５
７

図
版
�

―８

７４
―１
５６

―ア
�

００
３

６３
２

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

５
（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

内
傾

―
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
３
条

ナ
デ
の
ま
ま
→
格
子
目
状
細
沈
線

→
屈
曲
沈
線
→
ナ
デ
消
し
凹
帯
+
刺
突
列（

上
下
）

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

�
００
６

８５
１

�
００
９

８５
２６

図
�

―１
６

―５
８

図
版
�

―８
７３

―１
５６

―エ
�

００
６

６３
１

深
鉢

口
縁
部

６
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
２
条

→
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
６
条
？

→
縦
位
沈
線

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―１
６

―５
９

図
版
�

―８
７４

―１
５７

―イ
�

００
２

３７
２

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
縦
位
�
縄
側
面
圧
痕

縄
文
→
横
位
沈
線
５
条
？
→
縦
位
沈
線

―
―

外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
６

―６
０

図
版
�

―８
７４

―１
５７

―ウ
�

０２
７

１３
８

１
深
鉢

口
縁
部

３
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
６
条
？

→
連
続
山
形
沈
線

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
６

―６
１

図
版
�

―８
７３

―１
５７

―イ
�

００
１

３４
４５

深
鉢

口
縁
～
胴
中
部

３
種

露
呈
せ
ず

断
面
丸
い

平
緑

外
傾

―
指
頭
圧
痕

縄
文
→
横
位
沈
線
５
条
→
格
子
状
沈
線

→
ナ
デ
消
し
凹
帯
＋
刺
突
列（

上
下
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
６

―６
２

図
版
�

―９
７３

―１
５４

―ア
�

００
６

６１
１７

深
鉢

口
縁
～
胴
中
部

５
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

単
峰
？
山
形
突
起

内
傾

―
内
外
縁
部
に

縦
位

r
縄
側
面
圧
痕

縄
文
→
横
位
沈
線
５
条
→
格
子
状
沈
線

→
刺
突
列（

３
段
）

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
内
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

７３
―１
５４

―エ
�

００
８

６３
２

図
�

―１
６

―６
３

図
版
�

―８
７３

―１
５４

―ウ
�

００
５

６３
８

深
鉢

口
縁
部

２
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

直
上

―
回
転
縄
文

外
縁
部
に
指
頭
圧
痕

縄
文
→
横
位
沈
線
３
条
→
格
子
状
沈
線

→
ナ
デ
消
し
凹
帯
＋
刺
突
列

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

�
００
６

９０
２

図
�

―１
６

―６
４

図
版
�

―８
７３

―１
５３

―イ
�

００
３

６８
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

縄
文
→
横
位
沈
線
４
条（

不
整
）→

格
子
状
沈
線

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

７４
―１
５２

―エ
�

００
６

７０
７

図
�

―１
７

―６
５

図
版
�

―９
７３

―１
５６

―エ
�

００
４

８５
５

深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

内
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
５
条（

不
整
）

→
断
続
山
形
沈
線
→
縦
位
短
沈
線

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
７

―６
６

図
版
�

―９
７４

―１
５６

―エ
�

００
２

５５
１３

深
鉢

口
縁
部

１
種

（
土
器
片
混
）

外
傾
接
合

端
面
内
傾

平
緑
、単

峰
山
形
突
起

（
縦
位
�
縄
側
面
圧
痕
）

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
８
条

→
断
続
山
形
沈
線
４
条
→
縦
位
短
沈
線
→
刺
突
列

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

（
磨
滅
）

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
７

―６
７
a

図
版
�

―９
７３

―１
５４

―ア
�

００
８

６３
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑
？

直
上

―
横
位
�
縄
側
面
圧
痕
３
条

ナ
デ
の
ま
ま
→
格
子
目
状
細
沈
線
→
断
続

山
形
沈
線
？
→
ナ
デ
消
し
凹
帯
＋
刺
突
列（

上
下
）
横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

a
、
b
同
一
個
体

図
�

―１
７

―６
７
b

図
版
�

―９
７３

―１
５４

―ア
�

００
６

３１
５

胴
上
部

図
�

―１
７

―６
８

図
版
�

―９
７４

―１
５３

―ウ
�

０１
２

６６
２

深
鉢

口
縁
部

１
種

（
繊
維
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

平
緑

内
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
断
続
山
形
沈
線（

不
整
）→

刺
突
列

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
内
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
７

―６
９

図
版
�

―９

７３
―１
５４

―ア
�

００
５

６０
９

深
鉢

口
縁
～
胴
中
部

４
種

露
呈
せ
ず

断
面
尖
る

平
緑（

肥
厚
帯
）

内
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
断
続
山
形
沈
線

→
刺
突
列
→
ナ
デ
消
し
凹
帯

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

平
成
１７

年
度
報
告（

北
埋
調
報
２２
６
）

の
図
�

―３
０

―１
３２

と
同
一
個
体

７３
―１
５４

―エ
�

００
２

６０
３

�
００
５

６０
８

図
�

―１
７

―７
０

図
版
�

―９
７２

―１
５３

―イ
�

００
７

１７
―１
６７

１
深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
山
形
突
起

縦
位

r
縄
側
面
圧
痕

外
傾

―
横
位

r
縄
側
面
圧
痕
２
条

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
４
条

→
斜
位
交
差
沈
線
→
円
形
刺
突
孔

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

７３
―１
５４

―エ
�

０１
９

９７
５

図
�

―１
７

―７
１

図
版
�

―１
０

７３
―１
５３

―エ
�

０１
４

６４
１

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

小
波
状
？

外
傾

―
（
縦
位

r
縄
側
面
圧
痕
）

→
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
楕
円
形
ナ
デ
消
し
凹
帯

＋
刺
突
列（

周
縁
部
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
７

―７
２

図
版
�

―１
０

７３
―１
５１

―イ
�

００
１

６４
２

深
鉢

口
縁
部

４
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

断
面
尖
る

平
緑

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
ナ
デ
消
し
凹
帯

＋
刺
突
列（

上
下
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
７

―７
３

図
版
�

―１
０

７３
―１
５４

―ア
�

００
５

６０
３

深
鉢

口
縁
部

１
種

内
傾
接
合

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

縄
文
→
ナ
デ
消
し
凹
帯

横
位
回
転

L
R
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
７

―７
４
a

図
版
�

―１
０

７４
―１
５６

―ア
�

００
９

８５
４

深
鉢

口
縁
部

５
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
山
形
突
起

外
彎

（
屈
曲
）

―
縦
位

r
縄
側
面
圧
痕
＋

外
縁
部
に
指
頭
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
縦
位
貼
付
帯（

弧
状

r
縄
側
面
圧
痕

＋
指
頭
圧
痕
＋
円
形
刺
突
孔
）→

屈
曲
部
に
刺
突
列

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

a
、
b
同
一
個
体

図
�

―１
７

―７
４
b

図
版
�

―１
０

７３
―１
５６

―イ
�

００
２

６３
１

口
縁
部

図
�

―１
７

―７
５

図
版
�

―１
０

７４
―１
５６

―イ
�

００
２

５５
４

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

外
傾

―
回
転
縄
文

ナ
デ
の
ま
ま
→
縦
位
細
沈
線（

条
痕
）

→
ナ
デ
消
し
凹
帯
？
+
刺
突
列

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―１
７

―７
６

図
版
�

―１
０

７４
―１
５２

―エ
�

００
４

６４
２

深
鉢

口
縁
部

５
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
山
形
突
起（

棒
側

面
に
よ
る
深
い
圧
痕
）

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
帯
状
貼
付
帯（

回
転
縄
文

＋
刺
突
列
）→

無
文
帯
下
部
に
刺
突
列

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

付表
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表
�

―２
掲
載
土
器
一
覧
（
続
き
）

図
番
号

図
版
番
号

発
掘
区

取
上
面

遺
物

番
号

生
活
面

破
片
数

器
種

部
位

図
番
号

形
態

調
整
・
文
様

使
用
痕

補
修
孔

分
類

備
考

胎
土

接
合
面

口
唇
断
面
形

口
縁
部

上
半
形
状

底
部

口
唇
部

口
縁
部

胴
部

底
部

図
�

―１
８

―７
７

図
版
�

―１
０

７４
―１
５６

―ウ
�

００
９

８５
１４

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

内
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―１
８

―７
８

図
版
�

―１
０

７４
―１
５７

―イ
�

０２
９

１４
０

５
深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
緑

直
上

―
縄
端
圧
痕

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
８

―７
９

図
版
�

―１
０

７４
―１
５３

―ウ
�

００
２

３６
６

深
鉢

口
縁
部

３
種

（
魚
骨
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
外
傾

平
緑

外
傾

―
縄
端
圧
痕

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

�
００
３

５６
３

図
�

―１
８

―８
０

図
版
�

―１
０

７４
―１
５７

―イ
覆
土

０２
０

―
１

深
鉢

胴
部

４
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
―

―
―

縦
位
細
沈
線（

条
痕
）

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
８

―８
１

図
版
�

―１
０

７３
―１
５１

―エ
�

００
６

５１
１

深
鉢

底
部

１
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
平
底
？

―
―

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

な
し

内
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
８

―８
２

図
版
�

―１
０

７４
―１
５７

―ア
�

０１
４

８５
１

深
鉢

底
部

２
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
丸
底

―
―

―
縄
文

な
し

な
し

�
群

�
０１
７

８８
１

図
�

―１
８

―８
３

図
版
�

―１
０

７４
―１
５５

―エ
�

０１
７

１２
７

５
浅
鉢

口
縁
～
底
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
外
傾

平
緑
？

外
傾

平
底
？

ナ
デ
の
ま
ま

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

縄
文

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
８

―８
４

図
版
�

―１
０

７４
―１
５７

―ア
	

０１
８

８７
１

浅
鉢

口
縁
～
胴
下
部

３
種

内
傾
接
合

端
面
内
傾

平
緑
？

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま（

無
文
）

ナ
デ
の
ま
ま（

無
文
）

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

覆
土

０２
２

―
１

覆
土

０２
３

―
１

７４
―１
５７

―イ
覆
土

０１
７

―
１

図
�

―１
８

―８
５

図
版
�

―１
０

７４
―１
５５

―ウ
	

００
８

９０
１

浅
鉢

口
縁
～
胴
下
部

３
種

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

単
峰
台
形
突
起

（
棒
側
面
圧
痕
）

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま（

無
文
）

ナ
デ
の
ま
ま

（
一
部
縄
文
）

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

７４
―１
５６

―イ
�

０１
４

８８
３

図
�

―１
８

―８
６

図
版
�

―１
１

７３
―１
５７

―ア
�

０３
９

１４
２

１
浅
鉢

口
縁
～
胴
下
部

４
種

内
傾
接
合

端
面
水
平

平
緑
？

外
傾

―
沈
線
１
条
→
縄
端
圧
痕

斜
位
回
転
ｒ
縦
走
縄
文

斜
位
回
転
ｒ
縦
走
縄
文

―
内
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―１
８

―８
７

図
版
�

―１
１

７４
―１
５７

―ア
�

０１
９

８８
１

浅
鉢

口
縁
～
底
部

２
種

露
呈
せ
ず

断
面
丸
い

小
波
状
？

直
上

丸
底

ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま（

無
文
）

ナ
デ
の
ま
ま（

無
文
）

ナ
デ
の
ま
ま

（
無
文
）

な
し

な
し

�
群

�
０２
０

８８
５

図
�

―１
８

―８
８
a

図
版
�

―１
１

７３
―１
５７

―イ
�

０１
２

５５
１５

浅
鉢

口
縁
～
底
部

３
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
外
傾

前
突
起
に
台
形
突
起
２

右
突
起
に
台
形
突
起
２

残
存

外
傾

丸
底

主
飾
部
に
縦
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕

副
飾
部
外
縁
に
棒
側
面
圧
痕

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

→
前
突
起
中
央
に
円
形
刺
突
孔

（
粘
土
め
く
れ
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

縄
文

内
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

a
， b

同
一
個
体



０１
７

８５
１

�
０２
３

８９
１

図
�

―１
８

―８
８
b

図
版
�

―１
１

７３
―１
５７

―イ
�

０１
２

５５
４

口
縁
～
底
部

図
�

―１
９

―８
９
a

図
版
�

―１
１

７４
―１
５７

―ウ



００
３

５８
４

浅
鉢

口
縁
～
胴
上
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

前
突
起
に
台
形
突
起
２

左
突
起
に
台
形
突
起
２

ボ
タ
ン
状
突
起
４
残
存

外
傾

―
縦
位
・
横
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕

断
続
山
形
沈
線
指
頭
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま（

無
文
）

―
―

内
面
に
炭
化
物

２
孔
１
対
２

か
所
１
孔
の
み

１
か
所

�
群

a
， b

同
一
個
体

�
００
４

６４
１

７４
―１
５７

―エ
�

００
２

５８
３

図
�

―１
９

―８
９
b

図
版
�

―１
１

７４
―１
５２

―ウ
�

００
５

６８
１

口
縁
～
胴
上
部

７４
―１
５２

―エ
�

００
２

５８
４

７４
―１
５２

―ア
�

００
３

５６
１

図
�

―１
９

―９
０

図
版
�

―１
１

７３
―１
５７

―イ
�

０３
４

１３
３

１
浅
鉢

口
縁
～
胴
上
部

５
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

ボ
タ
ン
状
突
起
１
残
存

（
円
形
刺
突
孔
＋
同
心

円
状
ｒ
縄
側
面
圧
痕
）

外
傾

―
縦
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕

斜
位
回
転

R
L
縄
斜
走
縄
文

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―１
９

―９
１

図
版
�

―１
１

７３
―１
５４

―イ
�

００
７

９５
１

浅
鉢

口
縁
～
胴
上
部

１
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
台
形
突
起

（
縦
位
�
縄
側
面
圧
痕

＋
棒
側
面
圧
痕
）

外
傾

平
底

横
位
�
縄
側
面
圧
痕
３
条

ナ
デ
の
ま
ま
→
縦
位
貼
付
帯（

棒
側
面
圧
痕
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

な
し

な
し

１
孔
の
み
１
か

所
�
群

７３
―１
５４

―ウ
�

０１
１

９５
２

�
０１
４

９６
１

図
�

―１
９

―９
２

図
版
�

―１
２

７２
―１
５６

―エ
�

００
４

１７
―１
４３

２

浅
鉢

口
縁
～
胴
上
部

４
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

前
突
起
に

山
形
・
台
形
突
起

３
残
存

外
傾

―
縦
位
・
横
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕

→
棒
側
面
圧
痕

→
内
縁
に
刺
突
列

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

→
突
起
部
分
に
円
形
刺
突
孔

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

７４
―１
５６

―ウ
�

００
２

５５
４

�
００
３

５５
１

�
００
４

６３
２

図
�
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表�―３ 掲載石器一覧
図番号 名称 発掘区 遺物番号 取上面 生活面 長さ（�） 幅・径（�）厚さ（�）重さ（ｇ） 石質 図版番号 備考

図�―２２―１ 石鏃（無茎） ７３―１４４―ウ ００２ � １４ １．７ １．１ ０．３ ０．５ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２ 石鏃（無茎） ７４―１５６―ア ０１１ � ６３ １．８ １．０ ０．３ ０．５ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―３ 石鏃（無茎） ７４―１５６―ア ０１７ � ６３ ２．６ １．３ ０．４ １．０ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―４ 石鏃（無茎） ７４―１５２―イ ００１ � ３２ ２．６ １．３ ０．３ １．０ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―５ 石鏃（無茎） ７４―１５６―ア ０２６ � ８８ ３．４ １．３ ０．３ １．３ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―６ 石鏃（無茎） ７４―１５６―ア ００１ � ３８ （４．３） １．７ ０．４ （２．２） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―７ 石鏃（有茎） ７４―１５７―ア ００４ � ３７ （１．２） １．０ ０．４ （０．４） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―８ 石鏃（有茎） ７４―１５７―ア ０２３ � ８５ （１．２） １．２ ０．４ （０．３） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―９ 石鏃（有茎） ７３―１５４―ウ ００３ � ９３ （１．２） １．０ ０．５ （０．３） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―１０ 石鏃（有茎） ７３―１５６―ア ００９ � １１５ １．８ １．２ ０．３ ０．４ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―１１ 石鏃（有茎） ７３―１５６―イ ０２１ � １１２ （１．９） １．３ ０．４ （０．６） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―１２ 石鏃（有茎） ７４―１５６―ウ ０１２ � ８８ ２．２ １．２ ０．６ １．０ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―１３ 石鏃（有茎） ７４―１５６―ウ ０１３ � ９０ ２．１ １．４ ０．５ ０．８ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―１４ 石鏃（有茎） ７３―１５７―エ ０１６ � １３２ ２．０ １．３ ０．３ ０．５ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―１５ 石鏃（有茎） ７４―１５７―ウ ００５ � ８５ （１．９） １．４ ０．３ （０．６） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―１６ 石鏃（有茎） ７３―１５７―ウ ０１２ � ５５ ２．４ １．４ ０．４ ０．９ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―１７ 石鏃（有茎） ７４―１５１―エ ００１ �層 ― ２．２ １．０ ０．４ ０．５ 頁岩 図版�―１３ アスファルト付着

図�―２２―１８ 石鏃（有茎） ７３―１５７―イ ０２４ � ８９ １．５ １．０ ０．３ ０．３ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―１９ 石鏃（有茎） ７３―１５６―エ ０２７ � １１３ （２．１） １．２ ０．３ （０．６） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２０ 石鏃（有茎） ７３―１５６―ウ ００３ � ６３ （２．１） １．０ ０．４ （０．５） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２１ 石鏃（有茎） ７３―１５７―ア ０１４ � ６３ ２．９ １．４ ０．６ １．３ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２２ 石鏃（有茎） ７４―１５６―イ ０１６ � ９０ （２．８） １．４ ０．３ （０．６） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２３ 石鏃（有茎） ７３―１５７―ア ００５ � ３４ （２．５） １．１ ０．３ （０．６） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２４ 石鏃（有茎） ７３―１５６―イ ００６ � ６３ （４．１） １．３ ０．３ （１．３） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２５ 石鏃（有茎） ７３―１４４―イ ００１ � １０ １．３ ０．７ ０．２ ０．２ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２６ 石鏃（有茎） ７４―１５５―エ ００６ � ９０ （２．５） １．４ ０．５ （１．４） 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２７ つまみ付きナイフ ７３―１５２―ウ ０２３ � ７３ ６．７ ２．８ １．２ ２０．２ 黒曜石 図版�―１３ 再利用？

図�―２２―２８ スクレイパー ７４―１５６―エ ００７ � ５５ ２．７ ３．２ １．１ ７．５ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―２９ スクレイパー ７３―１５６―ア ００５ � ８８ ５．８ ４．０ ０．４ １２．７ 黒曜石 図版�―１３

図�―２２―３０ スクレイパー ７４―１５７―ア ０１７ � ５５ ２．７ １．６ ０．８ ３．８ 黒曜石 図版�―１４

図�―２２―３１ スクレイパー ７３―１５６―イ ００５ � ６３ ４．２ １．４ ０．４ ３．１ 黒曜石 図版�―１４

図�―２２―３２ スクレイパー ７３―１５６―エ ０１３ � ６３ ５．６ ３．２ ０．９ ２０．４ 黒曜石 図版�―１４

図�―２２―３３ スクレイパー ７３―１５２―イ ００３ � ４１ ６．４ ３．８ １．０ ３１．８ 黒曜石 図版�―１４

スクレイパー片 ７３―１５１―エ ００２ � ４１ （３．５） ２．５ ０．８ （６．６） 黒曜石

図�―２２―３４ スクレイパー片 ７３―１５２―イ ００２ � ４０ （４．５） ２．１ ０．９ （８．２） 黒曜石 図版�―１４ ２点接合

８．０ ２．５ ０．９ １４．８ 黒曜石

図�―２２―３５ スクレイパー ７４―１５５―ア ００５ � ６３ ８．７ ３．７ １．４ ４６．２ 黒曜石 図版�―１４

図�―２２―３６ スクレイパー ７３―１５２―ウ ０１８ � ５９ １２．４ ４．４ １．１ ７６．６ 黒曜石 図版�―１４

図�―２２―３７ スクレイパー（ヘラ状石器） ７３―１５６―ア ００６ � １１２ １６．６ ４．７ ２．２ １７０．０ 安山岩 図版�―１４

図�―２３―３８ スクレイパー ７４―１５４―イ ００１ � ３６ ３．２ ５．８ １．４ ２０．５ 黒曜石 図版�―１４

図�―２３―３９ スクレイパー ７４―１５７―イ ０１７ � ８５ ４．７ ８．３ １．２ ４３．７ 黒曜石 図版�―１４

図�―２３―４０ スクレイパー ７４―１５７―ア ００６ � ３７ ４．３ ４．２ ０．７ １４．０ 黒曜石 図版�―１４

図�―２３―４１ たたき石 ７４―１５５―ア ０１３ 	 １０５ １４．５ ５．８ ４．５ ４９５．０ 安山岩 図版�―１４

図�―２３―４２ たたき石 ７３―１５６―ウ ００１ �層 ― １０．１ ６．３ ３．２ ３２２．９ 安山岩 図版�―１４

図�―２３―４３ たたき石 ７４―１５７―ア ００８ � ３７ １４．０ ５．０ ３．３ ３６０．０ 安山岩 図版�―１４

図�―２３―４４ たたき石
７４―１５６―ア ０２８ � ８８

１２．４ ５．３ ３．４ ３５０．８ 安山岩 図版�―１４ ２点接合
７４―１５７―イ ００８ � ５５

図�―２３―４５ たたき石 ７３―１５７―イ ０１３ � ５５ １２．２ ７．７ ５．７ ６７１．０ 安山岩 図版�―１４

図�―２３―４６ たたき石 ７３―１５６―エ ００４ � ６３ １３．５ ８．５ ３．２ ５１７．８ 砂岩 図版�―１４

図�―２４―４７ 台石 ７３―１５７―ウ ００８ � ３７ １０．８ １９．４ ６．５ １９００．０ 安山岩 図版�―１４

図�―２４―４８ 台石 ７４―１５６―ア ００３ � ３８ １１．４ １９．７ ８．９ ２９５０．０ 安山岩 図版�―１４

図�―２４―４９ 砥石片 ７４―１５６―エ ０１４・０１５ � ６３ １１．２ ２１．２ ２．８ ５５６．３ 砂岩 図版�―１４ ２点接合

表�―５ 継続整理の掲載石器等一覧

図番号 名称 発掘区 遺物番号 取上面 生活面 長さ（�） 幅・径（�）厚さ（�）重さ（ｇ） 石質 図版番号 備考

図�―３３―１ 石鏃（無茎） ８０―１５４―b １１ �―１ ― １．６ １．２ ０．３ ０．４ 黒曜石 図版�―１８

図�―３３―２ 石鏃（無茎） ８０―１５５―b ７ �―１ ― ２．２ １．０ ０．３ ０．５ 黒曜石 図版�―１８

図�―３３―３ 石鏃（無茎） ８０―１５４―d １６ �―１ ― （２．５） １．３ ０．４ （１．２） 黒曜石 図版�―１８

図�―３３―４ 石鏃（無茎） ８０―１５４―b ９ �―１ ― （２．７） １．２ ０．３ （０．７） 頁岩 図版�―１８

図�―３３―５ 石鏃（有茎） ８０―１５４―b １０ �―１ ― （２．４） １．２ ０．４ （１．２） 頁岩 図版�―１８

図�―３３―６ ナイフ ８０―１５４―b ７ �―１ ― ６．３ ３．３ ０．６ １４．５ 頁岩 図版�―１８

図�―３３―７ ナイフ ８０―１５４―b ８ �―１ ― ６．５ ３．６ ０．６ １４．３ 頁岩 図版�―１８

図�―３３―８ スクレイパー ８０―１５４―a ２ �―１ ― ５．７ ３．６ ０．７ １２．７ 頁岩 図版�―１８

図�―３３―９ スクレイパー ８０―１５４―b ３ �―１ ― ９．９ ７．１ ０．８ ４９．５ 頁岩 図版�―１８

図�―３３―１０ 石斧 ８０―１５４―b ４ �―１ ― ７．３ ３．２ １．０ ５６．７ 緑色泥岩 図版�―１８

図�―３３―１１ 石斧 ８０―１５４―b １３ �―１ ― １３．５ ５．８ ２．７ ３８８．４ カンラン岩 図版�―１８

図�―３３―１２ 石斧 ８０―１５４―b ５ �―１ ― １６．０ ５．３ １．９ ３０６．４ 片岩 図版�―１８

図�―３３―１３ 土製品 ８１―１６１―a ３ �―２―中� ― ３．６ ２．４ ０．９ ６．６ 図版�―１８
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表
�

―４
継
続
整
理
の
掲
載
土
器
一
覧

図
番
号

図
版
番
号

発
掘
区

取
上
面

遺
物

番
号

破
片
数

器
種

部
位

成
形

形
態

調
整
・
文
様

使
用
痕

補
修
孔

分
類

備
考

胎
土

接
合
面

口
唇
部

口
縁
部

上
半
形
状

底
部

口
唇
部

口
縁
部

胴
部

底
部

図
�

―２
８

―１
図
版
�

―１
５

８１
―１
５８

― a
�

―１
２

１

深
鉢

口
縁
～
底
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

双
峰
山
形
突
起

（
棒
側
面
圧
痕
＋

縦
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕
）

内
彎

平
底
？

ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま

→
横
位
沈
線
６
～
７
条（

不
整
）

→
縦
位
・
弧
状
沈
線（

不
整
）

→
刺
突
列

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

な
し

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

大
型
深
鉢（

器
高
３９

．３
�
）

�
―２

―上
１

１

８１
―１
５９

― a
�

―２
―上

２
１

�
―２

―上
３

４

�
―２

―上
５

７

�
―２

―上
７

３

�
―２

―上
８

２３

�
―２

―上
９

４

�
―２

―中
�

４１
６

８１
―１
５９

― d
�

―２
―上

４
１０

図
�

―２
８

―２
図
版
�

―１
６

８４
―１
５５

― b
―

―
５

ミ
ニ
チ
ュ
ア
浅

鉢
口
縁
～
底
部

２
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
外
傾

平
縁

連
峰（

前
）＋

双
峰（

後
）山

形
突
起

外
傾

丸
底

ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま（

無
文
）

ナ
デ
の
ま
ま（

一
部
縄
文
）

刺
突
列

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

Ｂ
調
坑（

１７
―２
）よ

り
出
土

図
�

―２
８

―３
図
版
�

―１
５

８０
―１
５０

― c
�

―２
―上

５
２

浅
鉢

口
縁
～
底
部

４
種

露
呈
せ
ず

断
面
尖
る

小
波
状

外
傾

凸
平
底

ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま（

無
文
）

ナ
デ
の
ま
ま

な
し

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

上
面
観
楕
円
形

小
型
浅
鉢（

口
径
１５

．５
�
）

８０
―１
５０

― d
�

―２
―上

１７
１

�
―２

―上
２２

１７

８１
―１
５０

― c
�

―２
―上

７
１

図
�

―２
９

―４
図
版
�

―１
５

８０
―１
５４

― b
�

―１
９

６４
深
鉢

口
縁
～
底
部

１
種

外
傾
接
合

端
面
内
傾

小
波
状

外
傾

平
底

R
L
回
転
縄
文

横
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

横
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

な
し

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

中
型
深
鉢（

器
高
２６

．９
�
）

図
�

―２
９

―５
図
版
�

―１
５

８０
―１
５４

― b
�

―１
１

１５
深
鉢

胴
下
～
底
部

２
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
凸
平
底

―
―

横
位
回
転

L
R
斜
走
縄
文

縄
文

な
し

な
し

�
群

８０
―１
５４

― c
�

―１
６

６

図
�

―２
９

―６
図
版
�

―１
５

８１
―１
５１

―ａ
�

―２
―上

１２
１７

浅
鉢

胴
下
～
底
部

２
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

―
―

―
平
底

―
―

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

縄
文

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

�
―２

―上
１９

３

�
―２

―上
２０

１

図
�

―２
９

―７
図
版
�

―１
６

８０
―１
５９

― d
�

―２
―中
�

３３
１０

浅
鉢

口
縁
～
底
部

３
種

露
呈
せ
ず

断
面
丸
い

小
波
状

外
傾

丸
底

棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま（

一
部
縄
文
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

な
し

な
し

な
し

�
群

小
型
浅
鉢（

口
径
１２

．４
�
）

図
�

―２
９

―８
図
版
�

―１
６

８０
―１
５４

― b
�

―１
５

４７
ミ
ニ
チ
ュ
ア
壷

口
縁
～
底
部

１
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
凹
底

―
―

ナ
デ
の
ま
ま（

無
文
）

な
し

な
し

な
し

�
群

残
存
器
高
５
．４
�

図
�

―３
０

―９
図
版
�

―１
５

８６
―１
４６

―エ
―

００
１

７５
深
鉢

口
縁
～
胴
中
部

２
種

外
傾
接
合

端
面
水
平

平
縁

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
縦
位

R
L
縄
側
面
圧
痕

→
横
位
貼
付
帯
２
段

斜
位
回
転

L
R
横
走
縄
文

―
内
外
面
に
炭

化
物

な
し

�
群

a
類

Ｂ
調
坑（

１３
―１
）よ

り
出
土

図
�

―３
０

―１
０

図
版
�

―１
６

８１
―１
５９

― a
�

―２
―中
�

１７
２

浅
鉢

注
口
部

４
種

内
傾
接
合

端
面
水
平

注
口
上
部
に
把
手

（
ナ
デ
消
し
凹
帯

＋
横
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕
）

―
―

ボ
タ
ン
状
突
起

（
同
心
円
状
ｒ
縄
側
面
圧
痕
）

＋
縦
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕

注
口
部
は
ナ
デ
の
ま
ま

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

８１
―１
５９

― d
�

―２
―中
�

３０
１

�
―２

―中
�

３１
２

図
�

―３
０

―１
１

図
版
�

―１
６

８１
―１
５９

― d
�

―２
―中
�

３７
１

浅
鉢

注
口
部

４
種

露
呈
せ
ず

端
面
外
傾

注
口
上
部
に
把
手

（
横
位
ｌ
縄
側
面
圧
痕
）

―
―

縦
位
Ｒ
縄
側
面
圧
痕

注
口
部
に
横
位
沈
線

内
面
に
円
形
刺
突
孔

ナ
デ
の
ま
ま

―
な
し

１
か
所

�
群

図
�

―３
１

―１
２

図
版
�

―１
６

８１
―１
５８

― a
�

―２
―中
�

５
２

深
鉢

口
縁
部

３
種

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

平
縁

単
峰
山
形
突
起

（
頂
部
に
指
頭
圧
痕
）

直
上

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
横
位
ｌ
縄
側
面
圧
痕
５
条

→
突
起
下
に
横
位
貼
付
帯
２
個

→
縄
間
に
波
状
沈
線（

一
部
）

内
面
に
も
横
位
ｌ
縄
側
面
圧
痕
３
条

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

�
―２

―上
２６

２

�
―２

―上
３３

１

図
�

―３
１

―１
３

図
版
�

―１
６

８１
―１
６０

―ａ
�

―２
―上

５
５

深
鉢

口
縁
部

３
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

外
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位

R
L
縄
側
面
圧
痕
４
条

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―３
１

―１
４

図
版
�

―１
６

８１
―１
６０

―ａ
�

―２
―上

１５
３

深
鉢

口
縁
部

２
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

縄
文
→
横
位
ｌ
縄
側
面
圧
痕
４
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―３
１

―１
５

図
版
�

―１
６

８１
―１
６０

―ａ
�

―２
―上

１２
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
５
条

→
指
頭
押
圧
痕

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

�
―２

―上
１６

１

図
�

―３
１

―１
６

図
版
�

―１
６

７９
―１
５４

― d
�

１２
１

深
鉢

口
縁
部

５
種

内
傾
接
合

端
面
内
傾

平
縁

外
傾

―
回
転
縄
文

縄
文
→
横
位
沈
線
４
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

７９
―１
５７

―ａ
�

４
１

７９
―１
５７

― d
�

９
１

図
�

―３
１

―１
７

図
版
�

―１
６

８１
―１
５８

― a
�

―２
―上

２５
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

外
傾
接
合

端
面
内
傾

平
縁

単
峰
山
形
突
起

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

縄
文
→
横
位
・
L
字
状
沈
線
５
条

→
突
起
下
に
縦
位
貼
付
帯（

指
頭
圧
痕
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

�
―２

―上
４３

１

�
―２

―上
５２

２

図
�

―３
１

―１
８

図
版
�

―１
６

８０
―１
５０

― d
�

―２
―上

２５
３

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
山
形
突
起
？

外
傾
？

―
ナ
デ
の
ま
ま
？

ナ
デ
の
ま
ま
→
縦
位
貼
付
帯

（
横
位
棒
側
面
圧
痕
＋
内
面
よ
り
下
向
き
の

円
形
刺
突
孔
）→

菱
形
沈
線
２
～
３
条

―
―

な
し

な
し

�
群

舟
形
土
器
の
可
能
性
あ
り

図
�

―３
１

―１
９

図
版
�

―１
７

８１
―１
５８

― a
�

―２
―中
�

４
１

深
鉢

口
縁
～
胴
中
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

単
峰
形
突
起

内
彎

（
屈
曲
）

―
縦
位
・
弧
状
ｒ
縄
側
面

圧
痕
＋
棒
側
面
圧
痕

＋
円
形
刺
突
孔

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
６
条

→
円
弧
状
・
縦
位
貼
付
帯（

棒
側
面
圧
痕
）

→
屈
曲
部
に
刺
突
列
・
横
位
沈
線
３
条

→
貼
付
帯
下
に
上
向
・
下
向
弧
状
沈
線
３
～
５
条

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

大
型
深
鉢
片（

残
存
器
高
２７

．１
�
）

�
―２

―中
�

１３
５

�
―２

―中
�

１９
１

図
�

―３
１

―２
０

図
版
�

―１
６

８１
―１
５１

―ａ
�

―２
―上

４
１

深
鉢

胴
上
部

１
種

露
呈
せ
ず

―
―

直
上
？

―
―

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
・
対
向
菱
形
沈
線

→
ボ
タ
ン
状
突
起

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―３
１

―２
１

図
版
�

―１
６

８１
―１
６０

―ａ
�

―２
―上

１６
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

外
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
４
条
＋
波
状
沈
線
１
条

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―３
１

―２
２

図
版
�

―１
６

８１
―１
５９

― a
�

―２
―中
�

２４
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

双
峰
山
形
突
起

直
上
？

―
縦
位

r
縄
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
・
波
状
沈
線
→
円
形
刺
突
孔

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―３
１

―２
３

図
版
�

―１
６

８１
―１
６０

―ａ
�

―２
―中
�

３０
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

平
縁

直
上

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
４
条

＋
波
状
沈
線
２
条
→
刺
突
列

―
―

外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

� 包含層の遺物
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表
�

―４
継
続
整
理
の
掲
載
土
器
一
覧
（
続
き
）

図
番
号

図
版
番
号

発
掘
区

取
上
面

遺
物
番

号
破
片
数

器
種

部
位

成
形

形
態

調
整
・
文
様

使
用
痕

補
修
孔

分
類

備
考

胎
土

接
合
面

口
唇
部

口
縁
部

上
半
形
状

底
部

口
唇
部

口
縁
部

胴
部

底
部

図
�

―３
１

―２
４

図
版
�

―１
６

８１
―１
６０

―ａ
�

―２
―上

１０
２

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
４
条

→
連
続
山
形
沈
線
４
条
→
刺
突
列

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―３
１

―２
５

図
版
�

―１
６

８０
―１
６０

―ａ
�

―２
―上

２０
１

深
鉢

口
縁
部

５
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

直
上

―
ナ
デ
の
ま
ま

ナ
デ
の
ま
ま
→
横
位
沈
線
４
条

→
垂
下
弧
状
沈
線
２
条
→
横
位
沈
線
２
条

―
―

な
し

な
し

�
群

８１
―１
６０

―ａ
�

―２
―上

２０
１

図
�

―３
１

―２
６

図
版
�

―１
６

８１
―１
５０

― c
�

―２
―上

７１
１

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

断
面
丸
い

平
縁
？

外
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
横
位
沈
線
３
条

→
波
状
沈
線
５
条
→
横
位
沈
線
５
条

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―３
１

―２
７

図
版
�

―１
７

８２
―１
６０

― a
�

１
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

断
面
尖
る

平
縁

外
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
不
整
な
横
位
沈
線
５
条

（
波
状
に
近
い
）

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

８２
―１
６０

― d
�

３
１

図
�

―３
１

―２
８

図
版
�

―１
７

８１
―１
５１

―ａ
�

―２
―中
�

２６
１

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

外
傾

―
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
横
位
沈
線
２
条
→
波
状
沈
線
３
条
？

内
面
に
回
転
縄
文

斜
位
回
転

R
L
縦
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―３
１

―２
９

図
版
�

―１
７

７６
―１
５０

― c
�

―２
―上

１
２

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

小
波
状

外
傾

―
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
波
状
沈
線
５
～
６
条

内
面
に
肥
厚
帯（

回
転
縄
文
）

―
―

な
し

な
し

�
群

７９
―１
５９

― a
�

―１
１

１

不
明

―
―

１

（
７６

―１
５０

― c
?
)

図
�

―３
１

―３
０
a

図
版
�

―１
７

８０
―１
５０

― d
�

―２
―上

３
３

深
鉢

口
縁
部

５
種

（
土
器
片
混
）

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

外
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
不
整
な
横
位
沈
線
５
～
６
条

（
や
や
波
状
）

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

�
―２

―上
１０

６

図
�

―３
１

―３
０
b

図
版
�

―１
７

８０
―１
５０

― d
�

―２
―上

１０
２

口
縁
部

図
�

―３
１

―３
１

図
版
�

―１
７

８１
―１
５０

― c
�

―２
―上

１５
１

深
鉢

口
縁
部

６
種

外
傾
接
合

端
面
内
傾

単
峰
？

山
形
突
起

（
棒
側
面
圧
痕
）

直
上

―
回
転
縄
文

外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

縄
文
→
波
状
沈
線
２
～
３
条

―
―

な
し

な
し

�
群

図
�

―３
２

―３
２

図
版
�

―１
７

８１
―１
５０

― c
�

―２
―上

１０
２

深
鉢

口
縁
部

５
種

（
土
器
片
混
）

外
傾
接
合

端
面
内
傾

平
縁

直
上

―
回
転
縄
文
、
棒
側
面
圧
痕

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
―

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―３
２

―３
３

図
版
�

―１
７

８０
―１
５０

― d
�

―２
―上

６
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

外
傾

―
棒
側
面
圧
痕

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
―

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

�
―２

―上
１１

１

図
�

―３
２

―３
４

図
版
�

―１
７

８１
―１
６０

―ａ
�

―２
―上

４
１

深
鉢

口
縁
部

２
種

露
呈
せ
ず

端
面
水
平

平
縁

直
上

―
縦
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
―

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―３
２

―３
５

図
版
�

―１
７

７９
―１
５０

― c
�

―２
―上

３０
１

深
鉢

口
縁
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

外
傾

―
外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
―

外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―３
２

―３
６

図
版
�

―１
７

８０
―１
５５

― c
�

―１
３

８
深
鉢

口
縁
～
胴
上
部

２
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

平
縁

単
峰
山
形
突
起

外
傾

―
回
転
縄
文

横
位
回
転

L
R
斜
走
縄
文

横
位
回
転

L
R
斜
走
縄
文

―
内
外
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―３
２

―３
７

図
版
�

―１
７

８１
―１
５０

― c
�

―２
―上

７
１

深
鉢

口
縁
部

１
種

外
傾
接
合

端
面
内
傾

双
峰
山
形
突
起

外
傾

―
ナ
デ
の
ま
ま

斜
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
―

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

８１
―１
５０

― d
�

―２
―中
�

２６
１

図
�

―３
２

―３
８

図
版
�

―１
７

８１
―１
６０

― b
�

―２
―中
�

４３
５

深
鉢

口
縁
部

３
種

内
傾
接
合

端
面
水
平

平
縁

内
傾

―
棒
側
面
圧
痕

ナ
デ
の
ま
ま

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

―
内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―３
２

―３
９

図
版
�

―１
７

８０
―１
５０

― c
�

―２
―上

４
２

深
鉢

底
部

５
種

外
傾
接
合

―
―

―
平
底

―
―

横
位
回
転

L
R
斜
走
縄
文

縄
文

な
し

な
し

�
群

内
面
に
赤
彩
痕

８０
―１
５０

― d
�

―２
―上

１
１

�
―２

―上
２

１

�
―２

―上
３

２

図
�

―３
２

―４
０

図
版
�

―１
７

８１
―１
５１

― d
�

―２
―上

１４
１

深
鉢

底
部

５
種

外
傾
接
合

―
―

―
平
底

―
―

R
L
斜
走
縄
文（

不
鮮
明
）

縄
文

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―３
２

―４
１

図
版
�

―１
７

８０
―１
５０

― d
�

―２
―上

１１
１

深
鉢

底
部

５
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
平
底

―
―

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

縄
文

内
面
に
炭
化
物

な
し

�
群

図
�

―３
２

―４
２

図
版
�

―１
７

８１
―１
５２

― d
�

―２
―上

２
２

深
鉢

底
部

１
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
平
底

―
―

ナ
デ
の
ま
ま

な
し

な
し

な
し

�
群

図
�

―３
２

―４
３

図
版
�

―１
７

８１
―１
６０

―ａ
�

―２
―上

１５
２

深
鉢

底
部

４
種

露
呈
せ
ず

―
―

―
平
底

―
―

―
縄
文

な
し

な
し

�
群

底
面
の
み

図
�

―３
２

―４
４

図
版
�

―１
７

８０
―１
５４

― b
�

―１
１

３
浅
鉢

口
縁
～
底
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
山
形
突
起

外
傾

平
底
？

回
転
縄
文

外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

横
位
回
転

R
L
斜
走
縄
文

縄
文
？

な
し

な
し

�
群

�
―１

１１
３

図
�

―３
２

―４
５

図
版
�

―１
８

８１
―１
５８

― a
�

―２
―上

５１
４

浅
鉢

口
縁
～
胴
下
部

５
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

単
峰
形
突
起

（
縦
位
ｒ
縄
側
面
圧
痕
）

外
傾

―
回
転
縄
文

外
縁
部
に
棒
側
面
圧
痕

斜
位
回
転

R
L
横
走
縄
文

内
面
に
段（

屈
曲
）

斜
位
回
転

R
L
横
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―３
２

―４
６

図
版
�

―１
８

８１
―１
６０

― d
�

―２
―中
（
１
）

２４
１

浅
鉢

口
縁
部

３
種

露
呈
せ
ず

端
面
内
傾

ボ
タ
ン
状
突
起

（
同
心
円
状
ｌ
縄
側
面
圧
痕

＋
円
形
刺
突
孔
）

片
口
？

―
縦
位
ｌ
縄
側
面
圧
痕

縄
文
→
ボ
タ
ン
状
貼
付
帯

→
円
形
刺
突
孔

斜
位
回
転

L
R
銃
走
縄
文

―
な
し

な
し

�
群

図
�

―３
２

―４
７

図
版
�

―１
８

８１
―１
５９

― a
�

―２
―上

８
２

浅
鉢

口
縁
部

５
種
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� 自然科学的分析

１ 放射性炭素年代測定結果

平成１８年度に当財団が株式会社パレオ・ラボに委託した、年代測定の成果として提出された「放射

性炭素年代測定報告書」（平成１８年１２月２８日付け）を掲載する。測定の対象となった試料 TK２―１００～

１０９の採取位置・標高・内容等については表�―１―１のとおりである。今回の測定は、復元された土器

と同面の焼土から得られた試料を測定し、土器の型式分類ごとにその年代を測ることを目的として行

った。また、パレオ・ラボが当遺跡の試料を用いて行った測定の結果についても掲載する。それは、

F―４５９・F―７１６・P―１７９から検出された試料各２０点を測定してそのばらつきを見ることと、P―１７９から検

出された１点の試料を２０分割して測定しそのばらつきを見ることである。以下、測定者の文章で報告

を行う。 （酒井）

表�―１―１ 平成１８年度放射性炭素年代測定試料一覧

試料番号 試料種類 測定法 遺構名 採取グリッド・取上面 生活面 標高（ｍ） 重量（乾：ｇ） 備考（処理番号）

TK２―１００ 炭化クルミ AMS F―１３４０

７２―１５６―ウ�
７２―１５７―イ�
７３―１５６―エ�
７３―１５７―ア�

１８―６３
（１７―１４７）

８．１６～８．１９ ０．１２
図�―３―７の土器と同面

大洞 A式併行（括弧文＋条痕）
フローテーション残渣（１７―１０２）

TK２―１０１ 炭化クルミ AMS F―１３８６ ７４―１５４―ア�／イ�／ウ� １８―５７ ８．０８～８．１８ ０．３２
図�―５―１０の土器と同面

大洞 A式併行（乱れた括弧文）
フローテーション残渣（１７―２２４）

TK２―１０２ 炭化クルミ AMS F―１４１８
７４―１５３―イ�／ウ�

７５―１５３―ア／エ
１８―５６ ８．１４～８．１８ ０．２１

図�―５―１１の土器と同面
大洞 A式併行（縄文のみ）

考古地磁気年代測定
フローテーション残渣（１７―２１６）

TK２―１０３ 炭化材片 AMS F―１６３８ ７３―１４４―ウ� １８―１９ ７．５１～７．７０ ０．０５
図�―１２―２７の土器と同面

続縄文前葉
フローテーション２．０�メッシュ（１８―３８）

TK２―１０４ 炭化材片 AMS F―１４５３ ７４―１５４―ア�／イ� １８―９４ ７．６２～７．６６ ０．１２
図�―２―５の土器と同面

大洞 A式併行（縄線文＋貼付帯）
フローテーション２．０�メッシュ（１７―２８０）

TK２―１０５ 炭化クルミ AMS F―１４８８ ７３―１５３―エ� １８―６４
（１７―１４５）

７．９５～７．９８ ０．１１
図�―４―８の土器と同面
大洞 A式併行（括弧文）

フローテーション残渣（１７―３２７）

TK２―１０６ 炭化クルミ AMS F―１５４８ ７４―１５６―ア� １８―１２５ ６．７９～７．０８ ０．３１
図�―８―１９の土器と同面

大洞 C２式併行（大型鉢、垂下屈曲文）
フローテーション残渣（１７―４２６）

TK２―１０７ 炭化クルミ AMS F―１５５７
７４―１５７―イ�
７５―１５７―ア

１８―６３ ８．１５～８．１８ ０．０７
図�―３―６の土器と同面

大洞 A式併行（縄線文＋貼付帯）
フローテーション残渣（１７―４６８）

TK２―１０８ 炭化クルミ AMS F―１６０６

７４―１４３―ウ�
７４―１４４―イ�
７５―１４３―エ
７５―１４４―ア

１８―１３ ７．４９～７．６４ ０．１１
続縄文前葉

考古地磁気年代測定
フローテーション残渣（１８―１９）

TK２―１０９ 炭化材片 AMS F―１６２０
７４―１５７―イ	／ウ


７５―１５７―ア／エ
１８―１３８ ７．０３～７．２２ ０．０５

図�―１―２の土器と同面
大洞 C２式併行（平行沈線）

フローテーション２．０�メッシュ（１８―２２）
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放射性炭素年代測定

パレオ・ラボ AMS年代測定グループ

小林紘一・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・瀬谷薫

Zaur Lomtatidze�Ineza Jorjoliani・中村賢太郎

１．はじめに

北海道江別市対雁２遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭

素年代測定を行った。

試料は２種類ある。１つの遺構につき複数試料を測定した試料群（試料 A）と１つの遺構につき１

点ずつを測定した試料群（試料 B）である。２種類の試料を区別して記述する。

２．試料

２―１．試料Ａ

測定試料の情報、調整データは表�―１―２～４のとおりである。試料は F―４５９、F―７１６、P―１７９の

各遺構から検出されたクルミ各２０点(F―４５９：PLD―３９２６～３９４５、F―７１６：PLD―３９４６～３９６５、P―１７９：PLD―

４２３２～４２５１）と、P―１７９からのクルミ１点を２０個に分割したもの（PLD―４２５２～４２７１）を用いた。

２―２．試料Ｂ

測定試料の情報、調整データは表�―１―１０のとおりである。試料は F―１３４０、F―１３８６、F―１４１８、F―

１６３８、F―１４５３、F―１４８８、F―１５４８、F―１５５７、F―１６０６、F―１６２０の各遺構から検出された炭化材あるいは

クルミ各１点（PLD―６６２５～６６３４）を用いた。

３．方法

試料は調整後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：NEC 製１．５SDH）を用いて測定し

た。得られた１４C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、１４C年代、暦年代を算出した。

４．結果

試料 Aは表�―１―５～８に、試料Ｂは表�―１―１１に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体

比（δ１３C）、同位体分別効果の補正を行った１４C年代、１４C年代を暦年代に較正した年代範囲、暦年較正

に用いた年代値を示す。試料 Aは図�―１―１～１２に、試料 Bは図�―１―１４・１５に、暦年較正結果を示

す。暦年較正に用いた年代値は、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を

行うために記載した。

１４C年代は AD１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４C年代(yrBP)の算出には、１４Cの

半減期として Libby の半減期５５６８年を使用した。また、付記した１４C年代誤差（±１σ)は、測定の統計

誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の１４C年代がその１４C年代誤差内に入る確率が６８．２％で

あることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

暦年較正とは、大気中の１４C濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４C濃度の変動、及び半減期の違い（１４Cの半減期５７３０

±４０年）を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。

１４C年代の暦年較正には OxCal３．１０（較正曲線データ：INTCAL０４）を使用した。なお、１σ 暦年代範

１ 放射性炭素年代測定結果
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囲は、OxCal の確率法を使用して算出された１４C年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範囲で

あり、同様に２σ 暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その

範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４C年代の確率分布を示し、二重

曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲については、

表中に下線で示してある。

５．考察

５―１．試料Ａ

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。表�―１―９、図�―１―１３に各遺構か

らの試料２０点を統計的に処理して平均し暦年較正を行った結果、及び２０点の年代値の標準偏差を示

す。F―７１６については年代値のばらつきがやや大きく、誤差も大きなものとなった。P―１７９の２０点の

試料と１点を２０個に分割したものの結果は非常によく一致した。

なお、F―４５９と F―７１６の試料は伊藤ほか２００５においてすでに測定結果（２００５測定結果）を公表してい

る。今回の報告は同じ試料を再度測定した結果である（２００６測定結果）。２００５測定結果と２００６測定結果

では年代値が異なる。すなわち、F―４５９の２０点の平均値±統計誤差は、２００５測定結果が２４７９±１５、２０

０６測定結果が２４９８±８である。F―７１６の２０点の平均値±統計誤差は、２００５測定結果が２４５１±１４、２００６

測定結果が２４４８±２０である。

２００５測定結果と２００６測定結果とで２０点の年代値のばらつきを比較するために標準偏差を求めたとこ

ろ、F―４５９の２００５測定結果は３０であり、２００６測定結果は１８である。F―７１６の２００５測定結果は２４であり、

２００６測定結果は１６である。いずれも２００６測定結果の方が２０点の年代値にばらつきが少ないため、２００６

測定結果を採用して報告した。

５―２．試料Ｂ

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。得られた暦年代範囲のうち、その確

率の最も高い年代範囲に着目すると、それぞれより確かな年代値の範囲が示された。
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P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９２
７

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―２

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９４

１
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―１
６

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９２
８

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―３

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９４

２
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―１
７

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９２
９

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―４

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９４

３
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―１
８

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
０

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―５

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９４

４
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―１
９

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
１

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―６

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９４

５
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―２
０

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
２

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F

―４
５９

―７

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９４

６
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―７
１６

遺
物
�
:F
７１
６

―１

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
３

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―８

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９４

７
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―７
１６

遺
物
�
:F
７１
６

―２

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
４

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―９

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９４

８
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―７
１６

遺
物
�
:F
７１
６

―３

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
５

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―１
０

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９４

９
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―７
１６

遺
物
�
:F
７１
６

―４

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
６

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―１
１

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９５

０
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―７
１６

遺
物
�
:F
７１
６

―５

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
７

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―１
２

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９５

１
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―７
１６

遺
物
�
:F
７１
６

―６

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
８

北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―４
５９

遺
物
�
:F
４５
９

―１
３

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９５

２
北
海
道

対
雁
２
遺
跡

遺
構
：
F

―７
１６

遺
物
�
:F
７１
６

―７

試
料
の
種
類
：
炭
化
物
・
種
実（

ク
ル
ミ
）

状
態
：
d
ry

カ
ビ
：
無

超
音
波
煮
沸
洗
浄

酸
・
ア
ル
カ
リ
・
酸
洗
浄

（
塩

酸
１
．２
N
，水

酸
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
１

N
，塩

酸
１
．２
N
)

P
a
le
o
L
a
b
o
:

N
E
C

製
コ
ン
パ
ク
ト

A
M
S・
１
．５
S
D
H

P
L
D

―３
９３
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図�―１―１ Ｆ―４５９暦年較正結果（１）

１ 放射性炭素年代測定結果
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図�―１―２ Ｆ―４５９暦年較正結果（２）

� 自然科学的分析
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図�―１―４ Ｆ―７１６暦年較正結果（１）

１ 放射性炭素年代測定結果

図�―１―３ Ｆ―４５９暦年較正結果（３）
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図�―１―５ Ｆ―７１６暦年較正結果（２）

� 自然科学的分析
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図�―１―６ Ｆ―７１６暦年較正結果（３）

１ 放射性炭素年代測定結果
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図�―１―７ Ｐ―１７９：２０点の暦年較正結果（１）

� 自然科学的分析
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図�―１―８ Ｐ―１７９：２０点の暦年較正結果（２）

１ 放射性炭素年代測定結果
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図�―１―１０ Ｐ―１７９：２０点分割試料の暦年較正結果（１）

図�―１―９ Ｐ―１７９：２０点の暦年較正結果（３）

� 自然科学的分析
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図�―１―１１ Ｐ―１７９：２０点分割試料の暦年較正結果（２）

１ 放射性炭素年代測定結果
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図�―１―１２ Ｐ―１７９：２０点分割試料の暦年較正結果（３）

� 自然科学的分析
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図�―１―１４ Ｆ―１３４０ほか暦年較正結果（１）

１ 放射性炭素年代測定結果

図�―１―１３ 各遺構の暦年較正結果
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図�―１―１５ Ｆ―１３４０ほか暦年較正結果（２）

� 自然科学的分析
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２ 炭化材・種実・骨同定結果

平成１１～１８年度にかけて対雁２遺跡で行われたフローテーション作業において得られた試料のうち

８２件について炭化材・種実・骨の同定を、当財団の委託によりパリノ・サーヴェイ株式会社が実施した

結果について、その報告を掲載する。同定の対象となった試料については表�―２―１のとおりである。

また、今回の報告とこれまでに対雁２遺跡で行った堆積環境・古植生分析を含めた古環境と動植物利

用についてのまとめを、分析者の文章で掲載している。以下、分析者の文章で報告を行う。（酒井）

表�―２―１ 自然科学分析試料一覧

試料No． 遺構名 生活面 フローテーション No． 試料 No． 遺構名 生活面 フローテーション No．

１ F―７２ １４―１９３ １１―４１１・６５４ ３９ F―６３４ １４―１１７ １３―４７７

２ F―７５ １４―１９５ １１―４５２ ４０ F―１０１１ １５―７４ １５―３８・９４・９５(F９９３が混）

３ F―８０ １４―２１３
１１―４４６ ４１ F―９９４ １５―７６ １５―１６

１３―２８０・２８１ ４２ F―１０５２ １５―５３ １５―７８

４ F―９６ １４―２１４
１１―５１０・５１４・６４６ ４３ F―１０３５ １５―８２ １５―６３

１３―４６０ ４４ F―１０９８ １５―２２ １５―１４０

５ F―１０５ １４―２１１
１１―４８５・７１１ ４５ F―１１１５ １５―１９ １５―１５７・１８１

１３―２６７～２７２・２８３ ４６ F―１１２０ １５―９ １５―１６６・１６８

６ F―１０６ １４―２１１
１１―４９０・７１７ ４７ F―１０７８ １５―６ １５―９８

１３―２８２・５１１ ４８ F―９７５ １５―２ １５―３

７ F―１１３ １４―１９４
１１―４６５ ４９ F―１１８３ １６―１８ １６―３０・３６

１３―１６３・１６４・２１１・２２０・２３６・２８４ ５０ F―１１０８ １５―２０ １５―１７２～１７６・１９０～１９２・１９８・２１８・２３０

８ F―３４０ １４―１２３ １３―９３・１３０
５１ 土器集中３ ―

１１―１３～１８・１０７

９ F―３７９ １４―１９１ １３―４４１・５２６ １２―７３３～７４１・７５２～７５６・７５８～７９８・１３６８・１３６９・１３９２

１０ F―４０４ １４―１９５ １３―１７２・１８７・１９７・２３１～２３５
５２ F―２５ １７―２５２

１１―１４３・３８７・３８９・３９１

１１ F―４４２ １４―１９５ １３―２６２ １７―４２５

１２ F―４９０ １４―２１８ １３―３２１・３３４ ５３ F―６５ １７―２６２ １７―４７０

１３ F―５００ １４―２００ １３―３２６・３８７ ５４ F―１１８０ １７―１５１ １６―２７・２２８

１４ F―５２６ １４―２０７ １３―３７２ ５５ F―１２６７ １７―１１８ １６―１８１

１５ F―５４０ １４―２１２ １３―５２０・５８６ ５６ F―１２７０ １７―４ １６―１９８・２５０

１６ F―５６５ １４―２１９ １３―４１９ ５７ F―１３００ １７―１６７ １６―２５１

１７ F―６００ １４―１８８ １３―４３６・４４５ ５８ F―１３０７ １７―１４７ １６―２８３

１８ F―６９６ １４―１４１ １３―５９０ ５９ F―１３４３ １７―１６３ １７―７５

１９ F―７３９ １４―２２３ １４―４８ ６０ F―１３７０ １７―２３０ １７―１３３・４０５

２０ F―７４８ １４―２２ １４―２２ ６１ F―１３７３ １７―２６３ １７―１３９

２１ F―４７ １４―１９４
１１―３７４・３７８・３９６ ６２ F―１３９１ １７―２２２ １７―１８０

１３―２０３ ６３ F―１３９２ １７―２２３ １７―１８１

２２ F―７８ １４―１９５
１１―４４１ ６４ F―１４１２ １７―２６３ １７―２００・４８４

１３―２０７・２０８ ６５ F―１４１３ １７―２７４ １７―２９１

２３ F―９１ １４―１９５ １１―４８１ ６６ F―１４３５ １７―２５５ １７―２４１・４４１

２４ F―９２ １４―２１１ １１―４８９ ６７ F―１５０７ １７―２１２ １７―３５７

２５ F―９９ １４―２１４ １１―４４７・６４７・６４８ ６８ F―１５３８ １７―２３６ １７―４０７

２６ F―３４１ １４―１３３ １３―９４・１３１ ６９ F―１５５０ １７―２５０ １７―４２７

２７ F―４２０ １４―１８９ １３―１８３・２１３・２２１・２３７・２５０・６０６ ７０ F―１５８０ １７―２６２ １７―４７９

２８ F―４５３ １４―１５６ １３―２６６ ７１ F―１４３０ １８―８８ １７―２９７

２９ F―５０２ １４―１９６ １３―６２３ ７２ F―１４３２ １８―９０ １７―３１６

３０ F―５１８ １４―１５０ １３―３５７・３６２ ７３ F―１４７４ １８―６１ １７―３２４

３１ F―３３３ １４―１８８ １３―１７８・４３８・４４６ ７４ F―１４７６ １８―６３ １７―３３０

３２ F―１５５ １４―４０
１１―５３４ ７５ F―１１５３ １８―５３ １７―３３１

１４―６２ ７６ F―１５０４ １８―７５ １７―３６３

３３ F―４５４ １４―２１１ １３―２９９ ７７ F―１５１６ １８―７５ １７―３８５

３４ F―４２７ １４―１９６ １３―２１５・２１６ ７８ F―１５２６ １８―７４ １７―３８８

３５ F―６４８ １４―１２４ １３―４９４ ７９ F―１５２５ １８―９６ １７―３９５

３６ F―６９９ １４―１３５ １３―５９８ ８０ F―１５５２ １８―３４ １７―４４７

３７ F―５１９ １４―１５０ １３―３５８ ８１ F―１５３２ １８―１０８ １７―４４８・４４９

３８ F―６４４ １４―１２６ １３―４８８ ８２ F―１６０６ １８―１３ １８―２９

２ 炭化材・種実・骨同定結果
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対雁２遺跡屋外炉の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

北海道江別市対雁２遺跡は、石狩平野南部を流れる石狩川左岸に位置する。本遺跡の西方で旧豊平

川が流れて石狩川に合流し、その南東方には江別市街地がのる野幌丘陵の北端部が広がる。野幌丘陵

北端部は台地状の地形を呈し、本州では下末吉海進に相当する時期の海進によって形成された海成面

（江別段丘面）に区分されている（小疇ほか編，２００３）。本遺跡の位置は、その段丘から下がった沖積低

地上にあり、微高地となっているのは、石狩川および旧豊平川によって形成された自然堤防に相当す

るからであろう。

当社によるこれまでの自然科学分析では、縄文晩期の遺構・遺物が確認された調査区東側、および

続縄文の遺構・遺物が確認された調査区西側の両地区において、放射性炭素年代測定による年代資料

の作成や燃料材の検討を行うとともに、堆積層の形成環境や周辺の古植生についても解析を行った。

各分析結果の詳細は各年度の分析調査報告書に譲るが、これまでのところ、年代資料はほぼ発掘調査

所見と整合し、また本遺跡付近は縄文から続縄文まで継続して河川の氾濫の影響を受けていたと推定

される。今回の報告では、発掘調査区内で検出された縄文晩期の野外炉を対象として、食糧資源や燃

料材（含む古植生）の検証を目的として、炭化材同定、種実同定、骨同定を実施する。

１．試料

炭化材・種実同定の分析対象とした試料は、調査区より検出された縄文晩期に相当する５０基の遺構

から採取されており、土壌を水洗選別されたものである。選別後の試料については、浮遊別選別（２．０

�以上・０．４２５�以上）、残渣篩別、未篩別の試料が存在し、それぞれ複数の袋に収められている。

この内、炭化材同定に用いる試料は、浮遊別選別より得られた炭化材５０点（試料番号１―５０）である。

それぞれ、篩別時のメッシュ別に分けられた炭化物が数試料ある。基本的に２�メッシュで篩別した

炭化材を試料としたが、試料番号４７については、２�メッシュ内の炭化物が全て種実遺体であったた

め、残査の中の炭化材を試料とした。

種実同定に用いる試料は、試料番号１―２０の２０点を対象とする。試料は、浮遊したものは２つの画

分（２．０�以上、０．４２５�以上）に分けられており、沈んだものは一括されていた。さらに、炭化材や炭

化種実を一部抽出したもの、１基の遺構で複数袋存在するものなど、複雑な状態にあった。そこで、

まず、浮遊した２．０�以上、浮遊した０．４２５�以上、沈殿物の３つに区分し、遺構毎に整理した。複数

袋存在するものは遺構毎に一括とし、一部種類毎に選別されているものについても、未選別のものと

同様一括して再分類することにした。その後、沈殿物についても、浮遊物と同様に２つの画分（２．０�
以上、０．４２５�以上）に篩分を行った。この結果、１遺構に対し、４つの画分に分類され（２．０�浮遊、

０．４２５�浮遊、２．０�沈殿、０．４２５�沈殿）、それぞれについて分析を実施する。

骨同定に用いる試料は、焼土・土器集中などの遺構で採取された土壌を水洗し、０．４２５�と２�の篩

で篩い分けられた焼骨が対象である。平成１１～１６年度調査分は、縄文晩期～続縄文の焼土３９基から得

られた焼骨が試料である。１遺構について複数フローテーションが行われている遺構もあり、計８４試

料であった。平成１７・１８年度調査分の対象試料は、縄文晩期から続縄文に属する焼土１５２基、土坑２基

および土器集中３等から得られた焼骨であり、グリッドで２８試料、焼土で２５３試料、土坑で３試料、

� 自然科学的分析
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土器集中３で４試料であった。この内、前年度の結果等を考慮し、比較的焼骨の検出量が多い焼土３０

基７１試料と土器集中３の４試料を同定対象として選択した。なお、伴出土器などからみて、土器集中

３は土器集中１よりも一段階古い時期とされている。なお、各試料にはそれぞれに「フローテーショ

ン処理番号」が付されており、１試料中に複数点の骨片が含まれている。ここでは、調査結果を遺構

ごとにとりまとめて報告する。

２．分析方法

（１）炭化材同定

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。なお、同定の根拠となる顕

微鏡下での木材組織の特徴等については、島地・伊東（１９８２）およびWheeler et al．（１９９８）を参考に

した。また各樹種の木材組織の配列の特徴については、林（１９９１）、伊東（１９９５，１９９６，１９９７，１９９８，１９９９）

や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースを参考にした。

（２）種実同定

分析方法は、作業量を効率的に配分して、目的に対して最大限の情報を得るため次のような方法を

用いた。

浮遊（２．０�）に関しては、炭化材がほとんどで、木本類を中心とした数ミリ程度の種実が含まれる。

そこで、双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体を抽出した。抽出した種実はそれぞれ同定を行い、計

数を行った。種実抽出後の残渣は、ほとんどが炭化材で、部位不明の炭化物も微量含まれる。これら

の残渣は「炭化材等」として計量した。

浮遊（０．４２５�）に関しても、炭化材がほとんどで、１―２�の種実が微量含まれる。そこで、双眼実

体顕微鏡下で観察し、２．０�と同様に種実遺体を抽出した。抽出した種実は同定を行い、計数を行っ

た。種実抽出後の残渣は、ほとんどが炭化材であるが、部位不明の炭化物、軽石なども微量含まれて

いた。これらの残渣は「炭化材等」として一括し計量した。

沈殿（２．０�）に関しては、オニグルミの破片などの種実遺体、炭化材、土塊、石などが混在する。

そこで、炭化物と土塊を重液により分離する。重液は、塩化亜鉛水溶液と塩化ナトリウム水溶液を混

ぜ合わせ、比重１．７―１．７５に調整する。この液体に試料を投入し、浮上した炭化物を回収する。炭化物

がほとんど浮いてこなくなるまで、この作業を数回繰り返す。浮上した炭化物、沈殿した土塊それぞ

れを水洗し、薬液を洗い流す。その後室温にて数日間乾燥させる。沈殿した土塊は、計量したあと残

渣として保存する。浮上した炭化物に関しては、オニグルミの破片と炭化材がほとんどを占めること

から、これらを分離、抽出し、計量を行った。また、微量検出される種実は、同定を行い、計数を行

った。なお、浮上物に含まれた軽石等は沈殿した残渣に加え、微量含まれていた部位不明の炭化物等

は炭化材に含めた。

沈殿（０．４２５�）は、炭化物と土塊、石などが混在する。そこで、沈殿（２．０�）と同様に、重液分離を

行って、炭化物を回収する。沈殿した土塊は、計量したあと残渣として保存する。浮上した炭化物に

は、炭化材やオニグルミ等に由来すると思われる木質な炭化物片が含まれる。これらは微細なため、

種類の正確な同定が困難であることや、多くの時間が必要なことから、分別は行わない。そこで今回

は、この中から、同定可能な種実のみ抽出するにとどめ、残りは「炭化物等」として一括し、計数し

た。なお、計量に関しては０．１ｇ単位で行った。また、計数時に破片等を含み、数字以上の個数分が

推定される種類は数字「＋」と表示する。

２ 炭化材・種実・骨同定結果
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（３）骨同定

一部の試料については、一般工作用接着剤を用いて接合を行う。試料を肉眼およびルーペで観察し、

その形態的特徴から、種と部位の同定を行う。計測は、デジタルノギスを用いて測定する。なお、同

定および解析には金子浩昌先生の協力を得た。

３．結果および考察

（１）炭化材同定

結果を表�―２―２に示す。試料番号３，４，３４，３７，３９，４２には２種類、試料番号７，１２には３種

類が認められた。また、試料試料番号１１には炭化材のほかに種実遺体（オニグルミの核破片）が大量に

入っていた。一方、試料番号３８，４５の２点は樹皮であり、木部が残存していないために樹種の同定に

は至らなかった。樹皮を除く炭化材は、広葉樹１２種類（オニグルミ・ハンノキ属・コナラ属コナラ亜属

コナラ節・エノキ属・ニレ属・ヤマグワ・キハダ・ヌルデ・カエデ属・ブドウ属・トネリコ属・ニワトコ）に同

定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

・オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. Subsp. sieboldiana（Maxim.）Kitamura）クルミ科クルミ属

散孔材で、道管径は比較的大径、単独または２―４個が放射方向に複合して散在し、年輪界付近で

管径を減少させる。道管は単穿孔をｇｈ有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、１―４細

胞幅、１―４０細胞高。

・ハンノキ属(Alnus) カバノキ科

試料はいずれも小片。散孔材で、管孔は単独または２―４個が放射方向に複合して散在する。道管

は階段穿孔を有し、壁孔は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、１―３０細胞高。

試料が小片のため、集合放射組織の有無が確認できず、ハンノキ亜属かヤシャブシ亜属かの区別が

できなかった。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節(Quercus subgen．Lepidobalanus sect．Prinus) ブナ科

試料はいずれも保存状態が悪く、電子顕微鏡による組織観察はできなかった。環孔材で、孔圏部は

１―２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。放射組織には大型の

複合放射組織が認められる。

・エノキ属(Celtis) ニレ科

環孔材で、孔圏部は３―４列、孔圏外への移行はやや急～緩やかで、晩材部では塊状に複合して接

線・斜方向に帯状に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状

に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、１―６細胞幅、１―５０細胞高で鞘

細胞が認められる。

・ニレ属(Ulmus) ニレ科

環孔材で、孔圏部は１―３列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋

様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放

射組織は同性、１―４細胞幅、１―４０細胞高。

・ヤマグワ(Morus australis Poiret) クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部は３―５列、晩材部への移行は緩やかで、晩材部では多数の道管が塊状に複合し、

年輪界へ向かって管径を漸減させながら接線・斜方向に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互

状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、１―６細胞幅、１―５０細胞高。

・キハダ(Phellodendron amurense Ruprecht) ミカン科キハダ属

� 自然科学的分析
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環孔材で、孔圏部は３―５列、孔圏外への移行は緩やかで、晩材部では塊状に複合して接線・斜方向

の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は同性、１―５細胞幅、１―４０細胞高。

・ヌルデ(Rhus javanica L．） ウルシ科ウルシ属

環孔材で、孔圏部は３―４列、孔圏外への移行は緩やかで、年輪界に向かって径を漸減させながら

塊状に複合して配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が

認められる。放射組織は異性、１―３細胞幅、１―３０細胞高、時に上下に連結する。

・カエデ属（Acer） カエデ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および２―３個が複合して散在し、晩材

部へ向かって管径を漸減させながら散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内

壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、１―５細胞幅、１―４０細胞高。木繊維が木口面にお

いて不規則な紋様をなす。

・ブドウ属（Vitis） ブドウ科

環孔材で、孔圏部は１―２列であるが、孔圏内にも小径の道管が存在する。小道管は単独あるいは

２―４個が放射方向に複合して配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁

孔は階段状に配列する。放射組織は同性、６―１０細胞幅、１００細胞高以上になる。

・トネリコ属（Fraxinus） モクセイ科

環孔材で、孔圏部は２―３列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、単独または２―３個が放射方向に

複合して配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織は同性、１―３細胞幅、１―３０細胞高。

・ニワトコ（Sambucus recemosa L. subsp. sieboldiana（Miq）Hara） スイカズラ科ニワトコ属

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独または２―５個が複合して接線・斜方向に配列し、

表�―２―２ 樹種同定結果

試料
番号

遺構名
フローテーション
No．

メッシュ 樹種
試料
番号

遺構名
フローテーション
No．

メッシュ 樹種

１ F―７２ １１―４１１ ２．０� トネリコ属 ２５ F―９９ １１―４４７・６４７ ２．０� キハダ

２ F―７５ １１―４５２ ２．０� カエデ属 ２６ F―３４１ １３―１３１ ２．０� オニグルミ

３ F―８０ １３―２８０ ２．０�
オニグルミ ２７ F―４２０ １３―１８３ ２．０� カエデ属

エノキ属 ２８ F―４５３ １３―２２６ ２．０� キハダ

４ F―９６ １３―４６０ ２．０�
オニグルミ ２９ F―５０２ １３―６２３ ２．０� オニグルミ

ヤマグワ ３０ F―５１８ １３―３５７ ２．０� ヤマグワ

５ F―１０５ １２―２６９ ２．０� トネリコ属 ３１ F―３３３ １３―１７８ ２．０� オニグルミ

６ F―１０６ １１―４９０ ２．０� オニグルミ ３２ F―１５５ １１―５３４ ２．０� ヤマグワ

７ F―１１３ １３―１６４・２１１ ２．０�
ハンノキ属 ３３ F―４５４ １３―２９９ ２．０� ヤマグワ

ニレ属
３４ F―４２７ １３―２１６ ２．０�

キハダ

トネリコ属 ブドウ属

８ F―３４０ １３―１３０ ２．０� オニグルミ ３５ F―６４８ １３―４９４ ２．０� ハンノキ属

９ F―３７９ １３―４４１ ２．０� オニグルミ ３６ F―６９９ １３―５９８ ２．０� トネリコ属

１０ F―４０４ １３―１９７ ２．０� ヌルデ
３７ F―５１９ １３―３５８ ２．０�

トネリコ属

１１ F―４４２ １３―２６２ ２．０�
ニレ属 ブドウ属

種実遺体（オニグルミの核） ３８ F―６４４ １３―４８８ ２．０� 樹皮

１２ F―４９０ １３―３２１ ２．０�
オニグルミ

３９ F―６３４ １３―４７７ ２．０�
ハンノキ属

ブドウ属 ヤマグワ

トネリコ属 ４０ F―１０１１ １５―９４ ２．０� ニレ属

１３ F―５００ １３―３２６ ２．０� トネリコ属 ４１ F―９９４ １５―１６ ２．０� オニグルミ

１４ F―５２６ １３―３７２ ２．０� キハダ
４２ F―１０５２ １５―７８ ２．０�

ニレ属

１５ F―５４０ １３―５２０ ２．０� トネリコ属 ブドウ属

１６ F―５６５ １３―４１９ ２．０� オニグルミ ４３ F―１０３５ １５―６３ ２．０� ヤマグワ

１７ F―６００ １３―４４５ ２．０� コナラ属コナラ亜属コナラ節 ４４ F―１０９８ １５―１４０ ２．０� ヤマグワ

１８ F―６９６ １３―５９０ ２．０� オニグルミ ４５ F―１１１５ １５―１５７ ２．０� 樹皮

１９ F―７３９ １４―２８ ２．０� オニグルミ ４６ F―１１２０ １５―１６８ ２．０� キハダ

２０ F―７４８ １４―２２ ２．０� ヤマグワ
４７ F―１０７８ １５―９８

２．０� 種実遺体（オニグルミの核）

２１ F―４７ １３―２０３ ２．０� オニグルミ 残査 トネリコ属

２２ F―７８ １３―２０７ ２．０� オニグルミ ４８ F―９７５ １５―３ ２．０� ブドウ属

２３ F―９１ １１―４８１ ２．０� コナラ属コナラ亜属コナラ節 ４９ F―１１８３ １６―３０ ２．０� ニワトコ

２４ F―９２ １１―４８９ ２．０� トネリコ属 ５０ F―１１０８ １５―１７２ ２．０� ヤマグワ

２ 炭化材・種実・骨同定結果
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年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、

１―４細胞幅、１―３０細胞高、外周に鞘状の組織が認められる。

（２）種実同定

結果を表�―２―３・４に示す。炭化したオニグルミと炭化材などが主に確認され、その他マタタビ

属、キハダ、ブドウ属、ブドウ科、ニワトコ属の種実が同定された。オニグルミ以外では、ブドウ属

については炭化の痕跡が認められるものの、全体的に黒くて脆い種実が多いので、炭化、非炭化の区

別が付きにくいものが多い。

以下に、本分析にて同定された種実の形態的特徴などを、木本、草本の順に記す。

・オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana（Maxim.）Kitamura）クルミ科クルミ属

核の破片が検出された。炭化しており黒色を呈す。完形ならば径３�程度の１本の明瞭な縦の縫合

線がある広卵体で、頂部がやや尖る。破片の大きさは１�以下。核は硬く緻密で断面は平滑。表面に

は縦方向に溝状の浅い彫紋が走り、ごつごつしている。核内部には子葉が入る２つの大きな窪みと隔

壁がある。

・マタタビ属（Actinidia） マタタビ科

種子が検出された。黒褐色、処理番号１１―２２０は炭化しており黒色を呈す。楕円形で両凸レンズ形。長

さ２．１�、幅１．３�程度。基部はやや突出し、切形。種皮は硬く、表面には円形、楕円形などの凹点が

密布し網目模様をなす。

・キハダ（Phellodendron ammrense Ruprecht） ミカン科キハダ属

核（内果皮）が検出された。黒褐色、半広卵形でやや偏平。長さ５�、幅２．５�、厚さ１．５�程度。種

皮は厚く硬い。表面には浅く細かい網目模様が縦列する。

・ブドウ属（Vitis） ブドウ科

種子が検出された。炭化しており黒色を呈す。広倒卵体、側面観は半広倒卵形。基部の臍の方に向

かって細くなり、嘴状に尖る。径４―５�程度。背面にさじ状の凹みがある。腹面には中央に縦筋が

走り、その両脇には楕円形の深く窪んだ孔が存在する。種皮は薄く硬く、断面は柵状。なお、同定根

拠となる背面上部が欠損した破損個体を、ブドウ科（Vitaceae）とした。

・ニワトコ属（Sambucus） スイカズラ科

核（内果皮）が検出された。淡～黄褐色、広倒卵体でやや偏平。長さ２．２�、幅１．３�程度。基部はや

や尖る。背面は円みがある。腹面正中線上は鈍稜をなし、基部には小さな孔がある。内果皮はやや硬

く、表面には横皺状模様が発達する。

・タデ属（Polygonum） タデ科

果実が検出された。円形で偏平な二面体。黒褐色、径１．５―２�程度。サナエタデ（Polygonum lapathi-

folium L.）に似る。

（３）骨同定

種類別出土傾向

検出された分類群の一覧を表�―２―５に、同定結果を表�―２―６～９に示す。以下、種類別に出土

状況を示す。

〈魚類〉

・イワシ類

F―１４１３、F―１４３２で尾椎が検出される。

� 自然科学的分析
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表�―２―３ 種実分析結果（１）

試料

番号
遺構名

浮遊

２．０� ０．４２５�
オニグルミ その他の種実 炭化材等 種実 炭化材等

１ F―７２ ― ― ０．１ｇ ― １．１ｇ

２ F―７５ ―

ブドウ属（３）

― マタタビ属（１） １．３ｇブドウ科（１２）

不明炭化物（＋）

３ F―８０ ０．２ｇ マタタビ属（１） ５．９ｇ マタタビ属（１５＋） ４．７ｇ

４ F―９６ ― マタタビ属（１） ８．３ｇ マタタビ属（２２＋） ３．８ｇ

５ F―１０５ ― １６．６ｇ

キハダ（４）

１９．２ｇ
ブドウ属（６） ニワトコ属（１）

キハダ（１） マタタビ（１）

不明種実（１）

６ F―１０６ ― ― ５．８ｇ 不明種実（２） ４．９ｇ

７ F―１１３ ―
ブドウ属（３）

２１．４ｇ
マタタビ属（１）

２６．４ｇ
不明種実（２） 不明種実（３）

８ F―３４０ ０．１ｇ ― ３２．８ｇ キハダ（１） １４．０ｇ

９ F―３７９ ― ― １６．９ｇ 不明種実（６） ９．７ｇ

１０ F―４０４ ― ブドウ属（１） ５５．９ｇ ― ２９．１ｇ

１１ F―４４２ ０．１ｇ
ブドウ属（１）

２．８ｇ
マタタビ属（２）

３．３ｇ
キハダ（１） 不明種実（１）

１２ F―４９０ ２．０ｇ ― ５１．４ｇ ― ４１．９ｇ

１３ F―５００ ―
ブドウ属（２５＋）

１３．７ｇ ― １７．３ｇ
キハダ（２）

１４ F―５２６ ― ― ２．４ｇ ― １．５ｇ

１５ F―５４０ ― ― ５．４ｇ ― ６．０ｇ

１６ F―５６５ ― ― １．５ｇ ― １．４ｇ

１７ F―６００ ― ― ３．７ｇ ― ６．３ｇ

１８ F―６９６ ０．１ｇ ブドウ属（７） ７．０ｇ ― ３．３ｇ

１９ F―７３９ ― ― １５．７ｇ ― ４．０ｇ

２０ F―７４８ ０．１ｇ ― ７．５ｇ ― １．７ｇ

オニグルミ、炭化材等は重さ（ｇ）で表示。その他の種実に関しては個数で表示

表�―２―４ 種実分析結果（２）

試料

番号
遺構名

沈殿

２．０� ０．４２５�
オニグルミ その他の種実 炭化材等 残渣 種実 炭化物等 残渣

１ F―７２ ０．２ｇ ― ０．２ｇ ― ― １．６ｇ ―

２ F―７５ １１．５ｇ ― ０．７ｇ ― ― １０．６ｇ ―

３ F―８０ ２４．１ｇ ― ３．１ｇ ４７３．０ｇ ― ８．０ｇ ２２８．０ｇ

４ F―９６ １２．８ｇ ― １１．１ｇ １４．３ｇ ― ７．７ｇ ７．５ｇ

５ F―１０５ ７４．８ｇ
ブドウ属（７＋）

６．５ｇ ６４９．６ｇ ブドウ科（１） ４２．９ｇ ２８１．９ｇ
キハダ（１＋）

６ F―１０６ ２５．１ｇ ブドウ属（１＋） ２．１ｇ ２６７．０ｇ ― １４．６ｇ １３６．０ｇ

７ F―１１３ ２５．７ｇ

ブドウ属（５）

４．３ｇ １３１．８ｇ
ブドウ科（３）

タデ属（１）
２０．９ｇ ２５４．４ｇ不明種実（１）

不明種実（３）

８ F―３４０ ３９７．２ｇ ― ３１．８ｇ ３０２．８ｇ ― １２６．９ｇ ２７５．０ｇ

９ F―３７９ ６．５ｇ ― １１．５ｇ １４９．２ｇ ― １５．５ｇ １２３．７ｇ

１０ F―４０４ ２４．２ｇ 不明種実（１） １５．０ｇ ７５．９ｇ
ブドウ科（１）

１６．５ｇ １１３．２ｇ
不明種実（１）

１１ F―４４２ ５７．１ｇ ― ０．６ｇ ７０．４ｇ ― ２４．４ｇ ７４．８ｇ

１２ F―４９０ ５１１．１ｇ ― ４．９ｇ ２０２．９ｇ ― １８５．４ｇ １４９．１ｇ

１３ F―５００ ６．５ｇ ブドウ属（１６＋） １．０ｇ １０３．６ｇ ブドウ科（２３＋） １１．２ｇ １１７．５ｇ

１４ F―５２６ １．５ｇ ― ０．４ｇ ７４．２ｇ ― ３．３ｇ ６３．３ｇ

１５ F―５４０ ６．０ｇ ブドウ属（２） ２．１ｇ ２６９．０ｇ ― ９．４ｇ １４４．０ｇ

１６ F―５６５ ０．１ｇ ― ０．５ｇ ０．１ｇ ― １．２ｇ ―

１７ F―６００ ５．５ｇ ― ５．０ｇ １４３．７ｇ ― １７．０ｇ ２７２．９ｇ

１８ F―６９６ ９．０ｇ ブドウ属（４＋） ０．４ｇ ２．３ｇ ― ４．５ｇ ―

１９ F―７３９ ６．６ｇ ― ０．２ｇ ３．８ｇ ― １０．７ｇ ―

２０ F―７４８ ５．７ｇ ― ０．２ｇ ０．７ｇ ― ２．８ｇ ―
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・ウグイ類

焼土中に多くの遺骸を認めた。骨格の保存が良好で、椎

体部の完存する椎骨が検出でき、またサイズも大小のもの

を得ている。内蔵骨についても、歯骨、主鰓蓋骨、方骨、

角骨、咽頭骨が認められる。

歯骨は、近心端部のみを残す破片である。検出が少なく、

F―５４０と F―５６５、F―９９で認められる程度である。歯骨は近

心端を残す場合には、検出が困難となるためではないかと

思われる。

主鰓蓋骨は、F―５４０で検出されるのみで、左側近位関節

部を残す小片である。

咽頭骨は、完存する標本がなく、近位もしくは遠位骨端

が破損している試料のみである。復元するとほぼ同程度の

サイズと思われる。

方骨は、左右の破片が僅かに検出される。角骨は、近位

関節を残す破片のみであるが、この部分の骨格の保存は良

好である。

・イトウ

椎骨が僅かに検出される。

・サケ・マス類

大半の焼土遺構で多数の椎骨片や歯が認められる。完存する標本がないものの、少数良好な標本で

椎体の二分の一程度残されるものが出土する。また、頭骨や鰓蓋骨等の破片も少数ながら見られる。

・イトヨ

背鰭棘が F―７８で検出される。この鰭棘片は、ごく一部のブロック中にあったことから、個体数が

僅かであったと想像される。もちろん、これは焼骨による出土であることから、当時に漁獲一般の状

況ではない。

・ホウボウ類

F―６００で右眼下骨近心端片１点と骨体部の破片が検出される。

・魚種不明

方骨、椎骨、肋骨、鰭棘片および部位不明破片が認められる。

〈鳥類〉

・スズメ目

科目不明である。右尺骨遠位骨端を残す。焼骨のために元サイズが不明であるが、現状でみるとス

ズメ類より大きく、アカハラ程度の大きさである。

・鳥類

鳥骨と推定される骨格は断片では比較的多くみることができたが、部位の確認が可能な標本が認め

られない。すべて小破片であって、推定することもできない状態である。また上述したような小型の

鳥の骨格も、その検出率が低いことから多くあったとは思えない。

表�―２―５ 出土骨検出分類群一覧

脊椎動物門 Phylum Vertebrata

硬骨魚綱 Class Osteichthyse

条鰭亜綱 Subclass Actinopterygii

ニシン目 Order Clupeiformes

ニシン科 Family Clupeidae

イワシ類 Gen．et．sp．indet．

コイ目 Order Cypriniformes

コイ科 Family Cyprinidae

ウグイ亜科 Subfamily Leuciscinae

ウグイ類 Gen．et．sp．indet．

サケ目 Order Salmoniformes

サケ科 Family Salmonidae

イトウ Hucho perryi
サケ・マス類 Oncorhynchus sp．

トゲウオ目 Order Gasterosteiformes

トゲウオ亜目 Suborder Gasterosteoidei

トゲウオ科 Family Gasterosteidae

イトヨ Gasterosteus aculeatus
カサゴ目 Order Scorpaeniformes

カサゴ亜目 Suborder Scorpaenoidei

ホウボウ科 Family Triglidae

ホウボウ類 Gen．et．sp．indet．

鳥綱 Class Aves

スズメ目 Order Passeriformes

スズメ類 Fam．et．Gen．indet．

哺乳綱 Class Mammalia

ネコ目（食肉目） Order Carnivora

ネコ亜目 Suborder Fissipedia

クマ科 Family Ursidae

ヒグマ Ursus arctos
イヌ科 Family Canidae

キツネ Vulpes vulpes
ウシ目（偶蹄目） Order Artiodactyla

シカ科 Family Cervidae

ニホンジカ Cervus nippon
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表�―２―６ 出土動物分類群の部位別数量表（１）

試料No． 遺構名

イ
ワ
シ
類

ウ
グ
イ
類

イ
ト
ウ

サ
ケ
・
マ
ス
類

尾
椎

歯
骨

主
鰓
蓋
骨

方
骨

角
骨

咽
頭
骨

咽
頭
歯

肋
骨

第
一
腹
椎

腹
椎

尾
椎

椎
骨

鰭
棘

不
明

尾
椎

椎
骨

頭
骨

左 右 左 左 右 左 右 左 右

１ F―７２

２ F―７５

３ F―８０ １ １ １ ６３ ２

４ F―９６ ２ １２

５ F―１０５ １ １ １ ６２ ３ １

６ F―１０６ ２ ２ ２ ８０ ３１

７ F―１１３

８ F―３４０ １

９ F―３７９ ２

１０ F―４０４ ６ １

１１ F―４４２ ３ １

１２ F―４９０ １１

１３ F―５００ １ １ ２ １ ９ ５５

１４ F―５２６ １ １３

１５ F―５４０ １ １ １ １ ２ １ ３ １ ９ １ ４２ １０

１６ F―５６５ ２ １ １ ３ ２ １ ９ １０５

１７ F―６００ ３

１８ F―６９６

１９ F―７３９

２１ F―４７

２２ F―７８

２３ F―９１ １ ７

２４ F―９２

２５ F―９９ １ ２ １ ２９

２６ F―３４１

２７ F―４２０

２８ F―４５３ １

２９ F―５０２ １ ２ １１ ３

３０ F―５１８ １８

３１ F―３３３ １

３３ F―４５４

３５ F―６４８ ８ １

３７ F―５１９ １ １４

４０
F―１０１１

F―９９３+F―１０１１

４３ F―１０３５

４５ F―１１１５

５１ 土器集中３

５２ F―２５ １

５３ F―６５ ２ ７ ６

５４ F―１１８０ １

５５ F―１２６７ ８

５６ F―１２７０

５７ F―１３００ ４

５８ F―１３０７

５９ F―１３４３

６０ F―１３７０ ２１

６１ F―１３７３

６２ F―１３９１

６３ F―１３９２ ４

６４ F―１４１２

６５ F―１４１３ ７ ５ ２

６６ F―１４３５ １ ３ ３

６７ F―１５０７ ２ ５

６８ F―１５３８ １ ３ ５

６９ F―１５５０ ７

７０ F―１５８０ １ １

７１ F―１４３０

７２ F―１４３２ １ ３

７３ F―１４７４

７４ F―１４７６ ２

７５ F―１１５３ １

７６ F―１５０４

７７ F―１５１６ １ １ １ １ １ ６ ２

７８ F―１５２６

７９ F―１５２５ １

８０ F―１５５２

８１ F―１５３２

８２ F―１６０６
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140



表�―２―７ 出土動物分類群の部位別数量表（２）

試料No． 遺構名

サ
ケ
・
マ
ス
類

イ
ト
ヨ

ホ
ウ
ボ
ウ
類

魚
類

ス
ズ
メ
目

中
型
鳥
類

鳥
類

鳥
類

ヒ
グ
マ

歯 椎
骨

鰓
蓋
骨
等

背
鰭
棘

眼
下
骨

方
骨

椎
骨

肋
骨

鰭
棘

不
明

尺
骨

不
明

不
明

肋
骨

四
肢
骨

不
明

下
顎
骨

中
手
／
中
足
骨

右 右 左

１ F―７２ ６ ２

２ F―７５ ２０ ２ １

３ F―８０ １．２ｇ ２２ １９．７ｇ

４ F―９６ ２５ ６ １ ＞０．０ｇ ０．１ｇ ＞０．０ｇ

５ F―１０５ ５９ ６ ２２．４ｇ

６ F―１０６ ９２ ２８ ５０．１ｇ

７ F―１１３ ９

８ F―３４０ １４

９ F―３７９ １０６

１０ F―４０４ ２７ ４ ２ ２

１１ F―４４２ ３

１２ F―４９０ ２２ １２ ０．４ｇ １０．１ｇ

１３ F―５００ ４３

１４ F―５２６ ４７

１５ F―５４０ ０．５ｇ １０

１６ F―５６５ ４ ＞０．０ｇ

１７ F―６００ ２７ １ ９ ３８

１８ F―６９６

１９ F―７３９ ０．１ｇ

２１ F―４７ ＞０．０ｇ

２２ F―７８ ２ ４４ ＞０．０ｇ ３

２３ F―９１ ４ ２．４ｇ

２４ F―９２ ４ ２ ＞０．０ｇ ６

２５ F―９９ ３１ ９

２６ F―３４１ １

２７ F―４２０ ２１

２８ F―４５３ ２ ２

２９ F―５０２

３０ F―５１８ ３２ １２

３１ F―３３３ １４ １ １０ ０．５ｇ

３３ F―４５４ １

３５ F―６４８ ３３ ２

３７ F―５１９ ３

４０ F―１０１１ １６

F―９９３+F―１０１１

４３ F―１０３５

４５ F―１１１５

５１ 土器集中３

５２ F―２５ １０．８ｇ ０．１ｇ １

５３ F―６５ ５００．３ｇ ７ １１．３ｇ

５４ F―１１８０ ０．４ｇ ３ ０．３ｇ

５５ F―１２６７ ４１．１ｇ ０．６ｇ

５６ F―１２７０ １０．１ｇ ０．２ｇ

５７ F―１３００ ０．２ｇ ０．２ｇ

５８ F―１３０７

５９ F―１３４３ ０．１ｇ ２６

６０ F―１３７０ ２０．４ｇ １ ４２ ３ １ ２１

６１ F―１３７３ ０．０ｇ

６２ F―１３９１ １０．３ｇ ２ ２９ １

６３ F―１３９２ ４０．１ｇ ７４

６４ F―１４１２ ０．２ｇ ５ １

６５ F―１４１３ ４６１．０ｇ ８６

６６ F―１４３５ ４０．７ｇ ６１．５ｇ ２ ７

６７ F―１５０７ １３０．５ｇ ３０．４ｇ

６８ F―１５３８ ６０．３ｇ １８ ２０＋

６９ F―１５５０ ０．２ｇ ２２

７０ F―１５８０ ４０．２ｇ １６

７１ F―１４３０ １５

７２ F―１４３２ ６０．２ｇ ０．２ｇ

７３ F―１４７４

７４ F―１４７６ ４１０．５ｇ １ １．２ｇ

７５ F―１１５３ ０．１ｇ １８

７６ F―１５０４ ０．１ｇ ０．２ｇ

７７ F―１５１６ ５０．１ｇ ０．２ｇ

７８ F―１５２６ ０．２ｇ １ ０．３ｇ

７９ F―１５２５ ５ ０．３ｇ

８０ F―１５５２ ４０．２ｇ

８１ F―１５３２ ０．１ｇ ２０

８２ F―１６０６ ０．１ｇ ５７

� 自然科学的分析

141



表�―２―８ 出土動物分類群の部位別数量表（３）

試料No． 遺構名

ヒ
グ
マ

キ
ツ
ネ

ニ
ホ
ン
ジ
カ

海
獣
類

小
型
陸
獣
類

基
節
骨

中
節
骨

上
顎
骨

下
顎
骨

臼
歯

後
頭
顆

種
子
骨

基
節
骨

中
節
骨

鹿
角

切
歯
骨

橈
骨

大
腿
骨

脛
骨

中
手
／
中
足
骨

種
子
骨

基
節
骨

不
明

歯
牙

肋
骨

右 左 右 左 右 右 右 左 右

１ F―７２

２ F―７５

３ F―８０ １

４ F―９６

５ F―１０５

６ F―１０６

７ F―１１３ １ １

８ F―３４０

９ F―３７９

１０ F―４０４ １ １ １ ２ １ ２ １ ２

１１ F―４４２

１２ F―４９０ ７ ３ １３

１３ F―５００

１４ F―５２６

１５ F―５４０

１６ F―５６５

１７ F―６００ ２ １ １ １

１８ F―６９６

１９ F―７３９

２１ F―４７

２２ F―７８

２３ F―９１

２４ F―９２

２５ F―９９

２６ F―３４

２７ F―４２０ １

２８ F―４５３

２９ F―５０２

３０ F―５１８

３１ F―３３３ １

３３ F―４５４

３５ F―６４８

３７ F―５１９

４０
F―１０１１

F―９９３+F―１０１１

４３ F―１０３５

４５ F―１１１５

５１ 土器集中３ １ １ １ ３ ２

５２ F―２５

５３ F―６５

５４ F―１１８０

５５ F―１２６７

５６ F―１２７０

５７ F―１３００

５８ F―１３０７

５９ F―１３４３

６０ F―１３７０

６１ F―１３７３

６２ F―１３９１

６３ F―１３９２

６４ F―１４１２

６５ F―１４１３

６６ F―１４３５

６７ F―１５０７

６８ F―１５３８

６９ F―１５５０

７０ F―１５８０

７１ F―１４３０ １

７２ F―１４３２

７３ F―１４７４

７４ F―１４７６

７５ F―１１５３

７６ F―１５０４

７７ F―１５１６

７８ F―１５２６

７９ F―１５２５

８０ F―１５５２

８１ F―１５３２ １

８２ F―１６０６
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表�―２―９ 出土動物分類群の部位別数量表（４）

試料No． 遺構名

中
型
陸
獣
類

大
型
陸
獣
類

陸
獣
類

そ
の
他

歯
牙

肋
骨

尾
椎

四
肢
骨

中
手
／
中
足
骨

種
子
骨

基
節
骨

中
節
骨

不
明

肋
骨

不
明

歯
牙

肋
骨

指
骨

不
明

不
明

１ F―７２ １７．０ｇ ３．４ｇ

２ F―７５ ２２．９ｇ ８．０ｇ

３ F―８０ ４３３．１ｇ

４ F―９６ １１．５ｇ

５ F―１０５ ４２ ５０．３ｇ

６ F―１０６ ２３．８ｇ

７ F―１１３ １２ １ １ １ ５ １ １９．６ｇ ２．７ｇ ３０．１ｇ

８ F―３４０ ２９ １５．２ｇ

９ F―３７９ ３ ９．７ｇ

１０ F―４０４ １ １ ４ １ ３８ １８２ １ ５６２１．５ｇ ９４．４ｇ

１１ F―４４２ ４．２ｇ １０．８ｇ

１２ F―４９０ １９．１ｇ

１３ F―５００ ２０．２ｇ

１４ F―５２６ ２４ １１．３ｇ

１５ F―５４０ ２０．０ｇ

１６ F―５６５ １４．３ｇ

１７ F―６００ ７ ２８ １ １ ２．０ｇ ２１．２ｇ

１８ F―６９６ ８．４ｇ

１９ F―７３９

２１ F―４７ １６．６ｇ ２．１ｇ

２２ F―７８ ２１ ４４．０ｇ

２３ F―９１ ７ ２．３ｇ

２４ F―９２ １８ ６８３．５ｇ

２５ F―９９ ７．４ｇ

２６ F―３４１ ２１２．１ｇ ３．４ｇ

２７ F―４２０ ４７０．４ｇ ６．５ｇ

２８ F―４５３ ５．１ｇ

２９ F―５０２ ５．４ｇ

３０ F―５１８ ３２ ７．９ｇ

３１ F―３３３ １ ３７ １２ ６．８ｇ

３３ F―４５４ １．１ｇ

３５ F―６４８ ４．７ｇ

３７ F―５１９ １．４ｇ

４０
F―１０１１

F―９９３+F―１０１１ １

４３ F―１０３５ １

４５ F―１１１５ ＞０．０ｇ

５１ 土器集中３ １ ２１５ｇ

５２ F―２５ ２ ２５ ７．１ｇ

５３ F―６５ ９．６ｇ

５４ F―１１８０ １．０ｇ

５５ F―１２６７ ４．３ｇ

５６ F―１２７０ ０．３ｇ

５７ F―１３００ ０．９ｇ

５８ F―１３０７ ３ ０．１ｇ

５９ F―１３４３ １２ １．６ｇ

６０ F―１３７０ １０ ３．０ｇ

６１ F―１３７３ ３ １．４ｇ

６２ F―１３９１ ０．８ｇ

６３ F―１３９２ ０．７ｇ

６４ F―１４１２ ８０ ９．４ｇ

６５ F―１４１３ ４ １４．２ｇ

６６ F―１４３５ １０ １３．３ｇ

６７ F―１５０７ ２．０ｇ

６８ F―１５３８ ５ ３．３ｇ

６９ F―１５５０ １．５ｇ

７０ F―１５８０ １．３ｇ

７１ F―１４３０ １２ ２．１ｇ

７２ F―１４３２ １．３ｇ

７３ F―１４７４ ７ １．４ｇ

７４ F―１４７６ ８．１ｇ

７５ F―１１５３ １．０ｇ

７６ F―１５０４ ２．８ｇ

７７ F―１５１６ １．７ｇ

７８ F―１５２６ １．４ｇ

７９ F―１５２５ ２．５ｇ

８０ F―１５５２ ５ ２．８ｇ

８１ F―１５３２ ２５ １４．１ｇ

８２ F―１６０６ １．０ｇ
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〈獣類〉

・海獣類

種類不明であるが、海獣類と思われる歯牙が F―８０より１点確認される。

・ヒグマ

下顎骨、中手／中足骨、基節骨、中節骨が確認される。いずれも F―４０４で検出される。他の焼土遺

構から出土しない。下顎骨は、左側小臼歯の歯槽部を残す破片である。骨体部では原形の残される率

の高い部分と考えられる。基節骨および中節骨はそれぞれ１点づつ認め荒れる。基節骨は大型のため

に破損し、中節骨はほぼ完存する状態にある。基節骨が遠位骨端の破片であったので、中節骨との関

係が明らかでないが、同一の個体であるかも知れない。なお、同試料では、他の部位を確認できなか

ったが、ヒグマと推測される厚みのある骨片も認められる。

・キツネ

上顎骨、下顎骨、臼歯、後頭顆、種子骨、基節骨、中節骨などが、いくつかの焼骨ブロックに含ま

れていたことがわかる。四肢骨では主要骨の骨端を確認できない。指節骨のみであったのは、解体後

にこの部分が焼かれたものと思われる。

・ニホンジカ

鹿角、切歯骨、橈骨、大腿骨、脛骨、中手骨／中足骨、種子骨、基節骨などが検出される。

（４）種類別利用状況

食糧資源 植物資源についてみると、本遺跡からはオニグルミが多量に検出される。オニグルミは

生食可能で、保存が利き、収量も比較的多いことから、古くから植物質食糧として利用されてきた有

用植物である。これらの堅果類は、周辺の森林から持ち込まれ、植物質食糧として利用されていたこ

とが推定される。強く炭化していることから、食用部位（子葉）を取り去った残渣を、燃料材として用

いた可能性がある。オニグルミの量は、全ての遺構から検出されるものの、その量は遺構によって大

きく異なり、F―３４０と F―４９０で非常に多い。

マタタビ属、ブドウ属などは、伐採地や崩壊地などに先駆的に侵入する籐本類で、果実が多汁で食

用可能である。これらの有用植物も本遺跡近辺から持ち込まれ、利用されていた可能性がある。その

他に、高木になるキハダや低木類のニワトコ属は、伐採地や崩壊地などに先駆的に侵入する樹木で、

現在の本遺跡周辺の森林にも普通にみられる。

以上の結果より、これらの植物資源を食糧として利用していたことが示唆される。このような傾向

は当社が以前本遺跡で行った種実同定結果と酷似しており、調和的な結果であるといえる。

なお、今回浮遊した炭化物はほとんどが木材であり、有用種実であるオニグルミは、ほとんどが残

渣中に残っている。これは、オニグルミの核は木質・緻密で、比重が重いことに起因する。実験用に

同様な状態の試料を作成し、いろいろな比重の液体に投入して、その状態を観察した結果、炭化米の

場合は乾燥状態で１．１程度、湿った状態では１．５程度の液体に投入するとほとんどの試料が浮遊した。

一方、炭化したオニグルミ片は乾燥した状態においても、１．７強の比重に液体を調整しないと、浮遊

しなかった。このことは、オニグルミの破片は乾燥した状態であっても、水（比重１）にいれて攪拌し

た程度では浮きにくいことを意味する。したがって、堅果類の炭化種実を含む土壌でフローテーショ

ンを行う場合には、浮遊物のみを対象にしていては正確な組成を得ることはできない。そのため、洗

い出し済み残渣の精査も必要であり、これを省くとフローテーション法の効果が薄くなる。このよう

な試料の場合には、篩による水洗のみ行って、顕微鏡で残渣を観察し選別を行うか、比重の重い液体

を用いた比重分離法による種実の回収するなどの工夫が必要と考える。

２ 炭化材・種実・骨同定結果
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動物資源についてみると、魚類では、ウグイ類、イトウ、サケ・マス類、イトヨ、ホウボウ類が見

られた。この中で、サケ・マス類は、多くが破砕された状態で原形を伺える骨が出土しないが、大半

の遺構から出土しており、漁獲の主体となっていたと想像される。また、ウグイもサケ・マス類に混

在して多く検出されているが、量的にはサケ・マス類におよばないと思われる。椎骨長２．５�前後の小

さい椎骨もあったが、多くは３．５～４．５�のサイズである。被熱のために７０％前後の縮小率を考えると、

体長３０�前後の個体であったと推定される。ウグイには咽頭骨片、歯骨、角骨、主鰓蓋骨などの確認

されているので、解体された頭部と、胴部骨格が集められていたようである。イトウは、椎体を少数

検出したのみであり、いずれも小さい椎体である。イトヨは、背鰭棘が見られたが、全体に含まれる

ことがない。体長５～６�前後と推定される。ホウボウ類は、F―６００に認められたのみである。イワ

シ類は、縄文晩期後半の F―１４１３・F―１４３２で僅かに確認される程度である。これら魚類骨は、対雁２遺

跡における魚類の利用の状況をよく示しているものと思われる。川を遡るサケ類はもっともよく利用

された魚種であったが、ウグイもまた手近に利用出来る種類であった。こうした魚に加えて、イワシ

類やホウボウ類などの海産魚も運ばれて利用されていた可能性もある。

鳥類では、縄文晩期～続縄文の F―６０１でスズメ目の右尺骨片１点確認された程度である。ただし、

鳥骨片と思われる骨が他にも焼土遺構にも散見されることから、他の種類も存在していたと予想され

る。ただし、全体量が少ないことを考慮すると、主要な狩猟対象となっていなかったと思われる。

獣骨では、ヒグマ、キツネ、ニホンジカがみられる。ヒグマの骨格の検出は、F―４０４のみである。

確認されたのは下顎骨、中手／中足骨、基節骨、中節骨であった。末節骨は検出できなかった。末節

部は、装飾品等として使われることもあるので、あらかじめ外されていることも考えられる。おそら

く、全身を頭部と胴、肢部に分割した解体が基本的に行われていたと思われる。キツネは、頭骨片、

四肢骨片があり、少数であるがブロック中に埋存していた。キツネ骨格が含まれるのは、４基の焼土

に限られた。キツネは中型獣の中でも遺骸の検出が多い種類である。キツネの場合、頭骨をはじめと

して全身が利用されたと思われる。ニホンジカは、F―４０４で鹿角・種子骨・基節骨、F―４９０で中手／中

足骨・種子骨、F―４２０で基節骨、F―１５３２で基節骨など、細片のみで検出部位も限られたが、土器集中

３では切歯骨・橈骨・大腿骨・脛骨などの大型骨の破片が出土している。

燃料材 炭化材には合計１２種類の広葉樹材が認められた。これらは、主に縄文晩期の焼土から出土

し、炭化していることから、なんらかの人間活動によって火を受けたことが推定されるが、いまのと

ころ遺構の性格や炭化材の出土状況は不明である。多くの樹種が認められること、重硬な種類から軽

軟な種類まで木材の材質に幅があること、試料によっては複数の種類が混在している、つる植物も含

まれること等から、特定の木材が選択されたような傾向はみられず、周囲で入手可能な木材が利用さ

れたと考えられる。

ところで、ハンノキ属とトネリコ属には湿地林を構成する種類が含まれる。オニグルミ、エノキ属、

ニレ属、ヤマグワ、キハダ、ヌルデ、カエデ属、ニワトコは、河畔の低地から自然堤防上や台地斜面

に生育する種類が含まれる。ブドウ属は、林縁部にみられるつる性木本である。これらの種類は、種

実同定結果で確認された種類とも調和的であり、縄文晩期頃は本周辺の低地から台地斜面にかけてこ

れらが生育していたと考えられる。また、当時食物残渣となった種実の殻・核等や木材が、燃料材と

して焼土で利用されたことが推定される。
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対雁２遺跡の古環境と動植物利用について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

北海道江別市対雁２遺跡は、石狩平野南部を流れる石狩川左岸に位置する。遺跡の西方には旧豊平

川が流れ、石狩川に合流しており、遺跡の南東方には江別市街地が載っている野幌丘陵の北端部が広

がっている。野幌丘陵北端部は、台地状の地形を呈しており、本土では下末吉海進に相当する時期の

海進によって形成された海成面（江別段丘面）に区分されている（小疇ほか編，２００３）。本遺跡の位置は、

その段丘から下がった沖積低地上にあり、微高地となっているのは石狩川および旧豊平川によって形

成された自然堤防に相当するといえる。

当社では、平成１３年度より現地調査・自然科学分析調査を継続実施しており、年代資料をはじめ、

地形・堆積層の形成環境や古植生、動植物利用について調査成果を蓄積してきた。これまでの成果を

まとめ、縄文時代晩期～続縄文時代の古環境や動植物利用について概観する。

１．地形発達と古環境

平成１３年度に２カ所（１・２地点）、平成１４年度に３カ所（３・４・５地点）、平成１５年度に２箇所（６・

７地点）のについて現地調査および各種の微化石分析・土壌分析調査を実施してきた。そのうち地形発

達や堆積環境の把握のためには、粒度分析と珪藻分析結果が参考となる。そこで、両分析結果のうち、

代表的な事例として３地点と７地点の結果を図�―２―１・２に示す。なお年代資料としては、１地点

の堆積層中より縄文時代晩期とされる焼土遺構が検出され、それに伴う炭化材の放射性炭素年代で

２５００年前という年代値を得ている。

３地点の堆積層は、中～下流性河川指標種群を含む流水性種の珪藻化石が多産することが特徴であ

る。２地点の珪藻化石群集は、様々な生態性をもつ沢湿地指標種群などの環境指標種がみられるが、

際だって多い種類が認められない。このような群集は、「混合群集」と定義され、河川の氾濫などに

よって短期間に堆積した一過性の堆積物中に認められることが多い（堀内ほか，１９９６）。したがって、

これらの珪藻化石は、集水域から砕屑物とともに集積したものであり、本遺跡周辺では縄文時代晩期

以前に、河川の氾濫による砂層～シルト層の堆積が繰り返されていたと考えられる。

一方、植物珪酸体や花粉化石の保存状態は悪い。植物珪酸体は、アルカリ性を示す水域や、乾湿を

繰り返すような場所においては、風化が進み保存が悪くなる傾向がある（江口，１９９４，１９９６など）。一方

花粉化石の保存も悪いが、好気的状況下においては分解することが知られている（中村，１９６７など）。

このことから、当時の堆積環境として定常的に湿った状態ではなく、氾濫の合間には乾燥した状態に

なっていたことが予想され、乾湿を繰り返すような環境下にあったと思われる。なお、１地点付近で

は焼土遺構が検出され、火の使用を伴う人間活動の痕跡が認められている。この時期に珪藻化石の保

存状態が悪くなるが、珪藻化石も植物珪酸体と化学組成がきわめて近いことから、乾湿を繰り返すよ

うな場所では保存が悪くなると推測される。したがって、縄文時代晩期頃にこの付近では洪水時に冠

水する頻度が減少し、当時の地表面における人間活動の痕跡が残されるような、比較的安定した状態

となったことが推定される。

なお、平成１４年度調査区中央付近を境として、東半部では縄文時代晩期の遺構・遺物が検出される

のに対して、西半部では続縄文時代の遺構・遺物が検出されるという発掘調査所見が得られている。

２ 炭化材・種実・骨同定結果
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そのうち続縄文時代の遺物包含層に対比される層位においても、同様の珪藻化石群集が得られたこと

から、調査区西半部では続縄文時代でも河川の氾濫による堆積が継続していたことが窺える。また、

平成１４年度調査区内で検出された焚き火跡出土炭化材の放射性炭素年代測定を行ったが、検出された

位置が西側のものほど年代が新しくなる傾向が得られており、最も東側のものは約２５００年前、最も西

側のものは約１７００年前である。焚き火跡が残されたことが、河川の氾濫の影響が弱くなったことと連

動しているとすれば、縄文時代晩期以降東から西に向かって冠水頻度の少ない安定した環境域が拡大

していったことが推定される。

一方、第３地点に近い第６地点および第７地点でも、第３地点とほぼ同様の珪藻分析結果が得られ

た。なお、これら地点に近接する大深度坑の b層では、放射性炭素年代で約１７００年前とされた土層

において、止水域の存在が推定された。また、６地点と７地点では粒度分析を実施している。断面観

察の結果では、砂層～シルト層とされているが、実際の粒度分析の結果では砂層とされる層位でもシ

ルト以下の粒子がかなりの割合で含まれている。このことから、現地観察時の触感による判定では、

粒度の荒いものが過大に表される傾向があるといえる。また、全体的に分級度が悪く、尖度も扁平で

あることから、いずれの層位も淘汰が悪いといえる。しかし表層付近になるにしたがい淘汰が良くな

り、粘土やシルトなどより細粒なものが増える傾向にあることから、離水後の風化により堆積物が粘

土化して細粒なものへと変化したことが推測される。以上より、最も西側の調査区付近では、約１７００

年前頃はまだ局所的に止水域が残されるような場所もあったと推定され、それ以降もしばらくは局地

的に河川の氾濫堆積が活発であったことが示唆される。

２．古植生変遷

各地点とも花粉化石の産出は悪く、わずかにカバノキ属、ハンノキ属、コナラ属コナラ亜属等が検

出されるのみであった。これは、先にも述べたように縄文時代晩期～続縄文時代を通して、本遺跡は

乾湿を繰り返すような堆積環境にあったため、花粉化石が風化・消失したことが原因と考えられ、比

較的多く検出されたのは大深度坑の b層のみである。木本花粉が主であり、ハンノキ属をはじめ、

コナラ亜属、モミ属、ヤナギ属、クルミ属、クマシデ属―アサダ属、カバノキ属、ニレ属―ケヤキ属、

トネリコ属などが認められる。焼土遺構等から検出された炭化材をみると、オニグルミ、ハンノキ属、

エノキ属、ニレ属、ヤマグワ、キハダ、ヌルデ、カエデ属、トネリコ属、ニワトコが検出される。ま

た、種実遺体はオニグルミのほか、コナラ属コナラ亜属、マタタビ属、キハダ、ブドウ属、ニワトコ

属等がみられる。これらの多くは河畔や低湿地などの適湿地に生育する種類であり、マタタビ属やブ

ドウ属は林縁など開けた林地に多い。これらが本遺跡周辺に生育していたと思われるが、このような

植物相からなる古植生は、本遺跡の立地や珪藻化石等で推測された堆積環境からみても調和的であ

る。一方植物珪酸体分析結果ではクマザサ属やヨシ属などが検出されるが、その数は少ない。クマザ

サ属などは森林の林床に生育することから周辺に森林相が成立しており、多くは先述のように堆積後

の風化等により消失した可能性が高い。

なお、本地域の潜在自然植生をみると、石狩平野ではハシドイ―ヤチダモ群集・ミヤマベニシダ―ヤ

チダモ群集などが、石狩川沿いにはタチヤナギ群集・エゾノキヌヤナギ―オノエヤナギ群集・ケショウ

ヤナギ群落・ツルヨシ群集などが、石狩平野を囲む山地・丘陵にはサワシバ―ミズナラ群集、オシダ―ト

ドマツ群集、トドマツ―ミズナラ群集などが分布するとされている（宮脇編著，１９８８）。これらのこと

から、縄文時代晩期～続縄文時代を中心とした周辺植生は木本類が主体であり、ハンノキ属、ニレ属

―ケヤキ属、ヤナギ属、トネリコ属などからなる河畔林が存在していたと思われる。また、ヨシ属な
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どのイネ科、カヤツリグサ科の一部、ガマ属なども河畔の低湿地などに生育していたと思われる。ま

た、後背の丘陵や山地にはミズナラ（コナラ亜属）、トドマツ（モミ属）などを主体とする森林が形成さ

れ、その林縁にはブドウ属、ツツジ属、クマザサ属などが生育していたと推測される。現在の石狩川

氾濫原下流部では、ミゾソバ、ガマ、セリ、ヨシ、マコモなどの草本類やエゾノカワヤナギ林、タチ

ヤナギ林、ハンノキ林などが分布するとされていることから（菊池，２００１）、当時の河畔林も現存植生

に類似していた可能性もある。

３．植物資源の利用状況

木材と種実の検出種類の一覧を表�―２―１０に、一部の分析結果を表�―２―１１に示す。本遺跡出土の

種実遺体の中では、オニグルミが非常に多い。オニグルミは生食可能で保存が利き、収量も比較的多

いことから、古くから植物質食糧として利用されてきた有用植物である。これらの堅果類は、周辺の

森林から採取され、植物質食糧として利用されていたことが推定される。強度に炭化していることか

ら、食用部位（子葉）を取り去った残渣を燃料材として用いた可能性がある。オニグルミは全ての遺構

から検出されるものの、その量は遺構によって大きく異なり、F―３４０と F―４９０で非常に多い。

フローテーション法によって浮遊した試料中の炭化物はほとんどが木材であり、有用種実であるオ

ニグルミはほとんどが残渣中に残っている。これは、オニグルミの核は木質・緻密で、比重が重いこ

とに起因する。実験用に同様な状態の試料を作成し、いろいろな比重の液体に投入して、その状態を

観察した結果、炭化米の場合は乾燥状態で１．１程度、湿った状態では１．５程度の液体に投入するとほと

んどの試料が浮遊した。一方、炭化したオニグルミ片は乾燥した状態においても、１．７強の比重に液

体を調整しないと浮遊しなかった。このことは、オニグルミの破片は乾燥した状態であっても、水（比

重１）にいれて攪拌した程度では浮きにくいことを意味する。したがって、堅果類の炭化種実を含む

土壌でフローテーションを行う場合には、浮遊物のみを対象にしていては正確な組成を得ることはで

きず、洗い出し済み残渣の精査も必要となるため、フローテーション法の効果が薄くなる。このよう

な試料の場合には篩による水洗のみ行って、顕微鏡で残渣を観察し選別を行うか、比重の重い液体を

用いた比重分離法による種実の回収等の工夫が必要である。

オニグルミ以外の種実は、落葉広葉樹のオニグルミ、コナラ属コナラ亜属、マタタビ属、キハダ、

ブドウ属を含むブドウ科、ニワトコ属と、草本のカヤツリグサ科、タデ属、アカザ科、ナデシコ科、

エノキグサ、キク科などが検出された。マタタビ属やブドウ属は、伐採地や崩壊地などに先駆的に侵

入する籐本類で、果実が多汁で食用可能である。これらも本遺跡付近で採取され、利用されていた可

能性がある。その他に、高木になるキハダや、低木類のニワトコ属は、伐採地や崩壊地などに先駆的

に侵入する樹木で、現在の遺跡周辺の森林にも普通にみられることから、当時も本遺跡付近の山野に

生育していたと思われる。

北海道における縄文時代遺跡から出土した種実遺体では、早期から晩期にわたってオニグルミの報

告事例が多く、その他にミズナラやコナラ、カシワ、クリ、トチノキ、ハシバミ、ヒシ、キハダ、ブ

ドウ属、マタタビ属、ミズキ属などが報告されている。今回検出されたオニグルミを主とする種実遺

体分類群の種類構成は、既存の報告事例と調和的な結果である。

検出された種類のうち、マタタビ属の一部、ニワトコ属、ナデシコ科、キク科などは炭化が認めら

れず、後代に混入した可能性があるため、オニグルミやコナラ亜属、ブドウ属などの炭化種実と同様

に評価できない。遺跡出土種実の取り扱いに関して、低湿地以外から出土した未炭化の種実は、後代

に混入した可能性が高いため、炭化物と同様に扱うのは避けるよう指摘されている（吉崎，１９９２など）

２ 炭化材・種実・骨同定結果

150



表�―２―１１ 種子・木材分析結果（抜粋）

２．０� ０．４２５�
オニグルミ その他の種実 炭化材等 炭化材の樹種 種実 炭化物等

１ F―７２ ０．２ｇ ― ０．３ｇ トネリコ属 ― ２．７ｇ

２ F―７５ １１．５ｇ

ブドウ属（３）

ブドウ科（１２）

不明炭化物（＋）

０．７ｇ カエデ属 マタタビ属（１） １１．９ｇ

３ F―８０ ２４．３ｇ マタタビ属（１） ９．０ｇ
オニグルミ

エノキ属
マタタビ属（１５＋） １２．７ｇ

４ F―９６ １２．８ｇ マタタビ属（１） １９．４ｇ
オニグルミ

ヤマグワ
マタタビ属（２２＋） １１．５ｇ

５ F―１０５ ７４．８ｇ
ブドウ属（１３＋）

キハダ（２＋）
２３．１ｇ トネリコ属

キハダ（４）

ニワトコ属（１）

マタタビ属（１）

ブドウ科（１）

不明種実（１）

６２．１ｇ

６ F―１０６ ２５．１ｇ ブドウ属（１＋） ７．９ｇ オニグルミ 不明種実（２） １９．５ｇ

７ F―１１３ ２５．７ｇ
ブドウ属（８）

不明種実（３）
２５．７ｇ

ハンノキ属

ニレ属

トネリコ属

ブドウ科（３）

タデ属（１）

マタタビ属（１）

不明種実（６）

４７．３ｇ

８ F―３４０ ３９７．３ｇ ― ６４．６ｇ オニグルミ キハダ（１） １４０．９ｇ

９ F―３７９ ６．５ｇ ― ２８．４ｇ オニグルミ 不明種実（６） ２５．２ｇ

１０ F―４０４ ２４．２ｇ
ブドウ属（１）

不明種実（１）
７０．９ｇ ヌルデ

ブドウ科（１）

不明種実（１）
４５．６ｇ

１１ F―４４２ ５７．２ｇ
ブドウ属（１）

キハダ（１）
３．４ｇ ニレ属

マタタビ属（２）

不明種実（１）
２７．７ｇ

１２ F―４９０ ５１３．１ｇ ― ５６．３ｇ

オニグルミ

ブドウ属

トネリコ属

― ２２７．３ｇ

１３ F―５００ ６．５ｇ
ブドウ属（４１＋）

キハダ（２）
１４．７ｇ トネリコ属 ブドウ科（２３＋） ２８．５ｇ

１４ F―５２６ １．５ｇ ― ２．８ｇ キハダ ― ４．８ｇ

１５ F―５４０ ６．０ｇ ブドウ属（２） ７．５ｇ トネリコ属 ― １５．４ｇ

１６ F―５６５ ０．１ｇ ― ２．０ｇ オニグルミ ― ２．６ｇ

１７ F―６００ ５．５ｇ ― ８．７ｇ コナラ亜属コナラ節 ― ２３．３ｇ

１８ F―６９６ ９．１ｇ ブドウ属（１１＋） ７．４ｇ オニグルミ ― ７．８ｇ

１９ F―７３９ ６．６ｇ ― １５．９ｇ オニグルミ ― １４．７ｇ

２０ F―７４８ ５．８ｇ ― ７．７ｇ ヤマグワ ― ４．５ｇ

オニグルミ、炭化材等は重さ（ｇ）で表示。その他の種実に関しては個数で表示

表�―２―１０ 種実・木材の検出種状況

種実 木材

検出地点等 検出地点等

マツ属単維管束亜属 ○ メッシュ�５４
オニグルミ ○ ８４―１５７a，８５―１５６a等多数 ○ F―９９４他

ハンノキ属 ○ F―６３４

コナラ属コナラ亜属 ○ ８５―１５７a等 ○ F―９１他

クリ ○ メッシュ�１５５
ニレ属 ○ F―１０１１他

エノキ属 ○ F―８０

ヤマグワ ○ F―６３４他

マタタビ属 ○ ８５―１５７a等

ヌルデ ○ F―４０４

キハダ ○ ８５―１５６d等 ○ F―１１２０他

ブドウ属 ○ ８５―１５６a等 ○ F―１０５２他

カエデ属 ○ F―４２０

トネリコ属 ○ F―１０７８他

ニワトコ属 ○ ８５―１５７a等

カヤツリグサ科 ○ ８５―１５６c等

タデ属 ○ ８５―１５７b等

アカザ科 ○ ８５―１５７a，８５―１５７b等多数

ナデシコ科 ○ ８５―１５７a等

エノキグサ ○ ８５―１５７a等

キク科 ○ ８５―１５７a等
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ことから、確認された炭化していない種実もその由来について慎重に検討する必要がある。

炭化材にはハンノキ属、トネリコ属、オニグルミ、エノキ属、ニレ属、カエデ属、ニワトコ、ブド

ウ属など、計１２種類の広葉樹材が認められた。これらは遺構から出土し、炭化していることから、人

間活動によって火を受けたことが推定されるが、遺構の性格や炭化材の出土状況は不明である。多く

の樹種が認められること、重硬な種類から軽軟な種類まで木材の材質に幅があること、試料によって

は複数の種類が混在しており、つる植物も含まれること等から、特定の木材が選択されたような傾向

はみられず、周囲で入手可能な木材が利用されたと考えられる。一方、クリは北海道には本来生育し

ておらず、縄文時代前期頃に本州から持ち込まれたと考えられている（山田・柴内，１９９７）。周辺地域で

は、千歳市キウス７遺跡、美々４遺跡等で縄文時代後期の遺構からクリの子葉や果皮が出土している。

また、千歳市イヨマイ６遺跡では、縄文時代中期の住居跡から出土した炭化材にクリの可能性がある

炭化材が認められている（三野，２０００）。これらのことから、本遺跡周辺にも栽培などに起因するクリ

が生育しており、その木材を利用したことが推定される。

４．動物・魚類の利用状況

これまでの分析調査で確認された動物種は、硬骨魚綱６種類（ニシン類、ウグイ類、イトウ、サケ・

マス類、イトヨ、ホウボウ類）、鳥綱１種類（スズメ目）、哺乳綱５種類（ヒグマ、キツネ、アシカ、イ

ノシシ、ニホンジカ）であった。表�―２―１２～１４に地点別の結果を示す。縄文時代晩期の土器集中、

縄文時代晩期～続縄文時代初頭の焼土遺構では、出現傾向が異なることが明らかになった。なお、土

器の観察所見などから、ともに縄文時代晩期の土器集中３は土器集中１よりも一段階古い時期に属す

るとされている。

縄文時代晩期～続縄文時代初頭の焼土遺構では、全体的に微細な破片が多く、種類や部位を同定で

きる試料が少ない。確認された種類をみると、魚類を中心とする。ウグイ類やサケ・マス類が主に検

出され、イワシ類、イトウを僅かに含む。鳥類や獣類は、F―１３７０で鳥類、F―２５・F―１４１２・F―１５３２で獣

類をある程度検出されるが、微細な破片のため種類や部位を同定できず、全体的な傾向として検出個

数が少ないことが特徴である。

縄文時代晩期の土器集中１も獣類を中心とし、魚類は僅か１点確認された程度であった。特に獣類

は、部位を特定できる骨も多く含まれていたことが特徴である。土器集中３も、全体的に微細な破片

が多いため種類や部位を同定できないものが多いが、基本的に獣類を中心としており魚類が検出され

ない点で土器集中１と同様な傾向であると言える。これに対し、縄文時代晩期～続縄文時代初頭の焼

土遺構は、獣類も検出されるが、ウグイ類やサケ・マス類など魚類を中心としており、明らかに土器

集中と異なる出現傾向を示す。

このような出現傾向の差は、遺構の性格を反映しているとみられる。すなわち、土器集中では、他

の場所で焼かれた大型の骨、すなわち獣類の骨が拾い集められて土器とともに廃棄されたと考えられ

る。しかし、焼土遺構は大きな破片がみられず、微細な骨破片や魚骨が中心となっていることから、

拾い集められなかった小さな骨が残存した可能性もある。なお、縄文時代晩期の焼土遺構でイワシ類、

土器集中１でアシカ類、縄文時代晩期～続縄文時代の焼土遺構でホウボウ類など、海に棲息する種類

も持ち込まれており、内陸部に位置する本遺跡でも海辺との係わり合いをみることができ、興味深い

点である。なお、このように動物利用に変遷には、河道流路の移動など地形的な要因も関連している

可能性があるので、今後さらに本流域において資料を蓄積し、地域的な比較検討を行った上で改めて

検討することが望まれる。

２ 炭化材・種実・骨同定結果
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表�―２―１２ 遺構別出土動物分類群の部位別数量表（１）

遺構名

イ
ワ
シ
類

ウ
グ
イ
類

イ
ト
ウ

サ
ケ
・
マ
ス
類

尾
椎

歯
骨

主
鰓
蓋
骨

方
骨

角
骨

咽
頭
骨

咽
頭
歯

肋
骨

第
一
腹
椎

腹
椎

尾
椎

椎
骨

鰭
棘

不
明

尾
椎

椎
骨

頭
骨

歯 椎
骨

左 右 左 左 右 左 右 左 右

焼土遺構 ８ ４ ２ １ ５ ４ ８ ３ １ ６ ２ ２ １ ５ １０ ３３ ３ ５９９ ２０ ２５ ３ ５３ １８３４

+

１１２８．５ｇ

土器集中１

土器集中３

遺構名

サ
ケ
・
マ
ス
類

イ
ト
ヨ

ホ
ウ
ボ
ウ
類

魚
類

ス
ズ
メ
目

小
中
型
鳥
類

中
型
鳥
類

鳥
類

鳥
類

ヒ
グ
マ

鰓
蓋
骨
等

背
鰭
棘

眼
下
骨

方
骨

椎
骨

肋
骨

鰭
棘

不
明

尺
骨

不
明

歯
牙

不
明

肋
骨

四
肢
骨

基
節
骨

不
明

下
顎
骨

下
顎
第
２
前
臼
歯

前
臼
歯

臼
歯

右 右 左 右 左

焼土遺構 ７ ４４ １ ９ １ ７ ６ ４８０７．０ｇ ４２２５.２ｇ １ １０ ２ １ １ ５４０．６ｇ ４ ２

土器集中１ １ １ ２３ １ １ ３ ９ ３ ３ １

土器集中３

遺構名

ヒ
グ
マ

ヒ
グ
マ
？

キ
ツ
ネ

歯
牙

胸
椎

椎
骨

肋
骨

肩
甲
骨

上
腕
骨

第
２
手
根
骨

寛
骨

大
腿
骨

中
心
足
根
骨

足
根
骨

四
肢
骨

中
手
／
中
足
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

不
明

歯
牙

椎
骨

肋
骨

四
肢
骨

上
顎
骨

下
顎
骨

左 左 左 左 右 左 右 左 右 左

焼土遺構 ２ １ １ １ ２

土器集中１ ８ １１ ３ ２ １ ３ １ １ ３４ ２ ３ １ １ ２ １４ ３１ １０ ７ ２ ５ １ １ １ ６

土器集中３

遺構名

キ
ツ
ネ

イ
ノ
シ
シ

下
顎
骨

臼
歯

後
頭
顆

種
子
骨

基
節
骨

中
節
骨

後
頭
骨

上
顎
骨

下
顎
骨

頭
骨

前
臼
歯

乳
臼
歯

臼
歯

歯
牙

歯
牙
？

環
椎

環
椎
？

頸
椎

胸
椎

腰
椎

椎
骨

仙
椎

右 左 右 左 左右 右

焼土遺構 １ ２ １ １ １ １ １

土器集中１ １ １ ５ １１ ６ ２ ３ １６ ３９２．４ｇ ５０ ５ ２３ １ ６ ３ ４ １８ １

土器集中３
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表�―２―１３ 遺構別出土動物分類群の部位別数量表（２）

遺構名

イ
ノ
シ
シ

第
１
肋
骨

肩
甲
骨

尺
骨

橈
側
手
根
骨

中
間
手
根
骨

尺
側
手
根
骨

第
３
手
根
骨

第
４
手
根
骨

寛
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

脛
骨
？

右 左 右 左 右 右 左 右 左 右 左 右 右 右 左 右 右 左 右

焼土遺構

土器集中１ １ １ ３ １ ４ １ １ １ １ ２ １ １ ３ １ １ １ ２ １ ３ ２ ５ １ １２ ６ ３ １

土器集中３

遺構名

イ
ノ
シ
シ

腓
骨

距
骨

距
骨
？

踵
骨

第
２
＋
３
足
根
骨

第
４
足
根
骨

中
心
足
根
骨

第
�
／
�
中
手
／
中
足
骨

第
�
／
�
中
手
／
中
足
骨

中
手
／
中
足
骨

第
�
／
�
基
節
骨

第
�
／
�
中
節
骨

種
子
骨

基
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

不
明

左 右 左 右 右 左 左 右 左 右 左 右

焼土遺構

土器集中１ ２ ３ １ ４ １ ４ ４ ３ １ １ １ ４ ７ ６ １ ３ ２ ２ １ ３ ３ ２ ４ ２ ５ １

土器集中３

遺構名

イ
ノ
シ
シ
？

ニ
ホ
ン
ジ
カ

臼
歯

歯
牙

歯
根

頸
椎

椎
骨

橈
骨

寛
骨

鹿
角

側
頭
骨

後
頭
骨

後
頭
骨

下
顎
骨

下
顎
第
２
前
臼
歯

臼
歯

乳
臼
歯
？

歯
牙

歯
根

切
歯
骨

頭
骨

環
椎

第
７
頸
椎

頸
椎

右 左 右 左 右 右

焼土遺構 １

土器集中１ ５ １３ ２ １ １ １ ３ ３ ６ ４ １ ２ １ １ ２ １ １３１２．４ｇ ３０ ５０ １６ ４ ６ １ １１

土器集中３ １

遺構名

ニ
ホ
ン
ジ
カ

胸
椎

腰
椎

椎
骨

肋
骨

肩
甲
骨

上
腕
骨

橈
骨

尺
骨

中
間
手
根
骨

尺
側
手
根
骨

副
手
根
骨

第
２
＋
３
手
根
骨

第
４
手
根
骨

中
手
骨

寛
骨

大
腿
骨

膝
蓋
骨

左 右 右 左 右 左 右 右 左 右 左 右 右 左 左 右 右

焼土遺構

土器集中１ ５ ８ ７ ３ １ １ ６ ４ ２ １ ２ ２ ２ ５ １ １ １ １ １ １ ６ ２ １ ６ １

土器集中３ １ １
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表�―２―１４ 遺構別出土動物分類群の部位別数量表（３）

遺構名

ニ
ホ
ン
ジ
カ

脛
骨

脛
骨

脛
骨
？

腓
骨

果
骨

距
骨

踵
骨

第
２
＋
３
足
根
骨

中
足
骨

四
肢
骨

中
手
／
中
足
骨

種
子
骨

基
節
骨

中
節
骨

中
節
骨

末
節
骨

左 右 右 左 右 左 右 左 右 右 右 左 右 左 右 左

焼土遺構 ７ ５ ３

土器集中１ １０ ４ ９ １ １ ３ ３ １ １１ ２２ １０ ２ ３ １ １ １２ １ １４９ １５ ６ １ １６ ３ ８ ９ ４

土器集中３ ３ ２

遺構名

ニ
ホ
ン
ジ
カ

ア
シ
カ
類

海
獣
類

鳥
獣
類

小
型
陸
獣
類

小
中
型
陸
獣
類

中
型
陸
獣
類

中
型
陸
獣
類

中
型
陸
獣
類
？

大
型
陸
獣
類

末
節
骨

不
明

第
３
手
根
骨

橈
側
手
根
骨

歯
牙

中
節
骨

不
明

肋
骨

歯
根

上
顎
骨
？

歯
牙

肋
骨

尾
椎

肩
甲
骨

大
腿
骨

四
肢
骨

中
手
／
中
足
骨

種
子
骨

基
節
骨

中
節
骨

不
明

不
明

椎
骨

右 右

焼土遺構 １４ １ ２ ２０ ２ １ ２８ ５ １ ２ １ １１２２．０ｇ

土器集中１ １３ １１ １ １ １ ７０．２ｇ １ １ １ １ １ ４ １ ５ １

土器集中３

遺構名

大
型
陸
獣
類

陸
獣
類

肋
骨

上
腕
骨

四
肢
骨

不
明

側
頭
骨

下
顎
骨

歯
牙

歯
根

頭
骨

環
椎

頸
椎

腰
椎

椎
骨

肋
骨

肩
甲
骨

上
腕
骨

上
腕
骨
？

尺
骨

寛
骨

寛
骨
？

大
腿
骨

膝
蓋
骨

脛
骨

距
骨

踵
骨

焼土遺構 １ ２０３１９．６ｇ １

土器集中１ ２ １０ ４６ ２ １ １０ ３ ６ １ １ １ １８ １４ ５ １ １ １ １ １ １ ２ ３ ４ ４

土器集中３ １

遺構名

陸
獣
類

そ
の
他

備考

足
根
骨

四
肢
骨

手
根
／
足
根
骨

基
節
骨

中
節
骨

中
節
／
末
節
骨

指
骨

不
明

不
明

不
明

焼土遺構 ３ ４６２７７．４ｇ １４ ＊１ ＊１＝６６２．４ｇ

土器集中１ １ １１７ ５ ２ １ １ ４ １２３ ＊２ ＊２＝１５６８０．７ｇ

土器集中３ ＊３ ＊３＝２１４．５ｇ
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図版１ 出土骨（１）
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図版２ 出土骨（２）
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３ 対雁２遺跡出土土器胎土分析

平成１８年度に当財団が株式会社第四紀地質研究所に委託した、土器胎土分析の成果として提出され

た「北海道江別市対雁２遺跡出土土器の胎土分析 報告書」（平成１８年１２月２５日付け）を掲載する。今

回分析の対象となった試料２０点の内容については表�―３―１のとおりである。

対象試料 No．１～１８は、いずれも昨年度刊行の『江別市 対雁２遺跡（７）』（北埋調報２２６）と本報

告書に掲載された復元個体より抽出した土器片である。No．１９・２０は遺構・包含層より採取した粘土塊

で、土器の原材料として用いられたと推測している。出土した生活面や施文などから新旧を想定し、

遺跡内における土器製作技術の変遷を探ることを目的とした。分析報告書中の「１８対雁２―１～２０」

が、今回の対象試料 No．１～２０に相当する。また、対比試料の「１７対雁２―１～２１」は、本遺跡の土

器集中１に関連するもので、これらの分析結果はすでに『江別市 対雁２遺跡（８）』（北埋調報２３１）

で報告した。「厚真２７～３１・３７～３９・４１」、「k４３５―１６・１７・３０」、「札幌 k―３９―３５・３６」は、時期が近接する

他遺跡での分析データを対比試料として用いたものである。詳細については個々の報告書を参照して

いただきたい（厚真町教委２００６、札幌市教委２０００・２００１ａ・２００１ｂ・２００２・２００４）。 （芝田）

表�―３―１ 平成１８年度 対雁２遺跡土器胎土分析依頼試料一覧

（土器）

試料 No． 時期 器種 施文 部位 出土地点 取上面 生活面 備考

１ 縄文晩期中葉 深鉢 平行縄線文 口縁部 ７２―１５９―イ � １７―２７４ 在地系・（９）図�―２―４

２ 縄文晩期中葉 深鉢 平行縄線文 胴部中位 ７２―１５９―ア � １７―２５２ 在地系・（７）図�―３―３

３ 縄文晩期中葉 深鉢 垂下屈曲文＋刺突列 口縁部 ６９―１５６―b ２―上 １７―２６６ 在地系・（７）図�―１―１

４ 縄文晩期中葉 鉢 垂下屈曲文＋刺突列 胴部上位 ７３―１５５―ウ � １８―１２７ 在地系・（９）図�―８―１９

５ 縄文晩期中葉 深鉢 平行沈線文 口縁部 ７４―１５７―ウ � １８―１３８ 在地系・（９）図�―１―２

６ 縄文晩期後葉 深鉢 平行縄線文＋貼付帯 胴部下位 ７４―１５７―ア � １８―６３ 在地系・（９）図�―３―６

７ 縄文晩期後葉 深鉢 平行沈線文＋括弧文 口縁部 ７３―１５３―エ � １８―６４ 在地系・（９）図�―４―８

８ 縄文晩期後葉 深鉢 条痕文＋括弧文 胴部上位 ７３―１５７―ア � １８―６３ 在地系・（９）図�―３―７

９ 縄文晩期後葉 深鉢 平行沈線文＋鋸歯文 胴部上位 ７３―１５７―ア � １８―６３ 在地系・（９）図�―６―１３

１０ 縄文晩期後葉 深鉢 屈曲沈線文＋刺突列 胴部上位 ７３―１５６―ア � １８―６３ 在地系・（９）図�―４―９

１１ 縄文晩期後葉 深鉢 鋸歯状沈線＋貼付帯 口縁部 ７３―１５５―エ � １７―１５９ 在地系・（７）図�―８―１２

１２ 縄文晩期後葉 深鉢 屈曲沈線文＋刺突列 胴部上位 ７２―１５４―イ � １７―１４７ 在地系・（７）図�―９―１４

１３ 縄文晩期後葉 深鉢 平行沈線文＋格子目文 口縁部 ７１―１５３―ウ � １７―１５１ 在地系・（７）図�―１１―１７

１４ 縄文晩期後葉 深鉢 平行沈線文＋貼付帯 胴部下位 ７２―１５３―エ � １７―１５１ 在地系・（７）図�―１０―１６

１５ 縄文晩期後葉 壷 無文帯＋平行沈線 胴部上位 ７２―１５５―ア � １７―１２４ 在地系・（７）図�―２２―４８

１６ 縄文晩期後葉 深鉢 平行＋波状沈線文 口縁部 ７２―１５１―イ � １７―１０６ 在地系・（７）図�―１４―２５

１７ 縄文晩期後葉 鉢 横位連続工字文 口縁部 ７３―１５２―イ � １８―３２ 搬入系・（９）図�―７―１８

１８ 縄文晩期後葉 壷 工字文風隆帯＋A突起 口縁部 ７４―１５５―ウ � １７―２１０ 搬入系・（７）図�―２１―４３

（粘土）

試料 No． 時期 試料名 重量（ｇ） 出土地点 取上面 生活面 備考

１９ 縄文晩期中葉 灰白色粘土 １０８ ７４―１５７―ウ � １８―１３８

２０ 縄文晩期後葉 赤褐色粘土 ４００ P―２０８ 覆土上位 ― 土坑
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北海道江別市対雁２遺跡出土土器の胎土分析（報告書）

�第四紀 地質研究所 井上 巖

１．Ｘ線回折試験及び化学分析試験の実験条件

（１）試料

分析に供した試料は表�―３―２・３胎土性状表に示す通りである。X線回折試験に供する遺物試料

は洗浄し、乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験に供した。化学分析は土器

をダイヤモンドカッターで小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコーテングしないで、

直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析した。

（２）Ｘ線回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定は X線回折試験によった。測定には日本電子製

JDX―８０２０X線回折装置を用い、次の実験条件で実験した。

Target：Cu，Filter：Ni，Voltage：４０kV，Current：３０mA，ステップ角度：０．０２゚

計数時間：０．５秒。

（３）化学分析

元素分析は日本電子製５３００LV型電子顕微鏡に２００１型エネルギー分散型蛍光 X線分析装置をセット

し、実験条件は加速電圧：１５kV、分析法：スプリント法、分析倍率：２００倍、分析有効時間：１００秒、

分析指定元素１０元素で行った。

２．Ｘ線回折試験結果の取扱い

実験結果は表�―３―２・３胎土性状表に示す通りである。表�―３―２・３右側には X線回折試験に

基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に対する分類を行った結果を示

している。

X線回折試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現わ

れる各鉱物に特有のピークの強度を記載したものである。

（１）組成分類

ａ.Mont―Mica―Hb 三角ダイヤグラム

図�―３―２に示すように三角ダイヤグラムを１～１３に分割し、位置分類を各胎土について行い、各

胎土の位置を数字で表した。

Mont、Mica、Hb の三成分の含まれない胎土は記載不能として１４にいれ、別に検討した。三角ダイ

ヤグラムはモンモリロナイト（Mont）、雲母類（Mica）、角閃石（Hb）の X線回折試験におけるチャート

のピーク強度をパーセント（%）で表示する。モンモリロナイトは Mont／Mont+Mica+Hb*l００でパーセン

トとして求め、同様に Mica，Hb も計算し、三角ダイヤグラムに記載する。

三角ダイヤグラム内の１～４は Mont，Mica，Hb の３成分を含み、各辺は２成分、各頂点は１成分よ

りなっていることを表している。位置分類についての基本原則は図�―３―２に示す通りである。

ｂ.Mont―Ch，Mica―Hb 菱形ダイヤグラム

図�―３―３に示すように菱形ダイヤグラムを１～１９に区分し、位置分類を数字で記載した。記載不

能は２０として別に検討した。

モンモリロナイト（Mont）、雲母類（Mica）、角閃石（Hb）、緑泥石（Ch）の内、ア）３成分以上含まれな
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い、イ）Mont，Ch の２成分が含まれない、ウ）Mica，Hb の２成分が含まれない、の３例がある。

菱形ダダイヤグラムは Mont―Ch，Mica―Hb の組合せを表示するものである。Mont―Ch，Mica―Hb のそれ

ぞれの X線回折試験のチャートの強度を各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、例えば、Mont／

Mont+Ch*１００と計算し、Mica，Hb，Ch も各々同様に計算し、記載する。

菱形ダイヤグラム内にある１～７は Mont，Mica，Hb，Ch の４成分を含み、各辺は Mont，Mica，Hb，Ch の

うち３成分、各頂点は２成分を含んでいることを示す。位置分類についての基本原則は図�―３―３に

示すとおりである。

（２）化学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物として、ノーマル法（１０元素全体で１００％になる）で計算し、化学分析表を作

成した。化学分析表に基づいて Sio２―Al２O３図、Fe２O３―TiO２図、K２O―CaO 図の各図を作成した。これ

らの図をもとに、土器類を元素の面から分類した。

３．Ｘ線回折試験結果

（１）タイプ分類

表�―３―２・３胎土性状表には対雁２遺跡（１８）と対比試料の対雁２遺跡（１７）、平取町額平川２遺跡、

富良野市無頭川遺跡、札幌市 K４３５遺跡、札幌市 K３９遺跡より出土した土器と遺跡粘土と富良野市・上

五区砕石場の原石が記載してある。表�―３―６タイプ分類表に示すように土器と原土は A～Iの９タ

イプと Jタイプ（分類外）が検出された。

Ａタイプ：Hb1成分を含み、Mont，Mica，Ch の３成分に欠ける。

Ｂタイプ：Mica，Hb，Ch の３成分を含み、Mont１成分に欠ける。

Ｃタイプ：Mica，Hb の２成分を含み、Mont，Ch の２成分に欠ける。

Ｄタイプ：Mica，Hb，Ch の３成分を含み、Mont１成分に欠ける。

組成的には Bタイプと類似するが、検出強度が異なる。

Ｅタイプ：Mica，Hb，の２成分を含み、Mont，Ch の２成分に欠ける。

組成的には Cタイプと類似するが、検出強度が異なる。

Ｆタイプ：Mica，Ch の２成分を含み、Mont，Hb の２成分に欠ける。

Ｇタイプ：Mica１成分を含み、Mont，HB，Ch の３成分に欠ける。

Ｈタイプ：Mont，Mica，Ch の３成分を含み、Hb１成分にかける。

Ｉタイプ：Mont，Mica，Hb，Ch の４成分にかける。

Ｊタイプ：Ch１成分を含み、Mont，Mica，Hb の３成分に欠ける。

対雁２遺跡（１８）出土土器と粘土は A～Eと G、Iの７タイプが検出され多種にわたる。対雁２遺跡

（１７）と傾向は同じである。

（２）石英(Qt)―斜長石(Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがあ

る。土器を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作るということは個々の集団

が持つ土器制作上の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有している。この比は後背地の地質条件に

よって各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英と斜長石比を有
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していると言える。

図�―３―６Qt―Pl 図に示すように Qt の強度が小の領域から大の領域にかけて５グループと Pl：高

の６タイプと”その他”に分類された。

Qt：�―Qt が４００～１０００、Pl が４００～９００の領域に分布する。

対雁２遺跡（１７）の浅鉢と壷が集中し、深鉢が共存する。

Qt：�―Qt が１０００～１７００、Pl が２００～６００の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）、対雁２遺跡（１７）の深鉢：小～大が集中し、浅鉢と粘土、額平川２遺跡と

無頭川遺跡の深鉢が共存する。

Qt：�―Qt が１７００～２１００、Pl が２００～７００の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）、対雁２遺跡（１７）の深鉢・船形土器・壺・遺跡粘土が集中し、額平川２遺跡

の深鉢が共存する。

Qt：�―Qt が２２００～２４００、Pl が２００～７００の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）対雁２遺跡（１７）の深鉢、鉢、壷、K４３５遺跡と K３９遺跡の粘土が共存する。

Qt：�―Qt が１２００～１７００、Pl が７００～１１００の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）の深鉢、対雁２遺跡（１７）と K４３５遺跡の粘土と額平川２遺跡の深鉢が共存

する。

Pl：高―Qt が７００～１３００、Pl が１０００～１３００の領域に分布する。

対雁２遺跡（１７）の深鉢、額平川２遺跡の深鉢、上五区砕石場の原石が共存する。

“その他”―対雁２遺跡（１８）の５は Pl 強度が２３６９と以上に高く異質である。

図�―３―６に示す温度領域は検出された鉱物によって判定されるものである。本来は純粋な Sio２を

使っておこなった実験でムライトとクリストバライトの温度領域は特定されているが種々の鉱物・粘

土鉱物が混在する土器胎土では正確な温度を特定することはいろいろな要素が含まれるために難し

い。ここでは土器の焼成温度としての目安として次のように推察している。

土器胎土を分析した際のムライトとは焼成温度がおおよそ１１００～１２００度＋に近い温度領域で新たに

生成した鉱物であり、クリストバライトとはおおよそ１０００～１１００度＋に近い温度領域で新たに生成し

た鉱物あると考えている。１０００度以下の領域では両者は生成していない。高温領域とはムライトとク

リストバライトの両方の鉱物が検出される領域を指すものでここに表示した高温領域は参考までに須

恵器での温度領域を記載したものである。中～低温領域とはクリストバライトが検出される中温領域

からクリストバライトが検出されない低温領域を指すもので、図中では Pl（斜長石）の強度が高いほ

ど、すなわち Pl（斜長石）の残存率が高いほど温度が低く、中温領域では Pl（斜長石）は融けてガラス

化するため Pl（斜長石）の強度が低くなり、残存率が低くなることを意味する。

注意すべきことは、同一固体の中で含有する Pl（斜長石）が同じでない場合には Pl（斜長石）の強度

で温度領域について検討するのではなく、クリストバライトの強度で検討すべきである。言い換えれ

ば、同一固体の中である部分の Pl（斜長石）の強度がある部分の Pl（斜長石）の強度より大きいなどの

強度が異なる場合には純粋に温度領域で比較するのではなく検出されたクリストバライトの強度で比

較すべきである。
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４．化学分析結果

表�―３―４・５化学分析表には対雁２遺跡と対比試料の平取町額平川２遺跡、富良野市無頭川遺跡、

札幌市 K４３５遺跡、札幌市 K３９遺跡より出土した土器と遺跡粘土と富良野市・上五区砕石場の原石が記

載してある。

分析結果に基づいて図�―３―７Sio２―Al２O３図、図�―３―８Fe２O３―TiO２図、図�―３―９K２O―CaO 図を作

成した。

（１）Sio２―Al２O３の相関について

図�―３―７Sio２―Al２O３図を基準として、対雁２遺跡（１８）、対雁２遺跡（１７）と対比試料の額平川２

遺跡、無頭川遺跡、K４３５遺跡、K３９遺跡より出土した土器と遺跡粘土と上五区砕石場の原石は�～�
の５タイプに分類した。

タイプ�：Sio２が５２．５～５８．０％、Al２O３が２５．０～３０．０％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）対雁２遺跡（１７）の浅鉢と壷、額平川２遺跡の深鉢が共存する。

タイプ�：Sio２が５８～６３％、Al２O３が２０～２７．５％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１７）の深鉢：小～大が集中し、浅鉢と船形土器と粘土、対雁２遺跡（１８）の深

鉢、額平川２遺跡・無頭川遺跡・K４３５遺跡の深鉢、K３９遺跡の粘土が共存する。

タイプ�：Sio２が６２～６６％、Al２O３が２３～２７％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）の深鉢が集中し、対雁２遺跡（１７）の深鉢・壺、対雁２遺跡（１８）の遺跡粘

土、額平川２遺跡の深鉢が共存する。

タイプ�：Sio２が６３．５～６９％、Al２O３が１６～２３．５％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）の深鉢と鉢、対雁２遺跡（１７）の浅鉢と遺跡粘土、K４３５遺跡と K３９遺跡

の粘土、上五区砕石場の原石が共存する。

タイプ�：Sio２が５９～６１％、Al２O３が２９～３１％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１７）の壺と無頭川の深鉢が共存する。

（２）Fe２O３―TiO２の相関について

図�―３―８Fe２O３―TiO２図に示すように、Fe２O３の領域によって２グループに分類された。

Fe２O３：小―Fe２O３が３．７～７．８％、TiO２が０．４～１．７％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）の深鉢・壺・鉢・遺跡粘土、対雁２遺跡（１７）の深鉢・壷・船形土器・遺跡粘土、

額平川２遺跡・無頭川遺跡の深鉢・K４３５遺跡の深鉢・粘土と K３９遺跡の粘土・上五区砕石場の

原石が共存する。

Fe２O３：大―Fe２O３が５～１０％、TiO２が０．４～１．５％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）の深鉢・鉢・壺、対雁２遺跡（１７）の深鉢・浅鉢が集中し、額平川２遺跡の深

鉢が共存する。

（３）K２O―CaO の相関について

図�―３―９K２O―CaO 図に示すように K２O と CaO の値によって５グループに分類した。

K２O：小―K２O が１．２５～２．０％、CaO が０．３４～１．１％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）の深鉢が集中し、対雁２遺跡（１７）の深鉢・浅鉢・壷・船形土器・遺跡粘土と共存

する。

K２O：大―K２O が１．８～２．８％、CaO が０．５～１．３％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）と対雁２遺跡（１７）の遺跡粘土、額平川２遺跡、無頭川遺跡、K４３５遺跡の深鉢
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と粘土、K３９遺跡の粘土が共存する。

CaO：高―K２O が１．５～２．３％、CaO が１．３～２．０％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１８）の深鉢と壺、対雁２遺跡（１７）の深鉢・浅鉢と額平川２遺跡の深鉢が共存する。

CaO：低―K２O が１．１～１．４％、CaO が０．３～０．６％の領域に分布する。

対雁２遺跡（１７）の壷と対雁２遺跡（１８）遺跡粘土が共存する。

K２O：最大―K２O が５．５～６．５％、CaO が０．７～２．０％の領域に分布する。上五区砕石場の原石が集中す

る領域。

５．まとめ

X線回折試験と蛍光 X線分析結果に基づいて、対雁２遺跡（１８）、対雁２遺跡（１７）と対比試料の平

取町額平川２遺跡、富良野市無頭川遺跡、札幌市 K４３５遺跡、札幌市 K３９遺跡より出土した土器と遺

跡粘土と富良野市・上五区砕石場の原石を表�―３―６タイプ分類表と表�―３―７・８組成分類表に示す

ように分類した。

１）表�―３―６タイプ分類表に示すように、土器胎土と遺跡粘土は A～Jの１０タイプに分類された。

対雁２遺跡（１８）と対雁２遺跡（１７）の土器は A～Gと Iの８タイプが検出され多種にわたるのが特

徴である。

２）図�―３―６Qt―Pl 図に示すように、Qt の強度が小さい領域～大きい領域にかけて５グループと Pl

高の６タイプに分散し多種にわたる。

３）表�―３―７・８組成分類表に示すように、Qt―Pl，SiO２―Al２O３，Fe２O３―TiO２，K２O―CaO の４つの相関か

ら土器と遺跡粘土を分類した。その結果、対雁２遺跡（１８）、対雁２遺跡（１７）と対比試料の額平川

２遺跡、無頭川遺跡、K４３５遺跡、K３９遺跡より出土した土器と遺跡粘土と上五区砕石場の原石の

組成分類では３８タイプに分類され、多種にわたる。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―１」対雁２遺跡（１８）・２０の遺跡粘土と対雁２遺跡（１７）・２１の壺は組

成的に近い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―４」対雁２遺跡（１７）・８の壺は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―４」額平川２―２７の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Pl高・Fe２O３小・K２O―３」額平川２―２８の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Pl低・Fe２O３大・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・１８の壺は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―４」対雁２遺跡（１７）・７の鉢は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―２」対雁２遺跡（１７）・１，１６，１７の深鉢は組成的に近い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３」対雁２遺跡（１７）・１１の船形土器は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―３」額平川２―２９，３０の深鉢は組成的に近い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―４」対雁２遺跡（１８）・９の深鉢と対雁２遺跡（１７）・２，１８，２０の深

鉢は組成的に近い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３」K４３５・１６の深鉢と K３９・３５の遺跡粘土は組成的に近い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２」K４３５・１７は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―４」対雁２遺跡（１８）・１２の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Pl高・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１７）・４の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１７）・４の深鉢は単独の組成。
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「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・６，７，１３，１４の深鉢と対雁２遺跡（１７）・１５，

１９の深鉢は組成的に近い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３」無頭川・３８の鉢は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・２の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３」対雁２遺跡（１８）・１９の粘土は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―４」対雁２遺跡（１８）・１５の壺は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・１と対雁２遺跡（１７）・９の壺は組成的に近

い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・８の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Pl最大・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・５の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Pl中・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・１６の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―２」対雁２遺跡（１７）・５の浅鉢は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１７）・６の浅鉢は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３」無頭川・３７の深鉢とＫ４３５・３０の遺跡粘土は組成的に近い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・３の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３」対雁２遺跡（１８）・４の鉢と対雁２遺跡（１７）・１２の遺跡粘土は組

成的に近い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―３」額平川２・３０の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―５」対雁２遺跡（１７）・１４の遺跡粘土は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・１１，１７の深鉢は組成的に近い。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３」対雁２遺跡（１７）・１３の遺跡粘土は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―２」対雁２遺跡（１８）・１０の深鉢は単独の組成。

「タイプ�：Pl 高・Fe２O３小・K２O―６」上五区採石場・４１の熔結凝灰岩は単独の組成。

「タイプ�：Qt 最大・Fe２O３小・K２O―３」K３９・３６の遺跡粘土は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―１」対雁２遺跡（１７）・１０の壺は単独の組成。

「タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３」無頭川・３９の鉢は単独の組成。

以上の結果から明らかなように、対雁２遺跡（１８）と対雁２遺跡（１７）の土器と遺跡粘土は X線回折

試験の鉱物分析でも蛍光 X線分析でも多種にわたり、３８タイプに分類された。
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図�―３―１ 対象試料
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C
６

２０
１１
１

１４
７

２３
１８

６１
８

土
器

深
鉢

続
縄
文
初
頭

搬
入
品
？
H
３１
７

K４
３５

―１
７

D
７

９
１３
９

９８
２３
１

１５
０５

８２
８

土
器

深
鉢

続
縄
文
初
頭

在
地
系

H
３１
７

K４
３５

―３
０

H
１０

１８
３０
３

１３
６

１３
１

１５
０１

３１
１

遺
跡
粘
土

K４
３５

で
採
取

K４
３５

札
幌

k
―３
９

―３
５

D
７

９
１４
７

９１
１４
７

７４
２１
６４

４４
８

粘
土

S
p
fl
上

札
幌

k
―３
９

―３
６

Ｊ
１５

２０
１９
１

２７
２２

３１
９

１７
２

７０
粘
土

o
r
も
み
じ
台
層
上
部
？

１８
対
雁
２

―１
E

７
２０

１１
０

１０
０

２２
９１

２１
７

９６
土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
葉

１８
対
雁
２

―２
D

７
９

１３
３

１１
９

１２
１

１７
８５

５２
４

１３
８

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
葉

１８
対
雁
２

―３
G

８
２０

１１
５

１８
２８

３１
１

１３
８

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
葉

１８
対
雁
２

―４
C

６
２０

７４
１０
１

１８
１７

６１
０

９４
土
器

鉢
縄
文
晩
期
中
葉

１８
対
雁
２

―５
B

６
１０

１１
６

１１
８

１４
８

１５
０８

２３
６９

１４
８

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
葉

１８
対
雁
２

―６
A

５
２０

８３
１３
５４

３６
５

１５
０

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―７
G

８
２０

１４
１

１２
１５

２８
９

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―８
G

８
２０

１１
２

１５
８８

７３
０

１３
０

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―９
I

１４
２０

１２
１６

４０
８

３１
０

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
０

E
７

２０
１３
２

８７
１４
０４

１０
３１

１３
１

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
１

G
８

２０
１３
９

２１
９１

３２
７

９３
土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
２

C
６

２０
９８

１３
４

１３
６２

７２
５

１１
２

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
３

C
６

２０
１２
６

１４
２

１３
７９

２９
８

１４
２

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
４

G
８

２０
１２
４

１３
２２

２９
８

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
５

E
７

２０
１２
１

１１
４

１９
０８

６４
２

土
器

壷
縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
６

A
５

２０
９９

２０
５５

８９
５

１２
３

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
７

D
７

９
１０
８

８６
１５
８

２３
４０

４３
９

９８
土
器

鉢
縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
８

A
５

２０
８５

６８
８

３０
８

土
器

壷
縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―１
９

B
６

１０
１１
５

１４
５

１５
１

１８
９１

４８
８

粘
土

粘
土

縄
文
晩
期
中
葉

１８
対
雁
２

―２
０

B
６

１０
８５

２５
１

１２
３

７６
６７
１

９２
８

粘
土

粘
土

縄
文
晩
期
後
葉

Mo
nt
：
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト

Mi
ca
：
雲
母
類

Hb
：
角
閃
石

Ch
：
緑
泥
石

(C
h：
Fe

一
次
反
射
、
Ch
：
Mg

二
次
反
射
）

Qt
：
石
英

P l
：
斜
長
石

Cr
is
t：

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

Mu
ll

it
e：

ム
ラ

イ
ト

K
―f
el
s：

カ
リ
長
石

Ha
ll
oy
：
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト

Ka
ol
：
カ
オ
リ
ナ
イ
ト

Py
ri
te
：
黄
鉄
鉱

Au
：
普
通
輝
石

Py
：
紫
蘇
輝
石

３ 対雁２遺跡出土土器胎土分析
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表
�

―３
―４

化
学
分
析
表
（
１
）

試
料
名

Na
２
O

M
g
O

A
l２
O３

S
i
O２

K２
O

C
a
O

T
i
O２

M
n
O

F
e２
O３

N
i
O

T
o
t
a
l

器
種

器
形

時
期

備
考

１７
対
雁
２

―１
１
．１
７

０
．０
０

２２
．４
６

５９
．３
２

２
．０
０

０
．８
６

１
．６
６

０
．６
９

１１
．７
２

０
．１
２

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢
大

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―２
１
．６
９

０
．０
０

２４
．６
５

５８
．３
９

１
．７
０

１
．５
０

１
．２
２

０
．４
７

１０
．３
９

０
．０
０

１０
０
．０
１

土
器

深
鉢
大

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―３
１
．４
３

０
．０
０

２６
．０
４

６３
．５
５

１
．３
５

０
．８
８

０
．９
９

０
．２
８

５
．４
８

０
．０
０

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢
中

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―４
１
．３
２

０
．０
０

２７
．０
０

５９
．８
１

１
．９
０

０
．７
７

１
．１
１

０
．１
７

７
．６
５

０
．２
７

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢
中

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―５
１
．５
３

０
．０
０

２０
．４
１

６６
．０
４

１
．７
９

０
．７
７

０
．８
１

０
．４
０

８
．１
９

０
．０
５

９９
．９
９

土
器

浅
鉢

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―６
１
．５
８

０
．２
０

２０
．２
０

６８
．０
５

１
．８
８

０
．７
１

０
．９
２

０
．２
５

６
．２
２

０
．０
０

１０
０
．０
１

土
器

浅
鉢

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―７
１
．７
０

０
．０
０

２３
．３
４

６２
．３
５

２
．１
０

１
．３
３

１
．０
３

０
．１
７

７
．９
９

０
．０
０

１０
０
．０
１

土
器

鉢
縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―８
１
．５
５

０
．０
１

２５
．５
５

５５
．５
９

２
．０
０

１
．９
４

１
．３
１

０
．２
５

１１
．６
４

０
．１
６

１０
０
．０
０

土
器

鉢
縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―９
１
．１
５

０
．０
０

２４
．０
３

６４
．７
０

１
．９
１

０
．８
１

１
．１
２

０
．０
０

６
．２
０

０
．０
８

１０
０
．０
０

土
器

壷
縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―１
０

０
．８
５

０
．０
０

３０
．５
３

５９
．１
８

１
．２
９

０
．４
０

０
．４
７

０
．２
９

６
．８
７

０
．１
０

９９
．９
８

土
器

壷
縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―１
１

１
．３
７

０
．０
０

２４
．１
８

６２
．６
６

１
．９
１

１
．１
３

１
．１
９

０
．３
９

７
．０
３

０
．１
３

９９
．９
９

土
器

舟
形

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―１
２

１
．４
９

０
．７
４

２３
．１
１

６４
．１
２

２
．３
３

０
．７
９

０
．９
５

０
．１
４

５
．９
７

０
．３
５

９９
．９
９

粘
土

原
料
粘
土

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'前

半

１７
対
雁
２

―１
３

１
．３
０

０
．９
５

２１
．４
４

６４
．９
２

２
．１
２

０
．７
７

０
．９
０

０
．４
１

７
．１
５

０
．０
４

１０
０
．０
０

粘
土

原
料
粘
土

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'後

半

１７
対
雁
２

―１
４

１
．３
５

１
．６
５

１６
．３
７

６７
．１
４

３
．３
９

０
．７
２

０
．９
４

０
．６
５

７
．６
９

０
．１
２

１０
０
．０
２

粘
土

粘
土
土
壌

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―１
５

１
．１
１

０
．０
０

２３
．４
１

６５
．３
４

１
．７
５

０
．８
９

０
．９
８

０
．１
２

６
．４
０

０
．０
０

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢
大

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―１
６

１
．８
４

０
．０
０

２４
．７
３

６１
．９
２

１
．６
１

０
．７
７

０
．９
２

０
．０
９

９
．１
２

０
．０
０

１０
１
．０
０

土
器

深
鉢
大

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―１
７

１
．１
２

０
．０
０

２３
．２
４

６２
．４
７

１
．８
７

０
．８
１

１
．３
３

０
．３
８

８
．７
８

０
．０
０

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢
大

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―１
８

１
．３
７

０
．０
０

２２
．６
７

６１
．５
０

１
．７
９

１
．７
２

１
．１
９

０
．５
２

９
．１
５

０
．０
９

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢
中

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―１
９

１
．３
２

０
．０
０

２４
．０
６

６４
．８
４

１
．９
６

０
．５
３

０
．９
８

０
．０
６

６
．１
４

０
．１
１

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢
小

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―２
０

１
．１
６

０
．０
０

２０
．７
０

６２
．０
２

２
．２
７

１
．５
１

１
．５
０

０
．４
２

１０
．１
１

０
．３
１

１０
０
．０
０

土
器

片
口
深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'

１７
対
雁
２

―２
１

０
．９
４

０
．０
０

３２
．０
０

５２
．５
１

１
．２
３

０
．４
５

０
．８
１

０
．３
３

１１
．４
１

０
．３
２

１０
０
．０
０

土
器

壷
片

縄
文
晩
期
後
葉
・
大
洞

A
'後

半

厚
真

―２
７

２
．２
８

０
．０
０

３０
．４
８

５４
．２
３

１
．５
６

１
．８
１

０
．７
９

０
．６
０

８
．２
４

０
．０
０

９９
．９
９

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
～
後
葉

平
取
町
・
額
平
川
２
遺
跡

厚
真

―２
８

１
．１
１

０
．０
０

３１
．７
０

５７
．２
６

１
．８
６

０
．７
８

０
．６
５

０
．２
０

６
．４
３

０
．０
０

９９
．９
９

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
～
後
葉

平
取
町
・
額
平
川
２
遺
跡

厚
真

―２
９

１
．２
５

０
．０
３

２４
．９
０

５９
．０
２

２
．０
９

１
．０
２

０
．９
９

０
．４
７

１０
．２
１

０
．０
２

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
～
後
葉

平
取
町
・
額
平
川
２
遺
跡

厚
真

―３
０

０
．６
３

０
．６
９

２２
．３
４

６１
．９
６

２
．７
４

０
．８
５

１
．２
７

０
．７
２

８
．５
２

０
．２
８

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
～
後
葉

平
取
町
・
額
平
川
２
遺
跡

厚
真

―３
１

１
．０
１

０
．０
０

２２
．５
８

６３
．８
６

２
．１
９

０
．８
２

１
．４
４

０
．２
３

７
．８
８

０
．０
０

１０
０
．０
１

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
～
後
葉

平
取
町
・
額
平
川
２
遺
跡

厚
真

―３
７

１
．５
９

０
．１
０

２２
．５
６

６４
．６
７

２
．７
６

１
．０
３

１
．０
２

０
．２
７

５
．９
９

０
．０
０

９９
．９
９

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
前
葉

富
良
野
市
・
無
頭
川
遺
跡

厚
真

―３
８

１
．４
８

０
．０
０

２４
．１
２

６５
．０
２

２
．０
６

０
．８
５

０
．８
４

０
．１
７

５
．１
９

０
．２
７

１０
０
．０
０

土
器

鉢
縄
文
晩
期
前
葉

富
良
野
市
・
無
頭
川
遺
跡

厚
真

―３
９

０
．６
７

０
．０
０

２９
．３
０

６０
．８
３

２
．１
６

０
．５
３

１
．０
６

０
．１
８

５
．２
５

０
．０
０

９９
．９
８

土
器

鉢
縄
文
晩
期
前
葉

富
良
野
市
・
無
頭
川
遺
跡

厚
真

―４
１

２
．５
９

０
．０
０

１６
．１
０

６７
．６
５

６
．５
３

１
．６
２

０
．４
０

０
．５
５

４
．５
５

０
．０
０

９９
．９
９

原
土
・
岩

十
勝
熔
結
凝
灰
岩

富
良
野
市
・
上
五
区
採
石
場
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表
�

―３
―５

化
学
分
析
表
（
２
）

試
料
名

Na
２
O

M
g
O

A
l２
O３

S
i
O２

K２
O

C
a
O

T
i
O２

M
n
O

F
e２
O３

Ni
O

To
ta

l
器

種
器

形
時

期
備

考

Ｋ
４３

５
―１
６

１
．３
１

０
．１
７

２６
．０
０

６１
．２
７

２
．６
１

１
．０
９

１
．６
４

０
．５
４

５
．０
１

０
．３
６

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢

続
縄
文
初
頭

搬
入
品
？
H
３１
７

Ｋ
４３

５
―１
７

１
．３
４

０
．４
２

２５
．１
８

６１
．６
２

１
．５
８

０
．８
１

１
．１
１

０
．７
６

６
．９
９

０
．２
０

１０
０
．０
１

土
器

深
鉢

続
縄
文
初
頭

在
地
系

H
３１
７

Ｋ
４３

５
―３
０

０
．７
４

１
．４
８

２１
．３
４

６６
．８
０

１
．９
３

０
．７
８

０
．６
３

０
．４
９

５
．７
１

０
．１
０

１０
０
．０
０

遺
跡
粘
土

K４
３５

で
採
取

K４
３５

札
幌

k
―３
９

―３
５

１
．１
８

０
．７
８

２４
．６
０

６０
．６
３

２
．３
０

０
．７
２

１
．１
１

０
．７
５

７
．６
３

０
．３
１

１０
０
．０
１

粘
土

S
p
fl
上

札
幌

k
―３
９

―３
６

１
．０
６

０
．９
１

２３
．４
５

６６
．２
９

２
．３
１

１
．０
５

１
．１
１

０
．０
３

３
．７
８

０
．０
０
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．９
９
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土

o
r
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上
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対
雁
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―１
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１
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０
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０

６
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０
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土
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縄
文
晩
期
中
葉

１８
対
雁
２

―２
１
．４
３

０
．０
０
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．７
９
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．６
４

１
．７
９

０
．７
５

１
．０
８

０
．０
０

５
．５
２

０
．０
０

１０
０
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０

土
器
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鉢

縄
文
晩
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葉

１８
対
雁
２
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０
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９

０
．０
０

２１
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４

６８
．７
１

１
．３
９

０
．５
６

１
．０
１

０
．０
０

６
．０
５

０
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５

１０
０
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０

土
器
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鉢

縄
文
晩
期
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葉

１８
対
雁
２
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０
．８
７

０
．０
０

２０
．９
７
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．８
６

２
．６
１

０
．５
８

１
．２
８

０
．０
３

５
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０

０
．１
０

１０
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０

土
器

鉢
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葉
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―５
１
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４

０
．０
０

２３
．１
７

６４
．５
６

１
．８
１

０
．８
５

１
．２
５

０
．０
０

６
．６
４

０
．２
８

１０
０
．０
０

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
中
葉

１８
対
雁
２

―６
１
．３
８

０
．０
０

２３
．９
８

６５
．０
２

１
．６
４

０
．７
１

１
．０
１

０
．０
７

６
．１
１

０
．０
９

１０
０
．０
１

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
後
葉

１８
対
雁
２

―７
１
．２
３

０
．０
０

２６
．４
９

６２
．４
３

１
．８
２

０
．５
８

０
．８
７

０
．０
７
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７

０
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５

１０
０
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１
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葉
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対
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０
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０
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１
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１
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１
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０
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０
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９
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葉
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２

―１
６

１
．３
０
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．０
０

２６
．８
５

６３
．２
５

１
．４
２

０
．９
１

０
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６
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０
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０
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２

―１
７
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０
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９
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９
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８

０
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８

０
．０
０
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５
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０

１０
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１
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晩
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２

―１
８

１
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５

０
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０

２４
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７
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２

１
．７
６

１
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５

１
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４

０
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０
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８
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．１
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１
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９
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３

０
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４
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０
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３
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０
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対
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２

―２
０

０
．８
２

０
．０
０
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２
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７

１
．２
６

０
．４
０

０
．６
０

０
．０
０
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２
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葉

３ 対雁２遺跡出土土器胎土分析
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表�―３―６ タイプ分類表

試料

No．

タイプ

分類

備 考

器種 器形 時期 備考

１７対雁２―８ A 土器 鉢 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―１１ A 土器 舟形 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―１８ A 土器 深鉢中 縄文晩期後葉・大洞 A′

１８対雁２―６ A 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１８対雁２―１６ A 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１８対雁２―１８ A 土器 壷 縄文晩期後葉

１７対雁２―１ B 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A′

厚真―３８ B 土器 鉢 縄文晩期前葉 富良野市・無頭川遺跡

１８対雁２―５ B 土器 深鉢 縄文晩期中葉

１８対雁２―１９ B 粘土 粘土 縄文晩期中葉

１８対雁２―２０ B 粘土 粘土 縄文晩期後葉

１７対雁２―２ C 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―３ C 土器 深鉢中 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―７ C 土器 鉢 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―１６ C 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A′

K４３５―１６ C 土器 深鉢 続縄文初頭 搬入品？H３１７

１８対雁２―４ C 土器 鉢 縄文晩期中葉

１８対雁２―１２ C 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１８対雁２―１３ C 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１７対雁２―６ D 土器 浅鉢 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―１２ D 粘土 原料粘土 縄文晩期後葉・大洞 A′前半

１７対雁２―１９ D 土器 深鉢小 縄文晩期後葉・大洞 A′

K４３５―１７ D 土器 深鉢 続縄文初頭 在地系 H３１７

札幌 k―３９―３５ D 粘土 Spfl上

１８対雁２―２ D 土器 深鉢 縄文晩期中葉

１８対雁２―１７ D 土器 鉢 縄文晩期後葉

１７対雁２―４ E 土器 深鉢中 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―５ E 土器 浅鉢 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―９ E 土器 壷 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―１５ E 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―１７ E 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―２０ E 土器 片口深鉢 縄文晩期後葉・大洞 A′

厚真―３７ E 土器 深鉢 縄文晩期前葉 富良野市・無頭川遺跡

１８対雁２―１ E 土器 深鉢 縄文晩期中葉

１８対雁２―１０ E 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１８対雁２―１５ E 土器 壷 縄文晩期後葉

１７対雁２―１３ F 粘土 原料粘土 縄文晩期後葉・大洞 A′後半

１７対雁２―１４ F 粘土 粘土土壌 縄文晩期後葉・大洞 A′

１７対雁２―２１ G 土器 壷片 縄文晩期後葉・大洞 A′後半

厚真―２７ G 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

厚真―２９ G 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

厚真―３０ G 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

厚真―３１ G 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

厚真―３９ G 土器 鉢 縄文晩期前葉 富良野市・無頭川遺跡

厚真―４１ G 原土・岩 十勝熔結凝灰岩 富良野市・上五区採石場

１８対雁２―３ G 土器 深鉢 縄文晩期中葉

１８対雁２―７ G 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１８対雁２―８ G 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１８対雁２―１１ G 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１８対雁２―１４ G 土器 深鉢 縄文晩期後葉

K４３５―３０ H 遺跡粘土 K２３５で採取 K４３５

１７対雁２―１０ I 土器 壷 縄文晩期後葉・大洞 A′

厚真―２８ I 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

１８対雁２―９ I 土器 深鉢 縄文晩期後葉

札幌 k―３９―３６ J 粘土 orもみじ台層上部？

� 自然科学的分析
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表�―３―７ 組成分類表（１）

Fe K Qt Si
試料

No

タイプ

分類

備考

器種 器形 時期 備考

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―１

２ １ １ １ １７対雁２―２１ G 土器 壷片 縄文晩期後葉・大洞 A'後半

２ １ １ １ １８対雁２―２０ B 粘土 粘土 縄文晩期後葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―４

２ ４ １ １ １７対雁２―８ A 土器 鉢 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―４

２ ４ ５ １ 厚真―２７ G 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

タイプ�：Pl高・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ ６ １ 厚真―２８ Ｉ 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

タイプ�：Pl低・Fe２O３大・K２O―２

２ ２ ９ １ １８対雁２―１８ A 土器 壷 縄文晩期後葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―４

２ ４ １ ２ １７対雁２―７ C 土器 鉢 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―２

２ ２ ２ ２ １７対雁２―１ B 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A'

２ ２ ２ ２ １７対雁２―１６ C 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A'

２ ２ ２ ２ １７対雁２―１７ E 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ ３ ２ １７対雁２―１１ A 土器 舟形 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―３

２ ３ ２ ２ 厚真―２９ G 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

２ ３ ３ ２ 厚真―３０ G 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―４

２ ４ ２ ２ １７対雁２―２０ E 土器 片口深鉢 縄文晩期後葉・大洞 A'

２ ４ ２ ２ １８対雁２―９ I 土器 深鉢 縄文晩期後葉

２ ４ ３ ２ １７対雁２―２ C 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A'

２ ４ ３ ２ １７対雁２―１８ A 土器 深鉢中 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：QT�・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ ４ ２ Ｋ４３５―１６ C 土器 深鉢 続縄文初頭 搬入品？H３１７

１ ３ ４ ２ 札幌 k―３９―３５ D 粘土 Spfl 上

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ５ ２ Ｋ４３５―１７ D 土器 深鉢 続縄文初頭 在地系H３１７

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―４

２ ４ ５ ２ １８対雁２―１２ C 土器 深鉢 縄文晩期後葉

タイプ�：Pl高・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ６ ２ １７対雁２―４ E 土器 深鉢中 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ １ ３ １７対雁２―３ C 土器 深鉢中 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ２ ３ １７対雁２―１５ E 土器 深鉢大 縄文晩期後葉・大洞 A'

１ ２ ２ ３ １７対雁２―１９ D 土器 深鉢小 縄文晩期後葉・大洞 A'

１ ２ ２ ３ １８対雁２―６ A 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１ ２ ２ ３ １８対雁２―７ G 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１ ２ ２ ３ １８対雁２―１３ C 土器 深鉢 縄文晩期後葉

１ ２ ２ ３ １８対雁２―１４ G 土器 深鉢 縄文晩期後葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ ２ ３ 厚真―３８ Ｂ 土器 鉢 縄文晩期前葉 富良野市・無頭川遺跡

３ 対雁２遺跡出土土器胎土分析
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表�―３―８ 組成分類表（２）

Fe K Qt Si
試料

No．

タイプ

分類

備考

器種 器形 時期 備考

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ３ ３ １８対雁２―２ D 土器 深鉢 縄文晩期中葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ ３ ３ １８対雁２―１９ B 粘土 粘土 縄文晩期中葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―４

１ ４ ３ ３ １８対雁２―１５ E 土器 壷 縄文晩期後葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ４ ３ １７対雁２―９ E 土器 壷 縄文晩期後葉・大洞 A'

１ ２ ４ ３ １８対雁２―１ E 土器 深鉢 縄文晩期中葉

タイプ�：QtV�Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ５ ３ １８対雁２―８ G 土器 深鉢 縄文晩期後葉

タイプ�：Pl最大・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ７ ３ １８対雁２―５ B 土器 深鉢 縄文晩期中葉

タイプ�：Pl中・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ８ ３ １８対雁２―１６ A 土器 深鉢 縄文晩期後葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―２

２ ２ ２ ４ １７対雁２―５ E 土器 浅鉢 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ２ ４ １７対雁２―６ D 土器 浅鉢 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ ２ ４ 厚真―３７ E 土器 深鉢 縄文晩期前葉 富良野市・無頭川遺跡

１ ３ ２ ４ K４３５―３０ H 遺跡粘土 K４３５で採取 K４３５

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―２

１ ２ ３ ４ １８対雁２―３ G 土器 深鉢 縄文晩期中葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ ３ ４ １７対雁２―１２ D 粘土 原料粘土 縄文晩期後葉・大洞 A'前半

１ ３ ３ ４ １８対雁２―４ C 土器 鉢 縄文晩期中葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―３

２ ３ ３ ４ 厚真―３１ G 土器 深鉢 縄文晩期中～後葉 平取町・額平川２遺跡

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―５

１ ５ ３ ４ １７対雁２―１４ F 粘土 粘土土壌 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―２

２ ２ ４ ４ １８対雁２―１１ G 土器 深鉢 縄文晩期後葉

２ ２ ４ ４ １８対雁２―１７ D 土器 鉢 縄文晩期後葉

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ ５ ４ １７対雁２―１３ F 粘土 原料粘土 縄文晩期後葉・大洞 A'後半

タイプ�：Qt�・Fe２O３大・K２O―２

２ ２ ５ ４ １８対雁２―１０ E 土器 深鉢 縄文晩期後葉

タイプ�：Pl高・Fe２O３小・K２O―６

１ ６ ６ ４ 厚真―４１ G 原土・岩 十勝熔結凝灰岩 富良野市・上五区採石場

タイプ�：Qt 最大・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ １０ ４ 札幌 k―３９―３６ J 粘土 orもみじ台層上部？

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―１

１ １ １ ５ １７対雁２―１０ � 土器 壷 縄文晩期後葉・大洞 A'

タイプ�：Qt�・Fe２O３小・K２O―３

１ ３ ２ ５ 厚真―３９ G 土器 鉢 縄文晩期前葉 富良野市・無頭川遺跡

� 自然科学的分析
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図�―３―２ 三角ダイヤグラム

位置分類図

図�―３―４ Mo―Mi―Hb
三角ダイヤグラム

図�―３―３ 菱形ダイヤグラム

位置分類図

図�―３―５ Mo―Ch、Mi―Hb
菱形ダイヤグラム

３ 対雁２遺跡出土土器胎土分析
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図版�―３―１ 電子顕微鏡写真（１）

試料 No.１（×３５） 試料 No.１（×２００）

試料 No.２（×３５） 試料 No.２（×２００）

試料 No.３（×３５） 試料 No.３（×２００）

試料 No.４（×３５） 試料 No.４（×２００）

３ 対雁２遺跡出土土器胎土分析

176



図版�―３―２ 電子顕微鏡写真（２）

試料 No.５（×３５） 試料 No.５（×２００）

試料 No.６（×３５） 試料 No.６（×２００）

試料 No.７（×３５） 試料 No.７（×２００）

試料 No.８（×３５） 試料 No.８（×２００）

� 自然科学的分析
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図版�―３―３ 電子顕微鏡写真（３）

試料 No.９（×３５） 試料 No.９（×２００）

試料 No.１０（×３５） 試料 No.１０（×２００）

試料 No.１１（×３５） 試料 No.１１（×２００）

試料 No.１２（×３５） 試料 No.１２（×２００）

３ 対雁２遺跡出土土器胎土分析
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図版�―３―４ 電子顕微鏡写真（４）

試料 No.１３（×３５） 試料 No.１３（×２００）

試料 No.１４（×３５） 試料 No.１４（×２００）

試料 No.１５（×３５） 試料 No.１５（×２００）

試料 No.１６（×３５） 試料 No.１６（×２００）

� 自然科学的分析
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図版�―３―５ 電子顕微鏡写真（５）

試料 No.１７（×３５） 試料 No.１７（×２００）

試料 No.１８（×３５） 試料 No.１８（×２００）

試料 No.１９（×３５） 試料 No.１９（×２００）

試料 No.２０（×３５） 試料 No.２０（×２００）

３ 対雁２遺跡出土土器胎土分析
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４ 黒曜石製遺物原産地推定結果

平成１８年度に当財団が株式会社パレオ・ラボに委託した、黒曜石製遺物原産地推定の成果として提

出された「対雁２遺跡出土黒曜石の産地推定」（平成１９年１月２２日付け）を掲載する。測定の対象とな

った試料１～３３の採取位置・生活面・内容等については表�―４―１のとおりである。今回の測定は、石

鏃を試料として用い、器形の違いや時期による黒曜石の搬入経路の解明、ヒトやモノの動きの解明を

目的として行った。以下、分析者の文章で報告を行う。 （酒井）

表�―４―１ 黒曜石製遺物原産地同定試料一覧

試料

番号
名称 発掘区 遺物番号 取上面 生活面

長さ

（�）

幅・径

（�）

厚さ

（�）

重さ

（ｇ）
掲載報告書図番号 備 考

１ 石鏃（無茎） ６７―１３８―エ ００２ � １５―１６ （１．９） （１．５） ０．４ ０．７ 対雁２遺跡（５）図�―６―６

２ 石鏃（無茎） ６７―１４０―ア ００１ � １５―３３ １．７ １．２ ０．３ ０．４ 対雁２遺跡（５）図�―６―４

３ 石鏃（無茎） ６８―１４３―ア ００１ � １５―５３ １．６ １．１ ０．３ ０．４ 対雁２遺跡（５）図�―６―２

４ 石鏃（無茎） ６７―１４７―ア ０１２ � １５―７１ １．３ １．０ ０．３ ０．３ 対雁２遺跡（５）図�―６―１

５ 石鏃（無茎） ６７―１４７―ア ００９ � １５―７１ １．８ １．０ ０．３ ０．４ 対雁２遺跡（５）図�―６―３ 剥片集中

６ 石鏃（無茎） ６９―１４７―イ ００１ � １５―７２ ３．４ １．２ ０．４ １．３ 対雁２遺跡（５）図�―６―１１

７ 石鏃（無茎） ７０―１４６―エ ００１ � １５―７４ （４．１） ２．２ ０．８ ５．６ 対雁２遺跡（５）図�―６―１２

８ 石鏃（無茎） ６９―１４６―エ ００８ � １５―８０ ３．２ １．６ ０．４ １．４ 対雁２遺跡（５）図�―６―８

９ 石鏃（無茎） ６９―１４６―エ ０１０ � １５―８０ （３．５） ２．２ ０．４ ２．１ 対雁２遺跡（５）図�―６―９ 剥片集中

１０ 石鏃（無茎） ６７―１４７―ア ０２３ � １５―８２ １．９ １．２ ０．４ ０．７ 対雁２遺跡（５）図�―６―５

１１ 石鏃（無茎） ７２―１４６―エ ０１８ � １７―８３ ４．２ １．７ ０．４ ２．６ 対雁２遺跡（７）図�―３８―２

１２ 石鏃（有茎） ７２―１５４―イ ００５ � １７―１４７ ２．０ ０．８ ０．３ ０．４ 対雁２遺跡（７）図�―３８―４

１３ 石鏃（有茎） ７２―１５４―ア ００８ � １７―１４７ ２．７ １．０ ０．３ ０．７ 対雁２遺跡（７）図�―３８―９

１４ 石鏃（有茎） ７２―１５３―ア ００３ � １７―１５１ １．８ ０．８ ０．３ ０．３ 対雁２遺跡（７）図�―３８―１４

１５ 石鏃（有茎） ７２―１５６―エ ０１４ � １７―１６１ （２．０） １．０ ０．２ （０．４） 対雁２遺跡（７）図�―３８―５

１６ 石鏃（有茎） ７１―１５３―ウ ０１４ � １７―１６７ ２．２ １．２ ０．３ ０．６ 対雁２遺跡（７）図�―３８―２１

１７ 石鏃（有茎） ７２―１５５―エ ００９ � １７―１７２ （２．８） １．２ ０．２ （０．６） 対雁２遺跡（７）図�―３８―１０

１８ 石鏃（有茎） ７２―１５６―エ ０４９ � １７―１８３ ２．６ １．６ ０．３ ０．９ 対雁２遺跡（７）図�―３８―８

１９ 石鏃（有茎） ７１―１５５―イ ０１０ � １７―１９３ ２．５ １．４ ０．３ １．０ 対雁２遺跡（７）図�―３８―７

２０ 石鏃（有茎） ７２―１６１―ア ００１ � １７―２０８ ３．０ １．４ ０．３ １．０ 対雁２遺跡（７）図�―３８―１１

２１ 石鏃（有茎） ７２―１６３―ア ００１ � １７―２０９ （３．１） １．３ ０．５ （１．７） 対雁２遺跡（７）図�―３８―２２

２２ 石鏃（有茎） ７２―１５７―ア ０２９ � １７―２２１ ２．４ １．２ ０．３ ０．５ 対雁２遺跡（７）図�―３８―６

２３ 石鏃（有茎） ７２―１５７―イ ０４０ � １７―２２２ ２．１ １．４ ０．３ ０．６ 対雁２遺跡（７）図�―３８―３

２４ 石鏃（有茎） ７１―１５７―イ ０１２ 	 １７―２２９ １．９ １．１ ０．４ ０．６ 対雁２遺跡（７）図�―３８―１７

２５ 石鏃（有茎） ７２―１５８―ウ ０２６ � １７―２３２ ３．４ １．６ ０．５ １．７ 対雁２遺跡（７）図�―３８―１３

２６ 石鏃（有茎） ７２―１５９―ア ０５３ � １７―２３５ ３．４ １．６ ０．５ １．９ 対雁２遺跡（７）図�―３８―１２

２７ 石鏃（有茎） ７２―１５９―イ ０６５ 
 １７―２５２ ２．２ １．４ ０．４ ０．８ 対雁２遺跡（７）図�―３８―２０

２８ 石鏃（有茎） ７２―１５８―ア ０１３ 
 １７―２６３ ２．２ １．３ ０．４ ０．８ 対雁２遺跡（７）図�―３８―１９

２９ 石鏃（有茎） ７２―１５８―ウ ０３５ � １７―２７４ １．８ １．２ ０．３ ０．５ 対雁２遺跡（７）図�―３８―１５

３０ 石鏃（有茎） ７２―１５９―イ ０７９ � １７―２７４ １．９ １．３ ０．３ ０．５ 対雁２遺跡（７）図�―３８―１６

３１ 石鏃（有茎） ７２―１５９―イ ０４４ � １７―２７４ ２．０ １．２ ０．４ ０．７ 対雁２遺跡（７）図�―３８―１８

３２ 石鏃（無茎） ７４―１５６―ア ００４ � １８―５５ ２．７ １．２ ０．３ ０．９ 対雁２遺跡（９）

３３ 石鏃（無茎） ７４―１５５―エ ００４ � １８―６０

（１７―１４７）
（１．９） １．３ ０．４ （１．１） 対雁２遺跡（９）
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対雁２遺跡出土黒曜石の産地推定

竹原弘展（パレオ・ラボ）

１．はじめに

対雁２遺跡出土黒曜石について、エネルギー分散型蛍光 X線分析装置による元素分析を行い、原

産地を推定した。

２．試料と方法

対象試料は対雁２遺跡より出土した黒曜石３３点である（表�―４―３）。試料は、測定前にメラミンフ

ォーム製のスポンジを用いて、測定面表面の洗浄を行った。

分析装置は、�セイコーインスツルメンツ社製のエネルギー分散型蛍光 X線分析計 SEA―２００１Lを

使用した。装置の仕様は、X線管ターゲットはロジウム Rh、X線検出器は Si（Li）半導体検出器であ

る。測定条件は、測定時間３００sec、照射径１０�、電流自動設定（１～６３µA、デッドタイムが２０％未満

になるよう自動的に設定）、電圧５０kV、試料室内雰囲気真空に設定した。

黒曜石の産地推定には、蛍光 X線分析による X線強度を用いた黒曜石産地推定法である判別図法

を用いた（例えば望月２００４）。本方法は、まず各試料を蛍光 X線分析装置で測定し、その測定結果の

うち、カリウム（K）、マンガン（Mn）、鉄（Fe）とルビジウム（Rb）、ストロンチウム（Sr）、イットリウム（Y）、

ジルコニウム（Zr）の合計７元素の X線強度（cps;count per second）について、以下に示す指標値を

計算する。

１）． Rb 分率＝Rb 強度×１００／（Rb 強度＋Sr 強度＋Y強度＋Zr 強度）

２）． Sr 分率＝ Sr 強度×１００／（Rb 強度＋Sr 強度＋Y強度＋Zr 強度）

３）．Mn 強度×１００／Fe 強度

４）．log（Fe 強度／K 強度）

そしてこれらの指標値を用いた２つの判別図（横軸 Rb 分率―縦軸 Mn 強度×１００／Fe 強度の判別図と

横軸 Sr 分率―縦軸 log（Fe 強

度／K 強度）の判別図）を作成

し、各地の原石データと遺

跡出土遺物のデータを照合

して、原産地を推定するも

のである。この方法は、指

標値に蛍光 X線のエネルギ

ー差ができる限り小さい元

素同士を組み合わせて算出

しているため、形状、厚み

等の影響を比較的受けにく

く、原則として非破壊であ

る出土遺物の測定に対して

表�―４―２ 北海道黒曜石原産地の判別群
エリア 判別群名 原石採取地

白 滝

白滝１ 赤石山山頂（４３）、八号沢露頭（１５） 赤石山山頂、八号沢
露頭、八号沢、黒曜
の沢、幌加林道（３６）白滝２

７の沢川支流（２）、IK露頭（１０）、十勝石沢
露頭直下河床（１１）、アジサイの滝露頭（１０）

赤井川 赤井川 曲川・土木川（１２）

上士幌 上士幌 十勝三股（１０）

置 戸
置戸山 置戸山（５）

所山 所山（５）

豊 浦 豊浦 豊泉（１０）

旭 川 旭川 近文台（７）

名 寄 名寄 忠烈布川（１０）

秩父別

秩父別１

中山（７５）秩父別２

秩父別３

遠 軽 遠軽 社名淵川河床（２）

生田原 生田原 仁田布川河床（１０）

留辺蘂 留辺蘂 ケショマップ川河床（６）

釧 路 釧路 釧路市営スキー場（９）、阿寒川右岸（２）、阿寒川左岸（６）

４ 黒曜石製遺物原産地推定結果
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非常に有効な方法であるといえる。

原石試料も、採取原石を割って新鮮な面を表出さ

せた上で産地推定対象試料と同様の条件で測定し

た。表�―４―２に判別群一覧とそれぞれの原石採取

地点及び点数を、図�―４―１に各原石のエリアの位

置を示す。

３．分析結果

図�―４―２および図�―４―３に、黒曜石原石の判

別図に出土した遺物をプロットした図を示す。両図

は視覚的にわかりやすくするため、各判別群を楕円

で取り囲んである。試料３３点中、１３点が白滝１群、

３点が白滝２群、８点が赤井川群、６点が上士幌群、

２点が所山群の範囲にプロットされた。また、試料

�．１２は、図�―４―２では白滝１群の範囲内にプロッ

トされたが、図�―４―３では白滝１群の範囲のやや

下方にプロットされた。これは遺物の風化による影響と考えられ（望月１９９９）、白滝１群に属する可能

性が高い。なお図上では、煩雑になるのを防ぐために、北海道の原石のみの判別図となっているが、

本州の原石のデータとの比較も実施済みである。各遺物の測定値及び推定結果一覧を表２に示す。

４．終わりに

対雁２遺跡出土黒曜石３３点について、蛍光 X線分析による産地推定を行った結果、１７点が白滝エ

リア、８点が赤井川エリア、６点が上士幌エリア、２点が置戸エリア原産の可能性が高いと推定され

た。

引用文献・参考文献

望月明彦（１９９９）上和田城山遺跡出土の黒曜石産地推定．埋蔵文化財の保管と活用のための基礎的整理

報告書２ ―上和田城山遺跡篇―，１７２―１７９，大和市教育委員会

望月明彦（２００４）用田大河内遺跡出土黒曜石の産地推定．かながわ考古学財団調査報告１６７ 用田大河内
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表�―４―４ 黒曜石原石測定値（１）

エリア
原石採取地
（点数）

検出強度(cps)
Rb 分率

Mn×１００
/Fe

Sr 分率
log

(Fe/K)
判別群

K強度 Mn 強度 Fe 強度 Rb 強度 Sr 強度 Y強度 Zr 強度

白滝 赤石山山頂

（４３）

１１．１０ ２．０８ ７２．１７ １０．３５ １．７７ ３．５８ ５．９０ ４７．９２ ２．８８ ８．１８ ０．８１ 白滝１

１０．７６ ２．１６ ６５．１３ ９．９８ １．９１ ３．３１ ５．１２ ４９．１２ ３．３２ ９．３８ ０．７８ 白滝１

１２．７９ ２．８３ ８４．８６ １１．６９ ２．４１ ４．４７ ７．５８ ４４．７１ ３．３３ ９．２２ ０．８２ 白滝１

１３．９４ ２．７３ ８２．８８ １２．１６ ２．３９ ４．５０ ６．８２ ４６．９９ ３．２９ ９．２４ ０．７７ 白滝１

１０．６３ ２．３４ ７０．５３ １０．９４ １．５２ ４．２９ ６．１７ ４７．７２ ３．３１ ６．６５ ０．８２ 白滝１

１１．３５ ２．４８ ７３．６７ １１．１４ １．７１ ４．５３ ６．７８ ４６．１０ ３．３７ ７．０９ ０．８１ 白滝１

１５．２１ ２．６１ ８５．４９ １２．９７ ２．４５ ４．３９ ７．６６ ４７．２２ ３．０６ ８．９１ ０．７５ 白滝１

１２．５６ ２．１９ ７９．５５ １０．８５ １．７５ ４．２８ ７．０２ ４５．４１ ２．７５ ７．３２ ０．８０ 白滝１

１４．０８ ３．０１ ９４．３０ １２．０５ １．９９ ４．９７ ７．３７ ４５．６８ ３．１９ ７．５５ ０．８３ 白滝１

１０．９４ ２．６５ ７７．６９ １１．０６ １．５６ ４．４５ ６．５６ ４６．８１ ３．４２ ６．６０ ０．８５ 白滝１

１２．２７ ３．３２ ８５．１２ １２．２６ ２．５６ ４．７１ ７．１２ ４６．０２ ３．９０ ９．５９ ０．８４ 白滝１

１３．７７ ２．８７ ８６．６８ １２．０１ ２．１６ ５．１０ ７．５５ ４４．７７ ３．３１ ８．０６ ０．８０ 白滝１

９．２０ １．９９ ６５．９８ １０．２０ １．３６ ４．２３ ５．８９ ４７．０３ ３．０１ ６．２９ ０．８６ 白滝１

１３．６０ ３．００ ９４．２７ １２．４８ ２．３４ ５．２１ ７．５２ ４５．２９ ３．１８ ８．５０ ０．８４ 白滝１

９．８４ ２．１８ ７１．１２ ９．７７ １．４８ ３．６６ ６．２５ ４６．１８ ３．０６ ６．９８ ０．８６ 白滝１

１０．４４ ２．６４ ７４．４５ １０．１８ ２．５７ ４．４１ ６．５９ ４２．８７ ３．５４ １０．８１ ０．８５ 白滝１

１２．７７ ２．３９ ８０．４４ １２．６５ ２．３５ ５．０１ ６．３１ ４８．０８ ２．９６ ８．９１ ０．８０ 白滝１

９．７６ ２．２４ ７１．７８ １０．６３ １．２４ ３．７７ ６．６０ ４７．８２ ３．１２ ５．５６ ０．８７ 白滝１

１１．６８ ２．６１ ７６．９５ １１．４１ １．９９ ５．０７ ７．２２ ４４．４０ ３．３９ ７．７６ ０．８２ 白滝１

１２．６５ ２．８９ ８３．０４ １１．８２ １．７１ ４．５３ ７．４４ ４６．３６ ３．４８ ６．７２ ０．８２ 白滝１

１０．０５ ２．６３ ７５．９３ １０．７６ １．７７ ３．９０ ５．２７ ４９．５８ ３．４６ ８．１６ ０．８８ 白滝１

１８．０４ ３．３９ １０９．２８ １４．４１ ２．６０ ５．７３ ８．１１ ４６．７２ ３．１０ ８．４２ ０．７８ 白滝１

１０．５２ ２．２２ ７２．２９ １０．８７ ２．１９ ４．０８ ７．２９ ４４．４８ ３．０８ ８．９６ ０．８４ 白滝１

１４．７９ ３．２０ ９０．３９ １２．８２ ２．３５ ５．１２ ７．７６ ４５．７１ ３．５４ ８．３７ ０．７９ 白滝１

１０．８６ ２．３９ ６９．２７ １２．０３ １．９０ ４．６７ ７．１０ ４６．８３ ３．４６ ７．３８ ０．８０ 白滝１

１２．７５ ２．２６ ７３．５７ １１．０２ ２．２４ ４．３５ ６．６３ ４５．４７ ３．０８ ９．２４ ０．７６ 白滝１

１１．３３ ２．４５ ７９．５２ １２．３９ ２．２６ ４．１４ ６．６５ ４８．６９ ３．０８ ８．８９ ０．８５ 白滝１

１２．５１ ３．２４ ８０．２８ １２．０１ ２．３２ ５．３４ ７．０２ ４５．０２ ４．０４ ８．６９ ０．８１ 白滝１

１２．６０ ２．７４ ８３．９４ １１．６５ １．８４ ４．６４ ８．４９ ４３．７６ ３．２６ ６．９３ ０．８２ 白滝１

１１．７４ ２．５１ ６９．３１ １１．４１ ２．５２ ４．４１ ７．４９ ４４．１６ ３．６２ ９．７７ ０．７７ 白滝１

１２．８３ ２．５０ ７５．１３ １１．６８ １．５２ ４．１０ ７．０７ ４７．９３ ３．３２ ６．２３ ０．７７ 白滝１

１１．２１ ２．７５ ６９．４１ １０．４４ １．２３ ３．８９ ６．１４ ４８．０９ ３．９５ ５．６８ ０．７９ 白滝１

１１．０９ ２．２４ ７７．７０ １１．２７ ２．３３ ３．９３ ７．８０ ４４．４７ ２．８８ ９．２１ ０．８５ 白滝１

１３．３６ ３．０７ ８７．２３ １２．４９ １．９１ ５．１９ ７．５２ ４６．０９ ３．５２ ７．０３ ０．８１ 白滝１

１３．６２ ２．８６ ８３．８５ １３．４９ ２．４７ ４．９５ ８．０２ ４６．６２ ３．４１ ８．５２ ０．７９ 白滝１

１１．４２ ３．５２ ８９．０２ １３．５５ ２．７４ ５．０５ ８．１７ ４５．９２ ３．９６ ９．２９ ０．８９ 白滝１

１１．８０ ２．９８ ８０．２５ １１．８７ ２．５１ ５．０７ ６．６５ ４５．４９ ３．７１ ９．６２ ０．８３ 白滝１

１１．９２ ２．３５ ７７．３３ １１．７１ ２．１７ ４．８２ ６．９８ ４５．６１ ３．０４ ８．４３ ０．８１ 白滝１

９．１４ ２．０６ ６４．１６ １０．０１ １．３５ ３．９２ ６．００ ４７．０６ ３．２２ ６．３３ ０．８５ 白滝１

１２．３８ ２．９６ ７８．１０ １３．２５ ２．４０ ５．２４ ７．３３ ４６．９３ ３．７８ ８．５２ ０．８０ 白滝１

１６．５６ ３．４１ １０１．９４ １３．７８ ２．７３ ５．５９ ７．９１ ４５．９０ ３．３５ ９．１１ ０．７９ 白滝１

１２．９２ ２．７９ ９０．２２ １３．１０ １．８１ ５．２４ ７．４２ ４７．５２ ３．０９ ６．５７ ０．８４ 白滝１

１６．３８ ３．１６ ８７．６４ １２．６０ ２．３０ ４．８１ ７．１４ ４６．９３ ３．６１ ８．５６ ０．７３ 白滝１

八号沢露頭

（１５）

１０．９３ １．９１ ６４．７７ １０．８４ １．８８ ４．３０ ６．１７ ４６．７２ ２．９５ ８．１２ ０．７７ 白滝１

１７．９２ ２．５４ ８４．２８ １１．８１ ２．１８ ４．５７ ７．４５ ４５．４１ ３．０１ ８．３８ ０．６７ 白滝１

１２．４９ ２．９７ ８４．２８ １２．２５ ２．５６ ５．２２ ７．６３ ４４．２９ ３．５２ ９．２４ ０．８３ 白滝１

１１．２０ ２．３４ ６６．８１ １０．１３ １．４８ ３．７９ ５．９０ ４７．５４ ３．５０ ６．９６ ０．７８ 白滝１

１６．５８ ３．８２ １０４．０２ １５．２９ ２．４１ ５．７５ ７．５０ ４９．３９ ３．６７ ７．７８ ０．８０ 白滝１

１２．６０ ２．５９ ７５．４２ １２．３０ １．４９ ４．４３ ６．２５ ５０．２７ ３．４４ ６．１０ ０．７８ 白滝１

１３．７８ ３．２５ ９８．６２ １３．２９ ２．８８ ４．４５ ８．０３ ４６．３８ ３．３０ １０．０６ ０．８５ 白滝１

１９．５８ ３．７０ １０６．７６ １５．３７ ２．６６ ５．５８ ８．００ ４８．６２ ３．４７ ８．４３ ０．７４ 白滝１

１４．９６ ３．０５ ９９．６０ １２．９４ ２．３５ ４．６７ ７．７４ ４６．７１ ３．０６ ８．４９ ０．８２ 白滝１

１３．６４ ２．８５ ８５．２８ １３．６６ ２．３７ ４．０３ ７．３０ ４９．９４ ３．３５ ８．６５ ０．８０ 白滝１

１３．６０ ３．０６ ７８．７４ １２．２３ １．６８ ４．３５ ７．１６ ４８．０９ ３．８９ ６．６０ ０．７６ 白滝１

１７．５３ ３．５１ １０７．８７ １４．７２ ２．２４ ５．９３ ７．９２ ４７．７７ ３．２５ ７．２６ ０．７９ 白滝１

１０．９３ ２．２５ ７０．８９ ９．４７ ２．１３ ３．６５ ６．１６ ４４．２２ ３．１７ ９．９６ ０．８１ 白滝１

１０．６７ ２．０６ ６６．５０ １１．０６ １．７２ ３．４６ ６．６１ ４８．４０ ３．０９ ７．５２ ０．７９ 白滝１

１１．８７ ２．４７ ８０．９５ １３．７０ ２．３３ ４．５０ ６．７３ ５０．２７ ３．０５ ８．５３ ０．８３ 白滝１

７の沢川支流

（２）

９．６９ ２．５３ ６５．５９ １２．３８ ０．００ ４．９９ ５．１３ ５５．０２ ３．８６ ０．００ ０．８３ 白滝２

１６．００ ３．８７ ９４．８５ １４．９８ ０．６０ ６．２１ ６．８０ ５２．４１ ４．０８ ２．０９ ０．７７ 白滝２

IK露頭（１０） １６．７５ ４．１５ １００．４８ １４．２９ １．００ ５．２６ ６．４９ ５２．８６ ４．１３ ３．７０ ０．７８ 白滝２

１０．４１ ２．７９ ６６．３５ １２．３９ ０．０８ ４．５０ ５．５６ ５５．００ ４．２０ ０．３５ ０．８０ 白滝２

１８．６６ ４．０７ ９６．６６ １４．４９ ０．６７ ５．９４ ６．０３ ５３．４２ ４．２１ ２．４８ ０．７１ 白滝２

１２．２８ ２．５４ ６６．１５ １１．６６ ０．５８ ４．５３ ４．８０ ５４．０７ ３．８５ ２．６７ ０．７３ 白滝２

１５．５５ ３．９４ ８７．８９ １４．７１ ０．７１ ６．３６ ６．４４ ５２．１３ ４．４８ ２．５１ ０．７５ 白滝２

１０．８０ ３．０７ ７１．４５ １２．７７ ０．７７ ５．２３ ５．９１ ５１．７５ ４．３０ ３．１１ ０．８２ 白滝２

９．９１ ２．５６ ６５．３４ １１．９６ ０．７２ ４．２９ ４．９４ ５４．５７ ３．９２ ３．２９ ０．８２ 白滝２

１７．６４ ５．０２ １１０．１５ １６．２９ １．２５ ６．３２ ６．１１ ５４．３４ ４．５６ ４．１８ ０．８０ 白滝２

１１．８６ ２．９８ ７６．１３ １３．６７ ０．５２ ５．１７ ５．４８ ５５．０２ ３．９１ ２．１０ ０．８１ 白滝２

１２．０１ ２．９７ ６５．６８ １２．１０ ０．２６ ４．５８ ５．０４ ５５．０５ ４．５２ １．１８ ０．７４ 白滝２

十勝石沢の露

頭直下の河床

（１１）

１１．６５ ３．２２ ７０．３２ １２．４７ ０．５１ ５．２８ ４．８４ ５３．９９ ４．５８ ２．２０ ０．７８ 白滝２

１２．６８ ３．５５ ７９．４８ １４．１８ ０．８８ ５．３６ ５．４６ ５４．７８ ４．４７ ３．４０ ０．８０ 白滝２

１１．１０ ２．９７ ７０．９７ １２．００ ０．５８ ４．９０ ４．９３ ５３．５５ ４．１８ ２．６０ ０．８１ 白滝２
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表�―４―５ 黒曜石原石測定値（２）

エリア
原石採取地
（点数）

検出強度(cps)
Rb 分率

Mn×１００
/Fe

Sr 分率
log

(Fe/K)
判別群

K強度 Mn 強度 Fe 強度 Rb 強度 Sr 強度 Y強度 Zr 強度

白滝 十勝石沢の露

頭直下の河床

（１１）

１１．０９ ２．８３ ６３．２１ １１．４２ ０．４３ ４．１７ ４．７２ ５５．０６ ４．４８ ２．０９ ０．７６ 白滝２

１１．９２ ３．０１ ７２．９９ １３．２０ ０．３５ ４．９９ ５．６３ ５４．６１ ４．１３ １．４６ ０．７９ 白滝２

１２．０３ ３．２７ ８０．６５ １４．０７ ０．４８ ５．５２ ５．６７ ５４．６７ ４．０６ １．８７ ０．８３ 白滝２

１３．２１ ３．５８ ７９．３３ １３．５８ ０．１８ ５．３１ ５．９６ ５４．２６ ４．５２ ０．７２ ０．７８ 白滝２

１４．７６ ４．１３ ８６．９０ １４．８５ ０．６３ ５．９８ ５．４８ ５５．１３ ４．７５ ２．３４ ０．７７ 白滝２

１３．６５ ３．４６ ８５．６３ １５．３０ ０．６０ ６．１９ ６．９８ ５２．６４ ４．０４ ２．０６ ０．８０ 白滝２

１１．１２ ２．６６ ６９．９５ １２．８８ ０．００ ４．９５ ５．５１ ５５．２０ ３．８０ ０．００ ０．８０ 白滝２

１４．２９ ３．３２ ７９．０７ １４．３３ ０．６６ ５．５９ ５．６３ ５４．７０ ４．２０ ２．５１ ０．７４ 白滝２

アジサイの滝

露頭（１０）

１２．０５ ３．２０ ７６．２０ １３．１５ ０．３５ ５．００ ５．１８ ５５．５１ ４．２０ １．４７ ０．８０ 白滝２

１２．７５ ３．３４ ７３．２８ １３．５８ ０．３１ ６．３０ ６．４０ ５１．０７ ４．５５ １．１７ ０．７６ 白滝２

１１．７８ ２．５９ ６２．２９ １１．７９ ０．７４ ４．１９ ５．１６ ５３．８９ ４．１５ ３．３８ ０．７２ 白滝２

１０．３１ ２．９５ ６５．２３ １２．１３ ０．１９ ４．３０ ４．７１ ５６．８６ ４．５２ ０．８８ ０．８０ 白滝２

１３．４４ ３．４５ ７８．８８ １３．３９ ０．８１ ５．６２ ５．３９ ５３．１０ ４．３７ ３．２１ ０．７７ 白滝２

１３．３３ ３．３２ ７２．００ １３．６８ ０．６７ ５．６８ ５．６１ ５３．３３ ４．６０ ２．６３ ０．７３ 白滝２

１３．２７ ３．３１ ７３．６２ １３．０７ ０．１２ ５．１６ ６．４７ ５２．６６ ４．５０ ０．４７ ０．７４ 白滝２

１３．０８ ３．０８ ７２．６７ １３．６８ ０．５０ ４．９８ ５．６０ ５５．２３ ４．２４ ２．０３ ０．７４ 白滝２

１７．０３ ４．１４ ９７．９４ １４．５８ ０．５０ ６．０３ ６．１９ ５３．４１ ４．２３ １．８３ ０．７６ 白滝２

１４．１２ ２．８８ ７９．０９ １４．１７ ０．３６ ５．７０ ５．４１ ５５．２７ ３．６４ １．４０ ０．７５ 白滝２

赤石山山頂、

八号沢露頭、

八号沢、

黒曜の沢、

幌加林道

（３６）

１２．８５ ２．４１ ７１．８８ １０．２３ １．７７ ４．４５ ６．８５ ４３．９２ ３．３５ ７．５８ ０．７５ 白滝１

１３．１４ ２．５０ ７９．００ １１．４４ ２．６１ ４．３４ ６．８３ ４５．３５ ３．１６ １０．３４ ０．７８ 白滝１

１１．３７ ２．２２ ７１．３１ １０．１５ １．９０ ４．４０ ６．１１ ４５．００ ３．１１ ８．４４ ０．８０ 白滝１

１２．９９ ２．２５ ７８．２５ １０．３４ ２．２３ ３．４９ ５．５６ ４７．８３ ２．８８ １０．３１ ０．７８ 白滝１

１１．２９ ２．５１ ７６．６５ １０．６０ ２．０７ ４．３８ ５．６１ ４６．７８ ３．２７ ９．１３ ０．８３ 白滝１

１１．９２ ２．３２ ７６．７４ １０．５２ １．２０ ４．２０ ６．０６ ４７．８５ ３．０３ ５．４６ ０．８１ 白滝１

１２．８３ ２．４６ ７５．１８ １０．３５ ２．３１ ４．４９ ６．６３ ４３．５４ ３．２８ ９．７０ ０．７７ 白滝１

１１．７０ ２．２９ ７３．２０ ９．８０ １．５３ ４．２８ ６．９５ ４３．４５ ３．１３ ６．７７ ０．８０ 白滝１

１０．８２ ２．２５ ７３．６４ １０．１０ １．５５ ４．０３ ６．７８ ４４．９７ ３．０６ ６．９１ ０．８３ 白滝１

１１．８２ ３．０２ ７８．８５ １１．３７ １．８８ ４．１１ ７．１２ ４６．４４ ３．８３ ７．６８ ０．８２ 白滝１

１３．１４ ２．５１ ８７．１５ １２．１６ ２．２６ ４．９９ ６．９９ ４６．０７ ２．８８ ８．５５ ０．８２ 白滝１

１０．４５ ２．４０ ７３．５９ １０．１６ １．４０ ３．７８ ６．２０ ４７．１６ ３．２６ ６．５１ ０．８５ 白滝１

１２．００ ２．４７ ８１．１２ １０．８４ ２．２９ ４．８８ ６．９７ ４３．４０ ３．０４ ９．１８ ０．８３ 白滝１

１３．９５ ２．５１ ８５．３１ １１．２９ １．８０ ４．４１ ７．１７ ４５．７７ ２．９５ ７．３１ ０．７９ 白滝１

１１．５３ ２．６９ ８２．７７ １１．０２ １．７０ ４．３２ ６．５０ ４６．８２ ３．２５ ７．２２ ０．８６ 白滝１

１３．０２ ３．２９ ８７．７３ １２．００ ２．１９ ４．４４ ７．４１ ４６．０９ ３．７５ ８．４０ ０．８３ 白滝１

１２．４９ ２．３７ ６８．０６ １２．６７ ２．１６ ４．２７ ７．０６ ４８．４４ ３．４８ ８．２５ ０．７４ 白滝１

９．９２ ２．５３ ６７．８４ １２．０９ ０．４８ ５．２１ ４．７４ ５３．７０ ３．７３ ２．１３ ０．８３ 白滝２

９．７８ ３．０１ ７１．４９ １３．９６ ０．９０ ４．９９ ５．５７ ５４．９２ ４．２２ ３．５３ ０．８６ 白滝２

８．２８ ２．４１ ５７．６６ １１．３２ ０．３６ ４．５２ ４．８７ ５３．７６ ４．１８ １．６９ ０．８４ 白滝２

９．７１ ２．４４ ６５．１２ １２．６７ ０．６６ ４．５５ ５．５１ ５４．１７ ３．７５ ２．８１ ０．８３ 白滝２

１０．１１ ２．７０ ６５．９３ １１．５６ ０．５５ ４．６６ ４．９２ ５３．３１ ４．１０ ２．５５ ０．８１ 白滝２

１０．０９ ２．５２ ６１．４７ １２．３０ ０．５３ ４．４４ ４．３１ ５７．０１ ４．１０ ２．４３ ０．７８ 白滝２

１０．３８ ２．６８ ６６．５２ １２．４４ ０．５８ ４．６７ ５．９３ ５２．６４ ４．０３ ２．４７ ０．８１ 白滝２

９．８７ ２．３９ ６５．１４ １２．５５ ０．００ ４．６６ ５．１０ ５６．２５ ３．６６ ０．００ ０．８２ 白滝２

１０．１５ ２．７９ ７２．３０ １３．２１ ０．９０ ５．４１ ５．２８ ５３．２８ ３．８５ ３．６２ ０．８５ 白滝２

１０．８５ ２．８５ ７３．６０ １３．３５ ０．４５ ５．０５ ４．６１ ５６．８９ ３．８８ １．９３ ０．８３ 白滝２

１０．０４ ２．５９ ６５．２３ １２．８７ ０．２９ ４．４０ ４．９８ ５７．０８ ３．９８ １．３１ ０．８１ 白滝２

９．９５ ２．７４ ６５．３３ １２．１４ ０．６４ ４．７０ ４．３９ ５５．５１ ４．１９ ２．９１ ０．８２ 白滝２

９．１８ ２．２９ ６３．０９ １０．８９ ０．１０ ４．５４ ４．４８ ５４．４４ ３．６３ ０．４８ ０．８４ 白滝２

８．７８ ２．４５ ６２．９２ １２．５７ ０．５２ ４．７４ ４．９３ ５５．２２ ３．９０ ２．３０ ０．８６ 白滝２

１１．５９ ２．９８ ７１．９６ １３．１８ ０．５０ ５．２３ ５．６６ ５３．６４ ４．１３ ２．０４ ０．７９ 白滝２

９．７０ ２．５３ ６０．９５ １１．６９ ０．６１ ４．６７ ５．１８ ５２．７６ ４．１５ ２．７６ ０．８０ 白滝２

１０．９４ ３．０３ ７０．９７ １３．０３ ０．２０ ５．７４ ５．７４ ５２．７３ ４．２７ ０．８０ ０．８１ 白滝２

９．７０ ３．０４ ６５．１８ １１．５１ ０．６８ ４．４６ ４．３１ ５４．９０ ４．６６ ３．２３ ０．８３ 白滝２

１０．００ ２．９７ ６６．４０ １１．６６ ０．１７ ４．２６ ５．００ ５５．２９ ４．４７ ０．７９ ０．８２ 白滝２

赤井川 曲川・土木川

（１２）

１２．８５ ３．１２ ７５．５４ ８．１７ ３．５１ ３．００ ７．５４ ３６．７８ ４．１３ １５．７８ ０．７７ 赤井川

１２．３９ ２．７３ ６９．１６ ９．１３ ３．３４ ３．０３ ７．２９ ４０．０５ ３．９５ １４．６６ ０．７５ 赤井川

１３．０８ ３．０２ ６８．３０ ８．５８ ３．１９ ２．７２ ７．６３ ３８．７８ ４．４２ １４．４４ ０．７２ 赤井川

１２．３３ ３．００ ６９．０１ ８．０６ ３．６７ ３．６３ ７．４１ ３５．４０ ４．３５ １６．１１ ０．７５ 赤井川

１２．５８ ２．８８ ６７．１０ ９．１１ ３．３３ ３．１０ ７．０２ ４０．３９ ４．２９ １４．７４ ０．７３ 赤井川

１１．３０ ２．９７ ６４．４０ ８．３１ ３．２３ ２．８４ ７．２２ ３８．４７ ４．６１ １４．９７ ０．７６ 赤井川

１２．９０ ３．０１ ７１．０３ ９．３４ ３．１１ ３．０５ ７．５８ ４０．４９ ４．２４ １３．４５ ０．７４ 赤井川

１０．７５ ２．５６ ６２．７８ ８．５９ ３．０１ ３．４５ ７．８３ ３７．５２ ４．０８ １３．１６ ０．７７ 赤井川

１４．５０ ３．２０ ７７．７７ ９．４７ ３．８５ ４．１１ ８．５１ ３６．４９ ４．１２ １４．８４ ０．７３ 赤井川

１１．８６ ２．７５ ６６．４０ ８．８０ ３．２６ ３．１０ ６．８７ ３９．９４ ４．１４ １４．８１ ０．７５ 赤井川

１２．４８ ３．２０ ７０．６３ ９．１１ ３．７８ ３．３９ ７．８２ ３７．８０ ４．５３ １５．６８ ０．７５ 赤井川

１４．９１ ３．１４ ７７．３４ ９．７５ ３．５０ ４．４２ ８．５９ ３７．１２ ４．０６ １３．３４ ０．７１ 赤井川

上士幌 十勝三股（１０） １１．１１ ２．３２ ６７．３８ １０．４５ ３．１４ ４．２４ ６．７９ ４２．４５ ３．４４ １２．７４ ０．７８ 上士幌

１２．３７ ２．６８ ７７．２６ １０．２８ ３．７９ ４．３８ ７．７１ ３９．２９ ３．４７ １４．４８ ０．８０ 上士幌

１２．０４ ２．４２ ７８．２７ １１．１０ ３．９８ ４．４４ ７．６２ ４０．９０ ３．０９ １４．６７ ０．８１ 上士幌

１２．４３ ２．４５ ７１．７４ １０．８５ ３．６３ ４．５８ ７．３２ ４１．１２ ３．４１ １３．７７ ０．７６ 上士幌

１５．８７ ３．２７ ９６．４０ １２．７１ ５．１５ ５．７５ ９．１１ ３８．８４ ３．３９ １５．７５ ０．７８ 上士幌

１４．６５ ２．７２ ９３．４０ １１．３１ ４．００ ４．７７ ８．４７ ３９．６１ ２．９１ １４．０２ ０．８０ 上士幌

１７．４２ ３．４７ １０４．１９ １２．５５ ４．６３ ５．４３ ９．４６ ３９．１５ ３．３３ １４．４３ ０．７８ 上士幌

１６．８９ ３．７４ １０８．２０ １２．３１ ４．３９ ５．００ ８．２８ ４１．０８ ３．４６ １４．６３ ０．８１ 上士幌

４ 黒曜石製遺物原産地推定結果
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表�―４―６ 黒曜石原石測定値（３）

エリア
原石採取地
（点数）

検出強度(cps)
Rb 分率

Mn×１００
/Fe

Sr 分率
log

(Fe/K)
判別群

K強度 Mn 強度 Fe 強度 Rb 強度 Sr 強度 Y強度 Zr 強度

上士幌 十勝三股

（１０）

１５．２７ ３．０７ ９２．４５ １２．６７ ４．７５ ５．０２ ９．１０ ４０．１７ ３．３３ １５．０６ ０．７８ 上士幌

１２．１６ ２．４３ ７６．３０ ９．７４ ３．２２ ４．３３ ７．８６ ３８．７２ ３．１８ １２．７９ ０．８０ 上士幌

置戸 置戸山（５） ８．１４ ２．６５ ８８．６７ ６．３３ ５．４７ ３．４３ １３．９８ ２１．６８ ２．９９ １８．７３ １．０４ 置戸山

７．８２ ２．６３ ８９．４２ ６．１１ ５．７４ ２．６５ １２．３４ ２２．７６ ２．９４ ２１．３９ １．０６ 置戸山

７．３５ ２．３６ ８２．６６ ５．７０ ５．４３ ２．７５ １２．０５ ２１．９８ ２．８５ ２０．９４ １．０５ 置戸山

８．５６ ２．８６ ９０．１４ ６．００ ５．７２ ２．４２ １２．２０ ２２．７９ ３．１８ ２１．７２ １．０２ 置戸山

７．６８ ２．０１ ８０．６５ ５．４３ ４．７７ ２．３６ １２．０１ ２２．１１ ２．５０ １９．４０ １．０２ 置戸山

所山（５） １０．５３ １．７３ ７１．１８ ８．５８ ５．２９ ３．０６ ９．５３ ３２．４４ ２．４３ １９．９９ ０．８３ 所山

１０．７４ １．８５ ７１．０４ ９．１７ ４．６２ ２．９２ １０．０５ ３４．２６ ２．６１ １７．２８ ０．８２ 所山

１４．５７ ２．５８ ８９．８５ １１．０６ ４．８６ ４．１０ １１．００ ３５．６６ ２．８７ １５．６８ ０．７９ 所山

１１．９６ ２．７７ ８９．５３ １１．２０ ５．９２ ４．７２ １２．４３ ３２．６８ ３．０９ １７．２７ ０．８７ 所山

１１．４２ ２．１５ ７４．６９ ９．３０ ４．８７ ３．６０ ９．８２ ３３．７２ ２．８８ １７．６３ ０．８２ 所山

豊浦 豊泉（１０） ８．９８ ３．３５ ８０．６５ ５．６７ ７．４３ ３．０１ １１．６９ ２０．４０ ４．１５ ２６．７２ ０．９５ 豊浦

１０．６３ ３．６２ ９６．５８ ６．２０ ８．６１ ３．２０ １２．３７ ２０．４０ ３．７５ ２８．３５ ０．９６ 豊浦

１１．４４ ３．９５ １０１．７３ ６．６７ ８．６２ ３．０９ １３．３３ ２１．０４ ３．８８ ２７．１７ ０．９５ 豊浦

１２．６３ ３．５６ ９７．８８ ６．５１ ８．０９ ３．４７ １２．６０ ２１．２３ ３．６４ ２６．３８ ０．８９ 豊浦

１０．７３ ３．１６ ９６．２４ ６．０１ ９．１３ ３．０７ １４．２９ １８．４８ ３．２８ ２８．１０ ０．９５ 豊浦

１１．５９ ４．９６ １２５．３９ ６．９８ ８．４０ ４．０７ １２．６２ ２１．７６ ３．９６ ２６．１９ １．０３ 豊浦

９．３８ ３．５７ ９５．７５ ５．８９ ７．９８ ２．９１ １２．４４ ２０．１７ ３．７３ ２７．３１ １．０１ 豊浦

９．６９ ３．５０ ９０．０５ ６．２７ ８．８０ ３．４９ １２．４８ ２０．２１ ３．８９ ２８．３５ ０．９７ 豊浦

８．５０ ２．６１ ７７．６０ ５．９７ ７．４１ ２．６５ １１．０１ ２２．０７ ３．３６ ２７．４０ ０．９６ 豊浦

９．２２ ２．７７ ７８．２７ ４．９３ ８．１４ ２．４７ １１．６０ １８．１７ ３．５３ ２９．９８ ０．９３ 豊浦

旭川 近文台（７） １０．９７ ３．４６ １０９．１８ ９．２６ ８．６０ ３．６２ １０．６８ ２８．７８ ３．１７ ２６．７５ １．００ 旭川

９．７４ ２．８３ １０２．２７ ８．８２ ７．５１ ２．８９ ９．８３ ３０．３６ ２．７７ ２５．８４ １．０２ 旭川

１２．１０ ３．５０ １２１．６２ ９．８６ ８．８２ ４．１４ １１．１０ ２９．０７ ２．８８ ２６．０１ １．００ 旭川

９．３１ ３．１６ １０４．１２ ８．８６ ７．５７ ３．４９ ９．８８ ２９．７４ ３．０３ ２５．４０ １．０５ 旭川

１１．７６ ３．９５ １２５．２２ ９．３６ ８．８０ ３．４６ １１．１０ ２８．６２ ３．１５ ２６．８９ １．０３ 旭川

１０．０２ ２．９８ １０６．２３ ８．７８ ７．６２ ３．８３ ９．７６ ２９．２８ ２．８１ ２５．４１ １．０３ 旭川

９．４４ ３．２０ １００．６９ ８．３３ ７．５０ ３．０９ ９．５８ ２９．２２ ３．１８ ２６．３２ １．０３ 旭川

名寄 忠烈布川

（１０）

６．７６ １．８８ ７９．６６ ７．０１ ６．２９ ２．１４ １０．０７ ２７．４９ ２．３６ ２４．６４ １．０７ 名寄

８．２６ １．４０ ８２．６４ ７．７２ ６．４４ ２．６０ １２．６３ ２６．２７ １．７０ ２１．９２ １．００ 名寄

７．８１ ２．０４ ８５．０４ ７．５９ ６．５８ ２．７３ １１．５８ ２６．６６ ２．３９ ２３．１２ １．０４ 名寄

８．２５ １．７２ ８５．６０ ７．７０ ６．９６ ２．６９ １１．４５ ２６．７２ ２．０１ ２４．１８ １．０２ 名寄

８．８８ ２．１６ ９２．２２ ８．０３ ７．７０ ２．８２ １１．４９ ２６．７２ ２．３４ ２５．６４ １．０２ 名寄

８．１３ １．６４ ８３．６０ ７．４９ ６．７８ ２．３５ １０．７０ ２７．４２ １．９６ ２４．８２ １．０１ 名寄

８．４３ １．８５ ８６．９３ ７．７０ ６．４６ ２．６６ １０．８４ ２７．８３ ２．１２ ２３．３６ １．０１ 名寄

８．５９ １．８９ ９０．８１ ７．８２ ７．０３ ２．８１ １１．９８ ２６．３９ ２．０８ ２３．７２ １．０２ 名寄

８．０７ １．４２ ８３．６２ ７．３４ ６．５３ ２．２９ １０．９５ ２７．０６ １．７０ ２４．１０ １．０２ 名寄

８．２１ １．５３ ９０．１４ ８．５９ ７．４３ ２．６４ １１．７０ ２８．２９ １．７０ ２４．４６ １．０４ 名寄

秩父別 中山（７４） １０．５３ ２．９３ ５６．１６ １０．０２ ４．６７ ４．３９ ８．５４ ３６．２８ ５．２１ １６．９２ ０．７３ 秩父別１

１３．０２ ３．２１ ６２．２８ １１．７３ ４．６５ ４．０２ ９．２９ ３９．５１ ５．１６ １５．６５ ０．６８ 秩父別１

１２．９７ ２．７３ ５９．２３ １０．５１ ５．１５ ３．５９ ８．７１ ３７．６０ ４．６１ １８．４１ ０．６６ 秩父別１

８．３４ ４．３４ １３０．３９ ８．０６ １１．４６ ２．８６ １１．８６ ２３．５４ ３．３３ ３３．４７ １．１９ 秩父別３

７．６２ ３．６６ １１３．７５ ５．７９ ８．８６ ２．４２ ９．２３ ２２．０３ ３．２２ ３３．６８ １．１７ 秩父別３

１１．１５ ２．７６ １０１．５１ ７．９６ ７．７０ ２．９４ ９．２２ ２８．６０ ２．７２ ２７．６９ ０．９６ 秩父別２

１０．８２ ２．９３ １０２．３６ ８．５２ ８．３２ ３．１６ ９．８５ ２８．５４ ２．８６ ２７．８８ ０．９８ 秩父別２

９．８６ ２．６６ ９２．６１ ７．８２ ７．０８ ２．９６ ８．６８ ２９．４６ ２．８７ ２６．６８ ０．９７ 秩父別２

１３．５８ ２．８９ ６１．９８ １０．６７ ４．７１ ４．２８ ９．４２ ３６．６９ ４．６６ １６．１９ ０．６６ 秩父別１

１３．８０ ３．６０ ６２．７４ １０．７５ ３．９６ ４．１０ １０．７６ ３６．３６ ５．７４ １３．３８ ０．６６ 秩父別１

９．０８ ４．７１ １３６．４５ ６．７８ １０．２４ ２．１７ １０．８４ ２２．５８ ３．４５ ３４．１０ １．１８ 秩父別３

１１．０８ ３．０４ １０６．９０ ８．７７ ７．９５ ３．６８ ９．６９ ２９．１４ ２．８４ ２６．４３ ０．９８ 秩父別２

１０．８５ ５．０８ １４９．９２ ６．８８ １０．７９ ２．６３ １２．１１ ２１．２４ ３．３９ ３３．２９ １．１４ 秩父別３

１０．８２ ２．６８ ９７．０１ ８．８８ ７．５４ ２．６７ １０．０９ ３０．４３ ２．７６ ２５．８４ ０．９５ 秩父別２

１２．３７ ２．９９ ５６．１１ １０．３６ ４．５０ ４．３９ ９．４２ ３６．１４ ５．３２ １５．７１ ０．６６ 秩父別１

１１．５８ ３．１４ １１０．１４ ９．３６ ８．６４ ３．７１ ９．３７ ３０．１２ ２．８５ ２７．８０ ０．９８ 秩父別２

１２．３６ ２．７３ １１５．０７ ９．４５ ８．７０ ３．７０ １１．９９ ２７．９２ ２．３７ ２５．７０ ０．９７ 秩父別２

１０．０９ ２．５４ １０５．４６ ８．７３ ８．４１ ２．６２ ９．９８ ２９．３５ ２．４１ ２８．２９ １．０２ 秩父別２

１０．２９ ２．７６ ９７．０１ ７．７０ ７．７０ ２．９６ ９．５３ ２７．５９ ２．８４ ２７．６１ ０．９７ 秩父別２

１０．８２ ３．２８ １０９．５１ ８．５０ ８．７８ ３．２９ １０．０７ ２７．７５ ３．００ ２８．６７ １．０１ 秩父別２

１０．２０ ２．５０ １００．５６ ８．１８ ７．４３ ２．４６ ９．７０ ２９．４５ ２．４９ ２６．７５ ０．９９ 秩父別２

１１．４１ ２．７２ １０３．１２ ８．７８ ７．７７ ３．６７ １０．１４ ２８．９１ ２．６３ ２５．５９ ０．９６ 秩父別２

１１．４７ ３．７６ １１０．８０ ９．１９ ８．５９ ３．４６ １１．３８ ２８．１９ ３．３９ ２６．３３ ０．９８ 秩父別２

１１．５１ ２．６９ １０４．１５ ９．１０ ８．４２ ３．１１ １４．５９ ２５．８３ ２．５９ ２３．９１ ０．９６ 秩父別２

９．３９ ４．４７ １３０．２３ ６．７７ ９．８３ ２．５６ １１．４０ ２２．１６ ３．４３ ３２．１５ １．１４ 秩父別３

９．８６ ２．５０ ９４．０１ ７．５８ ６．９９ ２．８１ ８．６７ ２９．０８ ２．６６ ２６．８４ ０．９８ 秩父別２

１１．２５ ２．８８ ５５．７６ ９．２８ ３．６１ ３．４３ ７．８６ ３８．３７ ５．１６ １４．９４ ０．７０ 秩父別１

１１．１９ ２．８０ １０３．８５ ８．７８ ８．４１ ３．０６ ９．６０ ２９．４０ ２．６９ ２８．１６ ０．９７ 秩父別２

９．９７ ２．６６ ９１．６３ ７．５８ ７．２３ ２．７０ ８．４８ ２９．１７ ２．９１ ２７．８１ ０．９６ 秩父別２

１０．４１ ２．５０ １０２．１７ ９．１４ ８．２８ ３．８１ １０．６５ ２８．６８ ２．４５ ２５．９６ ０．９９ 秩父別２

１２．５０ ３．２９ １１５．５５ ９．３０ ８．９９ ２．８７ １０．２０ ２９．６６ ２．８５ ２８．６８ ０．９７ 秩父別２

１５．３０ ３．３３ ６６．７９ １０．９６ ４．６２ ４．９０ ９．７９ ３６．２０ ４．９８ １５．２６ ０．６４ 秩父別１

１２．６０ ３．２９ １０９．４７ ８．６１ ８．１５ ３．８５ ９．６４ ２８．４７ ３．００ ２６．９４ ０．９４ 秩父別２

１０．６７ ３．４０ １０７．１３ ９．０７ ８．３１ ３．６４ ９．５３ ２９．７１ ３．１７ ２７．２０ １．００ 秩父別２

１５．１５ ３．００ ６２．９７ １１．２８ ３．８１ ３．７４ ９．５１ ３９．８１ ４．７６ １３．４４ ０．６２ 秩父別１
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表�―４―７ 黒曜石原石測定値（４）

エリア
原石採取地
（点数）

検出強度(cps)
Rb 分率

Mn×１００
/Fe

Sr 分率
log

(Fe/K)
判別群

K強度 Mn 強度 Fe 強度 Rb 強度 Sr 強度 Y強度 Zr 強度

秩父別 中山（７４） １４．０４ ３．０９ ６４．７５ １０．８４ ５．０１ ４．２６ ９．５５ ３６．５５ ４．７６ １６．８９ ０．６６ 秩父別１

９．７０ ２．８９ ９０．４０ ７．２４ ７．０３ ２．７９ ９．３０ ２７．４５ ３．２０ ２６．６６ ０．９７ 秩父別２

１６．３１ ３．８４ ７５．２４ １２．２８ ５．８１ ４．８１ １０．０６ ３７．２６ ５．１０ １７．６２ ０．６６ 秩父別１

１２．３９ ３．５４ １２２．５２ ９．６３ ９．４０ ４．４９ ９．８７ ２８．８４ ２．８９ ２８．１７ １．００ 秩父別２

１１．６３ ２．６９ ５５．６７ ９．６４ ４．０９ ３．７７ ８．５６ ３６．９９ ４．８４ １５．７０ ０．６８ 秩父別１

１３．８８ ３．３７ ６７．９４ １１．７９ ４．６９ ４．７６ １０．１１ ３７．６１ ４．９７ １４．９６ ０．６９ 秩父別１

９．０９ ３．６２ １１０．３１ ７．３５ ９．２０ ２．６２ ９．８３ ２５．３４ ３．２９ ３１．７１ １．０８ 秩父別３

１２．１４ ２．９３ ５８．８９ １０．１９ ４．０５ ３．６０ ９．１８ ３７．７２ ４．９８ １５．００ ０．６９ 秩父別１

１５．１８ ４．４６ １３６．６７ １０．０５ ９．５９ ４．４５ １１．３７ ２８．３５ ３．２６ ２７．０４ ０．９５ 秩父別２

１４．６９ ４．７７ １４０．９９ １０．４０ １０．３８ ４．９８ １１．５０ ２７．９２ ３．３８ ２７．８６ ０．９８ 秩父別２

１１．８３ ２．５８ ５６．７３ ９．７９ ４．４０ ３．１４ ８．４５ ３７．９７ ４．５４ １７．０７ ０．６８ 秩父別１

１４．１０ ３．５１ ６４．４１ １０．９７ ４．４１ ３．９４ ９．５１ ３８．０６ ５．４４ １５．３０ ０．６６ 秩父別１

１１．５１ ２．９３ ５３．４６ １０．３６ ３．８０ ４．０４ ９．０２ ３８．０７ ５．４７ １３．９５ ０．６７ 秩父別１

１５．５０ ３．７５ ７３．８９ １２．１２ ４．９２ ５．３４ １０．８１ ３６．５３ ５．０７ １４．８２ ０．６８ 秩父別１

１１．３３ ２．７２ ５４．８６ １０．１４ ４．０７ ３．４３ ８．８１ ３８．３３ ４．９５ １５．３９ ０．６９ 秩父別１

９．６０ ４．７６ １３７．６５ ６．６８ １０．４８ ２．９６ １１．５３ ２１．１１ ３．４６ ３３．１０ １．１６ 秩父別３

１０．５１ ４．６２ １３７．８０ ７．３７ １１．１２ ３．０４ １１．７９ ２２．１３ ３．３５ ３３．３７ １．１２ 秩父別３

１１．７０ ３．１３ ６０．１８ １１．１７ ４．８１ ３．９８ ８．９９ ３８．５９ ５．２０ １６．６１ ０．７１ 秩父別１

１３．２１ ３．５７ ６３．５４ １０．４９ ４．５１ ４．４８ ８．９６ ３６．８８ ５．６２ １５．８７ ０．６８ 秩父別１

８．０１ ４．５２ １３１．６９ ６．８６ １０．４６ ２．４４ １０．５３ ２２．６４ ３．４３ ３４．５３ １．２２ 秩父別３

９．５８ ２．５９ ８５．９２ ７．２６ ７．３１ ２．０２ ８．４０ ２９．０６ ３．０１ ２９．２５ ０．９５ 秩父別２

１１．２８ ２．６０ ４７．７９ ９．２３ ３．５０ ３．２７ ６．９２ ４０．２７ ５．４４ １５．２６ ０．６３ 秩父別１

１０．３８ ２．６４ ５３．３５ ９．６１ ３．９４ ３．３３ ８．４１ ３７．９９ ４．９５ １５．５７ ０．７１ 秩父別１

１０．７１ ２．３１ １０１．４９ ８．２９ ８．２６ ２．８６ ９．９３ ２８．２４ ２．２８ ２８．１６ ０．９８ 秩父別２

１１．９５ ３．０１ ６２．４７ １０．８９ ４．５８ ４．５３ ９．６０ ３６．８０ ４．８１ １５．４６ ０．７２ 秩父別１

１０．５２ ２．９７ １０３．１９ ９．３８ ８．３５ ３．３６ １０．３４ ２９．８３ ２．８８ ２６．５８ ０．９９ 秩父別２

１１．０９ ２．８３ ５５．４３ １０．２７ ４．３９ ３．６４ ８．８４ ３７．８４ ５．１１ １６．１７ ０．７０ 秩父別１

８．９５ ４．４４ １３０．４１ ６．８３ ９．５２ ２．５４ １０．３０ ２３．３９ ３．４１ ３２．６１ １．１６ 秩父別３

１０．１９ ２．５２ ５３．３０ １０．５０ ４．２０ ３．９６ ８．６７ ３８．４１ ４．７２ １５．３６ ０．７２ 秩父別１

１１．５２ ３．０９ ５５．１３ １０．１３ ４．２４ ３．２７ ８．５７ ３８．６５ ５．６１ １６．２０ ０．６８ 秩父別１

１２．６７ ３．０２ ６０．０７ ９．３２ ３．９５ ３．７２ ８．７７ ３６．２０ ５．０３ １５．３２ ０．６８ 秩父別１

１０．５３ ３．２４ １０４．８０ ８．４７ ７．８３ ３．４０ １０．１７ ２８．３６ ３．０９ ２６．２０ １．００ 秩父別２

１２．３９ ２．８６ １２０．４４ ９．５０ ９．１２ ３．７０ １０．７３ ２８．７５ ２．３７ ２７．５９ ０．９９ 秩父別２

１１．８４ ２．９５ ５６．０６ ９．８６ ４．２０ ３．５５ ８．６２ ３７．５８ ５．２６ １６．０２ ０．６８ 秩父別１

１２．８４ ３．３０ ６４．２２ １０．７８ ４．３９ ３．５６ ９．５６ ３８．１１ ５．１４ １５．５３ ０．７０ 秩父別１

１０．７８ ５．７１ １６７．４６ ８．３９ １２．４４ ２．９８ １１．６９ ２３．６４ ３．４１ ３５．０４ １．１９ 秩父別３

１１．４６ ２．６６ ５４．７４ ９．８０ ４．７６ ３．７３ ８．３５ ３６．７７ ４．８５ １７．８８ ０．６８ 秩父別１

１５．４４ ３．９１ ７７．４４ １２．７６ ５．５９ ５．４２ １０．４３ ３７．３１ ５．０５ １６．３６ ０．７０ 秩父別１

１８．５７ ４．３４ ９２．７９ １２．３３ ５．９７ ５．２５ ９．９２ ３６．８４ ４．６８ １７．８３ ０．７０ 秩父別１

遠軽 社名淵川

河床（２）

１０．３６ ２．６７ ９１．３５ ８．１５ ２．９８ ４．４３ １２．９３ ２８．６０ ２．９２ １０．４７ ０．９５ 遠軽

１３．５８ ３．７６ １２１．２６ １０．１４ ３．６７ ６．０８ １５．９３ ２８．３０ ３．１０ １０．２５ ０．９５ 遠軽

生田原 仁田布川

河床（１０）

１１．９５ １．９４ １００．５６ ９．３７ ２．８０ ４．７８ １９．６７ ２５．５８ １．９３ ７．６５ ０．９３ 生田原

１０．７９ １．７８ ９８．３９ ９．４０ ２．６３ ４．４７ １８．８１ ２６．６３ １．８１ ７．４４ ０．９６ 生田原

１４．４４ １．８１ １１５．００ １０．１２ ２．２３ ５．４４ ２２．２４ ２５．２８ １．５８ ５．５６ ０．９０ 生田原

１７．１６ ３．２１ １３９．７５ １３．３３ ３．８２ ５．３５ ２４．０３ ２８．６５ ２．３０ ８．２１ ０．９１ 生田原

１１．０２ ２．０８ ９６．１８ ９．６４ ３．３２ ４．７６ １９．１３ ２６．１５ ２．１６ ９．０２ ０．９４ 生田原

１１．８５ １．８３ １０２．７３ １０．０５ ２．８３ ４．９８ ２１．０５ ２５．８３ １．７８ ７．２８ ０．９４ 生田原

１２．２１ １．４８ １０４．５４ ９．７２ ２．４０ ４．４７ １９．０６ ２７．２６ １．４１ ６．７３ ０．９３ 生田原

１３．３７ ２．０６ １１１．３９ １１．３１ ３．６６ ５．１７ ２１．３４ ２７．２７ １．８５ ８．８２ ０．９２ 生田原

１５．６２ ２．９２ １４１．５２ １２．６６ ４．５７ ５．４９ ２３．４２ ２７．４５ ２．０６ ９．９１ ０．９６ 生田原

１４．０５ １．９５ １１４．０３ １０．７５ ３．１３ ４．６６ ２２．３８ ２６．２７ １．７１ ７．６４ ０．９１ 生田原

留辺蘂 ケショマップ

川河床（６）

１０．１７ ３．１１ １１６．８５ ７．７４ ８．１６ ２．５１ １１．２８ ２６．０７ ２．６６ ２７．４８ １．０６ 留辺蘂

８．３０ ３．５４ １３７．７５ ７．７３ １０．０５ ３．８０ １４．４５ ２１．４５ ２．５７ ２７．９０ １．２２ 留辺蘂

１０．２２ ３．０４ １３７．４９ ７．８７ ８．９５ ３．０１ １３．９５ ２３．３１ ２．２１ ２６．５０ １．１３ 留辺蘂

８．７７ ２．６８ １１９．３６ ６．７３ ８．２７ ２．５８ １２．１２ ２２．６６ ２．２５ ２７．８５ １．１３ 留辺蘂

９．８６ ２．９４ １１７．８６ ７．５３ ７．９９ ２．９６ １１．３３ ２５．２６ ２．５０ ２６．８２ １．０８ 留辺蘂

１７．７０ ５．９４ ２１０．８４ １０．０１ １１．０２ ４．１０ １５．２２ ２４．７９ ２．８２ ２７．３１ １．０８ 留辺蘂

釧路 釧路市営

スキー場

（９）

２．８４ １３．００ ４１１．９８ １．４４ １７．８９ １．７２ ９．８０ ４．６７ ３．１６ ５８．００ ２．１６ 釧路

２．８８ １２．６６ ４１４．３３ １．３８ １７．８４ １．５２ １０．６６ ４．３９ ３．０５ ５６．８３ ２．１６ 釧路

４．９５ １１．７２ ３７７．１１ １．３９ １６．６０ １．４３ ９．３２ ４．８４ ３．１１ ５７．７５ １．８８ 釧路

３．７４ １２．３４ ４２１．８８ １．０７ １７．９５ １．５３ １０．８６ ３．３９ ２．９３ ５７．１６ ２．０５ 釧路

３．５８ １１．８６ ４３９．５３ １．４５ １６．６２ １．５０ ９．８９ ４．９２ ２．７０ ５６．４１ ２．０９ 釧路

７．６６ １１．６０ ４０８．５２ ２．８１ １６．２４ １．７９ ９．４５ ９．２７ ２．８４ ５３．６３ １．７３ 釧路

２．６６ １１．０３ ３７５．９５ １．１８ １５．６７ １．４６ ９．１４ ４．２８ ２．９３ ５７．０８ ２．１５ 釧路

５．９１ １１．８５ ４０７．４１ １．９１ １６．４５ ２．３０ １１．７０ ５．８９ ２．９１ ５０．８５ １．８４ 釧路

８．６９ １２．４２ ４２５．１９ １．９６ １７．３６ ２．０２ ９．８６ ６．２７ ２．９２ ５５．６６ １．６９ 釧路

阿寒川右岸

（２）

５．５８ １３．３３ ４３７．９４ １．５３ １８．００ １．７４ １１．２４ ４．７２ ３．０４ ５５．３６ １．８９ 釧路

４．２５ １３．６２ ４６１．２５ １．１９ １８．８２ １．７２ １１．１６ ３．６２ ２．９５ ５７．２４ ２．０４ 釧路

阿寒川左岸

（６）

７．３７ １１．５６ ４１５．６５ ２．０５ １７．０７ １．１１ ９．９６ ６．８０ ２．７８ ５６．５５ １．７５ 釧路

３．４９ １１．６１ ３７６．１９ ０．９７ １５．４９ １．３２ ８．９７ ３．６４ ３．０９ ５７．９２ ２．０３ 釧路

３．５１ １１．３２ ３６８．５９ １．３１ １５．７２ １．３０ ９．６５ ４．６９ ３．０７ ５６．１６ ２．０２ 釧路

３．３８ １１．７５ ４００．１２ ２．０４ １８．５９ ２．２０ １１．８５ ５．８７ ２．９４ ５３．６０ ２．０７ 釧路

５．０９ １４．６１ ４８５．１８ １．０４ １７．２２ １．５２ ９．４２ ３．５６ ３．０１ ５８．９９ １．９８ 釧路

３．８９ １４．８５ ４７５．４８ １．５８ １８．５４ ２．２４ １０．１１ ４．８６ ３．１２ ５７．１０ ２．０９ 釧路

４ 対雁２遺跡出土黒曜石の産地推定
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図�―４―２ 対雁２遺跡出土黒曜石判別図（１）

� 自然科学的分析
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図�―４―３ 対雁２遺跡出土黒曜石判別図（２）

４ 対雁２遺跡出土黒曜石の産地推定
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５ 対雁２遺跡の焼土と噴砂の考古地磁気研究

富山大学理学部 酒井英男，山本雄治，不破祐司

財団法人北海道埋蔵文化財センター 酒井秀治

１．はじめに

江別市対雁２遺跡は、ＪＲ江別駅の北西約４�の石狩川左岸に位置する縄文晩期中葉～続縄文前半

（２８９０～１６４０y．BP）の遺跡である。遺跡では建物跡は見つかっていないことから、人々が定住的に生

活を営んでいたのではなく、狩猟や漁労の際に一時的に使用していた場所であった可能性が考えられ

る。

本稿では、平成１８年度の調査で検出された焼土と噴砂について実施している考古地磁気研究の予察

的な結果を報告する。図�―５―１に遺跡の位置を示している。

２．研究試料の採集と実験方法

残留磁化の研究試料は、噴砂および噴砂の周囲の堆積層と焼土の断面から採集した。本稿では、そ

のうちの２地点で採取した噴砂と３地点の焼土の研究結果を報告する。噴砂の採取地点は HTK１,HTK８

とサイト名を付け、焼土の採取地点は HTK３，１０，１１と名付けている。これらの位置を図�―５―１に示

している。

図�―５―１ 江別市対雁２遺跡の位置、試料の採取場所および採取風景を示す。
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試料採集には、容量１０�のプラスチック製キューブケース（以下ではケースと称す）を利用した。焼

土面では、まず表面を削って平らな面を作った後、１インチ立方のケースを露頭面に挿入具を使用し

て打ち込む。その後でケース上面にクリノメータを用いて水平面との交線をマークし、磁北からのず

れと最大傾斜角を読んで記録後、焼土を納めたケースを面から外し研究試料とした。以上の過程で、

各サイトにおいて６―１０数個の試料を得た。噴砂面についても同様にして定方位試料を得た。

採取試料について行う実験の方法の詳細については、他遺構での研究報告書（例えば酒井ほか，２００６

b，２００６c等）に示しており、本稿では省略する。実験では、まず全試料の自然残留磁化を測定し、焼

土試料については、続いて二次的に付着した磁化を除く交流消磁実験を実施した。そして実験結果は

ザイダーベルト図法により解析し、信頼できる磁化方向を求めた。噴砂試料についてはまだ消磁実験

を行っていないので、ここでは自然残留磁化の結果を用いて議論する。磁化測定には、富山大学のパ

ススルー型超伝導磁力計（２G ７６０R）を使用し、同装置の付属消磁装置を用いて消磁実験を行った。

３．焼土の残留磁化と年代推定

消磁実験により、多くの試料では低い交流磁場の消磁段階で二次的磁化を除去できた。各試料から

得た信頼できる磁化ベクトルをもとに、Fisher の統計（１９５３）を用いてサイト平均の磁化方向を求め

た。図�―５―２には、HTK３，１０，１１の各サイトから得た磁化方向をシュミット等積投影図に投影し、デ

ータを横にまとめた。図と表では、現在の磁北と真北のずれ（西偏９度１０分）を補正し、磁化方向は真

北からの値として示している。

紀元後の地磁気変動については、近畿地域を中心とする西南日本で詳細な研究が行われており、図

�―５―３に示す地磁気変動曲線（Hirooka，１９７１）が得られている。これを用いて、年代未詳の遺跡にお

いて、焼土や堆積物の残留磁化を測定し曲線と対比することで年代推定が可能となっている。しかし

紀元前では研究データが少なく現状では地磁気変動を利用した年代推定は行えない。

図�―５―２ 焼土３サイトの各残留磁化方向をシュミット等積投影図に示した。
縄文晩期の金沢市米泉遺跡の結果（広岡・井口，１９８９）も示している。
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図�―５―２を見ると、HTK１０と HTK１１の磁化方向は比較的近く、時代差はあまり無いことを示して

いる。縄文晩期の考古地磁気研究は殆ど行われていないが、広岡・井口（１９８９）により石川県金沢市の

米泉遺跡において研究が行われている。その磁化方向（図�―５―２）は対雁２遺跡の焼土と似た磁化方

向を示しており、西へ１０数度ずれ伏角が５０―５５度の方向は縄文晩期の地磁気として、今後利用できる

可能性がある。

これに対して、HTK３の磁化方向は上記２サイトとは離れており、時代はかなり異なると考えられる。

放射性炭素年代測定からは、HTK１０と HTK１１では２４００―２５００年 BP 頃の年代、HTK３では２２７５±２０年 BP

頃と新しい年代が推定されているが、地磁気変動から考えて HTK３の磁化方向は他サイトより２００年

ほど若い方向としても矛盾は無い。

紀元前の時代の地磁気変動については、研究データ数はまだ少なく年代推定の基準となる標準変動

を構築している段階である。北海道においても本研究の様に焼土の研究データを蓄えデータベースを

作っておくことで、本土や道内の遺構の対比や年代推定が今後可能となると考える。

４．残留磁化からみた噴砂の推定年代

図�―５―３には、噴砂２サイト（HTK１と HTK８）の磁化方向を示し、西南日本の地磁気変動と対比し

ている。図より２サイトは良く似た磁化方向を示しており、同じ頃に生じた噴砂であると考えられる。

札幌市 C５２２遺跡で発掘された擦文時代の焼土遺構の研究（酒井ほか，２００６c）では、西南日本の地磁

気変動の伏角を７度ほど深くすると、当時の北海道における地磁気方向として妥当であることが示さ

れている。それを考慮して、図�―５―３の噴砂の磁化方向を、７度伏角を変えて地磁気変動と対比す

ると、１２世紀初め（A．D．１１３０年頃）の年代が推定される。但し交流消磁を行っていないので、これは予

察的な結果である。

札幌市の近辺では、時代が１１世紀以降と推定される地震で発生した噴砂が多数の遺構で見つかって

図�―５―３ 噴砂試料の磁化方向と過去２０００年間の地磁気変動との比較
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おり、対雁２遺跡の噴砂も同時代の地震に因る可能性がある。従来、噴砂については有効な年代調査

法は無かったが、今回適用した地磁気年代推定法の有用性は、他の対象でも検証されている（酒井ほ

か，１９８３，２００６a）。今後、未測定の噴砂試料も含めて消磁実験を行い年代の検討を進める予定であり、

磁化の研究と併せて、対雁２遺跡の地域に影響した古地震を、災害考古学（寒川，１９９９）の面から更に

調査することが望まれる。
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� 成果と問題点

１ 遺構について

対雁２遺跡では平成１１年～１８年度の調査において、土坑２１９基、焼土１，６１９ヵ所、集石３７ヵ所、土器

集中４ヵ所を検出している。これらについて、（１）土坑、（２）集石、（３）焼土としてふれてみる。

なお、土器集中については、土器集中１が『対雁２遺跡（８）』（北埋調報２３１）、土器集中３が『対

雁２遺跡（３）』（北埋調報１７７）でまとめられているので、ここではふれない。

（１）土坑

これまでの調査において２１９基が検出されている。図�―１―１は、検出された土坑の平面分布図で

ある。土坑は南北方向の帯状に拡がっており、その検出位置から概ね３つの群に分けられる。このこ

とから、土坑は土層の堆積状況が示すように、自然堤防の肩の部分に多く構築されたと考えられる。

各群の主たる分布は、�群が１３４～１３５線間、�群が１４７～１４９線間、�群が１５５～１６０線間である。大き

く�群→�群→�群の順番に構築されたと考えられる。土坑間の切り合いはほとんど見られず、個別

の前後関係は不明である。

表�―１―１は、各土坑群における規模ごとの集計と比率である。確認面の長径の長さによって分類

した結果でみると、中型が最も多い。規模の特色は群ごとに傾向が異なり、�群では中型が主、�群

では大型が主、�群では中型～小型が主となる。表�―１―２は、各土坑群にける形状ごとの集計と比

率である。確認面での形状によって分類した。各群とも同様の傾向を示し、円形のものが多い。楕円

形としたものも円形に近い形状をしていることから、円形のものが大半を占めると考えられる。

以下、群ごとにその特色を取りまとめておく。

��群土坑

�群土坑は３基が確認されている。円形で長径０．５～１．０ｍほどの中型のものが多い（表�―１―１・

２）。３基とも焼けた礫が検出されている。Ｐ―１６５・１６７の上面からは、多数の焼けた礫が検出されて

いるが、この位置で火を焚いた形跡は見られない。検出された土坑が少ないが、墓坑と考えられるも

のはない。検出位置や周辺から出土する遺物、土坑周囲の焼土で行なった放射性炭素年代測定の結果

から、続縄文文化前葉の時期に構築されたものと考えられる。

��群土坑

�群土坑は２９基が確認されている。円形で長径１．０ｍ以上の大型のものが多く、他の群とは明らか

に異なる規模のものである（表�―１―１・２）。検出位置や周辺から出土する遺物、土坑周囲の焼土で

行なった放射性炭素年代測定の結果から、各土坑は縄文時代晩期末葉～続縄文文化初頭にほぼ同時期

に構築されたものと考えられる。ほぼ同時期の遺跡である江別市七丁目沢６遺跡や大麻３遺跡では、

長円形の土壙墓と円形の土壙が多数検出されている。�群の土坑を墓坑とする根拠は薄弱であり、七

丁目沢６遺跡や大麻３遺跡で墓坑の可能性を指摘されている円形の土壙と�群土坑が同様のものか

は、検討の必要がある。Ｐ―１５８の上面からは、多数の焼けた礫が検出されているが、この位置で火を

焚いた形跡は見られない。
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図�―１―２ 対雁２遺跡焼土分布図
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��群土坑

�群土坑は１８７基が確認されている。形状は円形や円形に近い楕円形であり、径０．５ｍ前後の小型～

中型でやや小さめのものが多い（表�―１―１・２）。検出位置や周辺から出土する遺物、土坑周囲の焼

土で行なった放射性炭素年代測定の結果から、縄文時代晩期中葉～後葉の時期に構築されたものと考

えられる。おそらく数時期に分かれると推定されるが、構築面がはっきりしなかったり、切り合いが

見られなかったりするためわからない。Ｐ―３０・１９４・１９６・２０６のように遺物の出土状況などから墓坑の

可能性を考えられるものや、灰白色粘土塊が検出されるもの、Ｐ―１７９では多量のオニグルミが土坑内

で焼かれていたものがある。

以上に述べたことを通しての特色は、以下のようになる。ほとんどの土坑の特徴として挙げられる

ことは、埋め戻された形跡が見られず自然に埋没したと考えられること、流れ込み以外の遺物があま

り見られないことである。このことから、墓坑の可能性があるものは、数基を除きほとんどないと思

われる。このような中で特殊な土坑としてあげられるのが、Ｐ―１５８・１６５・１６７の土坑上面にその場では

火を焚いた形跡はないが焼けた礫が多数みられるもの、Ｐ―１７９の土坑内で火を焚いてクルミを燃やし

たあとが見られるものである。土坑はその利用について判断する材料が少ない。直接の手がかりは得

られていないが、漁労や狩猟、調理に関係するものである可能性がある。

（２）集石

集石は３７ヵ所検出されている（図�―１―１）。その分布は焼土の分布と重なっている。使用された礫

は安山岩や珪岩などで、たたき石や台石が含まれる。２～３点のものが多く、セットとして持ち歩い

ていたものと考えられる。集石の中で特殊なものとしては、Ｓ―４・７において径０．３ｍほどの範囲に

軽石が集中していたものである。この２ヵ所のほかでは検出されず、どのようなものなのかは不明で

ある。

（３）焼土

焼土は１，６１９ヵ所が検出されている。現地で焼成されたもの１，２３５ヵ所（７６．３％）、廃棄と見られるも

の３６７ヵ所（２２．７％）、調査途中等により不明なもの１７ヵ所（１．０％）である。焼土の調査では上面に炭化

材や炭化種子・微細骨片を含む灰層が確認されている。ほとんどの焼土において、上面にある灰層の

フローテーション作業を行ない、微細遺物の採集に努めた結果、微細骨片や多量の炭化材・炭化種実・

表�―１―１ 土坑の規模

小 型
（長径０．５ｍ以下）

中 型
（長径０．５～１ｍ）

大 型
（長径１ｍ以上）

不 明 合 計

基（群内）（規模内） 基（群内）（規模内）基（群内）（規模内） 基（群内）（規模内） 基（群内）（規模内）

� 群 ０（０％） （ ０％） ２（６７％）（ ２％） １（３３％） （ ３％） ０（０％） （ ０％） ３（１００％）（ １％）

� 群 １（４％） （ ２％） ２（７％）（ ２％）２１（７２％） （６０％） ５（１７％） （１９％） ２９（１００％）（１３％）

� 群 ４５（２４％） （９８％） １０８（５８％）（９６％）１３（７％） （３７％）２１（１１％） （８１％）１８７（１００％）（８６％）

合 計 ４６（２１％） （１００％） １１２（５１％）（１００％）３５（１６％） （１００％）２６（１２％） （１００％）２１９（１００％）（１００％）

表�―１―２ 土坑の形状

楕円形 円 形 不 明 合 計

基（群内）（形状内） 基（群内）（形状内）基（群内）（形状内） 基（群内）（形状内）

� 群 １（３３％） （ １％） ２（６７％）（ ２％） ０（０％） （ ０％） ３（１００％）（ １％）

� 群 ７（２４％） （１０％） １８（６２％）（１４％） ４（１４％） （２０％） ２９（１００％）（１３％）

� 群 ６３（３４％） （８９％） １０８（５７％）（８４％）１６（９％） （８０％）１８７（１００％）（８６％）

合 計 ７１（３２％） （１００％） １２８（５９％）（１００％）２０（９％） （１００％）２１９（１００％）（１００％）
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黒曜石や頁岩のフレイク・チップ等が検出されている。微細骨片の検出された焼土５８９ヵ所（３６．４％）、

炭化クルミの検出された焼土６８８ヵ所（４２．５％）を確認した。炭化物を用いて年代測定を行ない、補正

年代２６００～２２００y．BP（縄文時代晩期中葉～続縄文時代初頭）を主たる中心として、遺跡の東端から検出

されたＦ―１５８６が補正年代２８５０y．BP（TK２―９５、縄文時代晩期前葉）、西端で検出されたＦ―１１８３が補正

年代１７２０y．BP（TK２―６９、続縄文時代中葉）という測定値を得られている。

数は少ないが特徴的な焼土として、径１０�・深さ５�ほどの小ピットが付属するものが５０ヵ所（３．１

％）ある。小ピットは、焼土の中心やその周辺に作られている。その数は１個のものが最も多いが、

最多で２２個のものが確認されている。土器の底面径とほぼ同じ大きさであることから、土器を置くた

めのものだと推定される。小ピットから土器が出土した例はないが、底面の数�上に底部暗色帯のあ

る土器が確認されており、小ピットに土器を置いていた証拠と考えられる（北埋調報２３１，P２２０）。火を

使った跡としては、Ｆ―１１０８の集石炉やＰ―１７９のクルミを焼いた土坑がある。また、焼土の周囲やフ

ローテーション試料中から黒曜石や頁岩のフレイク・チップが検出されることがある。

図�―１―２はこれまでに検出された焼土の平面分布図と垂直分布図である。平面分布では、１３３～１６３

線間で多く、１３３線以西と１６３線以東ではかなり少ない分布となる。特に密集して検出されるのは、縄

文時代晩期中葉～後葉の遺物が多く出土する１５６～１５９線間である。また、南北の帯状に縄文時代晩期

末～続縄文時代初頭の遺物の出土する１５２～１５６線間・１４６～１４７線間・１４０～１４４線間に、焼土が集中する

範囲が見られる。

垂直分布では、標高７～８ｍ付近からほとんどの焼土が検出される。特に１４３～１４４線間・１４６～１４７

線間・１５２～１５４線間・１５６～１５８線間では標高８ｍ付近より上から密に検出される。また、１５７～１６０線間

では標高７～８ｍに密集している。また、１３９～１４１線間・１５３～１５８線間では標高７ｍ以下からも確認

され、最も低いところでは標高５．７ｍから検出されている。焼土は標高の低いところでは平坦面ばか

りではなく斜面にもあり、滞水した時に堆積する薄い粘土やシルト層に形成されている。このことか

ら当時の人々が、水没しやすい標高の低い土地においても活動を行なっていたことが理解できる。

この二つの図から、この遺跡は縄文時代晩期中葉～後葉にかけて最も活発に利用されたことがわか

る。この図の範囲では、縄文時代晩期後葉～末に一時利用頻度が落ちるが、縄文時代晩期末～続縄文

時代初頭にかけてまた利用され、続縄文時代初頭以降は散発的に使用されたと考えられる。

次に焼土から得られた炭化材・種実・骨の同定結果（�章第２節）について、同様の分析を行なった土

器集中１・３と比較しながら考察する。

�炭化材

縄文時代晩期中葉～続縄文時代前葉にかけて形成された焼土から、フローテーション作業により得

られた試料を用いて同定作業を行った。その結果、広葉樹１２種類が確認された。特にオニグルミ・ト

ネリコ属・ヤマグワが多く検出されている。しかし、オニグルミは時期が新しくなると検出されなく

なる傾向が見られた（試料�２０・３２・３９（生活面１４―１２０より上）、試料�４０～５０（１５・１６年度調査分））。検

出された樹種の多くは河畔などに生育するものであり、花粉分析の結果からも遺跡の周囲にはこれら

の樹種が生い茂る河畔林の存在が想定されている。この遺跡を利用した人々は、周囲にあった木材を

燃料材として使用していたと考えられる。

炭化材の同定作業は『対雁２遺跡（８）』において縄文時代晩期末～続縄文時代初頭の遺物が出土し

た土器集中１から得た試料についても行なっており、トネリコ属・ニレ属を中心とした落葉広葉樹が

多く確認されたことが報告されている（北埋調報２３１）。今回の分析で多く検出されたオニグルミは少

なく、土器集中１とはいささか異なる様相を示している。

１ 遺構について
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これらの分析から、対雁２遺跡では燃料材としてトネリコ属・オニグルミ・ニレ属・ヤマグワを主と

して使用していたと考えられる。しかし、縄文時代晩期後葉後半以降になるとオニグルミを燃料材と

してほとんど使用しなくなる様子が伺える（土器集中１及び試料�２０・３２・３９、４０～５０）。これらの分析

試料の中からも炭化したオニグルミ殻は検出されているので、オニグルミを食用として利用していた

と考えられるが、燃料材としては利用していないようである。種実の分析と合わせて考えると、続縄

文時代期には燃料材として樹種の選別を行っていたか、遺跡の近隣にオニグルミの木が少なくなって

いた可能性がある。続縄文時代の江別市江別太遺跡（江別市教委１９７９）や札幌市 K３９遺跡（北海道大学

２００４）、深川市北広里３遺跡（深川市教委２００３）の調査においてもクルミ殻は検出されるが、クルミ材

を木製品や燃料材としては利用することは少ないようである。すべての焼土から検出した炭化材を分

析したものではないが、縄文時代晩期中葉～後葉と縄文時代晩期末葉以降における木材利用の変化と

して、興味深い事例と思われる。

�種実

縄文時代晩期中葉～続縄文時代前葉にかけて形成された焼土からフローテーション作業により得ら

れた試料を用いて同定作業を行った。その結果、オニグルミを主としてマタタビ属、ブドウ属などが

検出された。特にオニグルミは１，６１９ヵ所中６８８ヵ所（４２．５％）の焼土から検出されており、有力な植物

質食料であったと考えられる。また、オニグルミは縄文時代晩期中葉～続縄文時代前葉にかけて満遍

なく検出されているが、時期が新しくなると比率が下がり、縄文時代晩期中葉～後葉が約５０％に対し

て縄文時代晩期末葉～続縄文時代は約３０％ほどしか検出されなくなる。

これまでの調査では、Ｆ―３４０・４９０・４５９・７１６、Ｐ―１７９などから多量のオニグルミが検出されている場

合がある。Ｐ―１７９においては検出された炭化物の約９０％がオニグルミであり、数回にわたって燃やし

た痕跡がある。単に廃棄物として燃やしただけではなく、食用部位を取り去った後のオニグルミ殻を

燃料材として使用した可能性も指摘されている（�章第２節）。

�骨

縄文時代晩期中葉～続縄文文化前葉にかけて形成された焼土と土器集中３からフローテーション作

業により得られた試料を用いて同定作業を行った。微細骨片が検出された焼土は、１，６１９ヵ所中５８９ヵ

所（３６．４％）である。

焼土からは主に魚骨が検出され、サケ・マス類やウグイ類が多く検出されている。多くは近くの川

で漁獲されたものと考えられるが、イワシ類やホウボウ類のような海水魚も少量見られる。遺跡に持

ち込んで食べているようである。焼土から検出される陸獣骨は少ないがシカやキツネが見られる。Ｆ

―４０４ではヒグマが検出されている。土器集中３からはシカや陸獣類の骨が検出されている。

土器集中１ではシカのほかにヒグマ・イノシシ・アシカ類などが検出されている。焼土とは異なり魚

骨の検出は非常に少なく、獣骨中心の検出は土器集中の特色の一つと言えるだろう。焼骨の廃棄につ

いて遺構の選択が考えられる。Ｆ―４０４やＦ―１５１６のような少数の例外を除いて、動物骨の場合は集め

て土器集中のような遺構に廃棄し、魚骨の場合はそのまま焼土に廃棄されている可能性がある。また、

『対雁２遺跡（８）』において鈴木は、ヒグマ焼骨とイノシシ焼骨の共伴から東北地方との関係や、仔

猪飼育から連係した仔熊飼育の可能性について指摘している（北埋調報２３１，第２分冊 p２１６）。

対雁２遺跡からは焼土を中心とした遺構が検出されている。焼土や土器集中から得られた試料を使

って行なった分析では、興味深い事例が多く、この地域における動植物資源の利用状況の一端が垣間

見られたといえる。 （酒井）

� 成果と問題点
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２ �群土器について

（１）はじめに

平成１１～１８年度、江別市対雁２遺跡の調査において、縄文時代晩期中葉～続縄文時代中葉の土器が

出土した（図�―２―１・２）。今回は主体となる縄文時代晩期後半の土器を対象として考察を行う。

昨年度報告では、７３線上の土層断面である「層面」に基づき、�群土器の変化を概観した（北埋調

報２２６）。今回、平成１７・１８年度に設定された生活面を基準として検討した結果、昨年度報告で示した

�～�類に矛盾があることが判明した。これは、出土地点の標高から生活面を内包する層面を推測し

たこと、浸食面と堆積休止面のどちらに主体部が帰属するのか確認しなかったことが主な原因であ

る。土器は、浸食などの自然営力により破片の出土位置が上下に動いている個体が多い。基本的に、

破片が最も集中して出土した取り上げ面に対応するものを、土器が帰属する生活面として認定した。

破片が複数面に亘って出土し、点数がほぼ同じ場合は、器表面に占める接合率が最も高い取り上げ面

を、本来の生活面と見なした。年度間で破片が接合した個体で、それぞれの年度の生活面の序列が矛

盾する場合は、主体部が存在する側のものを採用した。また、平成１１・１２年度調査範囲では生活面が

設定されていないため、各個体の出土地点と層位、接合関係を手がかりに、平成１７年度の生活面にお

およそ対応させた。以上の結果から、昨年度報告の�～�類を修正し、さらに後続する土器集中３、

土器集中１を加えて、新たに対雁�～�類（図�―２―３）を設定した。

（２）各類の特徴

�類 主に生活面１８―１２５～１４０、１７―２５５～２８０より出土した。深鉢・鉢は口縁部に横位の沈線文ある

いは縄側面圧痕文（縄線文）が施される。沈線文（１・２）は間隔が一定ではないものが多いが、縄線文（３

・４）は比較的整っている。口縁端部は平縁でナデのままである。また、下部に波状文や屈曲文、同心

円文などの浮文、刺突列、刻目列などを伴うもの（２・５・６）が見られる。器形は口縁部が直上ぎみに

立ち上がるものが多い。底部が残存する個体は少ないが、大部分が平底と考えられる。大型鉢（６）は

口縁部が内湾し、胴部が張り出す器形である。浅鉢は平縁で、外面に文様を有するもの（７）がある。

壷は肩部の屈曲が強いもの（９）と緩やかなもの（１０）がある。

�類 主に生活面１８―１１０～１２４、１７―２１０～２５４より出土した。深鉢は�類と同様に横位の縄線文（１１

～１４）・沈線文（１５・１６）を主体とするが、いずれも間隔が一定ではなく、全周しないなど不整なものが

多い。口縁端部が縄・工具・指頭で刻まれる個体が目立つようになる。器形は口縁部が直上または内傾

ぎみで、平底。浅鉢は、平縁で突起が小さいものが大半であるが、大型の突起を有するもの（２０）も出

現する。口縁の一部が片口状に突き出すもの（１７・１８）、あるいは把手状の突起が取り付けられるもの

（１９）が見られる。底部はやや丸底か凸底に近いものが多い。外面に渦巻文、弧状文、波状文、断続山

形文、刺突列などが施される（１８・１９・２１・２２）。�・�類は個体数が少ないため、大まかに２つの分類に

まとめたが、生活面が多数に亘ることから、それぞれ２～３類に細分される可能性が高い。

�類 主に生活面１８―１００～１０９、１７―１８０～２０９より出土した。深鉢は、横位縄線文・沈線文の一部が、

対向する縦位の短縄線・沈線により区画され、内部に刺突列や貼付帯が加えられる（２３～２５・２７）。また、

�類と同様に、口縁部に不整な横位沈線文が施され、端面が刻まれたもの（２６・２８）が見られる。浅鉢

は、突起間の内面に縄線を下地文様として括弧文（円弧文）が施されるもの（３２）が現れる。壷は、口縁

～頚部に横位沈線・刺突列（３３）、肩部に不整な斜位沈線・横位沈線（３４）が施される。

�類 主に生活面１８―８５～９９、１７―１６３～１７９より出土した。深鉢は、横位縄線・沈線に括弧文や連結

２ �群土器について
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図�―２―２ 土器出土分布図（深鉢）
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図�―２―２ 土器分布図（鉢・浅鉢・壷ほか）
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括弧文が上描きされる。ただし、初期の段階では、横位条痕を背景文様とするもの（３５）、背景文様を

もたないもの（３６）も見られる。縄線や棒側面圧痕などが施された縦位貼付帯が付加される場合があ

る。また、�類に続き横位沈線のみのもの（３７）もあるが、やや施文が丁寧になり、下部に連続山形沈

線・刺突列を伴う（３８・３９）。底部の形状は不明である。浅鉢の外面には上向・下向弧状の沈線・縄線が施

されたもの（４３）がある。また、横位連続工字文が施された搬入系の浅鉢（４４）も出土した。

�類 主に生活面１８―６３～８４、１７―１５４～１６２より出土した。深鉢は、�類に引き続き括弧文・連結括

弧文を主文様とするが、ナデ消し凹帯による胴部との分断が顕著となり、文様帯が２段になるもの（５０）

も見られる。また、括弧文が直線化して断続山形文になるもの（５１）も現れる。櫛歯状細沈線・対向入

組沈線文・交差斜位沈線文・弧状貼付帯・刺突列などを特徴とする個体（４６～４８）は、幣舞式（澤１９７９・

１９８７）の影響を受けたと考えられる。底部の形状は不明である。浅鉢は突起が顕著に発達する一方、

外面に不整な括弧文が施されたもの（５３）が見られる。底部は丸底で安定しないものが多い。

�類 主に生活面１８―６３、１７―１５１～１５３より出土した。深鉢は、括弧文・連結括弧文に不整なものが

多くなり、弧状線の間隔が狭くなる（５５・５６）。括弧文の直線化はより顕著になり、断続山形文は数条

を単位とする（６０）。また、口縁部に縦位の貼付帯を付加し、その上から横位縄線を廻らせるもの（５８・

５９）がある。浅鉢は、上面観が楕円形または隅丸長方形で、大型のものが目立つ（６１～６３）。突起がさ

らに強調され、端部に縄線・棒側面圧痕などが施されるなど装飾性が高くなる。外面に不整な渦巻状

沈線が描かれるもの（６３）がある。底部は引き続き丸底で、安定しないものが多い。

�類 主に生活面１８―５５～６２、１７―１４１～１５０より出土した。深鉢は、複雑な文様展開は見られなくな

り、横位沈線文を主体とする簡易な文様となる。上描き文様を欠くもの（６７）、格子目状沈線を上描き

するもの（６８）、縦位の貼付帯を付加するもの（６９）などがある。また、括弧文・連結括弧文は規則性を

失い、縦位あるいは上向・下向の弧状沈線を羅列する（６５）。櫛歯状細沈線を背景としてナデ消し凹帯・

縦位沈線・刺突列で区画し、内部に縦位連繋円弧文を描く個体（６４）も見られる。浅鉢は、やや小型化

する（７０～７２）。突起も比較的小ぶりになり、端部の施文は内面近くまで及ぶ。底部は丸底。

�類 主に生活面１８―３２～５４、１７―１０５～１４０より出土した。深鉢は、さらに口縁部文様帯の単純化が

進み、横位沈線文を主体として上描き文様を欠く（７３・７４）。沈線などによる顕著な文様を持たず、ナ

デ消し帯と刺突列のみがほどこされたもの（７６）もある。小型浅鉢とミニチュア壷は、いずれも細密な

横位沈線文・断続山形沈線文と無文帯が組み合わさる（７９・８１）。搬入系の土器としては、外面全体に不

整な横位連続工字文が施された赤彩鉢（７８）、頚部に強い磨り消しによる A字状突起と工字文状隆帯

を作出した大型壷（８２）を伴う。�類の大部分は包含層の上層（旧称�―１層）より出土しており、後述

のように新旧については再考の余地があり、一部は後続する�類と重複する可能性もある。

�類 土器集中３である。横位沈線、弧沈線、波状沈線、並列菱形沈線を主文様とする（８３～１０３）。

鈴木による詳細な検討が行なわれている（北埋調報１７７）。

�類 土器集中１である。横位沈線、弧沈線、三角形沈線、並列菱形または紡錘形沈線、波状沈線、

工字沈線、変形工字沈線を主文様とする（１０４～１１９）。また、蛇行沈線が分断文様・副文様として用い

られる。鈴木による詳細な検討が行なわれている（北埋調報２３１）。

（３）成形技術の変化

土器の成形は、接合面が露呈している個体を見ると、�～�類は内傾接合、�・�類は内傾接合と

外傾接合の両方が混在し、�・	類（土器集中３・土器集中１）は大部分が外傾接合である。すなわち、

本遺跡では�・�類の段階で内傾から外傾への成形技術の変化が生じたと推測される。昨年度に指摘
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したように、この変化は器形の変化に対応する可能性がある（北埋調報２２６）。�類以降、口径が大き

く開く一方で底部がすぼまる傾向が見られ、安定を欠くようになる。このような器形では上半の重量

が過重になり、底部に相当の負荷がかかる。成形における粘土紐の輪積みは歪みを回避するため連続

して行わず、半乾燥の状態で休止を繰り返さなければならない（佐原１９６７）。この時間差による収縮率

の違いにより、上段の粘土紐が剥落することがある。鈴木・西脇は、これを防ぐために外傾接合が採

用されたのではないかと推測している（鈴木・西脇２００３）。

昨年度報告（北埋調報２２６）および本報告に掲載された復元個体より抽出した土器片と、遺構・包含層

より採取した粘土塊を用いて胎土分析を行った（�章第３節）。遺跡内における土器製作技術の変遷を

探ることを目的とする。土器集中１については、昨年度これとは別個に分析しており、鈴木によって

原料粘土と搬入土器、焼成温度についての見解が述べられている（北埋調報２３１）。今回の分析結果に

よれば、対雁２遺跡および他遺跡の対比試料は３８タイプに分類される。このうち他遺跡のみの組成を

除く２７タイプが、対雁２遺跡で確認された。今回の包含層のみの組成が１１タイプ、土器集中１のみの

組成が１１タイプ、両方に共通する組成が５タイプという内訳である。まず、包含層のみの組成を検討

する。破片試料�２・３・５・８・１０・１２・１５・１６・１８、粘土試料�１９は単独の組成であり、時期的な特色が

反映されたものと考えられる。ところが、破片試料�１１と１７は近い組成とされている。これら２点は

時期が異なるだけでなく、在地系と搬入系という異なる系統に属する。同じ場所で採取された、ある

いは同じ方法で調整された粘土を原材料としていると仮定すると、�１７は亀ヶ岡系の文様を模倣して

製作された在地の土器である可能性もある。次に、包含層と土器集中１の両方に共通する組成につい

て検討する。破片試料�１・６・７・９・１３・１４、粘土試料�２０は、土器集中１の複数の個体と近い組成

をもつとされる。土器集中１の一括性が高いことを考慮すると、これらの時期の異なる土器等が共通

する組成をもつということは、本遺跡では長期間継続して使用される、同じ組成の原料粘土のタイプ

がいくつか存在していた可能性がある。

（４）放射性炭素年代測定結果との整合性

平成１１～１８年度、主に焼土より採取した炭化クルミ・炭化材片を用いて放射性炭素年代測定を行っ

た。この結果より導かれた補正１４C年代値が、�～�類土器の変遷に対応するかについて検証する。

図�―２―４は、測定試料を補正１４C年代値（y.BP）の新旧で並び替え、生活面より出土した土器を対

応させている。本遺跡の縄文時代晩期中～後葉の補正１４C年代値は、２５００～２４００y.BP に集中する。BC

７５０～BC４００年に相当する期間では１４C濃度がほぼ一定で、暦年較正曲線が横ばい状態となることが原

因であり（今村２００１）、いわゆる「２４００年問題」として指摘されてきた。今回はこれらの測定値をその

まま実年代としては用いず、あくまで比較資料として取り扱った。

TK２―１０６（１８―１２５面）は２６８５±２０y.BP という、遺構・遺物を伴う生活面としては最も古い年代値が得

られている。これと近接する生活面１８―１２７より出土した大型鉢（６）は、後述のように土器型式的に相

当古い時期のものと考えられるので、この年代値は整合的である。ところが、TK２―１０９（１８―１３８面）は

２５９０±２０y.BP という測定値で、TK２―１０６との間で生活面の序列と年代値の新旧が逆転している。１８―

１３８面より出土した深鉢（１）は６と同じ�類であるが、多少新しい時期のものと考えられる。よって、

土器型式的には両者の年代値は整合性があると言えるが、生活面設定については再考の余地がある。

TK２―１００と TK２―１０７は同じ１８―６３面の試料であるが、それぞれ２５５０±２０y.BP、２５００±２０y.BP と年代値

が異なっている。この生活面に対応する土器（３５・４８・５８・６０）が�～�類に亘ることから、１８―６３面は複

数の生活面が内包されている可能性が高い。旧称�―１層に含まれる１７―２１０面より出土した深鉢（７４）
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と搬入系壷（８２）は、生活面の序列では比較的古いものとされる。ところが、これらは土器型式的には

新しい要素が強く、試料 TK２―８０の２４１０±２０y.BP という年代値と整合的である。よって、生活面設定

が前後した可能性があると推測し、�類に位置づけた。

土器集中３の年代は２５００±４０～２４３０±４０y.BP、土器集中１の年代は２５３０±４０～２４３０±４０y.BP と測

定されている（北埋調報１７７・２１５・２３１）。これらの年代値は�～�類が出土している生活面と同じであ

り、後続する土器型式（�・�類）として予想される数値よりもやや古いようである。

（５）編年的位置

�類の大型鉢６は、口縁部の内湾する器形が、晩期中葉の浜中大曲式（吉崎１９６５、石狩町教委１９７９）

に類似する。北檜山町（現せたな町）生渕２遺跡では、当該期の遺物集中が調査され、炭化クルミの放

射性炭素年代測定値が２６１０±３５～２７２０±４５y.BP であった（北埋調報２１４）。６は近接する生活面より

２６８５±２０y.BP という年代値が得られており、生渕２遺跡の遺物集中と同時期もしくは後続する時期

のものと推測される。

�類は口縁部の横位縄線文を特徴とする。由仁町東三川遺跡出土の「東三川�式」（由仁町教委

１９６９）、千歳市美々３遺跡西部地区出土の「美々３式」（北埋調報７７）に相当する。このほか厚真町共

和遺跡（苫小牧市教委１９８７）、早来町（現安平町）遠浅１遺跡（同）などに類例がある。晩期中葉の横位縄

線文の起源については、浜中大曲式の鉢の頚部無文帯に見られる、沈線内部に横方向からの刺突列が

密に充填されたものが想定されるが、時期的・地域的な隔たりがある。縄線文土器の段階的変化につ

いて、さらに検討を要すると思われる。

�類は千歳市美々３遺跡東地区出土の土器で「新しい特色を示す」とされたもの（北埋調報６９）とほ

ぼ同時期と考えられる。本遺跡においては、口縁部の横位縄線・横位沈線が縦位の区画帯・貼付帯によ

って分断される。これは亀ヶ岡系土器の工字文からの影響を受けたものと推測される。この縦位区画

帯の間隔が次第に密になり、括弧文（円弧文）へと変化していくのであろう。

�～�類は括弧文を主体とする。千歳市ママチ遺跡の�群または２類（北埋調報９・３６）にほぼ相当

する。�類の連結括弧文が施された深鉢３５は、口縁部に横位、胴部に縦位の条痕文を下地文様とする。

条痕文は晩期中葉の浜中大曲式や桃内式（名取・松下１９６４）に特徴的であり、北海道南西部の日本海側

や噴火湾北岸に多く見られる。石狩低地帯では出土例が少ないが、この時期まで条痕文が残存してい

たとすると、３５は括弧文の初期段階に位置づけられよう。	類には幣舞式の影響を受けたと考えられ

る個体（４６～４８）が見られる。４８は幣舞式の鉢や舟形土器に多用される櫛歯状細沈線を下地文様とし、

横位連続工字文を模したと推測される対向入組沈線文が上描きされている。�類になると括弧文の弧

状沈線が直線化して密集するようになり、格子目文へと変化する。


類は、ママチ遺跡の�群または３類に相当する。一方、�類は生活面の連続性が乏しく、個体数

も少ないことから、時期的なまとまりが不明瞭である。先行する
類との関係から、ママチ遺跡の�
群または４類の一部に充当できそうであるが、蛇行線文を伴っていない。本遺跡において蛇行線文が

出現するのは土器集中１（�類）である。これがママチ�群相当だとすると、先行する土器集中３（�
類）や�類も含まれることになり、遺構の一括性や層位的事実と矛盾する。土器集中３、土器集中１

の報告（北埋調報１７７・２３１）で鈴木が指摘したように、ママチ編年は�群（蛇行線文）・	群（弧線文）の分

別に問題点がある。よって、本遺跡の�～�類についてはママチ編年を適用しない。

本遺跡では亀ヶ岡系の土器は非常に少なく、遺構あるいは生活面から並行関係を捉えることが困難

である。しかしながら、これまで検討してきたように各類には稀に搬入系の個体が含まれ、また他地
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域の影響を受けたと考えられる要素も見られる。編年的位置がある程度定まった、類例が出土してい

る他遺跡を参考にしながら、本遺跡の各類を大洞諸型式に対比させると、以下のようになる。�類は、

浜中大曲式並行およびこれに後続する一群であることから、大洞 C２式古段階。�類は、先行する�
類との前後関係、および美々３遺跡などの出土例から、大洞 C２式新段階。�類は、工字文の影響が

出現したと考えられることから、大洞 C２～A式移行段階。�～�類は、先行する�類との前後関係、

および千歳市周辺の第�黒色土層からの出土例から、大洞 A式古段階。�・�類は、先行する�～�
類との前後関係、および千歳市周辺の第�黒色土層からの出土例から、大洞 A式新段階。�・	類に

ついては、鈴木の検討により、�類（土器集中３）が大洞 A式新段階～A�式併行、	類（土器集中１）

が大洞 A�式～砂沢式古段階併行と推測されている（北埋調報２３１）。

（６）今後の課題

昨年度報告で、石狩川上～中流域との比較を課題として挙げた。当該期の資料が永山８遺跡（旭川

市教委２００２・２００３）、無頭川遺跡（富良野市教委１９８８・１９９２・１９９６）、滝里安井遺跡（北埋調報１２３・１３７）、

内園６遺跡（深川市教委１９９６・１９９７）などで出土している。対雁�～�類の主文様である括弧文（円弧文）

が施された個体は比較的少なく、弧状沈線が縦に長く蛇行するものや、直線化して菱形を呈するもの

が多い。これらの特徴は、道央部よりも道東部の様相に近い。道東部における縄線文土器から幣舞式

へ変化については、オホーツク海沿岸の内藤遺跡（斜里町教委１９８１）、谷田遺跡（同１９８８）、ピラガ丘遺

跡（同１９９０・１９９７）、常呂川河口遺跡（常呂町教委１９９６・２０００・２００５）などで、当該期の遺構に伴う資料が

充実している。一方、標式遺跡である幣舞遺跡では、幣舞式よりも後続する緑ヶ岡式の個体が多く、

古い時期の資料は少ない（釧路市教委１９９０、釧路市埋文１９９４・１９９６・１９９９）。縄線文土器より以後の道央

部と道東部を比較すると、互いに共通する要素を内包しながらも、器形・施文・地文などに独自の変化

が見られる。同じ在地系土器の範疇でも、沿岸・河川などでまとまる小地域ごとの特徴を重視した比

較・検討がなされるべきであろう。

また、道南部の聖山�・�式（七飯町教委１９７９a�b、岡村・吉岡１９８１、飯島１９８１・１９８９）の石狩低地帯

への波及についても注意する必要がある。近年、聖山�式（連繋入組文）から聖山�式（横位連続工字

文）への変化については否定的な意見もあり（福田１９９７・２０００）、千歳市周辺などでの出土例は必ずしも

層位的事実と対応しないようである。今後は、道央部や道東部における在地系土器との併行関係をさ

らに精査することが課題となる。

本遺跡の縄文時代晩期後半の土器は、いわゆる「タンネトウ L式」（空知地方史研究協議会１９７７）

とその前後の時期を含む。厳密に言えば、長沼町タンネトウ遺跡 A地点で設定された当初の「タン

ネトウ L式」は、樽前 C降下軽石層（Ta―c 層）より上層（第�黒色土層）で出土する晩期土器群を指し、

本遺跡の�・�類に相当する。現在は Ta―c 層の上下で出土する晩期土器の総称として広く用いられて

いるが、その定義は曖昧である（中田１９９８）。また、千歳市ママチ遺跡で２回にわたり設定された「マ

マチ編年」は、道央部の在地系土器の細分基準として強い影響力を持っているが、今日的な視点では

修正・補強を要する。近年、道央部では七丁目沢６遺跡（江別市教委１９９８ａ・２００４）、川端遺跡（由仁町

教委１９９６）、キウス５遺跡（北埋調報１１５・１２５）、梅川４遺跡（千歳市教委２００２・２００３）、美沢東６遺跡（苫

小牧市教委１９９８）、油駒遺跡（えりも町教委２０００）、本遺跡などで当該期の調査例が増加しており、新

たな晩期土器編年を確立することが求められる。今回の対雁編年は、その一端として試案したもので

あり、今後の調査の進捗によって再検討したいと考えている。 （芝田）
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３ 石器について

対雁２遺跡において、これまで調査を行なった範囲から出土した石器は３，５５０点になる。剥片石器

では石鏃（１７．９％）・スクレイパー（３１．５％）、礫石器ではたたき石（１５．８％）・台石（４．６％）が多数を占め

る。このほかにナイフ類・石錐・石斧・砥石などが出土しているが、わずかしかない。剥片石器の石材

は黒曜石がほとんどを占め、わずかに頁岩や安山岩製のものが出土する。頁岩製のものには石鏃・ナ

イフ類・スクレイパー、安山岩製のものにはスクレイパーがある。礫石器の石材は安山岩が多く、こ

のほかに砂岩・珪岩・泥岩・片岩などが使用される。遺跡付近には礫石器の素材となるような礫が見ら

れないことから、利用した人々が持ち込んだものと推定される。ここでは、多数を占める石器につい

て�石鏃、�スクレイパー、�たたき石・台石としてふれ、特色を取りまとめておく。また、�とし

て黒曜石製遺物原産地推定について、土器集中１の結果も合わせて検討する。

�石鏃

有茎鏃と無茎鏃が出土しており、破片なども含めると石器の１７．９％を占める。有茎鏃は尖頭部が二

等辺三角形で長さ１．５～３�のものが多い。無茎鏃は、二等辺三角形で基部が凹む形状をするものが

多い。長さは、２～４�ほどのものが多い。有茎鏃と無茎鏃とでは、出土分布が異なる。有茎鏃は縄

文時代晩期中葉～後葉前半の遺構・遺物の出土する範囲、無茎鏃は縄文時代晩期後葉～続縄文時代の

遺構・遺物の出土する範囲から多く検出されている。縄文時代晩期後葉～続縄文時代初頭の土器集中

１・３においては両方が出土しており、縄文時代晩期後葉の後半において石鏃の形態が、有茎鏃→両

者並存→無茎鏃へと変わっていったのである。また、下記�で示すが黒曜石製遺物原産地推定の結果

から、有茎鏃の石材原産地が白滝エリアの比率が高いのに対し、無茎鏃は赤井川エリアの比率が高く

なっている。

�スクレイパー

スクレイパーは石器の３１．５％、Uフレイクや Rフレイクを含めると４３．４％を占める。剥片の側縁

に直線や円弧状の刃部があるものが多い。特に形状を意識して作られたのではなく、使用する剥片の

形状を生かして縁辺部に刃部を作出したものである。時期別に見ても変化は認められない。使用され

た石材は、黒曜石が大半を占める。数は少ないが、縄文時代晩期に特徴的に見られる安山岩製のスク

レイパーが出土している。

�たたき石・台石

たたき石と台石は、双方の用途として使用された可能性があるので、ここでは合わせて扱う。石器

の２０．４％を占める。利用された礫は扁平な棒状礫が多く、その腹背部や端部に敲打痕が見られるもの

が多い。台石としたものには、長さ２０�を超えるような大型のものはほとんどない。集石としたもの

には、たたき石や台石としたものが２～３点集まっていることがある。その場に備え付けて使用した

のではなく、持ち運び可能なものを利用していたものであろう。

少数であるが特徴的なものとして、縄文時代晩期の安山岩製のスクレイパーや縄文時代晩期末～続

縄文時代に両面調整のナイフ類がある。石器のうちスクレイパー類が４３．４％、たたき石・台石が２０．４

％を占めることは、これらを使用する解体や加工作業などが多く行なわれていたと推定される。この

ような器種構成は、遺跡の営まれた時期のはじめからおわりまで、あまり変わることはなかった。

� 成果と問題点
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�黒曜石製遺物原産地推定について

分析を行った黒曜石製石鏃３３点のうち、赤井川産８個（２４．２％）、白滝１産１４個（４２．４％）、白滝２産

３点（９．１％）、所山産２点（６．１％）、上士幌産６点（１８．２％）という結果であった。エリア別に見てみる

と、赤井川エリア８点（２４．２％）、白滝エリア１７点（５１．５％）、置戸エリア２点（６．１％）、上士幌エリア

６点（１８．２％）となった。

これらを石鏃の形態別に集計したものが表�―３―１である。この表から、有茎鏃は白滝エリア産が

６０％、上士幌エリア産が２５％を占めるのに対し、赤井川エリア産は１０％を占めるに過ぎない。しかし、

無茎鏃では赤井川エリア産と白滝エリア産がほぼ半々の比率で利用されていることがわかる。このこ

とから、石鏃の形態もしくは使用時期によって、利用される黒曜石原石が異なることがわかる。

対雁２遺跡では、石鏃の形態が縄文時代晩期後葉後半から次第に有茎鏃から無茎鏃へ変遷すること

が、これまでの調査で明らかになっている。今回の原産地同定によって、縄文晩期中葉～後葉前半に

使われた有茎鏃では白滝エリアと上士幌エリアから搬入されたものが多く利用され、後葉後半以降に

使われた無茎鏃では赤井川エリア産の比率が増大し、白滝エリア産のものとほぼ同じ比率になること

が明らかになった。縄文時代晩期後葉後半～続縄文時代初頭の遺物が出土した土器集中１で行った黒

曜石製石鏃の原産地同定では、赤井川産（３９．１％）、白滝産（３４．８％）、未確認原石（２６．１％）となってい

る（北埋調報２３１）。これを石鏃の形態別に表したものが表�―３―２である。二つの表を比べると、包

含層に比べると土器集中１の有茎鏃における赤井川産比率が高いことわかる。石鏃の形態と石材の変

化の過程と理解できる。

隣接する札幌市の K４３５遺跡（２０００）・K３９遺跡（２００２）・C５０７遺跡（２００３）・K５１４遺跡（２００４）において行

われた続縄文時代～擦文文化期の黒曜石製遺物原産地推定によると、赤井川産が卓越して多く検出さ

れ、白滝産は低い比率となっている。高倉（２００６）は、後北 A～C２D式期前後に黒曜石の産出地傾向

が赤井川産に高い比率となる大きな変化が見られることを指摘している。

推定結果が石鏃のみの特殊な事情ではなく、すべての黒曜石製遺物においてあてはまるとすると、

この地域において、縄文時代晩期後葉後半以降に赤井川エリア産の黒曜石が次第に多く利用されるよ

うになり、続縄文時代前葉以降は主として使用されることになったと考えられる。このことは、縄文

時代晩期後葉後半に起きた石鏃の形態変化の過程とも連動しており、興味深い。

『対雁２遺跡（８）』�章第６節において土器の胎土分析と合わせて、赤井川産黒曜石が原産地→余

市町・札幌市→対雁２遺跡という経路をたどって搬入され、白滝産が原産地→富良野市→対雁２遺跡

という経路で搬入された可能性について示唆している（北埋調報２３１）。今回の黒曜石製遺物原産地推

定から考察されることは、縄文時代晩期中葉～後葉前半において白滝や十勝（富良野市）方面との交流

が主として行われ、黒曜石を含むモノやヒトの移動があった。しかし、縄文時代晩期後葉後半以降に

なると赤井川（余市町・札幌市）方面にその主体が次第に変わっていったと考えられる。この現象が対

雁２遺跡のみのことなのかはわからないが、地域の交流先が変化する分岐点が判明した例となる。

縄文時代晩期から続縄文時代における、この地域での黒曜石製遺物原産地推定の資料の増加によっ

て、この時期・地域のモノやヒトの動きがより明らかになるものと考えられる。 （酒井）

３ 石器について
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表�―３―１ 包含層出土石鏃の形態別原産地一覧

赤井川産 白滝１産 白滝２産 所山産 上士幌産 合計

無茎鏃
産地別比率

６
４６．２％

３
２３．１％

２
１５．４％

１
７．７％

１
７．７％

１３
１００．０％

形態別比率 ７５．０％ ２１．４％ ６６．７％ ５０．０％ １６．７％ ３９．４％

有茎鏃
産地別比率

２
１０．０％

１１
５５．０％

１
５．０％

１
５．０％

５
２５．０％

２０
１００．０％

形態別比率 ２５．０％ ７８．６％ ３３．３％ ５０．０％ ８３．３％ ６０．６％

合計
産地別比率

８
２４．２％

１４
４２．４％

３
９．１％

２
６．１％

６
１８．２％

３３
１００．０％

形態別比率 １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％

表�―３―２ 土器集中１出土石鏃の形態別原産地一覧

赤井川産 赤石山�産 未確認原石 合計

無茎鏃
産地別比率

５
３３．３％

６
４０．０％

４
２６．７％

１５
１００．０％

形態別比率 ５５．６％ ７５．０％ ８０．０％ ６８．２％

有茎鏃
産地別比率

４
５７．１％

２
２８．６％

１
１４．３％

７
１００．０％

形態別比率 ４４．４％ ２５．０％ ２０．０％ ３１．８％

合計
産地別比率

９
４０．９％

８
３６．４％

５
２２．７％

２２
１００．０％

形態別比率 １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％

図�―３―１ 分析した試料

４ ５２ ３１
６

７

１０ １４１２
１３

８ ９
１１

１５ １６ １９１８１７ ２０ ２１

２４ ２８２３ ２７２２ ２６２５

２９ ３０ ３１ ３３３２
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４ 放射性炭素年代測定について

今年度調査範囲の測定については、表�―４―１で測定結果をまとめ、図�―４―１では生活面順に並

べた２σ 較正暦年代範囲を表した。また、図�―４―２には、検出位置と標高を図で示した。以下、測

定結果から検討を行なう。今回の測定の目的であった土器型式との考察については、�章第２節にお

いて行なっている。ここでは、今年度に測定した試料について、今年度設定の生活面との関係を検討

する。また、株式会社パレオ・ラボに提供した、一遺構から出土した２０試料を測定すること及び１試

料を２０分割して測定した結果が得られたので、これについても検討する。表�―４―１にはこのことに

関係する測定結果を掲載し、図�―４―１では遺構別に較正年代の幅とその平均における２σ 較正暦年

代範囲を表した。なお、試料名の「TK２―」はこれ以降省略する。

今年度の測定では１００～１０９の１０点について測定結果を得た。今年度に設定した生活面と比べてみる

と、１００・１０２・１０６は生活面の上下関係が整合していない。このほかの７点については、生活面と測定

値は測定誤差範囲内のもので整合的である。測定値自体もこれまでに周囲で行なった年代測定値と近

似しており、ほぼ妥当な測定値である。以下、上記の３点について検討する。

１００・１０２は、７８・７９などの周囲で行なったこれまでの測定値と比べて、５０～１００y.BP ほど古い測定値

である。測定試料はクルミであり δ１３の価も高く、原因はわからない。また、１００・１０７を検出した生

活面１８―６３では、�章第２節において土器の検討から複数の生活面が混在している可能性が指摘され

ている。１０６と１０９は生活面と測定値が整合していない。�章第２節における土器の検討からは、１０６

の測定値がほぼ支持されている。生活面は現場での調査所見や記録を重視して設定している。現場調

査及び生活面設定の段階において誤認等があったと考えられる。

株式会社パレオ・ラボは、当遺跡から検出された試料を用いて、遺構（Ｆ―４５９、Ｆ―７１６、Ｐ―１７９）か

ら検出されたクルミ各２０個の年代測定、及びＰ―１７９出土の一個のクルミを２０個に分割して年代測定す

ることによって測定年代のばらつきをみることを行なった。これら４つの試料は、遺構ごとにそれぞ

れが同一年代になると考えられる。結果としては、１点ずつを見ると F―４５９は２４６９±２０～２５２９±１９y.

BP（２４９８±８y.BP）、Ｆ―７１６は２４０４±２２～２４７５±２５y.BP（２４４８±２０y.BP）、Ｐ―１７９は２４９２±２２～２５６２±２２y.

BP（２５１８±１０y.BP）、Ｐ―１７９（分割）は２４９５±２１～２５５４±２２y.BP（２５２１±９y.BP）となった。（ ）内は補正

図�―４―１ ２σ 較正暦年代範囲

４ 放射性炭素年代測定について
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年代である。各遺構の最大で７１y.BP ほどの測定値のばらつきがあるが、それぞれを平均した補正年

代は妥当なものである。これを２σ 較正暦年代範囲で見てみると、最も確率の高いところでは互いに

重なる範囲があった。測定を行なった試料は、いわゆる「２４００年問題」にあたるところであり、その

ためにこれほどの測定値のばらつきが出たとも考えられる。だが、遺構の年代を一つの試料で測定す

る場合には、測定用試料として選択した試料によって測定年代のばらつきが現れる可能性がある。よ

り正確性を求めるのであれば、数点以上のサンプルを用いてその平均値から年代を求めたほうが良い

と思われる。

５ 考古地磁気研究による年代測定について

富山大学理学部の酒井英男教授に考古地磁気研究による年代測定の試みを行なって頂き、玉稿を賜

った。今回は、噴砂２ヵ所と焼土３ヵ所について測定結果をが得られた。

噴砂については、予察的な結果ではあるが、２ヵ所ともにほぼ同じ年代で１２世紀初頭（A．D．１１３０

年頃）という測定結果が得られた。この年代には、札幌市Ｈ３１７遺跡（札幌市埋文，１９９５）の住居跡の床

面すぐ上に、擦文文化期中頃以降に起きた噴砂に由来すると見られる砂層が検出されている。このこ

とから、１２世紀初頭の頃に札幌市や江別市の付近では、噴砂や断層が起こるほどの大きな地震があっ

たと理解される。また、この他にも札幌市では年代不明ではあるが、多くの噴砂脈の検出が報告され

ている。これまでは、遺跡の調査において噴砂などが検出されても、その年代を知ることは遺構や遺

物がないとわからなかった。現在は、北海道における研究データを蓄積している段階であるが、遺跡

やその周囲の環境を知る上で有効な手法と思われる。これから未測定のサンプルについても測定を行

なっていくということである。対雁２遺跡で検出された噴砂がすべて同時期のものなのか、異なる時

期のものがあるのかも判明してくると期待される。これからの測定の進捗を待ちたい。

焼土は、F―１４１８・１６０６については放射性炭素年代測定を行なって測定値を得ていた（�章第１節）。

考古地磁気による年代測定では、紀元前についての研究データが乏しいことから、年代を推定するこ

とができなかったが、これから紀元前における研究データの蓄積が行なわれると年代を測定すること

が可能になるそうなので、これからのデータの蓄積と研究の進展に期待したい。

北海道における考古地磁気研究による年代測定は、これから進展していくものと考えられる。北海

道における研究データの蓄積とともに、紀元前の年代測定のための研究が行なわれていけば、これま

で年代を測定することのできなかった遺跡や遺構においても、年代を測定することができるようにな

る可能性がある。これからの研究データの蓄積と研究の進展に期待したい。

６ 遺跡について

これまでの調査や自然科学的分析をもとに、対雁２遺跡について検討する。

遺跡は世田豊平川（旧豊平川）の河川堆積物による自然堤防上に立地し、標高８ｍより下では冠水と

離水を繰り返す土地であったと考えられる。遺跡の周囲には、トネリコ属やオニグルミなどの落葉広

葉樹の生い茂る河畔林が拡がり、縄文時代晩期前葉（補正年代２８９０y.BP、TK２―９３）～続縄文時代後葉（補

正年代１６４０y.BP、TK２―６７）頃にかけて遺跡が形成された。しかし、遺跡の上部は公園造成などによっ

て削平されているため、より新しい時期の遺構や遺物があったと考えられる。遺跡北側は河川改修工

事により削平されており、遺跡が北側に続いていたことが調査から判明している。また南側は、遺跡
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南辺に土器集中１があることや遺構・遺物の出土状況が南北方向に分布していることから、堤防側に

も続いていくと推定される。

これまでの調査では、住居跡や明らかに墓坑と考えられるものは見つかっておらず、土坑や焼土が

遺構の中心となる遺跡である。この遺跡が最も活発に利用され、土坑や焼土・遺物が多く確認される

のは縄文時代晩期中葉～後葉である。この時期の包含層からは、焼土や遺物が薄い間層を挟んで重層

的に検出される。１つの小グリッドに２０面以上の取上面が確認されることがある。これ以前にはほと

んど利用されていない。縄文時代晩期末葉～続縄文時代初頭には、土器集中１・３が確認されている。

これらの遺構では、狭い範囲から多量の遺物が出土している。しかし、この時期にあたる包含層は、

遺構や遺物の分布が少なく、人々は調査を行なった範囲よりもう少し北側や南側の地点を利用してい

たと思われる。続縄文時代初頭～前葉には、焼土の分布から、やや活発に利用されているが、遺物の

出土は少ない。それ以降は利用されることが少なくなっている。

遺跡は、増水時には水没する可能性のある立地、住居跡が検出されてないこと、はっきりと墓坑と

される土坑がないこと、屋外炉と見られる焼土が多数確認されること、焼土上面から採集された微細

骨片には周囲の河川で漁獲可能なサケ・マス類やウグイ類を大半としてシカなどの獣類が検出されて

いることから、漁労や狩猟を行なうために一時的に利用した遺跡と考えられる。

この遺跡を形成した人々は、周辺から集めた燃料材を用いて火を熾し、焚き火の周囲で漁労や狩猟

によって得られた魚類や獣類の調理や剥片石器の二次調整などの作業を主に行なっていたと想定され

る。また、重なり合うように検出される焼土は、頻繁にこの遺跡を利用していた証拠となる。しかし、

特に頻繁に利用していたと見られる縄文時代晩期中葉～後葉には、遺跡周辺にこの時期の他の遺跡が

見られず、この場所を利用した人々がどこからやってきたのかは不明である。縄文時代晩期末葉～続

縄文時代初頭になると、野幌台地上に大麻３遺跡、七丁目沢６遺跡、高砂遺跡など墓坑を伴う遺跡が

確認されている。これからの資料の増加に期待したい。

これまでの調査から、対雁２遺跡についてわかったことをまとめると次のようになる。

�これまで資料の少なかった、この地域の縄文時代晩期中葉～続縄文時代初頭における土器について

�晩期後葉後半における石鏃の変化（有茎鏃から無茎鏃へ）

�晩期後葉後半における黒曜石の搬入経路の変化（白滝エリアから赤井川エリアへ）

�東北地方との関係を想起させるイノシシ焼骨の存在（北埋調報２３１）

�続縄文時代初頭におけるクルミ材の利用状況の変化（�章第１節）

�放射性炭素年代測定によるこの時期の年代測定値の集成

�１２世紀初頭における噴砂や断層を伴う大きな地殻変動（�章・�章第５節）

興味深い事例が多い。周辺地域においてこれからの事例の研究を行う際には、有用な調査事例とな

るであろう。 （酒井）

６ 遺跡について
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写真図版



調査風景 E→W

調査風景 W→E

図版�―１

調査風景 SW→NE

調査風景 SE→NW

調査風景 NE→SW

調査風景 NW→SE

調査風景（１）



図版�―２

土器接合作業風景 西側完掘 NE→SW

東側完掘 N→S 重機による法面施行状況 N→S

越冬養生状況 E→W

調査風景（２）



図版�―３

土器（図�―３―７・図�―６―１３）出土状況 E→W 土器（図�―３―６）出土状況 W→E

土器（図�―１１―２４）出土状況 S→N 土器（図�―５―１０）出土状況 NE→SW

土器（図�―１―２）出土状況 N→S 土器（７３―１５７―エ�）出土状況 SW→NE

検出状況（１）



図版�―４

土器（図�―１２―２８）出土状況 NW→SE

フローテーション２次選別作業風景

平成１１年度トレンチ調査（８１ライン）風景 NW→SE

平成１１年度トレンチ調査（１５０ライン）風景 N→S

B調査坑（１３―１）土器（図�―３０―９）出土状況 N→S 土製品（図�３３―１３）出土状況 SE→NW

検出状況（２）



図版�―１

７５―１４４―ア～７５―１４６―ア NE→SW

７５―１５４―ア～７５―１５６―ア NE→SW

７５―１５６―ア～７５―１５８―ア NE→SW

７３―１４９―ア～７５―１４９―ア SE→NW

地層断面



図版�―１

F―１５１６断面 S→N

小ピットのある焼土（F―１５１６） NW→SE

F―１４９０断面 S→N

土器（図�―１４―４４a～c）・焼土（F―１５４４） NW→SE

F―１５８７断面 S→N

噴砂で切られた焼土（F―１６２６） NW→SE F―１６０６断面 NE→SW

焼土



図版�―２

土坑 SE→NW P―２０２完掘 N→S

P―２０８灰白色粘土検出状況 S→N P―２０８完掘 SW→NE

P―２０９完掘 E→W P―２１０完掘 S→N

土坑（１）



図版�―３

P―２１１完掘 SE→NW P―２１２完掘 SW→NE

P―２１３完掘 SW→NE P―２１４完掘 SW→NE

P―２１５完掘 SW→NE P―２１６完掘 NE→SW

土坑（２）



図版�―４

P―２１７完掘 SE→NW P―２１８完掘 SW→NE

P―２１９完掘 SW→NE 灰白色粘土検出状況（７３―１５４―ウ�） SW→NE

S―３４検出状況 SW→NE S―３５検出状況 SW→NE

土坑（３）・集石（１）
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Ｓ―３７―１

Ｓ―３７―２

Ｓ―３５―１

Ｓ―３７―３

Ｓ―３４―１

Ｓ―３７―４

Ｓ―３５―２

Ｓ―３６―１

Ｓ―３７―５

Ｓ―３６―２

図版�―５

S―３６検出状況 NE→SW S―３７検出状況 N→S

遺構の遺物

集石（２）・遺構の遺物
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１９ １９の文様帯アップ

土器（３）
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